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巻頭カラー図版 l

I. 斎富古墳群航空写真

2. 斎富古墳群全景（南上空から）



巻頭カラー図版 2

I. 斎富古墳群全景

2. 2号墳第 l主体部（南から） 3. 2号墳第 4主体部（南から）



巻頭カラー図版3



巻頭カラー図版4
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巻頭カラー図版5

I. 馬屋遺跡土盛部西半部奈良時代建物群

2. 馬屋遺跡土盛部東半部平安～鎌倉時代建物群



巻頭カラー図版 6

I. 検出状況 2. 和同開資出土状況

3. 埋訥土器

4. 和同開貨

土器埋納遺構と出土遺物



巻頭カラー図版 7

I. 土壌墓ー 2

2. 土壊塞ー 2出土遺物



巻頭カラー図版8
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序

山陽自動車道は大阪府吹田市を起点とし、瀬戸内海沿岸を結び山口市にいたる総延長426kmの高速

道路です。県内で最初に開通したのは、昭和56年備前～相生間でした。以降倉敷• 福山間、岡山・倉

敷間と次々開通致しましたが、備前・岡山間約40kmが最後まで残されていました。 1 

日本道路公団広島建設局備前工事事務所は、昭和60年 7月に開所し、その間備前～岡山問の早期開

通をめざし奮励努力し、無事平成 5年12月16日開通を迎え、県内全線が開通する連びとなりました。

当事務所は残務作業も終え平成 6年 7月 1日をもって閉所しました。この間埋蔵文化財の発掘調査に

つきましては、昭和62年から平成 4年10月末Hの山陽町斎富遺跡の調査終了にいたるまで熊山町、瀬

戸町、山陽町に所在した多くの遺跡について記録保存のための調査を岡山県教育委員会・岡山県古代

吉備文化財センターと協議を重ねつつ実施してまいりました。

本書は、熊山町、瀬戸町内の遺跡、山陽町馬屋遣跡、斎富古墳群などを収載し、斎富遺跡について

は来年度刊行される予定と聞いております。

なお、この発掘調査、および本書の編集は、岡山県教育委員会に委託して実施したものであり、こ

こに関係各位のご尽力に対し、深甚なる謝意を表するものであります。

平成 6年12月

日本道路公団広島建設局備前工事事務所

前所長 多久和 勇

-------
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山陽自動車道は、瀬戸内沿岸の主要都市を東西に結び、九州・近畿さらに瀬戸中央自動車道、やが

て中国横断自動車道とも結ばれ、四国・山陰地方へと連なる大動脈であります。この高速道路の開通

によって各地域間の交流がますます盛んとなり、岡山県においても、経済的・文化的に一層活性化が

促進されるものと期待されています。

この山陽自動車道の備前市から岡山市間建設に先立ち、岡山県教育委員会では、関係当局と幾度と

なく協議を重ね埋蔵文化財の保護・保存の調幣を図ってまいりました。しかしながら、この道路が古

代備前の中枢部を、そしていみじくも古代山陽道と並行するようにして走るため、多くの遺跡が記録

保存の対象となりました。最後まで残された備前～岡山間が開通することによって、県内全線が開通

することもあって、県民各層から寄せられた早期建設の要望は大きく、限られた期間に調査を実施せ

ざるを得なかったのですが、平成 4年10月末日をもって全遺跡の調杏を完了しました。以降、整理・

報告書作成作業を行なってきたところであります。

今回発刊いたします備前工事事務所関係の第 1分冊には赤磐郡熊山町から瀬戸町、山陽町にいたる

各遺跡について収載しております。この中には、瀬戸町松尾古墳群の陶棺、山陽町馬屋遺跡の奈良時

代から室町時代にわたる掘建柱建物群の変遷、古墳時代後期には珍しい竪穴式石室を持つ斎富古墳群

など多くの成果を得ることができました。この報告書が、今後この地域の歴史解明の資料として、ま

た文化財保護の一助として広く活用されることを希望しております。

なお、発掘調杏の実施および報告書の作成にあたっては、『山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財対

策委員会』の先生方から種々の御教示と御指導を得、また、日本道路公団広島建設局・広島建設局備

前工事事務所・岡山工事事務所をはじめ、岡山県士木部• 岡山県東備地方振興局や地元の関係各位か

らも温かい御理解と御協力を賜りました。関係各位に対して、深甚の謝意を表わすしだいでありま

す。

平成 7年 3月

岡山県教育委員会

教育長 森崎岩之助



例日

1 . 本書は、山陽自動車這に伴い、日本道路公団より委託を受けて、岡山県教育委員会が昭和63年～

平成 3年度に発掘調査を実施した備前工事事務所関係の熊山町・瀬戸町・山陽町内19ケ所の報告書

である。斎富遺跡については平成 7年度に刊行予定である。

2. 発掘調査は昭和53,-._,平成 3年度の一次調査の後、平成 2,..._, 4年度に実施した。本報告書は、その

うち昭和63年度から平成 4年度に行った発掘調査の報告である。

3. 発掘調査および、報告書作成にあたっては、山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会

を設け、下記の方々に委員を委嘱した。対策委員会各位からは終始有益なご指導とご助言をいただ

いた。記して深謝の意を表す次第である。

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

鎌木義昌（岡山理科大学）乎成 4年度まで

西岡憲一郎（岡山県遺跡保護調査団）平成 3年 5月まで

西川 宏（山陽学園女子高等学校）

間壁殴子（倉敷考古館）

高見周夫（岡山市遺跡保護調査団）

根木修（岡山市教育委員会）

新納泉（岡山大学）平成 3年 5月まで、平成 5年度から

稲田孝司（岡山大学）乎成 3年 5月から平成 4年度まで

土井基司（岡山大学）平成 3年 5月から平成 5年 6月まで

亀田修一（岡山理科大学）平成 5年 7月から

また、馬屋遣跡の建物群については奈良県立文化財研究所の松本修自氏（現東京国立文化財研究

所）に来跡願い、またその後においても種々の教・指導を得た。多数の県内外の研究者の方々か

ら、様々なご助言、ご教示を得た。記して、感謝の意を表す次第である。

4. 特殊な遺物および自然科学分野における鑑定、同定等については、下記の諸氏、機関に依頼し、

有益な教示を得、一部の成果については、報告文をいただいた。記して深く感謝の意を表す次第で

ある。

●人骨鑑定

●歯鑑定

●鉄滓分析

池田次郎（九州国際大学）

小田嶋梧郎（前岡山大学）

大澤正巳（新日本製鉄）

●輸入磁器の産地同定 上田秀夫（側和歌山県文化財センクー）

●動物遺体鑑定 金子浩昌（早稲田大学）

●樹種鑑定 畦柳鎖（岡山商科大学）

●脂肪酸分析 中野益男（帯広畜産大学）

●緑釉陶器

●瓦器

●黒色系士器

平尾政幸 ((M)京都市埋蔵文化財研究所）

橋本久和（高槻市立埋蔵文化財センター）

武田恭彰（総社市教育委員会）



●東播系士器 大村敬通（兵庫県埋蔵文化財調査事務所）

●灰釉陶器・緑釉 楢崎彰ー（名古屋学院大学）

●玉の分析

●玉

柴垣勇夫•浅田員由（愛知県陶磁資料館）

東村武信（京都大学原子炉実験所）

藁斜哲男（京都大学原子炉実験所）

高橋進一（総社市教育委員会）

また鉄器については、当センター尾上元規の教示を得た。

馬屋遣跡の土器の時期については、早島式土器（吉備系土師器椀）については、山本悦世「吉備

系土師器椀の成立と展開」『鹿田遺跡 3』岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 6冊 岡山大学埋

蔵文化財調査研究センター 1993年、瓦器については、楯本久和「古代後期・中世の土器」『中世土

器研究序論』 1992年、および尾上実「南河内の瓦器椀」『藤沢一夫先生古稀記念 古文化論叢』

1983年、輸入陶磁器については、横田賢二郎•森田勉「太宰府出土の輸入陶磁器について」『九州歴

史資料館研究論集 4』1978年によっている。

5. 報告書の作成は、平成 5 年度に岡山県古代吉備文化財センター山陽町事務所で伊藤晃• 二宮治

夫•吉久IE見•横山定が行った。本文の執筆はこのほか調査担当者が分担し、文末に文責を記し

た。

6. 発掘調査時の遺構写真については調査担当者が撮影した。遺物写真については、江尻泰幸が担当

した。馬屋遺跡の掘立柱建物写真図版の白線は発掘調査時に想定したもので、整理段階で新たに加

わった建物には白線を引いていないe また、建物図面も修正したものが多くあり、写真図版と異な

る場合がある。

7. 本書の編集は、穎戸町関係を下沢、斎富古墳群を吉久•安井悟•福田正継、馬屋遺跡・池新田遺

跡•新屋敷遺跡を横山・ニ宮・伊藤が担当し、馬屋遺跡・新屋敷遺跡の写真図版の作成については

中野雅美の援助を受けた。全体にわたっては、伊藤が担当した。

8. 本報告書の関係する遺物、実測図、写真、マイクロフィルム等は岡山県古代吉備文化財センター

に保管している。



凡 例

1 . 報告書に記載された高度値は海抜高であり、方位は特に示さない限り磁北であるが、馬屋遺跡の

TN記号は真北を示す。

2. 本報告書掲載の各遺構・遺物実測図の縮尺率は下記の通り統一しているが、例外については縮尺

率を明記した。

遺構 竪穴住居・掘立柱建物 1 / 80 土城墓土城•井戸 1 / 30 土器棺 1 / 20 

遺物 士器 1 / 4 瓦 1 / 4 土製品 1 / 3 石器 1 / 3 鉄器 1 / 3 

玉類 1 / 1 

3. 遺構番号・遺物番号は、各遺跡の中での連番号で、新屋敷遺跡・馬屋遺跡は各遺構別ごとの番号

である。

4 . 遺物番号は、材質を示すため、士器以外のものについては下記の略号を番号の前に付した。

土製品： C 石器・石製品： S 金属器・金属製品： M 玉類： 0 木製品： w 

瓦器： t 黒色土器： b 磁器： j 灰釉： a 緑釉： g 瓦： r 

東播系土器： u 

5. 遺構名を省略する場合の略称は、下記の通りである。

竪穴住居ー住掘立柱建物一建士城一土井戸一井土城墓一墓柱穴・ビットー p また、遺

物名については、壺形土器、甕形土器、高杯形土器などを壺、甕、高杯のように略称して用いる。

6 . 報告書中に用いる時代区分は、一般的な政治史区分に準拠し、それを補うために文化史区分、世

紀を併用した。また 1の第 1・2図及び 11の第 1図は建設省国上地理院発行の 5万分の 1地形図を

複製し、加筆したものである。
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調査の経緯と第 1次調査の概要

l 調杏の経緯と第 1次調査の概要

第 1節調査の経緯と概要

岡山県内山陽自動車道ルートで唯一残された岡山～備前間に存する遺跡の第 1次および全面調在

は、熊山町・瀬戸町を昭和63年～平成元年度中国横断道（米子～落合）に従事していた 2名の調往員

が冬期の 1~3 月に確認調在•本格調査を実施し、平成 2 年度は主に瀬戸町内の第 1 次および全面調

査を実施した。

山陽町内の遺跡については、平成 3年度当初調査員10名体制で調杏を行う計画でいたが、山陽町内

の用地買収が遅れていたため、急拠岡山工事事務所関係の岡山市田益遺跡の調査に入り、用地買収の

メドがたった 5月連休明けから 4名が第 1次調査にあたった。

この結果、馬屋遺跡20,130出、ヤブレ塚400rrl、池新田遺跡1,120rrl、新屋敷遺跡1,164出、斎富遺跡

20,580叫斎富古墳群1,683rrl、勘定口 2号墳370rrl、計53,427出が発掘対象面積となった。

4 ,,.___, 6月に田益遺跡の調在を終え、 7月から馬屋遺跡・池新田遺跡・新屋敷遺跡へ 3班 7名、斎富

遺跡へ l班 3名で調介を開始した。さ

らに10月からは、中国横断自動車道 4
Z

ー
ー
＼
ヽ
―

名、井原線関係 2名が調行終了に伴い

山陽自動車道に 6名増員され、斎富古

墳群、斎富遣跡の調査にあたった。平

成 3年度には馬屋遺跡の土盛部分、池

新田遺跡、新屋敷遺跡、斎富古墳群、

斎富遺跡のボックス部、丁事用側道の

一部を終らせた。

平成 4年度は、 20名の調査員で調行

を行なうべく計画していたが、平成 5

1. 馬屋遺跡

2. 池新田遺跡

3. 新屋敷遺跡

4. 斎富遺跡

5. 斎富古墳群

6. l勘定口2号墳
実教寺遺跡

塩納成遺跡

-------7. 松尾古墳群

8. 満願寺遺跡

第1図調査遺跡の位置図

-1-
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I 調査の経緯と第 1次調査の概要

年度開通を計画していた公団のt事工程と調査期間の終了時期が折り合わず、このため県教育委員会

は、建設省の百間川改修工事を半年間中断し、この調在にたずさわる予定の 3名の調査員を（作業員

も含め）増員し調査を進めることになった。

また作業に従事する作業員についても、山陽町内では確保することが出来ず、岡山市、瀬戸町、赤

坂町、吉井町、英田町、佐伯町などの近隣市町から四系統のバス路線を設定し人員の確保に務めた。

調査は、馬屋遺跡の士盛部の残り、橋脚部および南北側道8,945rrl、斎富遺跡19,170面、墓地移転の

関係で乎成 3年度調査が未了であった瀬戸町勘定口 2号墳370niの調脊を含め10月末日に完了した。

そして14名の調査員は公団岡山工事事務所の岡山市白壁奥遺跡、岡山市池田家墓地関連遺跡、高梁工

事事務所の賀陽町大村中世墓地、建設省の国道53号バイパスの岡山市西山古墳群の調査に入り、残り

6名が年度末まで整理作業を行った。

平成 5年度は 4名が斎富古墳群、馬屋遺跡他の報告書作成作業に従事した。

発掘調在・整理・報告書作成については、日本道路公団と岡山県の委託契約に基づぎ岡山県教育委

員会文化課が契約を行い、発掘調査は古代吉備文化財センターが行った。

〈発掘調脊年度、担当地区および担当者〉

昭和63年度 (1,...,_, 3月） 瀬戸町保木池尻遺跡、保木西遺跡． 下澤公明・大智浩

松尾 2・4号墳．松尾窯址第 1次確認

調査

平成元年度( " ) 瀬戸町実教寺南遺跡．実教寺北遺跡． 下澤・ （大智）

平成 2年度（通年） 瀬戸町奥池西遺跡．奥地北遺跡．塩納下澤・栗原健一

成A・B遺跡熊山町満願寺遺跡第 1

次確認調査．松尾 2・4・5号墳．実

教寺南・北遣跡全面調脊

山陽町斎宮古墳群第 1次確認調牲 下澤•栗原・澤山孝之・古市秀治

平成 3年度 (5"'"'6月） 高月条里遺構（馬屋遺跡）• 長尾遺跡． 伊藤 晃・下澤•平松義則• 横山

門前奥池西遺構．南方条里遺跡（斎富 定

遺跡）第 1次確認調査

(7,...., 3月） 斎富遣跡全面調査

(10,...., 3月） " 

岡田博•山本了峰•長門修

井上 弘・古谷野寿郎・氏平昭則

(7"-'3月） 新屋敷遺跡・池新田遺跡．馬屋遺跡全 伊藤・下澤•二宮治夫・窪田廣志

(10......__, 3月）

平成 4年度 (4,....__,10月）

(4 ,....__,10月）

面調社 野上和信•平松•横山•杉山一雄

斎富古墳群全面調査

馬屋遺跡

斎富遺跡

-2-

（調査補助）

福田正継•松岡浩太郎・安井悟

二宮・窪田• 石田容一

伊藤・下澤•井上•福田・ニ宮・

窪田•野上•竹井孝充•吉久正見

石田• 田原順•山田明信•東呂

木博•長川優・安井•松岡・

大橋雅也• 横山・滝川明徳・根木



(4 ,...._, 9月） fl 

(4 ,...._, 6月） 勘定口 2号墳

〈整理・報告書作成〉

平成 4年度 (11,...._,3月）

l 調査の経緯と第 1次調査の概要

智宏

平井勝・大森善市・高田恭一郎

福田・山田• 長川

伊藤・ニ宮・窪田•吉久•安井・

横山

平成 5 年度 (4~3 月） 瀬戸町関係．斎富古墳群．馬屋遺跡他 伊藤・ニ宮・吉久•横山

平成 6年度

を整理・報告書作成

斎富遺跡幣理・報告書作成．瀬戸町関

係．斎富古墳群．馬屋遺跡他を印刷出

版

発掘調在体制（昭和63年度～平成4年度）

昭和63年度 (1988年度） 平成元年度 0989年度）

岡山県教育委員会 阿山県教育委員会

教育長竹内康夫 教育長竹内康夫

教育次長前 享治 教育次長竹本博明

文化課長吉尾啓介 文化課長吉尾啓介(-11/30)

課長代理河野 衛 鬼澤佳弘(12/1 ,....,) 

課長補佐伊藤 見 課長代理河野 衛

主 査藤川洋二 課長補佐伊藤 晃

主 査藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター 岡山県古代吉備文化財センター

所 長水田 稔 所 長長瀬日出明

総務課 総務課

課 長佐々木清 課 長竹原成信

総務主幹藤本信康 総務主幹藤本信康

主 任花本静夫•岡田祥司 主 任岡田祥司・乎松郁男

片山淳司 片山淳司

調査一課 調査一課

課 長河本 清 課 長河本 清

主 幹下澤公明 課長補佐下澤公明

文保護化主財事 大智 浩 保文護化主財事 大智 浩

澤山孝之

古市秀治

-3-

平成 2年度 (1990年度）

岡山県教育委員会

教育長竹内康夫

教育次長杉井道夫

文化課長鬼澤佳弘

課長代理光古勝彦

課長補佐伊藤 晃

主 査藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所 長長瀬B出明

次 長河本 清

総務課

課 長竹原成信

課長補佐藤本信康

主 任平松郁男・坂本英幸

調査一課

課事務取長扱 河本 清

課長補佐下澤公明

文保護化主査財 栗原 健一



J 調査の経緯と第 1次調査の概要

乎成 3年度 (1991年度） 平成 4年度 (1992年度） 平成 5年度（報告書作成）

岡山県教育委員会 岡山県教育庁 岡山県教育庁

教育長竹内康夫 教育長竹内康夫 教育長森崎岩之助

教育次長森崎岩之助 教育次長森崎岩之助 教育次長岸本憲二

文化課長鬼澤佳弘 文化課長渡邊淳平 文化課長渡邊淳乎

課長代理大橋義則 課長代理松井新一 課長代理松井新一

課長補佐柳瀬昭彦 課長補佐柳瀬昭彦 課長補佐高畑知功

主 査時長 勇 主 査時長 勇 主 査時長 勇

岡山県古代吉備文化財センター 岡山県古代吉備文化財センクー 岡山県古代吉備文化財センクー

所 長横山常賀 所 長横山常費 所 長横山常貿

次 長河本 清 次 長河本 清 次 長落原克人

総務課 文保護化参財事 喜原 克人 総務課

課 長藤本信康 総務課 課 長北原 求

課（兼長係補長佐） 小西 親男 課 長北原 求 課長補佐小西親男

主 査平松郁男 課長補佐小西親男 主 査石井 茂•石井善晴

主 任坂本英幸 主 脊石井 茂 主 任三宅秀吉

調査三課 主 任石井善晴•三宅秀吉 調査二課

課 長伊藤 晃 調査三課 課 長伊藤 晃

文保護化主財幹 下澤 公明 課 長伊藤 晃 文保護化主財査 一—宮 治夫

第一係長岡田 博 保文護化主財幹 下澤 公明 文保護化主財任 士ロ久 正見

文保護化主財査 ー一宮 治夫・窪田 廣志 課長補佐井上 弘 文保護化主財事 横山 定

野J:. 和信 第事一務取係長扱 井上 弘

文保護化主財事 山本 了峰•平松 義則 保文護化主査財 二宮 治夫•窪田 廣志

主 事横山 定• 長門 修 野上和信

（第二係） 11月～ 文保護化主財任 竹井 孝充•吉久 正見

係 長福田正継 石田容一

文保護化主財事 松岡浩太郎•安井 悟 文保護化主財事 田原 順•松岡浩太郎

主 事氏平昭則 主 事横山 定

第二係長福田正継

保文護化主財任 山田 明信

文保護化主財事 東呂木 博•長）11 優

安井 悟•大橋雅也

主 事根木智宏

調査二課

第一係長平井 勝

文保護化主財査 大森 善市

文保護化主財任 高田恭一郎

-4-



調査の経緯と第 1次調査の概要

第 2節地理的・歴史的環境

瀬戸町

赤磐郡瀬戸町は、岡山県東南部に位置し西から南にかけて山陽町及び岡山市と東から西にかけては

熊山町と長船町そして備前市と接している。地勢的には、岡山平野の北東端にあたりその端が県下三

大河川の内の一つである吉井川によって画されている。町の北東側は、 350,..._,250mの山地を主とする

が、南に下がるとその高さを減じて行く。そして、吉井川や砂川による沖積低地が広がる。吉井川の

北東からの流路は、東瀬戸山塊にぶつかり西に大きく流れを曲げさらにこの山塊を沿って下って行

く。この東瀬戸山塊の西側に砂川の流路が形成されているのである。これら河川の影曹とともに山地

が流紋岩により成り立っていることから直線状の谷を形成させている。遺跡は、この縁辺部に多く分

布している。

岩宿時代及び縄文時代の遺跡は、隣接する熊山町で確認されているがその詳細について不明なのが

現状である。『瀬戸町誌』においては、夏井遺跡

から縄文時代に属すると考えられる石匙の写真

が示されておりこれからも資料が増えるものと

考えられる。また、報告がなされていないが塩

納成遺跡の丘陵裾部から岩宿時代前後とされる

石器が出土している。

弥生時代に入っても前期にさかのぼる遺跡は

確認されていないが、中期になると石器の表採

などによってその存在が知られるのである。こ

れら表採される地点は、沖積地ではなく丘陵部

に多く認められいまだ沖積地における大規模な

遺跡は認められていない。後期になると規模の

大きな調査が行なわれた陣馬山遺跡において

は、竪穴住居や台状墓が検出されたことにより

集落と墓との関係が明らかにされている。しか

し、この期の墓は、経塚 1・2号墳や向山 1,..._, 

17号墳のように認められているが先の例のよう

にそれらに関わる居住地はまだ明らかにされて

し、なし"o

，古墳時代になると、観音寺丸山に全長137m

の前方後円墳である玉井丸山古墳が所在する。

この玉井丸山古墳の占地する北の山陽町側に

は、両宮山古墳を筆頭に森山古墳・廻山古墳・

朱千駄古墳•小山古墳などの前方後円墳が集中

する地であり、 5世紀代になると備前南部にお

-5-

馨..伶

云：；二；亭三三己簑
1. 松尾2号墳 2. 松尾4号墳 3. 松尾5号墳

4. 松尾古窯跡 5. 経塚 1・2号墳 6. 塩納成遺跡

7. 東大寺瓦窯跡 8. 夏井遺跡 9. 向山 1-17号墳

10. 陣場山遺跡 11. 吉岡廃寺

第2図瀬戸地区遺跡分布図 (1/50,000) 



調査の経緯と第 1次調査の概要

いても重要な位置を占めていることが窺われるのである。後期に入ると谷部に横穴式石室を主体とす

る古墳群が数多く営まれるようになる9。そして、その内部には陶棺が納められていることが比較的多

く認められている。

古墳時代以降は、塩納に白鳳時代初期の第皿四半期前後に造営された吉岡廃寺が認められている。

また、治承 4年 (1180年）に火を受けた東大寺の復興のための瓦を焼いた東大寺瓦窯跡が万富の大寺

山に造られている。そして、この期に前後して万富の保木でも認められた備前焼の窯が点々と谷部に

営まれるようになる。（下澤）

山陽町

赤磐郡山陽町は、地理的には、岡山県南東部の赤磐郡において中南部に位置する。西は、本宮高倉

山を中心とする丘陵を境として御津町と、南西および南は丘陵などによって岡山市・瀬戸町と接して

いる。東は熊山町と、北は平野部などで赤坂町と接している。

町域は、北の吉備高原と南の岡山平野の接点にあたる広くて浅い皿状の盆地地形をなしている。こ

の盆地の中央を、砂川が南流している。砂川は、航空写真から、その右岸・ 左岸に旧河道と思われる

1. 馬屋遺跡 2. 池新田遺跡 3. 新屋敷遺跡 4. 長尾遺跡 5. 南方条里遺構 (STA140+60西） 6. 斎富遺跡

7. 斎富古墳群 8. 門前奥池西遺跡 10. 山陽小学校校庭遺跡 11. 岩田大池遺跡 12. 門前奥池東方遺跡 13. 両

宮山遺跡 14. 朱千駄古墳 15. 森山古墳 16. 廻り山古墳 17. 小山古墳 18. 茶臼山古墳 19. 森山古墳関連遺跡

20. 馬屋森向遺跡 21. 馬屋出水遺跡 22. 馬屋長田遺跡 23. 備前国分尼寺跡推定地 24. 備前国分僧寺跡

第3図 山陽町遺跡分布図 (S: 1/50,000) 
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［ 調査の経緯と第 1次調査の概要

跡が確認出来、そして、現在の河道は17世紀後半の大規模な河道改修によるものである。このように

乱流する砂川が、何回か河道を変えながら、沖積低平地を形成したと考えられる。また周囲の丘陵

は、町西部が標高300........,450mに対し、町東部が40........,lOOmと標高が低く、起伏も小さい。地質的には、

おおむね花商岩からなり、ところにより山砂利層の分布もみられる。町域の遺跡の多くは、この丘陵

上ないしは丘陵と低平地の接点に分布している。

町域での旧石器時代の遺跡は、現在確認されていない。しかし、遺物としては、砂川河床で採取さ

れた石器が報告されている。現在確認されている最も古い遺跡は、沖積平地南縁山麓の緩斜面に形成

された谷部に所在する、南方前池遺跡（図中 9、以下同じ）である。この遺跡は、縄文時代晩期から

弥生時代後期までの遺跡であるが、特に、縄文時代晩期の食料貯蔵穴10基が検出されたことで著名で

ある。

弥生時代前期の遺跡は、南方前池遺跡の他に、山陽小学校校庭遺跡00)の2か所が確認されている。

明確な遺構は検出されていない。中期になると、遺跡の規模が拡大し、数量的にも増加してくる。集

落遺跡の場合、中期中葉から後期初頭のものが、丘陵上や斜面などの比較的高所に、後期以降になる

と、丘陵端部や谷間など低位地との接点に多く分布するようになる。前者の遺跡の代表として、山陽

団地造成工事に伴って調査された用木山遺跡・惣図遺跡・愛宕山遺跡・さくら山遺跡等がある。ま

た、後者の代表的遺跡として、山陽団地造成工事に伴って調査された門前池遺跡や現状保存された岩

田大池遺跡仰、山陽町立総合福祉センター建設に伴って調脊された門前池東方遺跡⑫のほか、砂川以

東では山腸自動車道建設に伴って調杏された斎富遺跡(6)等があげられる。以上のような立地の変化

は、低平地での生産基盤の安定や拡大と密接に関係していると考えられる。一方これら集落の墳墓と

しては、山陽団地関連では、四辻土城墓群•愛宕山土壊墓群・便木山遺跡などがある。これらは集落

から離れた場所に立地し、当初から居住域と墓域とを分離していたことが明らかにされている。

古墳時代には、町域においても多数の古墳が造営され、現在までに約200基が確認されている。現在

山陽団地のある東高月丘陵には、 4 世紀から 5 世紀初頭の用木古墳群以後、岩田占墳群• 野山古墳

群•宮山古墳群•愛宕山古墳群•四辻古墳群・便木山占墳群が営まれ、 77基の古墳が古墳時代を通じ

て造営されている。またこの丘陵の南から南西に広がる平地部には、全長192mと吉備第三位の規模

を有す両宮山古墳03)をはじめ、朱千駄古墳⑭ ・、森山古墳⑮ ・廻り山古墳⑯ ・小山古墳⑰といった 5

基の大型前方後円墳が、 5世紀後半から 6世紀前半に相次いで造営されている。この他この平地に

は、両宮山古墳の北約100mに茶臼山古墳⑱、森山古墳の周溝に接するように「森山古墳関連遺跡」古

墳09)の2基の20m級の円墳があり、両宮山古墳の陪塚と考えられている。高月地区と比較すると見劣

するが、町内北西部西山地区から赤坂町窪田にかけて、全長推定75mの赤坂町鳥取上高塚古墳や 2面

の鏡が出士した全長45m吉原 6号墳をはじめとする 7基の前方後円墳を中心として、 120某の古墳が

群在している。また砂川東岸の高陽地区にも、舌状丘陵などに、約40基の古墳が群在している。

このような古墳造営の背景には、大規模な集落の存在が想定される。しかし、町域内での古墳時代

の集落遺跡としては、門前池遺跡・門前池東方遺跡や斎富遺跡などで、その様相が明らかとなりつつ

あるが、今後の調査・研究の蓄積が待たれる。また、門前池東方遺跡や斎富遺跡では、朝鮮半島系の

遺物が相次いで出土しており、この地域と朝鮮半島とのつながりについても、今後の課題となる。

律令制下の町域は、備前国赤坂郡に属し、『倭名類衆紗』にみえる高月郷• 鳥取郷に比定される。

『延喜式』巻二八兵部省「諸国駅伝馬」条によると、山陽道高月駅に馬20疋が置かれていたことが判
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［ 調査の経緯と第 1次調査の概要

ひこぎ

明する。古代山陽道のルートは、町北東部日古木地区から下市•河本・岩田を経て町南西部馬屋地区

に至る説のほか、いくつか提起されている。しかし、諸説とも共通して、山陽道高月駅を馬屋地区に

比定している。馬屋地区では、県道岡山•吉井線拡幅に伴い調査された馬屋森向遺跡(20) ・馬屋出水遺

跡⑳・馬屋長田遺跡⑫や、今回報告する山陽自動車道建設に伴って調査された馬屋遺跡(1)で、官街と

の関係が推定される掘立柱建物など奈良時代の遺構・遺物が検出されている。また馬屋遺跡に近接し

て、備前国分僧寺跡⑳があり、その南約300mの穂崎字阿部にある仁王堂池付近が国分尼寺跡(23)と推

定されている。このほか、門前池遺跡では、望楼風の建物など奈良時代から乎安時代の10棟以上にの

ぼる建物群が検出され、門前池東方遺跡や斎富遺跡でも奈良時代の掘立柱建物などの遺構や陶硯など

の遺物が検出されている。

平安末期、町域では、鳥取荘が開発され長講堂領となり、これ以降文献上でも、町域の姿が明らか

となってくる。遣跡としては、山陽団地造成に伴って調査された三蔵畑遺跡で鎌倉時代の土師器窯跡

が検出されたほか、今回の馬屋遺跡・斎富遺跡の発掘調査で、平安末期から室町時代の掘立柱建物を

中心とする集落が確認されている。なお長講堂領鳥取荘の中心と考えられる町北部では、まだこの時

期の遺跡ほ調査されておらず、今後の解明が期待される。（横山）
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塩見真康ほか「岡山県山陽町門前池東方遺跡の朝鮮半島系資料」『古文化談叢』 32 九州古文化研究会 1994年

『岡山県史』考古資料 岡山県 1986年

『山陽町史』 山陽町 1986年

-8-



I 調査の経緯と第 1次調査の概要

第 3節第一次調介の概要

調査の経緯と概要

調脊は、中国横断自動車道建設に伴う発掘調査が真庭郡川上村の蒜山原地区において実施されてい

た。この地域は、県南部の気候条件と異なり 1月から3月の冬期については積雪が多くかつ根雪とな

るため調査の継続が不可能となる。また、山陽自動車道建設に伴う工事の工程も固まりつつあり、そ

のすり合わせの資料が早急に必要となった。このようなことから横断道担当の 2名を山陽自動車道の

備前工事事務所管内の一次調査にあたることとした。この年度は、昭和63年 1月4日から平成元年 3

月 31 日までの 3 月間において保木池じり遺跡・保木西遺跡・松尾 2 号墳•松尾 4 号墳•松尾窯跡につ

いて実施した。

平成元年度は、前年度と同じ体制で 1月から 3月の 3月間において実教寺南遺跡と実教寺北遺跡に

ついて一次調査を実施した。

平成 2年度は、年度当初から担当者 2名をもって年間を通じての本格的な調査に着手した。しか

し、一部の遺跡においては全面調査にいたらずに一次調杏段階で終了する遺跡が見られる。それら

は、瀬戸町の奥池西遺跡・奥池北遺跡・塩納成遺跡A・ 塩納成遺跡Bそして熊山町の満願寺遺跡であ

る。

第4図保木地区調査位置図 (1/4, 000) 
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調査の経緯と第 1次調査の概要

平成 3年度は、用地買収が最も遅れていた山陽町部分について地元の了解をえて 5月から 4名で一

次調査を実施した。前年度と同様に一部の遺跡においては全面調査にいたらずに一次調査段階で終了

する遺跡が見られる。それらは、長尾遺跡・南方条里 (STA140+60西）である。

このようなことから昭和63年度から平成 3年度までの一次調在で終了した遺跡について以下その概

なお、一次調査に引き続ぎ全面調査に移行した遺跡については、各遣跡の報文中で扱うこ要を記す。

とにする。

保木池じり遺跡（第 2図）

保木の集落から北へ入った広い谷部の東側に位置する。調査は、

た。遺跡は、段差のある水田を形成しており最も高いところから低いところまでの高低さは 8mほど

T-15"'-'29のトレンチを設定し

を測る。

し、西側の谷部については礫を含む再堆積層が厚く lmを超えるとほぼ角礫となり土を含まなくな

る。

遺構は認めることができず遺物については、若干の中近世磁器の破片を検出している。

保木西遺跡（第 2図）

保木池じり遺跡の西側に接して位置する。地権者の同意が得られる水田は少なく T-1から 3とT

-14のみのトレンチであった。基本的には、 20cm前後の表上以下は礫であり遺構等は検出されなかっ

た。

このようなことから、東側の丘陵際については表士が浅く 10cm前後で基盤層に達する。

保木窯跡（第 2図）

遺跡は、北西側の丘陵斜面に位置すると推定されていた。昭和51年に実施された分布調査において

4か所の窯跡を認めている。調査は、 T-7 ,..._,13のトレンチを設定し遺構の確認につとめた。

し、窯に関係する遣物等はまったく認めることができなかったのである。

しか

しか

この部分を東西にとおる水

路のカット面の北側において土器片と炉壁片を多く確認することができた。 これらはいずれも畑の石

を寄せたような状態で塊まりとなっており、遺構として認められる部分は把握できなかった。

に、地権者から畑の造成の際に機械をいれて開墾していたことが明らかになった。

さら

このようなことか

らほぼこの時に消滅したと考えられるのが妥当であ

ろう。 したがって、分布調査で認められた窯跡は畑

の耕作に支障となるため取りぬかれて用水脇に寄せ

集められた結果と推測するのである。

出土遺物（第 5図）は、いずれも備前焼である。

1 ,..__, 4は、比較的口径の大きいと考えられ、

れらよーり口径が小さい甕形土器である。

内面屈曲部にヘラの調整が認められる。

は口縁部外面に窯印が認められる。 6と7は、椀形

士器である。

5はそ

1と4は、

また、 1に

6は、底部径が 5cmを測り外面には糸

切りが認められる。

この他に、 30点前後の破片を採取しているがほと

んどが胴部の破片であり、 ロ縁部の破片からは図示

した器種が認められているだけである。 これらの色

2(/ 

/
4
 

T‘
5
 

6
 

第5図

l~ 
7囀

1ヤ

松尾窯跡出土遺物 (1/4)
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I 調査の経緯と第 1次調査の概要

調は、前段階の須恵器に近い内容を呈するものが認められる他に赤く発色したものも存在している。

また、瀬戸町史料集に報告されている器種と近い内容を示している。

実教寺北遺跡（第 6図）

県道可真上万富停車場線の東側丘陵裾から谷部にかけて位置する。調査は、 T-1,,...,_,22のトレンチ

第6図 実教寺北遺跡・実教寺南遺跡調査位置図 (1/5,000) 

第7図奥池西遺跡・奥池北遺跡 {1/4,000) 
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調査の経緯と第 1次調査の概要

奥池西遺跡（第 7図）

多田原の集落から 1kmほど北へ行った奥池の西丘陵斜面にあたる。東側が池になっていることか

ら、そのカット面の上段部分の若干平坦部を形成しているところに 3本のトレンチを設定した。いず

れのトレンチも表土下10cmほどで花閾岩風化土の基盤に達する。遺構・遺物は検出されなかった。

奥池北遺跡（第 7図）

奥池西遺跡の北側にあたり、池の奥側に形成された谷部に相当する。谷は、北西側と北東側に二股

に別れている。 トレンチは、それらを含めて T-1"--10を設定した。各トレンチの基本的な堆積は、

約20cmの表士が認められそれから40cmほどの厚さで細礫が認められる。それ以下は、角礫となりほと

んど士を含まない層となる。遺構は、認められず中世の遺物を若干検出した。

、塩納成遺跡A(第 8図）

塩納の集落から北へ200mほど行った谷筋にあたる。この地点は、塩納勘定口 2号墳が路線内に認

められるが墓地の移転関係から今回の対象から除外した。水田は、昭和53年に圃場整備されたことか

ら基盤層まで影響を受けていた。遺構・遺物は、認められなかった。

三

第8図 塩納成遺跡A• 塩納成遺跡B調査位置図 (1/4,000) 

塩納成遺跡B (第 8図）

塩納成遺跡Aの東側丘陵を隔てた細い

谷にあたる。表土下50cmほどで暗黒色の

礫層になり、遣構・遺物は、認められな

かった。

滴願寺遺跡（第 9図）

町道奥吉原線が奥吉原の家並みを抜け

た東側に位置している。南からの丘陵が

迫る水田である。その地形から丘陵斜面

を削乎して水田を造成していることが一

瞥して判断される。 3本のトレンチは、

水田直下ですぐに黄色の基盤層になり水

平に面が形成されている。遺構・遺物

は、認められなかった。（下澤） 第9図 満願寺遺跡調査位置図 (1/5, 000) 
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調査の経緯と第 1次調査の概要

長尾遺跡（第10図）

町道長尾石ケ坪線の東西の低位部と東方残丘部を中心として、 12本のグリッドを設定した。舌状台

地裾部のT-2・3は、耕士下約30cmで黄褐色土の基盤に達した。東方残丘上のT-11は、耕土下約

15cmで黄橙色礫の基盤に達した。これらは、開墾による地形の改変を受けていた。またT-10では、

第10図 長尾遺跡調査位置図 (1/4,000) 

のある東方残丘からの流れこみであろう。

その他のグリッドは、粘質士層と砂層とが

堆積し、旧河道または低湿地の様相を呈し

ていた。全てのグリッドで遺構は検出され

なかった。

この包含層は、 T-11

.// 口・
2 

こーニー`3 
li;lan 

遺物（第11図）は、 T-8の砂層から土

師器の堵 (1)が出士した。また、 T-10

の包含層から弥生土器 (2・3)や土師器

が多く出土したが、須恵器は祖とんど認め

第11図長尾遺跡出土遺物 (S: 1/4) 

られなかった。この他、 T----'-1 ,....., 7で土器小片が数点出土している。

南方条里遺構 (STA140+60西）（第12図）

第12図 南方条里遺構 (STA 140+60以西）調査位置図 (S: 1/4~000) 
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I 調査の経緯と第 1次調査の概要

斎富遺跡の南西、町道沼田船廻線から砂川の間の水田に、 T-l "'--'10を設定した。各トレンチとも

土層は、旧河道もしくは低湿地の様相を呈していた。また遺構・遺物は検出されなかった。（横山）
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図版 2

3. 塩納成遺踪A T-1 (西から）
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図版4

1. 満願寺遺踪全景（西から）

--
:"~ 

-"' ¥' 

2. 満願寺遺跡T-1 (南東から）



回 雨 5



一

3 .  
j f j 1 : J 漱 血 i ( S T A 1 4 0  +  6 0 i f f i )  T  |  9  ( j f j i f f i  t J こ 5

L  
＇ ぃ^＇ 』

清9 ,  

ー

，  ．  ，  
. 、. ’  

回 商 6



、(:

況，

II 瀬戸町内の遺跡



瀬戸町内の遺跡挿図目次

第 l図遺跡位置図 (1/50000) 

第 2図 実教寺北遺跡調査位置図 (1/3000) 

第 3図遺構配置図 (l/ 400) 

第 4図松尾 2号墳墳丘図 (1/150) 

第 5図土層断面図 (1/80) 
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ll 瀬戸町内の遺跡

山陽自動車道建設に伴う発掘調杏は、先に述べた如く中国横断自動車道建設に伴う発掘調査が冬期

において中断せざるを得ない気候条件から、その期間について昭和63年と平成元年度の 1月から 3月

の3月間について第一次調査を実施していた。平成 2年度からは、担当者 2名をもって年間をとうし

ての調査体制のもとでの発掘調査に着手したのである。

調査は、平成元年度に一次調在を実施した実教寺北遺跡の全面調査から行い、引き続き松尾古墳群

の所在する保木地区の全面調査終了後に奥池西遺跡・奥池北遺跡・塩納成遺跡B・ 塩納成遺跡A・斎富

古墳群の一次調査を実施したのである。以下、実教寺北遣跡及び松尾古墳群の報告を行なう。

第 l節実教寺北遺跡

実教寺北遺跡（第 1図）は、瀬戸町万

富鍛冶屋に所在する。平成 2年の 1月に

実施した実教寺南遺跡の丘陵を隔てた東

側の谷に位置する。調査は、同年 2月に

一次調査を実施した結果、 トレンチにお

いて遺構が検出されたため全面調査を行

なうこととした。このことを受けて、第

一章第三節で述べたようなことから平成

2年度の山陽自動車道（備前工事事務

所）の本格的発掘調在の開始により、当

遺跡を引き続ぎ調査することとなったの

である。

一次調査は、現状が水田となっている

谷部に12本のトレンチを設定した。甚本

的な堆積層序は、厚さ20cm前後の表土の

下に30,...._,50cmの茶褐色土そして10,...._,40cm

の厚さで淡黒褐色士が認められた。その

下層には、淡黄褐色礫層が厚く堆積して

いるのを認めた。この堆積内容は、谷の

奥のトレンチ 7.-....,12においてはその問に

礫層等の間層を持ち厚く堆積層を形成さ

せている。また、茶褐色土及び淡黒褐色

土の両者においても基盤層の角礫が多く

含まれている。この調査の結果、 トレン

チ3において表土直下から若干のビット

を確認したのである。なお、これより下

l 
2 

第 1図調査遺跡位置図 (1/50,000) 

第2図 実教寺南遺跡調査区位置図 {1/4,000) 
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II 瀬戸町内の遺跡

層からは遺構・遺物は認められなかった。このこ

とを受けて、 トレンチ 3の水田部の270c面につい

て全面調査を実施したのである。

遺構は、水田層直下からビットが検出された。

ビットの規模は、 42X35cmのものから21X20cmの

円形の形態を呈するもので、深さは24,,...._,2 cmをそ

れぞれ測る。これらのピットは、建物を構成する

ものなのかについて判断することができうる遺構

の遺存状態ではなかった。遺物は、ピット中から

の出士はなく耕作士及び遺構確認面において若干

の中近世磁器類を出土している。

／
 

El 

。。

゜。 0 0 

° ゜

:im 

第3図遺構配置図 (1/400) 

第二節松尾古墳群

松尾古墳群は、赤磐郡瀬戸町万富に位置する。昭和63年の一次調査で 3基の所在を確認した。この

調査時以前において、瀬戸町誌中で太田吉岡村誌を引用し 4甚とし現在 2基のみ確認されていると記

している。この内の l基は同誌中において『保木掛け上がりの直ぐの西側竹藪と山林の接点である。

墳丘は半ばぐらい削り取られ陶棺が露出』と記述されたものは、今回調背対象となった 2号墳が現状

において同様の状況を呈していることから同ーに古墳と把握したのである。また、名称については、

岡山県遺跡分布図における松尾 2号墳と同位置にあることからそのまま用いた。さらにもう 1基につ

いては『池の集中溝の下で桃畑の隅にある。』と記されている。この古墳の位置は先の分布図とは若干

ずれるが町誌における『付近に陶棺片が散らばっている』ということから調査時における現状と同様

な状況を示していることから 4号墳とした。次に、今回 5号墳としたものは位置的に分布図における

4号墳と同じ位置となるが陶棺を伴出していないことから新たな古墳として取り扱った。

松尾 2号墳

墳丘（第4図）

孟宗竹の竹藪に認められたもので、その南側を士取りのカット面に石室の一部と陶棺が辛うじて断

面に引っ掛かった状態で確認された。墳丘は、ほとんどが流出し充分に把握できなかった。しかし、

北側の丘陵斜面部において石室を中心として平坦部を形成している形状が認められた。

墳丘の盛土は、ほとんどが流失し第 5図に示した士層断面における 2層の淡黄褐色士まで二次的な

堆積土であり周溝内堆積土も認めることができなかった。盛士と推定されるものは、 3層の淡暗黄褐

色土のみが残されていると推測される。

周溝（第 4図）

丘陵北西側に一部認められたが当初から全周していたかどうかについては遺存の状態から把握でき

なかった。周溝は、幅70cm.深さ30cm.を測り東側は立ち上がるが、南西端は消失して確認することがで

きなかった。この周溝から推定する当古墳の規模は、径Bm前後の円墳となる。

横穴式石室（第 6図）

石室は、花岡岩の基盤を幅280cm深さ100cmほどを方形に掘り下げた中に設けている。石室規模は、
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II 瀬戸町内の遺跡

幅110......,130cmである。石室の遺存状態は、西側壁の一段目の残りは良いが二段目は原位置を留めてい

るのは奥壁寄りのものが主である。奥壁については、大形の石を据えその上に二個の石を積み上げて

いる。そして、羨道部については奥壁から220cmほどでカットされており明らかにすることができな

かった。両側壁と奥壁は、若干掘凹められて石を据えてその内側110cm高さ15cm.前後に認められた。

埋葬主体（第 6図）

先に述べたごとく、墳丘が竹藪のカット面に露出した状態であるためその部分近くに認められた陶

棺及び棺台の一部は辛うじてずり落ち気味の状態で検出された。しかし、奥壁から 3mほどはほぼ原

位置を保っていることが認められた。陶棺は、西側壁に沿って認められたが棺の身と蓋が潰れた状態

第4図松尾2号墳墳丘図 (1/150)

でかつずり下がる状態を呈して検出された。その東壁には、棺台に用いられたと考えられる石が認め

られその周辺から棺釘も認められている。さらに、奥壁の東西に沿った状態で石が認められその周辺

から棺釘も東西に沿った姿で認められたことからこの位置にも埋葬されていたと考えられるのが妥当

であろう。

遺物出土状態（第 7図）

陶棺が西側壁に沿って一部は原位置をたも

つが、他は身も蓋も潰れてかつずり下がった

状態で認められた。この部分を取り除いて出

士したのが 1,...,_, 3の須恵器の杯蓋と土師器の

高台付椀である。この他に釘と11と12の不明

鉄器が認められた。

出土遺物（第 8・9・10図）

陶棺（第 8• 9図）は、須恵質家形切妻式

腿70m

3. 淡暗黄褐色土

4. 黄褐色土

第5図土層断面図 (1/80)
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Il 瀬戸町内の遺跡

である。第 8図における左身は、長さ81cm高さ44.3cm脚の長さ10cmである。また、同図の右身は長さ

72.5cm高さ43.5cm脚の長さ 9cmである。身の幅は、 38.+acmである。脚は、左右それぞれ一列 3本で

9本を付しているその径は、 12........,13.Scmを測り身との接合部で径が小さくなり台形状を呈する。蓋部

分は、左のものだけが出土しており内側の幅58.5cm外側の幅51cmで中央に幅7.5cmの凸帯を有してい

る。

1~ ま、口径16.3cm器高2.7cmを測る扁乎なつまみを有する杯蓋である。 2~ ま、口径13.5cm器高2.5cm

を測る扁平なつまみを有する杯蓋である。 3は、口径14.2cm器高13.5cmを測る擬宝珠形のつまみを有

する杯蓋である。 5は、口径 6cm器高30cmを測る平瓶である。 2は、上記の須恵器と折りかさなって

出土した土師器の高台付きの椀である。

棺釘は、 10点認められ 3と8から釘頭の状態が折り曲げているものであることが認められる。 11

は、厚さ 2mmほどで断面形態が三角形状となるものである。 12は、幅2.2cmを測る。鎌と考えられる

が、刃部が明瞭でなくかつ屈曲部も中側に折り込んでいないことからこれとするには躊躇する。

~ 

A 詈゚

e 

im 

第6図松尾2号墳石室図 (1/50)
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第7図 松尾2号墳陶棺出土状態 {1/50)

¥ I 
I 

＼ 

___ _J しーJ
~...... ........._d3~ 

ぃ
ー
ー
ー
ロ

一
第8図 松尾2号墳出土陶棺 (1/12) 
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鯰
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こ

第9図 松尾2号墳出土陶棺断面拓影 (1/6)
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第10図松尾2号墳出土遺物 (1/4,1/3) 

-28-



ヽ

［ 瀬戸町内の遺跡

松尾 4号墳

墳丘（第11図）

瀬戸町誌において『方墳状の墳丘』と記されているが明らかに方墳を窺わせると判断させる内容は

把握できなかった。墳丘が想定される盛士は、断面図（第11図）においては認められなかったが、一

部石室構築に伴う掘り方周辺が平坦に整えられた状況を示すのが認められた。したがって、墳丘の規

模の特定はできなかった。なお、現状からその規模を推定すれば 8m前後の円形の古墳と考えられ

る。

周溝（第11図）

明確にそれと判断できるものは、平面的に把握できなかった。断面図（第11図）における南西側に

認められる第 2層の立ち上がりを士層から判断したが、この層は表士下に堆積する層として石室上面

にも認められるものと同一のものである。また、墳丘図（第11図）の北東側に認められる等高線の屈

曲は、山道状の凹が下方まで続いていることから周洞の痕跡としがたいのである。以上のようなこと

から周溝については確認することができなかったのである。

横穴式石室（第12図）

基盤層を幅390cm深さ60cmほどに掘り下げて石室を築いている。石室は、奥壁から370cmほどは遺存

するがそれより南は確認されなかった。畑の造成により消失したものと推測される。石室の幅は、

130,....__,150cmで両側壁は一段目のみを認めるにすぎない。奥壁は、石材を縦方向に用いたものを二枚が

認められる。石室の平面形態は、ほとんど胴の張りが認められず直線的な形状を呈している。

:・ 

1 . 表土 4. 暗灰色土

2. 黄褐色土 5. 淡黄灰色土

3. 淡黄褐色土 6. 明黄灰色土

第11図松尾4号墳墳丘断面図 (1/200 , 1 /120) 
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Il 瀬戸町内の遺跡

埋葬主体（第12図）

陶棺が東側壁に沿って身の半分が原位置で認められた。陶棺の他の破片は、西側壁側の南よりに

纏って検出された。当初陶棺は、一個体と考えていたがこの陶棺の西側に床面にめり込んだ状態で陶

棺の脚が認められた。その出土状態から原位置を保っていることが判断できることから、二つの陶棺

が両壁にそった状態で存在したことが知られるのである。他の埋葬主体については、釘等が認められ

ず不詳である。

遺物出士状態（第12図）

陶棺の他には、石室外に掻きだした陶棺片と須恵器そして中世の土師器である。

出土遣物（第13,,...,__,16図）

8
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第12図松尾4号墳石室図 (1/50) 
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陶棺一身（第14"-'15図）は、大きさは、長さ85.5+acm高

さ55cm脚高15,...__,16cm脚径14"'-'15cmを測る。脚は、 3本で 4列

認められることから片身12の脚が付されていた。この陶棺の

長側面と短側面及び内面に青海波と格 f目のクタキが認めら

れる。陶棺一身蓋（第13図）は、須恵質家形切妻式のもので

あるが石室隅と石室外の掻きだしから出±したものである。

この陶棺と先の石室内の身だけの関係は、第13図の陶棺は、

こ 1
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2 
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第16図
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松尾4号墳出土遺物(1/4)
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II 瀬戸町内の遺跡

内外面の風化が著しく明瞭に観察できなかったが内面底部に同様のタタキが認められることから同一

の陶棺を構成するものと思考される。なお、この陶棺の西側に存在したであろうその脚高7.5cm前後

で径も小さい内容を示している程度が把握できただけである。

この他の、出士遺物（第16図）は、須恵器と土師器である。 1は、長頸瓶の高台部の破片である。

2は、口径11cm高さ2.4cmを測る杯蓋で扁平気味のつまみを付す。内面には、かえりをもつ。 3は、ロ

径6.6cm.底径5.4cm高さ 9mm.の土師器の皿であり、底は糸きりが認められる。 4は、底径5.2cmを測り、

底はヘラ切りが認められる。 5は、僅かに高台が認められる土師器の椀である。

松尾 5号墳

墳丘（第17図）

墳丘の地形測量図によると石室の両側の等高線が若干変化を示している。しかし、盛士が残される

可能性の強い石室上面まで削平されており表土から石室の石が認める状態であった。このようなこと

から墳丘規模及び形態について明確に把握することができなかった。

外護列石（第17図）

東よりの北東から南西にかけて長さ150cmの直線状に認められた。基盤層に据えられた状態で石を

横に置き、一部は二段目まで確認された。その基底部には、根石状のものがあり明らかに組んだ状態

を示していた。遺存状態が悪く明確に外護列石とするには躊躇されるが、その可能性があることを付

しておく。

b _jm 

B一 51.50., 
B" __  ,ii累••

1 . 茶褐色土
D I● ― 2. 淡黄灰色土

第17図松尾5号墳墳丘断面図 {1/150,1/60, 1/80) 
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II 瀬戸町内の遺跡

横穴式石室（第18図）

規模は、全長460cm幅130cm前後を測り、南に開口する。石室平面形態は、閉塞に近くなってその幅

を狭くしている。無袖と考えられるが、東側壁のA-A'側面図 （第18図）に示した斜線の丸い石の

B 
57.50m e・ 

A
1
 

＜
 

阻
A.

2111 

:i Wo函―

第18図松尾5号墳石室図 (1/50)

-34-



II 瀬戸町内の遺跡

ところから強く内側に屈曲する。この石だけが川原石であり、他は花禍岩を用いていることから玄室

との境として据えられたと思考されるのである。奥壁は、一枚石を用い側石は一部において三段まで

遣存している所が認められている。石室内は、長さ190cm.幅80cm厚さ20cm.ほどの扁乎な石が据えられ

ていた。閉塞は、比較的大きめの石が用いられていた。

埋葬主体（第18図）

石室内に認められる扁平な石の上及び奥壁よりに棺釘が認められたことから木棺の存在が推測され

るのである。

遺物出土状態（第18図）

木棺にともなうと考えられる釘とその扁平な石の下からも棺釘と考えられるものが二本検出されて

いる。一点は、図に示したようにこの石のほぼ中央真下からで、他の一点はやや外側に認められた。

須恵器は、閉塞の周辺から出土している。

出土遺物（第19図）

1と2vま、長さ 7cm余りの鋸である。 3,..___, 9は、棺釘である。 3が最も残りが良くほぼ原形をとど

めている。 10,,...,_,13は、閉塞の周辺から出士した須恵器である。 10は、高台付の杯であるが器面の風化

が著しい。 11は、器高 8cmの高杯である。 12は、口径12cm器高25cm高台径12.2cmを測る高台付長頸瓶

である。頸部中位と肩屈曲部に凹線を施す。また、肩部には刺突文を巡らしている。高台は、外方に

開き端面は凹部を形成している。 13は、口径 6cm器高12.5cm.を測る平瓶であり、底部は摩減が激しく

ツルツルとなっている。これらの須恵器のうち10以外は、邑久郡牛窓町に所在する寒風古窯跡出土の

ものと極めてよく類似する内容を示している。

ヒ
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1' 2 

ij --e-
） 7 
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f~ 羞＿＿＿＿［ ーも 13 
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12 
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， 
゜

19cm I 

第19図 松 尾5号墳出土遺物 {1/3,1/4) 
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Il 
瀬戸町内の遺跡

火葬墓（第20図）

一次調査時にT~4 （第 4図）の下側において用水のカット面に確認されていたものである。掘り

方は、半分ほど確認することができたがほぼその全容を把握することができた。規模は、約65cmで楕

円形の平面形態を呈し、深さは25cmを測り断面形態は逆台形である。掘り方の底には、厚さ13cmの方

形の石を据えてその上に骨蔵器を置き、 さらに周囲を石で囲った状態を把握することができた。骨蔵

器しま、 ロ縁部が落ち込んだ状態で認められたが、杯身の破片が認められていることからこれによって

蓋をされて納められていたものと思考される。骨蔵器の中には、火葬骨が認められたが遺存の状態が

悪く分析できなかった。

出土遺物（第20図）

えられる。

1は、須恵器の杯身で口縁部の一部のみが検出された。その出士状態から蓋として用いられたと考

ロ径11.1cm器高15.4cm高台径10.7cmを測る短頸壺である。2は、 この両者は、邑久郡牛窓

町に所在する寒風古窯跡群から出士する須恵器の胎士に近い内容を示している。 （下澤）
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第20図 火葬墓・出土遺物 (1/15,1/4) 
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II 瀬戸町内の遺跡

第 3節勘定口 2号墳

はじめに

勘定口 2号墳の所在する地点は、塩納という集落の北側にそびえる大森山の山裾に位置し、東方眼

下には万富地域の平野越しに、岡山県の三大河川の一つである吉井川の雄大な流れを遠く望むことが

できる。

この古墳の周辺には、山の池岡古墳、勘定口 1号墳、塩納七ツ石古墳、塩納成古墳の 5甚の古墳が

知られているが、塩納成古墳はすでに消滅して存在していない。

1979年11月に施行された塩納地区圃場幣備事業に伴って、瀬戸町教育委員会が緊急の発掘調在を

行ったところ、瀬戸町内でも大型の横穴式石室を有する古墳であることが確認され、木棺 1塞と陶棺

2,......, 3基が埋置されていたのが明らかになった。出土遺物は瀬戸町郷土資料館に保管されているが、

その中には須恵器や士師器の士器以外に、耳環、鉄鏃、鎚などの金属製品も認められる。

この勘定口 2号墳は、大型の横穴式石室の一部と北側の墳丘盛土がわずかに残存し、その所在が完

全になくなることはどうにか免れていたが、山陽自動車道の路線内に位饂置するため、再び発掘調行を

実施して記録保存の措置を行うことになったのである。

今度の発掘調香は、横穴式石室の実測に主眼を置き、現地での発掘作業を1992年 4月18日から 5月

16Bまで実施した。

を・q, 

,,----------

__ /、,// u• 

似——------―--------ここーニ了ご土二===-==二-=-===---·-·--------―ごご‘
・,. ___、・..ヽ、・・...・‘ヽ、‘・```

44,38 

---• 一・-―- ——-· 
土盛部分

D
 

s. 

第 1図 調査前周辺地形測量図 (1/150)
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Il 
瀬戸町内の遺跡

調査前の状況

勘定口 2号墳の所在地周辺は、 I 
e 

1979年11月に施行された塩納地区き
彎9

の圃場整備事業に伴って地形の改

変が極度に進められ、 この古墳も

大型の横穴式石室の一部と北側の

墳丘盛土がわずかに残存している

だけであった。石室の右側壁に面

した南側に位置する墳丘は著しく

削平され、平坦な水田になってい

た。石室の奥壁に面した西側の墳

丘も奥壁近くまで破壊され、農作

業用の通路と水田に水を供給する

水路に変化していた。 さらにその

西側部分は、矩形を呈した水田に

造成されていた。

北東側の墳丘も大きく扶られて

おり、版築状になった色調の異な

る盛土の断面が露出していた。近

所に住む人々の話によると、

数個の河原石を採集したが、

側は残士置場となっていた。

この

地点には近世から現代にかけての

墓が最近まで存在していたが、山

陽自動車道の建設に伴って別の所

へ移転したという。発掘調査を実

施した初日に備前焼大甕の破片や

これ

らはその墓に使われていたもので

あろう。

なお勘定口 2号墳の発掘調査作

業は、山陽町に所在する斎富遺跡

の調査に並行して進められたこと

もあって、山陽自動車道の建設工

事も終盤のあわただしい時期に

なっていた。そのため古墳の所在

地周辺には道路の橋脚がいくつも

姿を現し、石室の入口に面した東

I 
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n 瀕戸町内の遺跡
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第3図石室実測図 (1/80) 
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II 瀬戸町内の遺跡

墳丘

この勘定口 2号墳で墳丘が残存したのは、北側に位置するほんのわずかの部分であった。また北東

側の部分も、近世から現代にかけての墓が移転して墳丘の盛土が

大きく扶られていたため、石室の主軸方向に直交するように北側

の墳丘を断ち割り、土層断面の観察を行った（第 2図）。

その結果、表土の直下に存在した褐色土には粘性がなく、古墳

が築造された後に堆積した士砂で墳丘の盛土ではないと考えられ

た。勘定口 2号墳の墳丘盛土は暗褐色土から下位の黄褐色土まで

で、‘焼土や鉄滓を多く含む賠褐色士や旧表土の淡灰黒褐色士も存

在した。石室に近い墳丘の中心部分には、灰褐色土や黄褐色土な

どの互層が何層にも認められ、石室が堅牢で崩れないように工夫

が施されていた。

この古墳には墳丘がほとんど残存しないが、北側の墳丘土層断

面を観察したところでは、径約14mの比較的大規模な墳丘であっ

たと判断された。

墳丘の高さは、墳丘の上面が削平されていたので不明である。

なお墳丘下のl日表土上面には、焼士や鉄滓を多く含む士層が確

認されたため、この勘定口 2号墳は製鉄炉近くの排滓場に築造さ

れていたのである。

｀
 石室

勘定口 2号墳の埋葬施設は、無袖で大型の横穴式石室である。

奥壁は石材が抜き取られて存在しなかったが、掘り方底部の床

面を精在したところ、かつて基底部に 2個の石が据えられていた

ことが判明した。

右側壁は極度に破壊され、基底部の石が残存したのは 4個だけ

であった。奥壁に近い部分に 3個の石が据えられていたが、奥壁

との間に 1個の石が抜き取られていたことを確認した。石室の入

ロに近い部分には 1個の石が残っていただけであったが、基底部

に据えられていた石の抜き取り痕跡を追求した結果、側壁の壁面 胃鳳
が折れ曲がる「袖」はなかったと考えられた。

左側壁の基底部は、途中の石が抜き取られずに残っていた。石

室の入口に面した部分は、調査した時に東側端部に据えられてい

た石で完結し、東側へ続かなかった。この部分は、旧地形が南西

から北東方向に向かって緩やかに傾斜していたこともあって、基

底部の石は安定した地山面に接して据えられていた。奥壁に近い し―_____Jm 

地点には 2段目の石も残存したが、基底部とは異なり横口積に 第4図石室床面平面図 (1/60) 

，
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II 
瀬戸町内の遺跡
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第5図 調査後周辺地形測量図 (1/150)

なっていた。 この石は、甚底部に据えられた石の面よりもやや内側に迫出し、「持ち送り」の形態を星

していた。大きな石の間に生じた空間には、小さな石を数多く詰めていた。 この左側壁の壁面は、緩

やかに湾曲して中央部分の幅がわずかに広くなる「胴張り」 の現象が認められた。

この勘定口 2号墳の埋葬施設である横穴式石室は、奥壁や右側壁に据えられていた石が存在しない

のみならず天井石も認められなかったから、石室の床面からの高さは不明である。

石室の床面で計測した全長は約11.60mであった。 また奥整の幅は約1.50m、石室の入口の幅は約

2.40mを測り、石室の入nから奥壁に向かって移行するにしたがって床面の幅が狭くなっていた。
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第6図 出土遺物 (1-a:1/4,g・10:1/8) 
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II 瀬戸町内の遺跡

出土遺物

- 1 ,...._, 7ほ須恵器である。 1は推定口径14.4cmを測る杯蓋で、口縁端部は短く立ち上がり、端部は丸

く仕上げている。外面の天井部は回転方向が時計と同じ右のヘラケズリを行い、その他はヨコナデを

施している。胎土中には細かい砂粒を多く含み、焼成は良好で灰色を呈している。 2と3は短頸壺の

蓋である。前者は推定口径9.4cm・器高4.1cmを測り、外面の天井部に X印のヘラ記号が存在する。ロ

縁部の器壁は天井部に比して著しく薄くなり、端部は短く外反して丸く仕上げている。外面の天井部

と体部の境には、 1条の浅い凹線を有している。外面の天井部は回転方向が右のヘラケズリを行って

おり、その他はヨコナデで内面の天井部には仕上げナデも認められる。胎士中には細かい砂粒を多く

含み、焼成は良好で内面に有機物が付着している。後者は口縁部の小破片である。端部は直線的に張

り出し、内外面ともヨコナデを施している。内面の器表面には、有機物の付着が認められる。 4と5

は短頸壺の破片である。前者は推定胴部最大径10.2cmを測り、底部から口縁部に移行するにしたがっ

て器壁が薄くなっている。外面の底部は回転方向が右のヘラケズリを行い、その他はヨコナデを施し

ている。後者は推定口径6.7cm.を測り、外面の胴部上位に 1条の凹線が認められる。口縁端部は器壁が

薄くなって屈曲しながら内傾して立ち上がり、端部は丸く仕上げている。内外面ともヨコナデを施

し、外面には自然釉が付着し、蓋をして焼成した痕跡が認められる。 6は椀の口縁部破片である。内

外面ともヨコナデを施し、灰色を呈している。 7は長方形の透しを有する高杯脚端部の小破片であ

る。内外面ともヨコナデを施し、焼成は極めて良好で自然釉が付着している。

8は士師器の壺で、この遺物だけは墳丘直下の鉄滓に混在して出土したのである。推定口径12.6cm.

を測り、口縁端部は器壁が薄くなりながら直立している。内面にはハケメが認められ、外面はヨコナ

デを施している。胎士中には砂粒を多く含み、焼成は良好で褐色を呈している。

9と10ほ陶棺の小破片である。前者の外面には凸帯が存在し、後者の外面には脚の剥離した痕跡が

認められる。胎士中には大きな砂粒を大量に含み、焼成は良好で赤褐色を呈している。

まとめ

勘定口 2号墳は、この古墳の墳丘も含めて所在地点の周辺部分が圃場幣備事業に伴って地形が著し

く改変されていたり、埋葬施設である横穴式石室の天井石のみならず奥壁や側壁の基底部の石も抜き

取られているなど、古墳全体が極度に破壊されていたが、直径約14mを測る瀬戸町内でも大型の古墳

であることが判明した。

またこの横穴式石室は無袖で、床面からの高さは不明であったが、全長約11.60m、奥壁幅約1.50 

m、入口幅約2.40mを測り、石室の入口から奥壁に向かって移行するにしたがって床面の幅が狭く

なっていた。

この勘定口 2号墳が築造された時期は、石室から出士した須恵器や陶棺の形態的特徴から、 7世紀

前半になるであろう。瀬戸町教育委員会が圃場整備事業に伴って緊急の発掘調査を実施し、木棺 l基

と陶棺 2,....,__, 3基が埋葬されていたのを確認しているから、数回の追葬が行われたのは明らかである。

瀬戸町地域の製鉄遣跡が不明である現状では何も言えないが、勘定口 2号墳は製鉄炉近くの排滓場

に築造され、瀬戸町教育委員会が発掘調査を実施した時に石室内から比較的多くの鉄滓を採集してい

ることから、鉄生産に関わった集団の一つの傑出した墳墓であったのではなかろうか。 （福田）
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1 . 調査の経過と概要

1 . 調査の経過

第 l節斎富古墳群

，圃 山陽町内の遺跡

斎富古墳群の所在する地点は、瀬戸町との町境に位置する標高242.lmの龍王山から西方向へ舌状

に張り出した標高83mの低丘陵上で、西方1.5kmの所には北から南に向かって流れる砂川が縦断して

いる山陽町の沖積平野が展開する。古墳群の所在地は遺跡の立地条件に恵まれ、岡山県教育委員会が

発行した『岡山県遺跡地図（第二分冊）』の山陽町編にも 3基の古墳が存在して須恵器片が採集された

ことが明記されているため、山陽自動車道建設に伴う遺跡発掘調査の対象となったのである。

斎富古墳群の所在する丘陵上へ実際に行ってみると、丘陵のほぼ中央部分にぶどう畑の果樹園が造

成されて丘陵表土面が改変されていたので、旧地形を把握するのは極めて困難であった。また丘陵上

を散策した結果、斜面に古墳の天井石に使われていたと思われる 4個の石が散在し、周辺から須恵器

や弥生土器の破片と一緒に備前焼の小片も採集した。

現地踏査による事前の予備調査でも、古墳の数が確認できないばかりか、別の遺構も存在する可能

性が生じたため、丘陵上の地形測量を行って遺構の存在や広がりを把握することにした。 （福田）

第1図 斎富古墳群周辺地形回 (1/6000)
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m 山陽町内の遺跡

2. 調査の概要

1次調査

1次調査は、平成 3年 2月18日から同年 3月16日まで実施した。斎富古墳群は、県の埋蔵文化財分

布地図においてほ、丘陵上に 1号墳から 3号墳の 3基の円墳の所在が知られていた。これより以前に

おける当古墳に関する記録と考えられるものが、『赤磐郡誌』に記載されている。これによると墳形を

前方後円墳とし、名称が向山古墳で、所在を斎富の門前奥とし、地番まで記されている。さらにその

規模については、後円部径6.5間・高さ 7尺、前方部

長径3.5問・短径 5間・高さ 5尺、全長10間を測り、

備考として『涅を長方形に造る』と記されている。こ

のようなことから、丘陵部分に17本のトレンチを設定

し、その把握につとめた。

その結果、 T-7から13においては、すでに表土が

認められず、基盤層と考えられる黄褐色士層が露呈し

ており、この面および下層からも遺構・遺物は認めら

れなかった。またT-15から17は、北側のきつい斜面

部に相当し、表士T20"'-'30cmで基盤層に達し、遺構・

遺物は認められなかった。遺構が確認されたのは、 T

-1から 6の丘陵中央部をほぽ東西に横断したトレン

チからである。

T-1は、 トレンチ中央から南北方向の濶を確認し

た。 T-2は、西寄りの所から火葬墓に用いられた備

前焼の壷が据えられた状態で検出された。 T-4は、

トレンチ中央近くから幅160cmほどの溝を確認した。

この検出土層は、基盤層に近い内容を示しているが、

T-4の東にかけては、その土層の上に盛土と考えら

れる土が認められる。 T-:-6は、 トレンチ東寄りで幅

140cmの溝を検出し、この溝より西側については、 T

-4と同様の内容を示す。 T-14は、北に向かって平

坦部が認められたことから、 トレンチを設けたもので

ある。これによりトレンチ中央付近からシストが認め

られ、かつT-13の北端寄りでこれに伴う溝を検出し

ている。

1次調査は、遺構の存在と広がりおよびその内容に

ついて、今後の調査の資料を得るためであった。しか

しながら今回の調在については、調査時の現場での現

状把握と地形測星図からして、調査前に考えていた古

墳群の認識とは相違する内容を示唆する点が多々ある

ことが明らかになった。このようなことから、これ以
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m 山陽町内の遺跡

降の調査に支障をきたさないように、検出された遺構は掘り下げず、さらに盛土と考えられる部分に

おいても表士の面だけに留め、それ以上の掘り下げは行わなかった。

この結果、以下のような l次調査の概要を得たのである。 1号墳は、 T-6の東側に認められたも

ので、 1辺4+amを測り、平面形態は方形を呈する。 2号墳は、 T-4から 6にかけて認められ、

その規模は東西29m・南北15mを測り、平面形態は長方形を呈する。 3号墳は、 T-3と4にかけて

認められ、規模は 1辺12mを測り、平面形態は方形を呈する。 4号墳は、 T-1とT-2にかけて認

められ、規模は径 9mを測り、平面形態は円墳で、中世募と重複している。 5号墳は、 T-14に認め

られ、規模は東西 7m・ 南北8.5mを測り、平面形態は方形を呈する。

今回確認された 5基のうち、先の赤磐郡誌に記載がみられる向山古墳は、その規模および形状の内

容から、 2号墳に近い内容を示しているのである。特に記述中の『涅を長方形に造る』については、

1号墳と 3号墳とに接する部分が明瞭に窪んでおり、さらに北辺側の等高線の61mラインから lm前

後に平坦部が識別できるのである。このような形状を通して、先の記述がなされたと思考されるので

ある。

以上の 5基の古墳および中世墓について、発掘調牲が必要となったのである。 （下澤）

全面調査

1次調査の結果に基づいて、平成 3年11月298から平成 4年 3月31日まで全面調査を実施した。

1号墳は直径約 9mの円墳で、主体部は木棺直葬のものが 1基だけであった。主体部から出士した

遺物としては、須恵器の杯蓋 2点、刀子 2点、鉄鏃の破片がある。

2号墳の墳丘は前方後円墳に似た極めて特異な形態を呈しており、全長は約23mであるが、西側は

約16mの同じ幅で隅丸長方形に張り出し、東側は径約18mの円形になっていた。墳丘内には竪穴式石

室 l甚、箱式石棺 2基、横穴式石室 l甚の合計 4甚にもおよぶ主体部が築造され、大量の遺物が出土

した。竪穴式石室には天井石が 1枚も残存しなかったが、石室内は盗掘や攪乱を受けた形跡はなく、

埋葬当時の様相を良好な状態で留めており、追葬が行われたことが判明した。横穴式石室にも天井石

はなかったが、 8埜の木棺痕跡を検出し、追葬が繰り返し行われた状況を把握することができた。

3号墳と 4号墳が所在すると考えられていた地点は、どちらも自然の高まりが認められただけで、

古墳は存在しなかった。

5号墳は直径約 7mの円墳で、主体部は箱式石棺が 1基だけであった。主体部からは完形品の須恵

器 7点と玉類が良好な状態で出土し、埋葬された遺体の頭位を知ることができた。

中世墓は 5基検出した。いずれも備前焼壷を使用したものであるが、残存状態は著しく悪い。

1次調査では確認できなかったが、全面調査で新しく検出した遺構がある。

土城墓と士城は、 3号墳と 4号墳が所在すると考えられていた地点の南から西にかけての斜面と、

2号墳の墳丘下位に、 20基以上も存在した。土器が伴うものや、木棺痕跡が認められるものがある。

丘陵の北西斜面で箱式石棺墓 l基を発見したが、遺物は存在しなかった。

士器棺墓が 3基存在した。 2基は丘陵の北西斜面に位置し、残る 1基は 5号墳の西約 7mの地点で

あった。後者の土器棺墓の下層には、長大な土城墓が存在した。出士遺物の須恵器は、杯身11点・杯

蓋12点•高杯 l 点・台付椀 1 点・壷 5 点・提瓶 2 点・乎瓶 l 点• 横瓶 1点と点数が多いのみならず器

種も豊富で、埋葬された遺体に副葬する土器の配置状況を知るだけでなく、その当時に使用されてい

た須恵器の器種構成を垣間見るようである。 （福田）
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日誌抄

乎成 2年度

2月18日 斎富古墳群 l次調査準備。

19日 斎富古墳群現地踏査。

25日 斎富古墳群 1次調査開始。

26日 地形測量着手。トレンチ設定・試掘。

3月 1B トレンチ写真撮影• 実測着手。

6日 北側斜面で箱式石棺の主体部検出。

12日 トレンチ埋め戻し着手。

16日 斎富古墳群 l次調査終了。

平成 3年度

12月 1日 斎富古墳群全面調査開始。

2日 4号墳調査前写真撮影・地形測量。

3日 4号墳墳丘検出・表土除去作業着手。

5日 5号墳調査前写真撮影・地形測量。

6日 5号墳墳丘検出・表士除去作業着手。

12日 1号墳調査前写真撮影・地形測量。

13日 1号墳墳丘検出・表土除去作業着手。

17日 1・5号墳周溝検出作業。

19日 2号墳調脊前写真撮影・地形測量。

20日 2号墳墳丘検出・表士除去作業着手。

26日 3号墳調査前写真撮影・地形測量。

1月 7日 1・5号墳墳丘全屎写真撮影。

9日 3号墳墳丘検出・表土除去作業着手。

10日 1・5号墳墳丘士層断面実測。

16日 1号墳調査後地形測量。

18日 5号墳調在後地形測量。

20日 5 号墳主体部天井石検出•清掃作業。

21日 5号墳主体部天井石写真撮影。

中世墓 1備前焼壷検出・実測。

22日 5号墳主体部天井石実測着手。

5号墳西側で士器棺墓 lを検出。

23日 士器棺墓 1写真撮影・実測。

4号墳北側で土城墓 lを検出。

24日 5号墳主体部天井石除去作業。

4号墳西側で士猥墓 2,...,__, 4を検出。

27日 5号墳主体部内掘り下げ作業着手。

3号墳南側で士猥墓 5,...,__, 8を検川。

29日 2号墳墳丘全景写真撮影。

30日 3・4号墳調査後全景写真撮影。

31日 2号墳第 1主体部検出。

2月 1日 3・4号墳周辺の土猿墓内掘り下げ。

4日 5号墳主体部遺物出士状況写真撮影。

5日 5号墳主体部遺物出土状況実測。

7日 1号墳主体部検出。

10日 1号墳主体部内掘り下げ作業着手。

5号墳主体部内遺物取り上げ作業。

土城墓 1~8 写真撮影•実測着手。

12日 2号墳第 2主体部検出。

15日 2号墳第 1・2主体部内掘り下げ。

2号墳第 3主体部検出。

17日 2号墳第 3主体部内掘り下げ。

3・4号墳調査後地形測量。

19日 2号墳第 2主体部写真撮影・実測。

20日 1号墳主体部写真撮影・実測。

24日 2号墳第 4主体部検出。

25日 2号墳第 4主体部内掘り下げ。

27日 5号墳主体部実測着手。

3月 1日 2号墳第 1主体部遺物出土状況実測。

6日 2号墳第 4主体部内木棺痕跡検出。

9日 2号墳第 4主体部遺物出土状況実測。

17日 2号墳第 1主体部内遺物取り上げ。

21日 斎富古墳群全景航空写真撮影。

23日 2号墳第 1主体部実測着手。

2号墳第 3主体部実測着手。

2号墳第 4主体部内遺物取り上げ。

248 2号墳第 4主体部実測着手。

25日 土器棺墓 lの下位に土城墓22を検出。

26日 士猥墓22内掘り下げ作業着手。

30日 土城墓22写真撮影。

31日 斎富古墳群調杏終了。
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m 山陽町内の遺跡

2. 弥生時代～古墳時代前半の遺構・遺物

1 . 概観

1次調査の結果に基づいて全面

調脊を実施した斎富古墳群の発掘

作業は、平野を望む丘陵の西端部

分から着手した。この地点は 3号

墳と 4号墳が所在するであろうと

予想された位置になっていたが、

自然の高まりが認められただけで

古墳は存在しなかった。作業を進

めていた時に弥生土器を採集した

ので周辺を精査したところ、数基

の土城墓を検出した。これらの土

猥墓には士器が伴うものや木棺痕

跡が認められるものがあり、時期

を特定することができた。

このような状況であったから、

古墳の盛土下位にも土城墓が存在

する可能性が考えられたので、古

墳の調査終了後にすべての盛士を

除去して調査を継続した。その結

果、 2号墳の地点から10基以上の

±披墓や士城を検出した。ほとん

どの土城墓や土壊が素掘りだけ

だったが、埋葬施設の周辺に人頭

大の石が存在する特殊なものも認

められた。

これらの上城墓や土漿で時期が

判明しているのは、弥生時代後期

のものが多い。 2号墳の墳丘下位

で検出したものはすべての主軸が

尾根方向に平行するが、丘陵の西

側では規則性は認められない。

その他に丘陵の北西斜面より、

弥生時代後期終末と古墳時代初頭

の土器棺墓 2基と、時期不明の箱

式石棺墓 1基を検出した。
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2. 土壊墓

土壊墓 1(第 4図、図版 3)

士猥墓や士城を検出した丘

陵の西端部の地点で、南方向

約 3mには土城墓 2が存在し

ていた。

この士城墓の長軸はほぼ東

西方向を示し、底部の海抜高

は5966,,...__,5975cmと西側へわず

かtご傾斜していた。底部の計

測値は長径238cm・短径89,...,_,,

95cmとなり、 210X 62cmの黄

― 11140a 

二 I 

[-_i。土●＊鱈纏J
!m 

ー

1 . 黄褐色土

2. 淡黄褐色土

賃
金
冨
―

第4図土壊墓 1平断面図 (1/40)

褐色を呈する木棺痕跡を検出した。この土城内に埋葬された遺体の頭位は東側と推定され、内部から

弥生土器 (1~3) が出土した。

遺物（第 5図、図版 3-3)

土城墓 lから出土した遺物は、 3点の弥生士器である。

1は口縁部を欠損するものの、頸部から底部にかけて器形や調整が観察でぎる壷である。胴部の最

大径はほぼ中位にあり、底部はかすかな平底が残存する。胴部内面の上位はユビオサ工を行い、中位

から下位にかけては縦方向のユビナデを施している。外面の上位は横方向のヘラミガキを行い、その

上面全体に丹塗りを施している。 2は小型の鉢である。口縁端部は上方へ屈曲し、底部にはかすかに

平底が認められる。内外面とも器表面の磨滅が著しくて調整が不明であるが、外面には丹塗りが施さ

れているようだ。 3は口縁部から頸部にかけてと底部の破片であるが、胎土や色調から胴部の中位を

欠損した同一個体の甕と推定できる。この甕の底部には、径約 5cmを測る焼成前の穿孔が行われてい

る。屈曲する口縁の外面に 6条のクシ描沈線が認められ、内外面とも全体にヨコナデを施している。

胴部上位の外面はハケメが存在し、内面は横方向のヘラケズリを行っている。底部の外面は縦方向の

ヘラミガキを施し、内面にはユビオサエ痕跡が顕著に残存している。

これらの土器はその形態的特徴から推定して、弥生時代後期末葉の時期に比定されるであろう。

2
 

¥`̀＂ 
1jtm 

第5図土壌墓 1出土土器 (1/4)
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土壊墓 2 (第 6図）

前述した士猥墓 lの南方向約 3mで検出した土城墓である。平面形が長方形を呈する底部の海抜高

は5960,...._.,5973cmで、長径243cm・短径72---.....aocmの内部に214X 69cmの木棺痕跡が存在した。

土壊墓 3 (第 6図）

土城墓や土猿を検出した丘陵の西端部の地点で、土城墓 2と土城墓4の中間に位置する。

平面形は隅丸長方形を呈し、底部は海抜高が6090cmの水平な面になっていた。底部の計測値は長径

160cm・ 短径6Q---.....64cmとなり、精査したにもかかわらず木棺痕跡や遺物は存在しなかった。

80.40n 
1 . 黄褐色土

2. 淡黄褐色土
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第6図土壊墓2-5平断面図 (1/40)
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Ill 
山陽町内の遺跡

土壊墓4

前述した士猥墓 3の南東方向約 4mで検出した。平面形が隅丸長方形を呈する底部の海抜高は6048

（第 6図）

,...__,6064cmと南側へ傾斜し、長径152cm・ 短径30,.....,45cmの内部に淡黄褐色の粘質土が堆積していた。

土壊墓 5 （第 6図）

土城墓 6の西方向約 3mの地点で検出した土城墓である。平面形が長方形を呈し、底部は海抜高が

6118cmの水乎な面になっていた。底部の計測値は長径172cm・短径43cmで、遺物は存在しなかった。

土壊墓 6 （第 7図）

前述した士猥墓5と後述する土城墓 7の中間に位置する。 この土猥墓の中心部分は、果樹園によっ

て掘削された後世の洞が存在した。平面形は隅丸長方形を呈し、北端の底部海抜高は6130cm.で南側へ

傾斜していた。底部の計測値は長径約195cm・短径約75cmとなり、内部に木棺痕跡を検出した。

61.7釦一
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1 . 淡黄褐色土

2. 暗黄褐色土
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1 • 淡黄褐色土
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第7図 土墳墓6-9平断面図 (1/40)
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皿 山陽町内の遺跡

土壊墓 7 （第 7図）
62.20m― 

土城墓 6と土城墓 8の中間

に位置する。平面形は隅丸長

方形を呈し、底部の海抜高ほ

6137cmで地形の高い北側が 2

段になっていた。底部は長径

174cm・短径67..-.....,89cmで、

部に木棺痕跡を検出した。

土壊墓 8（第 7図）

内

±披墓 7の東方向約 3mに

検出した。乎面形は隅丸長方

形で、底部の海抜高は6129~

6138cmであった。内部に木棺

痕跡は存在しなかった。

土壊墓 9 （第 7図）

4. 暗黄褐色土

5. 褐色粘土

6. 灰黄褐色土

士城 lの南方向約 lmに検出し、隅

丸長方形を呈していた。底部は長径約

110cm・短径32,....__,39cmを測り、海抜高

が6191,....__,6195cmになっていた。

土壊墓10(第 8図）

士猥墓19の西方向約 3mに位置し、

墓城が 2段掘りになっていた。中心部

分の墓城は長方形を呈し、底部の長径

7. 灰黄赤褐色土

10 

1. 黄褐色土

2. 赤褐色土

（黄褐色土混じり）

3. 黄褐色土

（赤褐色土混じり）

156cm・短径57cmであった。 内部を精

査したが、遺物は存在しなかった。

土壊墓11 (第 8図）

士壊墓20の南方向 lmに検出した。

乎面形は隅丸長方形を星し、底部は長

径151cm・短径49,,....__,65cmであった。 内

部には黄褐色土が堆租し、遺物や木棺

痕跡は存在しなかった。

土壊墓12(第 8図）

上城墓13の北方向約 lmに存在し、

底部が長径148cm・短径35,,..._,52cmの隅

丸長方形に似た形態になっていた。

土壊墓13(第 8図）

士猥墓12の南側約 lmに位置し、長

軸東端約65cmが残存するだけである。
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1. 黄褐色土
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第8図

1. 暗灰黄褐色土

2. 灰黄褐色土
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土壌墓10----13平断面図 (1/40)
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m 山陽町内の遺跡

土壊墓14(第 9図）

士城墓や士城を検出した丘陵の東端部

尾根上の地点で、土漿墓19と土城墓16の

中間に位置する。平面形は隅丸長方形を

呈し、底部の海抜高は6170........,6173cmに

なっていた。底部の計測値は長径164 ....!.... 

cm・短径65,...._,73cmで、遺物や木棺痕跡は

_A_ 

」
Jm 

存在しなかった。

土壊墓15(第 9図）

前述した士壊墓14の南に接して存在し

たっ平面形は隅丸長方形を呈し、底部の

海抜高は6173,....__,6178cmになっていた。底

部の計測値は長径146cm・短径45,.....,,54cm

になり、東端部は 2号墳第 4主体部の掘

り方によって切られていた。

土壊墓16(第10図）

土猥墓や士城を検出した丘陵の東端に

i・ 

卜

頂 -8 

第9図土壌墓14・15平断面図 (1/40)

位置し、西側部分は 2号墳第 4主体部の掘り方に切られていた。平面形は隅丸長方形に近い形態を呈

し、底部の海抜高は6650cm.であった。検出面からの深さは約30cmを測り、残存する底部の最大幅は32

cmになっていた。土城墓内を精査したが、遺物や木棺痕跡は存在しなかった。

土壊墓17(第10図）

土猥墓21の東方約3.50mで検出した士猥墓で、西と北東の部分は果樹園に造成された時に削平され

たと推定される。平面形は隅丸長方形を呈し、底部の海抜高は6181,-...,6184cmになるであろう。検出面

からの深さは20,-...,32cmを測り、内部に灰黄褐色土と賠灰黄褐色土が堆積していた。底部の計測値は長

径約155cm・短径60,-...,80cmになると考えられ、内部に遺物や木棺痕跡は存在しなかった。

土壊墓18(第11図）

土猥墓や土猥を検出した丘陵の東端部の地点で、前述した士壊墓16の北方向約 2mに位置する。こ

一
1 . 暗灰褐色土

82..l珈—

2. 灰黄褐色土

,.~ 

~ 

ー／＇＂軍 4 主 ＊ ● '-,l~ ―- 璽 9I 16 

， 
＇日

第10図土壌墓16・17平断面図 (1/40)
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皿 山陽町内の遺跡

の土城墓が存在する地点は後世の果

樹園の造成による撹乱が著しく、士

城墓掘り方の上面を把握することが

困難であった。平面形は隅丸長方形

を呈し、検出面からの深さは18,..._,28

cmであった。底部の海抜高は6153,..._,

6160cmになり、内部に暗灰黄褐色土

が堆積していた。底部の計測値は長

径200cm・短径44,..._,55cmで、 この土

壊墓内に遺物や木棺痕跡は存在しな

---―- --••.. ,_ -'一 ＿・一，一・一一

1 

1 . 暗灰黄褐色土

2 黒褐色土（現代の溝）

匹•一

1m 

3. 黄褐色土

4. 赤褐色砂質土

かった。
第11図土壌墓18平断面図 {1/40)

土壊墓19(第12図）

士城墓10の東方向約 3mの地点に、土漿墓20

と重複して検出した。両遺構の新旧関係は、士

城墓20が土城墓19を新しく切っていた。さらに

この土壊墓の東側部分は、 2号墳第 1主体部の

掘り方によって切られていた。残存する遺構の

検出面からの深さは約25cmを測り、底部の海抜

高は6180,...__,,6184cmになっていた。乎面形は隅丸 上

____A_ a2.20a---A'. ー 1 . 暗黄褐色土

liaiii"" :: ~ 呈1)主体部

長方形を呈し、底部の幅が約73cmになるであろ

う。この遺構は東側部分が削平されて不明であ

るため、単なる土城である可能性も強い。

土壊墓20(第12図）

前述した土城墓19を新しく切った状態で検出

した遺構で、東側部分は著しく削平されて不明

である。さらに北東部分は、 2号墳第 1主体部

の掘り方によって切られていた。残存する遣構

の検出面からの深さは約55cmを測り、底部の海

抜高は6150"'-'6158cmになっていた。平面形は隅

亨 亨
= = I I 

1~11 

K . "" 

I" 

卜

s
9
 

霧

● ・--IIQZ"ZB .a -a 

第12図土填墓19・20平断面回 (1/40)

丸長方形を呈し、底部の幅が約72cm.になるであろう。内部には暗黄褐色土が堆積し、遺物や木棺痕跡

は存在しなかった。この遺構も土城墓19と同様、洋なる士城になるものかもしれない。

土壊墓21 (第13図）

士城墓 2や士壊墓 3の北方向約 2mの地点に位置し、東方向約 4mには土猥墓17が存在した。

この士城墓は、埋葬施設の西側から南側にかけて人頭大の石10個が存在する平坦面を有し、他の土

壊墓とは異なった特殊な様相を呈していた。中央に位置する土城墓の平面形は隅丸長方形を呈し、底

部の海抜高は6181'"'-'6200cmになっていた。検出面からの深さは25'"'-'30cmを測り、底部は中心から東西

両方向に向けて緩やかに湾曲していた。底部の計測値は長径218cm.・短径45,..,,_,7ocmとなり、南壁には

底面に密着して弥生時代後期中葉の時期と推定される壷の底部（第14図）が出土した。
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2. 暗黄褐色粘質土

3. 黄褐色土
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第13図 土壊墓21平断面図 (1/40)

3. 土

土壊 1

壊

（第15図）

土城墓 9の北方向約 lmで検出した土猥であ

る。乎面形は隅丸長方形に近い形態を呈し、検

出面からの深さは約 8cmと浅い。底部の海抜高

は6189cmで、土城内には淡黄色土が堆積してい

た。底部の計測値は長径61cm・短径38.-...,50cmと

なり、遺物は出土しなかった。

土壊 2（第15図）

士披墓21の南方向約 2mに存在した。平面形
第14図

序an

土墳墓21出土土器 (1/4)

は卵形を呈し、底部の海抜高は6188cmであった。底部の長径は60cmで、遣物は検出できなかった。

土壊 3 （第15図）

前述した土城 2の南に接して検出した。平面形は隅丸長方形を呈し、底部の而抜高は6189cm.であっ

た。検出面からの深さは約14cmで、底部の計測値が長径100cm・短径30,.....,36cmになっていた。

82..20a 

朧
第15図

~ :」
! 3 

土墳,r..J 3平断面回 (1/40)

1 . 淡黄褐色土

2. 黄褐色土

3. 暗赤褐色土

4. 灰黄褐色土

5. 暗黄褐色土

1. 
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III 山腸町内の遺跡

4. 土器棺墓

土器棺墓 2 (第16図、図版 4)

土城墓や土城などを検出した丘陵の北西端部に存在

した土器棺墓である。この遺構は、山陽町内を南北に

縦貫して児島湾へ流入する砂川流域の乎野を望む丘陵

の比較的急勾配である北西斜面に、駄目押しを行うた

めに設定した遺構存在確認用のトレンチによって発見

したのである。

＼
 

5
7
5
0
m
ー

57.50m― 

。
lm 

第16図 土器棺墓2平断面図 (1/30)および出土土器 (1/8)

この土器棺墓の掘り方は、検出面で長径82cm・短径62cmの楕円形に近い形態を呈し、その中に口縁

部が著しく内傾して立ち上がる巨大な壷を約40度に傾けて据え、その上位の口縁部に鉢を伏せた状態

に被せて蓋にしていた。掘り方底部の海抜高は5674cmで、断面は「U」字形になっていた。壷の内部

を精杏したが、土砂が充滴しているだけで遺物は存在しなかった。

この士器棺慕に使用していた壷 (2) と鉢 (1)のセットは、その形態的特徴や調整手法により、

古墳時代初頭の時期に比定されるであろう。

土器棺墓 3 (第17図）

この土器棺墓も前述した土器棺墓 2と同様、士城墓や土漿を検出した丘陵の北西端部に存在した。

士城墓 1の北西方向約 5mに位置し、土器棺墓 2はこの士器棺墓の西方向約10mの地点であった。発

掘調雀実施予定地の境界部分に、 L位が削

乎された土器が出土したため、範囲を部分

的に拡張して調杏を行った。

この遺構は、壷と推定する胴部から底部

にかけての比較的大きな破片が横たわって

いるだけで、掘り方は確認できなかった。

士器の最下位の面抜高は5862cmで、内部に

遺物は存在しなかった。この士器は、弥生

時代後期末葉に比定されるであろう。

氾
翼OOm―

＼， 

。 一lllan 

第17図 土器棺墓3平断面図 {1/30)および出土土器(1/8)

lm 
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m 山陽町内の遺跡

5. 箱式石棺墓（第18図）

この箱式石棺墓は、前述した丘陵の北西端部に位置する士器棺墓 2よりもさらに西方向約10m地点

の急斜面に存在した。 6月の梅雨期を前にして、丘陵の斜面に置き去りになっていた発掘調査に伴っ

て生じた排士の処理作業中に、その所在が明らかになった遺構である。

地形の低い北側部分は、削乎されて不明である。主軸はほぼ南北方向を示し、残存する天井石は 1

枚だけであった。石材を 2段に積んだ南端の小口部分では、床面から天井石までの高さは約35cmで、

床面には何も存在しなかった。床面の幅は、西側壁の石材が残っていないので知る由もないが、 30,...__,

35cmになるであろう。また掘り方は、石棺がやっと構築できるだけの狭いスペースで、ほぼ夭井石が

隠れる約45cmの深さに掘り窪めていた。天井石の上面や掘り方内には、灰色の粘士が認められた。

i 贔 、1バ ：滲潮

＼
 

、
多

1 • 黄色粘質土

lm 

第18図箱式石棺墓平断面図 (1/40)

6. 遺概に伴わない遺物（第19図）

図示できた士器は、士師器の高杯 (1・2) と高杯または器台の破片 (3)である。 1と3の器表

面は、磨滅して調整手法の観察が困難である。 2の内面にはハケメが存在し、外面は横方向のヘラミ

ガキを施している。石器には、小型の石斧 (4)、紡錘車 (5)、石鏃 (6・7)がある。 4の材質は

泥岩で重さ43.22gを測り、磨製の良品である。 5は鋸歯文を配した滑石の製品で、重さが20.44gで

ある。 6と7はサヌカイト製で1.41gと0.83gを測るが、前者は欠損している。 （福田）
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皿 山陽町内の遺跡

3. 古墳時代後半の遺構・遺物

1 . 概観

昭和49年 3月に岡山県教育委員

会から発行された『岡山県遺跡地

図（第二分冊）』の山陽町編によ

ると、斎富古墳群には3基の古墳

が所在し、須恵器の杯が採集され

ていることが明記されている。

1次調査の遺構確認作業では、

山陽自動車道建設予定地内にさら

に別の古墳 2基が存在する可能性

が考えられ、全体で古墳 5基を調

行する計画で本調杏に着手した。

2号墳の地点は、ぶどう畑の果

樹園に造成されていたので旧地形

を把握することが困難だったが、

表面採集した士器片の中に多くの

弥生土器が含まれていたので、弥

生時代の巨大な墳丘墓になること

も推定された。

発掘調査の結果、

墳に想定していた所は自然の高ま

りで、古墳ではないことが判明し

3号墳と 4号

ぐ

た。また 1号墳の北方向の斜面に

1次調脊で検出した古墳は、斎富

5号墳と命名した。さらに土器棺

墓 1の下位で須恵器が多量に副葬

された土漿墓を検出したので、土

城墓22として調査を行った。

なお弥生時代の墳丘墓かもしれ

念

ないと推定された 2号墳には、 4
 

基の埋葬施設が確認されたため、

西側に位置するものからl順番に、

竪穴式石室を第 1主体部、西側の

箱式石棺を第 2主体部、東側の箱

式石棺を第 3主体部、横穴式石室

を第 4主体部とした。
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I11 山陽町内の遺跡

2 . 1号墳

(1) 調査前の状況（第21図）

1号墳と 2号墳が所在した地点は、後世にぶどう畑の果樹園に造成されていたため、本来の1日地形

を把握するのが極めて困難であった。さらに墳丘と推定される部分には、尾根に直交する方向に肥料

穴または排水溝と考えられる何条もの深い溝が掘削され、旧地形の改変が著しく行われていた。また

墳丘の南端部分には、小石や瓦礫を集めた小山が存在し、須恵器片や備前焼壷の小破片を採集した。

このような状況であったから、 1次調査の段階で、墳丘の頂部と推定される部分に、 2号墳から延

長した尾根方向のトレンチを設定して確認調査を行った。その結果、 2号墳との間には表土面から約

80cmの深さの溝状遺構が存在し、墳丘と考える位置に暗黄褐色を呈する盛士を検出したため、墳頂部

が削乎された小規模な古墳と推定した。さらに規模を確認するため、尾根に直交する方向に掘削され

た洞の断面を精査したところ、直径約 9mの円墳であることが判明した。

(2) 墳丘と周溝（第22図、図版5-1)

先にも記述したように、この 1号墳が所在した地点は、後世にぶどう畑の果樹園に造成されていた

ため、墳頂部が著しく削平されていた。残存する墳丘の高さは約90cmと低く、墳丘中央部分の表土直

下に主体部を検出した。墳丘盛士は賠黄褐色を呈する粘質土で、東端部には黄褐色土も認められた。

si.50m 

6,.som 

5m ---

第21図 1号墳調査前墳丘地形測量図 (1/100)
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冊 山陽町内の遺跡

この 1号墳は円墳で、墳丘の規模は直径約 9mであり、主体部は木棺直葬のもの 1基だけであった。

1号墳の周溝は、北側と東側で部分的に確認しただけで、残存状態が極めて悪かった。北側で確認

した周溝の検出面での幅は約80cmを測り、内部に黄褐色土が堆積していた。周溝の底部から墳丘頂部

までの高さは約 lmと低く、墳丘そのものが後世に著しく削平されていると判断した。

西側の墳端部分は、 2号墳に近接した地点で、周構は検出できなかった。 1号墳と 2号墳の新旧関

係を把握するため、土層断面観察用の畦を残して精査した結果、 1号墳が古く、 2号墳が新しいこと

が判明した。その理由は、 1号墳の墳端に堆積していたしまりの強い黄色土（第22図17) とブロック

混じりの黄褐色士（同18)を切って 2号墳の墳端が新しく存在し、暗黄褐色土（同15) と褐色のやや

強い黄褐色土（同16)が堆積していたからである。

5m 

Sm 

1~E L:62.50m 

n 
--------------------

1 . 黒褐色土（表土） 7. 黒黄褐色土 13. 褐色土 1 B. 黄褐色土

2. 黒灰黄褐色粘土 8. 暗黄褐色土は且こ） 14. 黄赤褐色土 （同色ブロック混じり）

3. 暗灰黄褐色土 9. 黄褐色土（盛土） （黄色ブロック混じり） 19. 暗黄褐色土(2号墳盛土）

（炭混じり） 10. 黄褐色土 15. 暗黄褐色土 20. 黄褐色土

4. 淡黄灰禍色土 （同色ブロック混じり）は目こ） 16. 黄褐色土 21. 褐色プロック

5. 黄灰褐色土 11. 黒黄褐色土（しまり弱い） （褐色やや強い） 22. 明黄褐色土（しまり弱い）

6. 明褐色土 12. 暗黄赤褐色土（しまり弱い） 17. 黄色土（しまり強い）

第22図 1号墳調査後墳丘地形測量図および墳丘断面図 (1/100)
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m 山陽町内の遺跡

(3) 主体部（第23図、図版 5-2)

1号墳で検出した主体部は、木棺匝

葬のもの 1某だけである。その位置は

墳丘の中心部分ではなく、やや北東方

向に片寄っていた。

検出面での平面形は隅丸長方形を呈

し、長径約270cm・短径約110cm、主軸

方向がN-26°-Eを示していた。

検出面から底部までの深さは14,...,__,16

cmと極めて浅く、主体部の上面が後世

に著しく削乎されていると判断され

た。底部の周囲には幅 4,...,__, 10cm. • 深さ

3 ,...,__, 5 cmを測る断面「U」字形の溝が

存在し、木棺の板材が挿入されていた

と考えられた。この溝の痕跡から木棺

の内法を推定すれば、長径約220cm・

短径50~60cmになり、南小口部分が北

小口より 10cmも幅が広くなっていた。

また底部の悔抜高は南小口が61.51m、

北小口が61.38mとなり、南から北に

向かって緩やかに傾斜していた。この

ような状況から判断して、主体部内に

埋葬された遺体の頭位は、南側の地形

1. 暗灰黄褐色土

（炭混じり）

2. 淡黄灰褐色土

3. 黄灰褐色土

4. 明褐色土

5. 暗黄褐色土 ca土）

I 
E
 09・19 

..,. 

61.80m― 

•、- - - • 
'-<、--、_j____ l_ ___ [ ______ ¥.': 

I 

0 1 m 

第23図 1号墳主体部平断面図 (1/30)

の高い部分になるであろう。

なおこの 1号墳の主体部からは、須恵器の杯蓋 2点、刀子 2点、鉄鏃の破片が出土した。

(4) 遺物

須恵器（第24図、図版 5-3)

主体部から出士した須恵器は、 2点の杯蓋 (1・2)で、南小口部分に近い位置に天井部を上にし

た状態で存在した。

この杯蓋の外面の天井部と体部の境には稜を有し、内面の口縁端部に段が認められる。内面全体と

. ・・-

l 

2
 

¥―ー［ニ一怜
3 

5
 ll)em 

第24図 1号墳出土土器 (1/4)
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皿 山陽町内の遺跡

外面の体部から口縁部にかけてヨコナデを行い、外面の天井部はヘラケズリを施している。 2の内面

の天井部には、仕上げナデ痕跡も認められる。ロクロの回転方向は、どちらも右である。この 2個体

の杯蓋の胎士中には、白色の比較的大きな砂粒を多く含み、焼成は 2個体とも良好で、青灰色または

灰白色を呈している。 1の計測値は、口径15.2cm・器高5.0cmである。 2は口径15.8cm・器高6.0cmを

測り、内外面の器表面に凹凸が顕著に認められる。

3は、東側の墳丘斜面で採集した杯身の小破片である。推定口径13.Demを測り、口縁部が斜め上方

へ立ち上がる。焼成は良好で、全体に灰色を呈している。

4は、墳丘の南西端部で採集した壷の口縁部から胴部の破片である。口径は11.6cmを測り、斜め上

方へ立ち上がった口縁端部は、わずかに肥厚している。外面と内面の口縁部はヨコナデを行い、内面

の胴部には同心円のタタキ痕跡が認められる。また焼成は良好で、全体に自然釉が付着している。

5ほ、南東の墳丘表土で採集した壷の胴部破片である。外面はタタキ痕跡の上面にカキメを施し、

内面には粗い同心円のタタキ痕跡が認められる。胎±中には砂粒が少なく、焼成は良好である。

鉄器（第25図、図版 5-3)

主体部の中央からやや南側の杯蓋に近接した位置で、 2点の完形品の刀子が存在し、北側部分に鉄

鏃の破片が散在した状態で出土した。

1の刀子は、刀身部13.8cm・茎部5.4cmの全長19.2cmを測る完形品で、切先から関へ移行するにし

たがって刀身の幅が厚くなっている。

2の刀子も、刀身部16.8cm・ 茎部7.4cmの全長24.2cmを測る完形品で、関に近接した茎部に木質が

残存している。刀身部の幅は切先から関に向かって厚くなり、関の部分で2.0cmになっている。

3 ,,..,_,, 5は長頸柳葉式の鉄鏃で、関が左右非対称になっている特徴が認められる。

5 ......... g・10・11も前述と同様の鉄鏃と推定され、関の部分の断片と考えられる。

9"・12・14も同様の鉄鏃で、頸部の断片と推察できる。

13は茎部分の断片であるが、矢柄の木質が付着しているのが認められる。

15の鉄器は、平根長三角形式の鉄鏃と推定される。先端部分や茎の部分が著しく破損して全体が不

明であるが、残存する重さは13.3gである。
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第25図 1号墳主体部出土鉄器 (1/3)
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m 山陽町内の遺跡

3. 2号墳

(1) 調査前の状況（第26図）

2号墳が所在した地点は、後世に造成された果樹園の中心部分に位置し、表土面が著しく削平され

ていて、本来の旧地形を把握するのが困難であった。丘陵の尾根上に長径約25m・短径約15mの隅丸

長方形を呈する低い隆起部分がかすかに確認できたが、規模が極めて大きいのみならず円形や方形の

高まりではなかったため、古墳と考えるにはためらいが感じられた。また 1次調査のトレンチによる

遺構の確認調査では、弥生時代の墳丘墓になる可能性も推定された。

丘陵上に位置する隆起部分の北側斜面には、長さ約l.50~を測る 3個の石材が散乱していた。また

南側斜面にも、長さ約 lmを測る北側斜面に存在したのと同質の石材を検出した。調杏後の所見によ

ると、これらの石材は第 1主体部の夭井石の一部であったと考えられる。

(2) 墳丘（第27図、図版 6-1)

2号墳の墳丘内には、竪穴式石室 1基、箱式石棺 2基、横穴式石室 1基の合計 4基にもおよぶ主体

部が築造されており、墳丘の乎面形は前方後円墳に似た極めて特異な形態を呈していた。この墳丘の

規模は丘陵の尾根方向と同じ東西を示す全長約23mであるが、西側は約16mの同じ幅で隅丸長方形に

張り出し、東側は18mの円形になっていた。

墳丘盛土の土層断面を観察するため、東西の主軸に沿うように調査終了段階まで畦を残して精脊し

たが、竪穴式石室や箱式石棺の地点と方向が著しく異なる横穴式石室の中間部分に両者を区画する洞

や層序の乱れはなく、同じ暗黄褐色の盛士を掘り窪めて各々の埋葬施設を築いていた。 2号墳で検出

した主体部に切り合い関係が認められたのは、第 1主体部と第 2主体部である。前者の竪穴式石室の

掘り方内に後者の箱式石棺が存在したから、第 1主体部が古く第 2主体部が新しいと考えられた。

第26図 2号墳調査前墳丘地形測量図 (1/200)
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III 山陽町内の遺跡

(3) 第 1主体部

石室（第21,...._,29図、図版 7)

2号墳の第 1主体部は、墳丘の最も西側に位置する竪穴式石室で、石室の主軸方向が後述する第 2

主体部や第 3主体部の箱式石棺とほぼ平行するN-13°-Wを示していた。発掘調査でこの石室を検

1. 黒褐色土（表土）

2 第 1主体部掘り方

3 第2主体部掘り方

4. 第3主体部掘り方

5 第4主体部掘り方

6. 暗褐色土

7. 暗黄褐色土（盛土）

8. 暗黄褐色土（赤褐色土混じり）海t土）
，．．暗赤褐色土

10. 暗灰黄赤褐色砂質土（しまり弱い）

11. 暗灰黄褐色砂質土（しまり弱い）

12. 黄褐色土

13. 灰黄褐色土

15m 

14. 灰黄赤褐色土（しまり弱い） 20. 暗黄赤褐色土（しまり弱い）

15. 暗灰褐色土 21. 黄赤褐色土（黄色ブロック混じり）

16. 赤褐色土 22. 暗黄褐色土

（黄褐色土混じり， しまり弱い） 23. 黄褐色土（褐色やや強い）

17. 暗灰黄褐色土 24. 黄色土（しまり強い）

18. 褐色土 25. 黄褐色土（同色ブロック混じり）

19. 黒黄褐色土（しまり弱い） 26. 暗黄褐色土(1号墳盛土）

第27図 2号墳調査後墳丘地形測量図および墳丘断面図 (1/200)
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m 山陽町内の遺跡

D
 

62.50m― o・ 

1 . 赤褐色土（黄褐色土混じり）

2. 暗灰黄褐色土

3. 暗黄褐色土（赤褐色土混じり）

4. 暗褐色土

5 赤褐色粘質土

6. 暗黄褐色土⑳ピこ）

7. 暗赤褐色土

（暗黄褐色土混じり）（盛土）

8. 暗赤褐色土

9. 暗黄褐色粘質土

10. 黄褐色土

11. 黄褐色土（赤褐色土混じり）

12 黄褐色砂質土

13. 赤褐色砂質土

14. 灰黄褐色土

15. 灰褐色土（赤褐色土混じり）

16. 赤褐色土（灰褐色土混じり）

17. 赤褐色土

c
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第28図 2号墳第 1主体部平断面図 (1/50)
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皿 山陽町内の遺跡

出した段階に、天井石はすでに 1枚も残存していなかった。墳丘の北側斜面や南側斜面に散在した長

さ1.OD,..__, 1. 50mを測る比較的大ぎな 4個の石材が、この第 1主体部の天井石の一部であった可能性が

強い。この主体部が存在した地点は後世に果樹園が造成されていたため、墳丘の盛土が著しく削平さ

れて流失したことが考えられ、表士面直下15,..__,20cmの浅い部分から石室の石材が並んで確認された。

東側壁の中央付近は、石室の内側に向かって壁面が張り出していた。

石室の競面は、両側壁および両小口ともすべて石材を小口積にし、部分的に場所が限定されるけれ

ども、赤色顔料を途布した痕跡がかすかに肉眼で確認できた。西側壁の中央から北側へ寄った某底部

は、やや大きくて安定感のある石材を使っていた。壁面の裏側となる石室の掘り方内に石はほとんど

なく、性質の異なる土砂を版築状に積みJ:げていた。床面には棺台として用いたと考えられる石が存

在するものの、地山面を掘り窪めただけで砂利や板石などは認められなかった。東西両側壁とも緩や

かに内傾して立ち上がる「持ち送り」の形態を示し、石室内の断面形は台形を呈していた。

2号墳の第 l主体部である堅穴式石室の床面での内法は、長径335cm.・短径80"'-'100cmを測り、北側

より南側の小口幅が20cmも広くなっていた。石室の高さは天井石がなかったので不明であるが、側壁

に残存する最上位の石材から推定して約130cmになるであろう。

中
F-

f' ~62.25m 

G_ 
G' ―62.25m 

c_ 

。
2m 

第29図 2号墳第 1主体部平断面図および付属溝平断面図 (1/50)
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m 山陽町内の遺跡

付属溝（第29図）

この付属溝は、掘り方の南東隅から地形の低い墳端に向かって斜めの方向に掘削されていた。断面

は袋状または「U」字形を呈し、先端部分が第4主体部の横穴式石室に切られていた。この溝は、起

点が石室床面ではなく、 2段掘りになった石室掘り方の上位であるから、排水溝とは考えられず、そ

の機能や性格は不明である。
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m 山陽町内の遺跡

遺物出土状況（第30図、図版7)

第 1主体部の竪穴式石室は、天井石が 1枚も残存しなかったが、石室内は盗掘や撹乱を受けた形跡

はなく、埋葬当時の様相を良好な状態で留めていた。

発掘調査の作業を行っていた段階に、南側小口部分から出土した須恵器の杯身と杯蓋に、時代が極

端に異なるのが明らかなものが共伴する現象に遭遇して理解に苦しんだが、作業が進展するにした

がって 2対の形態が違った耳環 4点を検出し、この第 1主体部は竪穴式石室であるにもかかわらず追

葬が行われていたことが判明した。木棺に入れられた初葬の遺体の頭位は、耳環や玉類など装身具の

出土状況から北側になるであろう。追葬の遺体はどのような状態で置かれていたのか不明であ＇るが、

耳環の片方や副葬された須恵器の位置から、頭位は南側と考える。

また石室の中央部分では、木棺に使われていたと考える釘が、元の位置を保持する良好な状態で確

認されたため、木棺に使われた板材の組み合せを復元することができた（第37図）。その結果、埋葬に

用いた木棺には蓋を使わなかったか、蓋があっても釘止めほしていないと推定された。 ． 

石室の主軸と同じ方向で切先を北側にした大刀は、床面よりかなり上位で出土したから、木棺の上

に置かれていた可能性が強い。さらに須恵器の脚付長頸壷 (48)は、前述の大刀よりさらに約20cmも

上方から横倒しの状態で発見されたが、この壷の蓋になる子持蓋 (47)は石室中央部の床面から出土

しているから、追葬の時点に場所を移動したのであろう。

なおこの第 1主体部では、須恵器の士器類は北側と南側の小口部分に主として副葬し、一部が西側

壁の北寄りに存在した。木棺に使われた釘を除く鉄器は、馬具と鉄鏃の一部が西側壁の壁面に接して

出土し、残る鉄鏃や曲刀子は装身具と一緒に中央付近で確認された。特に鉄鏃の多くは、大刀の刀身

部下位から集中して検出された。装身具は埋葬された遺体の位置によって出土地点が決定されるが、

ほとんど中央付近に存在していたものの、対になる太い耳環の 2点だけは離れて発見された。

遺物

須恵器（第31,-..,.,,33図、図版 8,...._,10、表ー 2)

杯身・杯蓋 2号墳の第 l主体部は、竪穴式石室であるにもかかわらず追葬が行われているのを確認

したが、初葬に伴って副葬された杯身と杯蓋はそれぞれ12点の合計24点になり、いずれもセット関係

が認められた。杯身は口径11.z,..,__, 15. 4cm・器高4.1,-..,.,,5.0cmで、口縁端部は丸く仕上げている。外面の

底部はヘラケズリを行い、内面全体と外面の口縁部から体部にかけてヨコナデを施している。ロクロ

の回転方向は時計と同じ右が多く、外面底部にヘラ記号を有するもの (12・16・22)も存在する。杯

蓋は口径13.0,..,__,15.4cm・器高3.9,-..,.,,4_scmで、外面の天井部と体部の境に稜を有するものや、内面口縁

端部に段が認められるものが多い。外面の天井部はヘラケズリを行い、内面全体と外面の口縁部から

体部にかけてヨコナデを施している。ロクロの回転方向は杯身と同様に右が多く、内面の天井部に同

心円のタクキ痕跡が残存するもの (7・15・21)も存在する。追葬に伴う杯身 (26・27)は口径12.1

,..,__, 13.2cm・ 器高4.1cmで、口縁部の立ち上がりが短く、外面の底部はヘラ切り未調整である。また杯蓋

(25)は口径11.o,...._, 14. 0cm・器高4.2cmで、全体の歪みが大きく、外面の天井部はヘラ切り未調整であ

る。なおこの竪穴式石室から出土した 1と2のセットは、口径が小さいにもかかわらず器高が相対的

に高く、個々の部位の形態や調整手法にも古い様相が看取できるから、おそらく斎富古墳群で出士し

た杯身と杯蓋では、最も古い時期に作られた土器になるであろう。

高杯 2号墳の第 1主体部から出土した高杯には、各種の器形が認められる。蓋 (28・30)とセット
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皿 山陽町内の遺跡

ご 44

一cm

第33図 2号墳第 1主体部出土土器 (3){1/4) 

になった有蓋高杯 (29・31)は、蓋の内面火井部と杯部の内面底部にそれぞれ同心円のタタキ痕跡が

残存する。蓋の外面天井部と体部の境に稜を有し、内面口縁端部には段が認められる。脚部の透しは

3方向の 2段に存在し、上段は三角形、下段は台形を呈している。また 2点の高杯とも、脚部の上位

にヘラ記号が認められる。 32は杯部と脚部の間に 3方向の長方形透しを有する算盤玉に似た接続部が

認められる奇妙な形をした無蓋長脚高杯で、内外面とも全体に黄色または黄灰色の濃い自然釉が付着

している。脚部は 3方向の 2段透しを施し、上段は長方形、下段は三角形を呈している。 33は3方向

の2段透しを有する無蓋長脚高杯で、上段および下段とも透しの形は三角形である。同じ無蓋長脚高

杯でも、 3方向の 1段透しのもの (34,...,,_,36)がある。透しの形は上下に細長い三角形 (34・35) と長

方形 (36)が認められ、外面杯部の底部から脚部にかけてカキメを施しているもの (34) もある。

聴 全体の器形が大きいもの (37) と小さいもの (38)がある。前者は口径13.2cm・器高15.2cm・ 胴

部径10.5cmで、頸部上半にクシ描波状文や板状工具による刺突文が施されている。胴部の上位には 2

条の浅い凹線が存在し、その間に刺突文が認められる。後者は口径9.9cm・器高12.3cm・胴部径7.5cm

で、外面の口縁部から頸部上半にかけてクシ描波状文を施し、頸部下半にはカキメが認められる。ま

た胴部の中位には 3条の凹線が存在し、板状工具による刺突文が 2段に巡らされている。

提瓶 提瓶は 5点出士した。 39と40は耳のない小型品である。口縁部から頸部にかけてヨコナデを施

し、外面の胴部にはカキメがかすかに残存する。 41と43は環状の耳を有し、外面全体に自然釉が付着

しているご外面の胴部にはカキメが認められ、頸部はカキメが残存するもの (41) とョコナデを行っ

ているもの (43) とがある。 42は耳を欠損しているが、おそらく鉤形であったと推定する。胴部の正
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面にはカキメがかすかに認められ、背面は全体にヘラケズリを行っている。

蓋 44の蓋は著しく小型品である。竪穴式石室の北側小口部分で東側壁に近い位置から、床面に接し

た状態で口縁部を上にして出土した。天井部につまみを有する小型品であるから、子持器台の子器に

伴う蓋を考えたが、全体の法量が小さく、ミニチュア品になるのかもしれない。この蓋の計測値はロ

径6.g.....__.7. 0cm・器高3.5cmで、外面天井部のつまみ周辺はヘラケズリを行い、

¥

.

]

-:-ぃい
20g 

10 

内面全体と外面の口縁部から体部にかけてはヨコナデを施している。

壷 口縁部を欠損する直口壷と推定される士器 (45)は、焼成が悪く器表面

が磨滅している。胴部の最大径は14.7cmで、外面の胴部下半から底部にかけ

て煎ね焼き痕跡が存在する。口縁部が斜め上方へ短く外反して端部の外側に

面を有する壷 (46)は、口径12.6cm・器高18.8cm・ 胴部最大径18.4cmになっ

ている。内面の口縁部から頸部にかけてョコナデを行い、胴部から底部にか

けては同心円のタタキ痕跡が存在する。外面の胴部にはタタキ痕跡の上面に

カキメが認められ、底部には格子目のタタキ痕跡が顕著に残る。この壷の焼

成は悪く、外面の底部には璽ね焼ぎ痕跡が認められる。子持蓋 (47)を伴う

脚付長頸壷 (48)は、口径7.9,....__,,3. 1cm・器高33.9,....__,,34_ 7cm・胴部の最大径

17. 2cm・ 脚径15.7,....__,,15.9cmを測る。外面の口縁部には鋭利な工具による斜め

方向の筋を巡らせ、頸部はヨコナデを行っている。胴部下半には 5条の浅い

凹線が存在し、板状工具による刺突文が 3段に施されている。胴部下半から

底部にかけては、タタキを行った後にヨコナデを加えている。脚部には 3方

向の主角形透しを 3段に施し、脚部J::端に 3方向の小円孔も認められる。脚

端部はヨコナデを行っているが、脚の上位と中位にはカキメの上面に刺突文

を描いている。内面は全体にヨコナデを施している。なお子持蓋の計測値は

ロ径5.0cm・ 器高9.5,....__,,9.7cmで、外面の天井部はロクロの回転方向が右のヘ

ラケズリを行い、子器の頸部から下位の外面にはカキメが認められる。子器

の外面口縁部と蓋の内面は、全体にヨコナデを施している。

鉄器（第34-.,35・38図、図版11)

大刀全長112.2cm・ 刀身長92.2

1
9
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10cm 

cm・茎長20.0cmである。目釘穴は

1か所認められ、刀身と茎には鞘

および柄の木質が付着している。

鍔は長径10.0cm.・短径約8.0cm. を

測り、倒卵形を星している。刀身

の断面形は二等辺三角形で、平造

になっている。

刀子 2の刀子は茎部を欠損して

いるが、 JJ身部は12.9cmを測る。

切先から関へ移行するにしたがっ

てJJ身の幅が厚くなり、関に近接
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皿 山陽町内の遺跡

した茎部に木質が残存している。 3といま曲刀子である。茎の先端は、わずかに肥厚して刃部とは反

対側に曲げられている。この両曲刀子とも、切先の先端を欠損している。 3の残存長17.7cm・ 刀身部

最大幅1.2cmである。 4の残存長18.6cm・ 刀身部最大幅0.9cmである。

鉄鏃 すべて尖根系の鉄鏃である。 5"-'12は長頸柳葉式鉄鏃、 22と23も長頸式鉄鏃だが、鏃身関が明

確でない。 24"-'27は頸部が短い尖根系鉄鏃で、鏃身部の形態は腸扶柳葉形を呈する。各々の鉄鏃の茎

には、矢柄の木質と樹皮を巻いた痕跡が認められるものも多い。

馬具 瓢形の環状鏡板をもつ轡である。図示した右の鏡板は高さ9.6cm・ 最大幅7.4cm、左の鏡板は高

さ10.0cm・ 最大幅7.4cmを測る。引手の長さは図示した右が15.8cm、左が16.4cmである。引手の先端は

「く」字状に曲げられ、引手壷を形成している。中間部分に位置する衡は、中央付近を欠損して長さ

が不明である。衡と引手は別々に鏡板に連結している。

棺釘 いずれも頭部を逆L字状に折り曲げている。長さが最大のもので21.6cm、最小のもので15.2cm

である。木目が付着している状態を観察すると、全体に縦方向の木目、全体に横方向の木目、上半部

が横方向で下半部が縦方向の木目がある。第 1主体部の棺釘の出土状況から使われていた木棺を推定

すると、第37図のようになるかもしくは第37図の木棺に釘止めしない蓋が伴うかもしれない。

装身具（第39図、図版12)

玉類 2号墳の第 1主体部から

出土した玉類の種類は、勾玉 l

点、管玉11点、切子玉 7点、算

盤玉 2点、丸玉 l点、小玉104

点である。勾玉 (1)は淡黄色

の硬至を使い、長さ31.5mm・ 幅

19.9mmである。管玉 (2,...__, 12) 

の材質は、緑または濃緑色の碧

玉、薄緑色の緑色凝灰岩、薄緑

ゞ-ゞ•

、-.__・、、、、尋．．．

。
10cm 

第36図 2号墳第 1主体部出土馬具 (1/3)

39 

色のガラスがあり、円孔はいずれも片面穿孔である。

7点の切子玉 (13.......... 19)はすべて水晶製で、 6面がほ

とんどであるが 7面のもの (17) も存在する。算盤玉

(20・21)の2点と丸玉 (22)の1点は、前述した切

子玉と同様に材質が水晶である。小玉 (23.......... 126)はい

ずれもガラス製である。青または緑色を呈するものが

多いが、紺または濃紺色のものも認められる。

耳環 この第 1主体部は竪穴式石室であるにもかかわ

らず追葬が認められ、対になる 2組の耳環が 4点出土

した。これらはいずれも銀襲で、 3と4が初葬、 1と

2が追葬に伴うものである。 3を計測した最大値は、

外径1.97cm・ 断面径0.23cm.である。 4は外径1.88cm. ・ 

断面径0.25cmである。 1は外径3.19cm・ 断面径0.68cm

である。 2は外径3.11cm・ 断面径0.71cmである。
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第37図 2号墳第 1主体部木棺想像復元図
〈数字は棺釘の番号で第30図と対応〉
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~cm 

第38図 2号墳第 1主体部出土棺釘 (1/4)
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山陽町内の遺跡

(4) 第 2主体部

石棺（第40図、図版 3-1)

前述した第 1主体部の東隣に検出した箱式石棺で、主軸は第

していた。この第 2主体部は第 1主体部の掘り方上面に位置しており、第 1主体部より後に築造され

1主体部とほぼ平行する南北方向を示
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たことが判明した。

この主体部の主軸は．

N-14°-Wを示し、

天井石は残存しなかっ

た。側壁は 2枚の石を

底部に立てて据え、部

分的に 2段または 3段

に横口積か小口積にし

ていた。南側の小口は

3個の石材を重ねてい

たが、北側は破壊され

て底部の石だけが存在

した。底部の床面には

3枚の板石を並べ、側

壁との間に生じた空間
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.
7
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ヨ
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0
、

には小さな石を充填し

ていた。

。

3
 

吋J>.

第40図 2号墳第2主体部平断面図 (1/30)

および遺物出土状況 (1/20)
。
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III 山陽町内の遺跡
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第41図 2号墳第2主体部出土土器 (1/4)

この 2号墳の第 2主体部である箱式石棺の内法は、

長径100cm・短径24,...,_,32cm・ 高さ40cmを測り、南側の

小口が北側よりも幅が広くて床面レペルが高いから、

埋葬された遣体の頭位は南端になるであろう。

遺物出土状況（第40図、図版13-1)

第 2主体部の箱式石棺から出土した遺物は、須恵器

の提瓶および壷の 3点と鉄器 3点の合計 6点で、図示

した須恵器の杯身と杯蓋 (1,...,_, 5.) は、箱式石棺直上

の盛土内から璽なるようにして発見されたのである。

須恵器の提瓶 (6) と直口壷 (7)は北側の小口に

近接して存在し、短頸壷 (8)は西側側壁のほぼ中位
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¥
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ー、1
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—@ 

゜
10cm 

から壁面に接するようにして出土した。 J]子 (1)は

中央部分から 2個体に破損した状態で発見され、 2点 第42図 2号墳第2主体部出土鉄器(1/3)

の鉄鏃 (2・3)は直口壷の南脇に側壁と接する位置より重なって出土した。

遺物 ・

須恵器（第41図、図版14-1、表ー 2)

杯身は内面口縁端部に段を有し、焼成は良好で自然釉が付着している。杯蓋は体部と口縁部の境に

稜を有し、内面口縁端部に段が認められる。提瓶の耳は鉤形で、外面胴部にカキメが存在する。広ロ

壷と短頸壷はミニチュア品で、外面底部は手持ちのヘラケズリを施している。

鉄器（第42図、図版14-1、表ー 5)

刀子は刀身部11.2cm・茎部5.7cmで、茎に糸巻きの痕跡と柄の木質が残存する。 2と3は長頸柳葉

式と平根腸扶柳葉式の鉄鏃で、茎に矢柄の木質と矢柄表面の樹皮巻きが認められる。 2は頸部7.8cm 

で、鏃身部と茎部の先端を欠損する。 3は鏃身部6.4cm・頸部5.5cmで、茎部の先端が存在しない。
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III 山陽町内の遺跡

(5) 第 3主体部

石棺（第43図、図版13-2・3) 

第 2主体部より約 2m東側へ寄った地点で検出した箱式石棺で、主軸は第 1主体部や第 2主体部と

ほぼ平行するN-1°-Wの南北方向を示していた。

天井石は 4枚が残存していたが、中央部分が持ち去られて存在しない。天井石の間には小さな石を

配し、石の間に生じた空間を埋めていた。東側の側壁は底部に 5個の石を立てて据え、上位に 2段ま

たは 3段に横口積や小口積に石を乗せていた。西側の側壁の石組は粗雑で、底部に 4個の石が存在す

るものの、石の間には空間が多く認められた。南側と北側の両小口は石を 2段に積み、天井石が安定

して乗るように小さな石を間に詰めていた。床面には砂利や板石はなく、地山面が露出していた。

第 3主体部の箱式石棺の内法は、長径132cm・短径37,,..._,42cm・ 高さ32,,..._,42cmを測り、附側の小口が

北側よりも幅が広くて床面から天井石まで高くなっていた。床面のレペルは、南から北に向かって緩

やかに傾斜していた。

遺物出土状況（第44図、図版13-3) 

2号墳の第 3主体部である箱式石棺から出土した遺物は、須恵器 7点、鉄器 4点、装身具35点の合

計46点であった。須恵器の器種は、杯身 2点、杯蓋 2点、高杯 1点、少し頸部の長い壷 l点、広口壷

l点である。鉄器の種類は、曲刀子 2点と鏃 2点である。装身具のそれは、管玉 l点、棗玉 l点、小

」ニ E' _L  _t_ 
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第43図 2号墳第3主体部平断面図 (1/40)
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III 山陽町内の遺跡
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第44図 2号墳第3主体部遺物出土状況（左： 1/20, 右： 1/4) 

玉31点の玉類と耳環 2点である。

須恵器の杯身と杯蓋は、口縁部を合

わせたままセットになって少し頸部の

長い壷とともに南側の小口部分から出

士した。 2点の耳環と多くの玉類がこ

の付近より集中して発見されたから、

杯身と杯蓋のセットは、遺体の頭骨を

支える枕の代用品に使われていたので

あろう。高杯と広口壷は、北側の小口

に近接して横倒しの状態で存在した。

2点の曲刀子は、石棺の中央よりやや

南側に寄った地点から、切先をともに

南へ向けて平行に並んで検出した。 2 

点の鉄鏃は、広口壷の南東約20cmの所

から一部が重なって出土した。

遺物

須恵器（第45図、図版14-2、表ー2)

1と3の杯蓋の計測値は、前者がロ

径14.4cm・器高4.7cm、後者が15.0cm 

と4.6cmである。外面の体部と口縁部

の境には稜を有し、内面の口縁端部に

は段が認められる。 1の外面天井部と

3の内面天井部には、同心円のタタキ

沿、ジ
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ID 山陽町内の遺跡

痕跡が残存する。 2と4の杯身の計測値は、前者が口径12.5cm・器高4.1cm、後者が13.3cmと4.7cmで

ある。口縁端部は丸く仕上げ、内面底部には同心円のクタキ痕跡が残存する。高杯 (5)は脚部に 2

個の円孔を有する特異な形態で、口径10.0cm・器高7.2cm.・底径6.3cmを測り、脚部にカキメが認めら

れる。少し頸部の長い壷 (6)は口径10.4cm・器高15.6cmを測り、胴部にカキメが存在し、底部には

格子目のタタキ痕跡が存在する。広口壷 (7)は口径17.8"-'18.4cm・器高23.6cm.を測り、外面の頸部

に連続剌突文を施し、胴部下半にタタキ痕跡が認められる。内面の口縁部はヨコナデを行い、胴部に

は同心円のタタキ痕跡が存在する。

鉄器（第46図、図版15-1、表一 6)

1と2ほ曲刀子である。茎の先端が刃部とは反対側に曲げられている。 1は全長18.7cm・ 刀身部長

5.2cmである。 2は全長18.5cm・ 刀身部長5.8cmである。 3ーと 4は長頸柳葉式の鉄鏃で、通常の長頸鏃

より鏃身部・頸部ともに幅が広い。 3は鏃身部長2.6cm. • 頸部長6.8cm、 4は鏃身部長3.1cm. ・ 頸部長

6.5cm. であるが、茎部はともに先端を欠損して長さが不明である。

装身具（第47図、図版15-2、表ー 9・12)

玉類 玉類の種類は、管宝 l点、棗玉 l点、小玉31点である。管玉は碧宝製で、片面穿孔になってい

る。棗玉は黒色の埋もれ木を使っている。小玉はいずれもガラス製で、紺色か緑色を呈している。

耳環 対になる 2個が出土したが、両方とも銀製である。 1を計測した最大値は、外径l.75cm・ 断面

径0.25cm・ 重さ1.11gである。 2の計測最大値は、外径l.65cm・ 断面径0.17cm・ 重さ0.97gである。
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第46図 2号墳第3主体部出土鉄器 (1/3)
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第47図 2号墳第3主体部出土装身具 (1/2)
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皿 山陽町内の遺跡

(6) 第4主体部

石室（第48・49図、図版16・17)

2号墳の第 4主体部は、墳丘の最も東側に存在した左片袖を有する横穴式石室で、石室の主軸方向

が前述した第 1,.....,3主体部とは著しく異なるN-20°-Eを示していた。発掘調査によってこの石室

を検出した時に天井石はすでになく、奥壁の外側に 1枚、石室内に 2枚、石室入口付近に 2枚の合計
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第48図 2号墳第4主体部平断面図 (1/80)
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皿 山陽町内の遺跡

5枚の天井石が転落していた。この石室の床面から

天井石までの高さは、奥壁の袖の部分に辛うじて残

存する最上位の石材J::面までと推定され、側壁の上

端部分が崩壊して相当量の石材が存在しないと考え

られた。石室の入口付近は、地山を溝状に掘り窪め

叶>

す

Im 

一。

数字は耳環

第49図 2号墳第4主体部掘り方実測図 (1/80) 第50図 2号墳第4主体部遺物出土状況(1/40) 
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皿 山陽町内の遺跡

て丘陵の斜面に通じる前庭部を造成し、子持器台や壷などの須恵器（第60図）が出土した。

奥壁の基底部には、高さ約100cm・幅約110cmの安定した巨大な石と高さ約90cm・半径約75cmの扇形

をした石とを並べて据え、その上位に小規模な石材を 3,,____, 4段に横口積または小口積にしていた。さ

らにその上位である天井石が乗る位置には、約40X50cmの菱形をした石と高さ約35cm・ 長さ 110cmの

扁平で大きな石とを並べて置いていた。袖の部分は、高さ約75cmを測る柱状の石材 2個を立てて据

え、床面で側壁より約65cm石室内へ張り出す壁面を形成していた。この壁面が屈曲する袖から石室入

ロにかけての羨道部分の左側競は、右側壁や玄室部分の左側壁の石積み状況と様相が異なっていた。

すなわち袖の部分に立てた石の高さまで大小様々な石を不規則に置き、袖石の上面レベルで積んだ石

の上端が直線的に揃っており、この羨道部分の左側壁だけは別個に築造された可能性が強い。羨道部

分も含めた右側壁は、基底部に比較的大きな安定した石を奥壁に接して存在する石とほぼ同じ高さに

なるように揃えて据え、そのJ:.位に比較的小規模の石を 4,,____, 5段に積みJ:.げていた。この右側壁の壁

面は、各段の目地がほぼ平行する直線状を呈していた。玄室部分の左側墜は、中央付近の基底部に使

われていた石が比較的小さい。その基底部の石は奥醗と袖の両方向から石を据え、最後に中央付近に

生じた空間に小規模の石を詰めたと考えられた。床面には棺台の石が存在するものの、9 地山面を掘り

窪めただけで砂利や板石などは認められなかった。左右両側壁が緩やかに内傾して立ち上がる「持ち

送り」の形態を示し、石室内の断面形は台形を呈していた。

2号墳の第 4主体部である横穴式石室の床面での計測値は、玄室長5.00m・羨道長2.80mになる全

長7.80m・ 奥競幅1.80m・玄門での玄室幅1.75m・玄室中央幅1.95mを測り、玄室の幅は中央がわず

かに広くなっていた。羨道の幅は、玄門で1.15m、石室入口で0.80mであった。石室の高さは天井石

がなかったので不明であるが、奥壁に残存する最上位の石材から推定して約l.70mになるであろう。

遺物出土状況（第50図、図版16・17-1) 

第4主体部の横穴式石室は、天井石が 1枚も残存しなかったが、石室内は盗掘や撹乱を受けた形跡

はなく、追葬が繰り返し行われた当時の状況を、良好な状態で留めていた。

奥偲の右側壁に寄った隅の部分には、追葬の時にかって副葬されていた遺物を片付けた約20点の士

器が存在し、その下位から木棺痕跡も検出した。奥罹の左側準に近い部分は、完形の広口壷 1点が出

土したが、遺物や木棺痕跡のない比較的広い空間が認められた。玄室の中央より奥壁側で左側壁に

寄った地点には、長さ215cm・ 幅63"'-'75cmを測る l基の木棺痕跡を確認した。木棺の内部には、鉄鏃を

主体とする鉄製品が散在していた。さらに右側墜に近接した地点には、複雑に重複した 4基の木棺痕

跡を検出した。奥壁に面した木棺の小口部分からは、対になった 5組の杯身と杯蓋が出土したが、 4

基の木棺と副葬品との関係は、把握することができなかった。前述した左側壁に寄った地点の木棺痕

跡とこの重複した 4基の木棺痕跡の間には、別の木棺痕跡である角の一部を確認した。羨道から玄室

に至る地点にも、長さ235cm・幅45"'-'60cmを測る木棺痕跡を検出した。ほぼ中央の右側壁に面した側

板の近くからは、耳環や玉類の装身具が集中して出土した。また左側壁に面した側板の付近には、炭

化物が集中して存在した。羨道の中央から入口にかけては、木棺痕跡が存在しなかった。この周辺か

ら出土した遺物には、杯身や杯蓋が少なく、器形の異なる高杯が多く認められた。石室の入口に面し

た前庭部からは、壷や提瓶とともに石室内の脚部と接合した器台の杯部が出士した。特殊な遺物とし

ては、比較的多量の鉄滓を採集した。なおこの第4主体部の横穴式石室内で検出した木棺痕跡は合計

8基となり、出土した耳環の 8対16点（第70図）とうまく符合する。
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川 山陽町内の遺跡

遣物

主体部出土の遺物

須恵器（第51,...,,,_,58図、図版18,...,,_,22、表ー 2)

杯身・杯蓋 2号墳の第 4主体部は横穴式石室で、石室内には 8基の木棺痕跡が存在し、追葬が繰り

返し行われた状況を確認した。杯身と杯蓋の出士地点および法量や色調を精査した結果、 9組18点の

セット関係が認められた。杯身は口径10.7,...,_,13.5cm・器高3.5,...,,,_,4_ 7cmで、口縁端部は丸く仕上げてい

る。外面底部はヘラケズリを行い、内面全体と外面の口縁部から体部にかけてヨコナデを施してい

る。ロクロの回転方向は時計と同じ右が多く、肉面底部に同心円のタタキ痕跡が存在するもの (2. 

4・18・63)や、外面底部にヘラ記号を有するもの (70)がある。 72の杯身は法量が極めて小さく、

ロ径9.6.........,9.8cm・器高3.4cmを測る。外面の底部はヘラ切り未調整で、全体の器形が歪んでいる。杯蓋

は口径13.o,...,,,_, 15. 4cm・器高3.7,..._,4.9cmで、外面の天井部と体部の境に稜の痕跡を有するものは少な

く、口縁端部も丸く仕上げているものが多い。外面の天井部はヘラケズリを行い、内面全体と外面の

ロ縁部から体部にかけてヨコナデを施している。ロクロの回転方向は杯身と同様に右が多く、内面の

天井部に同心円のタタキ痕跡が残存するもの (3·17• 19・20・23・29・30)や、外面の天井部にヘ

ラ記号を有するもの (27・37)が存在する。

高杯 2号墳の第 4主体部である横穴式石室から出土した高杯には、多様な器形が認められる。有蓋

高杯の蓋 (73)が 1点だけ存在する。口径13.8cm・器高5.4cmを測る完形品で、内面の天井部には同心

円のタタキ痕跡が残存する。外面の天井部と体部の境に稜を有し、貼り付けたつまみ周辺の天井部に

カキメが認められる。 5点出士した有蓋高杯 (74,...,_,7g)は、脚部の透しがいずれも長方形で 3方向に

1段となっている。これらの高杯は口径11.4,...,,,_, 11. 7cm・器高12.1,......, 14. lcm・ 脚端径10.1,......,12.0cmを測

り、 5点すべての脚端部が肥厚している。杯部の外面底部はヘラケズリの上面にカキメを施し、内面

は全体にヨコナデを行っている。杯部の内面底部に同心円のクタキ痕跡が残存するもの (74)や、脚

部の内面上位にシボリ痕跡が認められるもの (76) もある。脚部は内外面ともヨコナデを施している

が、かすかにカキメが存在するもの (77) もある。 79は長脚無蓋高杯で、脚部の透しは 1段で長方形

を呈している。杯部は浅くて口縁端部が外反し、外面には連続刺突文と 1条の凹線が認められる。

80も無蓋高杯であるが、杯部が口径に比して深い。底部から口縁部にかけての器壁は、緩やかに内湾

して立ち上がる。脚部の透しは長方形または細長い三角形を呈し、 3方向で l段だけになっている。

杯部の外面には 3段になった連続刺突文と 2条の凹線を巡らせ、内面はヨコナデを施している。 81vま

短脚無蓋高杯である。端部の径が大きくて低い脚部には、ヘラ状工具による縦方向の直線が 3方向に

描かれている。脚部の透しが 2段の長脚無蓋高杯 (82,...,,,_,84)は、いずれも内外面に自然釉が付着して

焼成が良好である。浅い杯部の口縁端部は外反し、外面の底部と口縁部の境には稜が認められる。杯

部の内面底部に同心円のタタキ痕跡が残存するもの (82)や、外面にヘラ記号を有するもの (84)が

ある。 85と86も3方向に 2段の透しが存在する長脚無蓋高杯であるが、脚下端に 4........,5個の貫通した

小円孔を有する蓋をし、中に陶製の丸玉 2個を入れて鈴のようになっている。

聴 法量の異なる 3点が出土している。外面にヨコナデだけを行った簡素なもの (87・88)と、クシ

描波状文や板状工具による剌突文を施したもの (89)がある。後者の内面頸部にはシボリ痕跡が認め

られ、外面底部はロクロの回転方向が右のヘラケズリを行っている。 87vま器形が著しく小規模で、器

表面全体の調幣も粗雑だから、葬送に伴って作られたミニチュア品と考える。
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m 山陽町内の遺跡
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皿 山陽町肉の遺跡
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m 山腸町内の遺跡
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llI 山腸町内の遺跡
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皿 山陽町内の遺跡

提瓶 形態の異なる12点もの提瓶が存在する。耳の形状で分類すると、環状 (97・98) ・鉤形 (92,..,__,

95・99・100) ・ 円板 (101) ・耳なし (102・103)になるが、環状と鉤形を有するもの (96) も認め

られる。口縁部から頸部にかけてはヨコナデを施し、外面の胴部正面にはカキメが存在する。外面胴

部の背面は、ヘラケズリのままで放置されているもの、ヘラケズリの上面にカキメを施しているも

の、ヨコナデを行っているものなどがある。

平瓶 口縁端部をわずかに欠損している。胴部の最大径は14.6cmを測り、焼成は全体に悪い。外面の

底部はヘラケズリを行い、口縁部から胴部上半にかけてはヨコナデを施している。

椀 口縁部の器壁は厚さが薄くなりながら湾曲して立ち上がり、端部は丸く仕上げている。外面の底

部はヘラケズリを行い、その他の部分は全体にヨコナデを施している。この椀は完形品で、全体に黄

灰色の濃い自然釉が付着している。

壷 蓋を伴う短頸壷が、 3対セット (107,..,__,112)で出士している。蓋 3点の天井部と体部の境は屈曲

し、内面の口縁端部に段が認められる。外面の天井部はヘラケズリを行い、外面の体部と内面全体は

ヨコナデを施している。短頸壷は最大径が胴部上位に存在し、外面の口縁部から頸部にかけては、蓋

を被せて焼成したために生じた自然釉が付着しない部分が認められる。外面の底部はヘラケズリを行

い、その他の部分はヨコナデを施している。 112の内面底部には、同心円のタタキ痕跡が残存してい

る。 106の蓋は器形が著しく歪んで、外面の天井部はヘラ切り未調整である。 115,..,__,1 19は短頸壷または

直口壷の小型品である。いずれも器形全体が歪み、外面底部はヘラ切り未調整であるから、古墳に副

葬するためのミニチュア品であろう。 120と121は直口壷であるが、後者は脚付きである。前者の外面

底部はヘラ切り未調整で灰褐色を呈し、重ね焼きによって生じた変色部分が認められる。口縁部が短

く外反する壷 (122,..,__,125)は、いずれも外面底部にカキメを施している。外面底部の調整はヘラケズ

リ (122・123)、平行タタキ (124)、ヘラ切り未調幣 (125)であるが、溶着した土器片が円形に存在

するもの (124)もある。内面はヨコナデを施しているが、底部に同心円のタタキ痕跡が残存するもの

(124)も認められる。 126と127は広口壷である。口縁部の外面にはヘラ状工具やクシ状工具による文

様や凹線を描き、胴部は内外面ともタタキ痕跡が存在する。口縁部の内面はヨコナデを施し、前者の

頸部から胴部にかけての外面にはカキメが認められる。

129 130 

la 134 

19叩

132 133 

第59図 2号墳第4主体部出土土器 (9)(1/4) 
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III 山陽町内の遺跡

器台 口径30.2cm・器高42.7cm・ 脚端径24.0cmを測る。外面の杯部上半と脚部下半にはクシ状工具に

よる波状文が認められ、外面の脚部上半には綾杉状の文様を巡らせている。脚部の透しは 3方向に認

められ、上半の 4段が長方形、下半の 2段が三角形を呈している。杯部の透しは内外面とも乎行タタ

キの上面にヨコナデを施し、脚の端部と内面はヨコナデを行っている。

土師器（第59図、図版23、表ー 2)

2号墳の第 4主体部から出土した土師器で図示したのは、高杯4点、壷 l点、椀 1点である。 129の

杯部外面はハケメの上面にヨコナデを施し、脚部外面の中位はヘラミガキの後にヨコナデを加えてい

る。 130,...__,132は須恵器の製作手法で成形し、杯部と脚部の接合部分にカキメが存在する以外は、全体

にヨ・コナデを行っている。口縁部を欠損した壷 (133)は、内外面とも全体にヨコナデを施している。

椀 (134)の内面上半には暗文を巡らせ、その他の部分はヨコナデを行っている。

前庭部出土の遺物（第60図、図版23-2、表ー 2)

杯蓋 (135・136) と杯身 (137・138)は、前述した石室内出土のものと同じ法量や調整手法であ

. -

- -_----- - _二=---
＇ 

135 137 

•• 一ーニ

140 
136 138 

141 

三 こ 三
142 143 144 

1ycm 

‘、 146

第60図 2号墳第4主体部前庭部出土土器 (1/4)
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Ill 山陽町内の遺跡
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III 山陽町内の遺跡

る。小型品の提瓶

(139)は全体の

器形が歪み、耳は

三角錐形である。

胴部正面には凹線

とヘラ状工具の剌

突文が存在し、背

面にはカキメが認

められる。短頸壷
18 

(140・141)の外

面底部はヘラケズ

リまたはヘラ切り

未調整である。蓋
19 

(142,....__, 145)の伴

う子杯 7点を有す

る鉢部の浅い子持

器台 (146)は、脚

下半が欠損して不

明である。脚の外

面には斜線の剌突

文や凹線が存在す

るが、透しの有無

は判断できない。

蓋に張り付けたつ

まみ周辺の天井部

はヘラケス汀）を行

い、外面の体部と

内面全体はヨコナ
閉an

20 

デを施している。

外面の天井部と体
＼ 

部の境には稜が認

められ、内面のロ

縁端部には段が存

在する。

なお 2号墳の主

体部に伴わない土 二
器（第61・62図）

も図示している。 第62図 2号墳出土の主体部に伴わない土器 (2)(1/4) 
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冊 山陽町内の遺跡

鉄器

大刀・刀子（第63図、図版24、表ー 7)

1の大刀は 3個体に破損している。断面が二等辺三角形の平造である刀身幅は3.3cmで、関は片側

のみに段を有する。茎尻はやや尖り気味で、目釘穴は 1か所認められる。刀身には鞘の木質が付着し

ている。 2はJ]身幅2.7cmを測るが、関や茎の部分は欠損して不明である。 3も大刀であるが、銹化が

極度に進行して端部全体が剣離している。 4 ,,..._,12は刀子である。 6はほぼ完形で全長21.6cm・ 刀身長

15.4cm・茎長6.2cmを測り、茎の 1か所に目釘が残存する。 13の鍔は倒卵形を呈し、透し穴は認められ

ない。 14はJJ子の鋪である。内面に木質が存在する。

鉄鏃（第64・65図、図版24、表ー 7)

15,...,,_,28は尖根系の鉄鏃である。 15,...,,_,21は長頸柳葉式であり、 24,,.....,28は鏃身部は幅が広く作られてい

る。 29,...,_,43と49,...__.52は乎根系の鉄鏃で、 29.......... 32が腸扶柳菓式、 33,...__.35が長三角形式、 37,...__.43・49・50

が柳葉式 (49・50は鏃身部に鏑をもつ）、 51・52が方頭式である。また53,...__.71は長頭式鉄鏃の頸部破片

であり、 72,...__.80は茎部の破片である。
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皿 山陽町内の遺跡
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Ill 山陽町内の遺跡
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第65図 2号墳第4主体部出土鉄鏃 (2)(1 /3) 

弓飾金具（第66図、図版24、表ー 7)

両頭部は球形を呈している。両頭部の某部には、花弁状突

起を持つものが認められる。中間部分の棒状部には、直交す

る方向の木目が残存する。

馬具（第67図、図版25、表ー 7)

95~103は環状鏡板付轡である。鏡板の形態から判断する

と、 3個体が存在するであろう。二連式街が付属している鏡

板 (95)は、幅は8.4cmであるが、高さは立聞の部分を欠損し

ているから7.4cm以J::になる。 96と97の鏡板は同一個体の轡

得
i I 81 
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雰ヒ
I I 
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ふこ塁
@J @) 

94 

のもので、幅8.7"-'9.0cm・ 高さ約10.0cmを測る。 98は引手で

ある。 102と103は鏡板の立聞につく兵庫鎖で、少なくとも 8

連以J:.になる。 104"-'106は鐙の兵庫鎖で、木製の壷鐙に付属第66図

2号墳第4主体部出土弓飾金具 (1/2)

● 1 2 ~,. 

していたと思われる。 104には絞具との接続部分が残存し、

105は鐙の釣金具に接続されている。 107は剣菱形杏葉の縁金具で、鉄地金銅貼になっている。上部の

扁円形部分の破片と、下部の菱形部分との接点に位樅する破片が認められる。 108は鞍であるが、径

2. g,..___,3_ Demを測る円形の座金を有する。 109~113は絞具であるが、 109~111 の 3 点が座金のない鞍に

なる可能性もある。 114"-'119は轡の街または引手の一部で、前述した95,...._,103より細くなっているか

ら別個体である。端環の基部は、鉄棒を巻付けて装飾を施している。 120'"'-'122~ま爪形の飾金具で、縦

3. 4cm・ 横2. 7 ,--..., 2. 8cm. を測る。鋲が 3個認められ、鉄地金銅貼である。 123と124も飾金具であるが、縦

4. 6,,..___, 4. 7 cm・ 横3.6cmの菱形を呈している。鋲は 4 個存在し、• 鉄地金銅貼になっている。 125は轡の鏡

板に接続する釣金具と推定されるが、小破片であるために断定はできない。 126-----128は餃具などの一

部と思われるが、詳細は不明である。
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冊 山陽町内の遺跡

釘．鋸（第68図、図版25、表ー 7)

鉄釘 (129,..._,159)は明確な頭部を作り出していないものが多いが、その中でも14Hま打ち伸ばして

「L」字形に折曲げ頭部を形成している。木目が付着している状態を観察すると、全体に縦方向のも

の (130)、全体に横方向のもの (140)、上半部が横で下半部が縦のもの (131・139・143)がある。鋸

(160,..._, 163)は「コ」字状を呈するが、やや外反気味に折り曲げられている。内面にはいずれも横方

向の木目が認められる。 164と165は、小破片のため何であるのか不明である。

その他の鉄器（第69図、図版25、表ー 7)

有袋鉄斧 (166)は全長7.5cm.・刃部幅3.8cmを測り、袋部は両側から折り返して形成している。 167

は木棺に付属する環座金具か馬具の鞍と思われるが、断定はできない。平面形が円形を呈する笠形の

座金を持ち、足の断面形は長方形である。座金上方の部分は、明確ではない。 168は何か不明である

が、釣針になるのかもしれない。 169"-'179は鉄釘と推定されるが、 180は不明である。

装身具（第70図、図版26、表ー10・12)

玉類 2号墳の第 4主体部から出上した玉類は、勾玉 1点、管玉 1点、切子玉 4点、小玉94点となっ

ている。勾玉 (1)は暗赤褐色の悪瑞製で、長さ22.0mm・幅12.4mmを測る。管玉は碧玉製 (2) とガ

ラス製 (3・4)があり、後者は前者より規模が小さい。切子玉 (5"-'8)はすべて水晶製で、 6面

加工である。小至にはガラス製 (9~37) と士製 (38"-'1 02)がある。前者は大ぎさや形態が多様であ

るが、いずれも紺色を呈している。後者は黒色または黒褐色の練玉で、士砂との見分けが難しく非常

に壊れやすいから、図示した以上の点数が副葬されていたと思われる。

耳環 8対16点の耳環が出土している。 1と2は断面径0.18"-'0.Zlcmの細い金製で、極めて精巧な仕

J::げである。 3と4ほ銀製で、断面形が多角形を呈している。 5・6と9・10は出土した位置の状況

からセットになると考えたが、鉄地金銅貼と鉄地銀貼の相違がある。 11""'16はいずれも鉄地金銅貼で

あるが、表面が剣離して全体に錆が付着している。
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第69図 2号墳第4主体部出土その他の鉄器 (1/3)
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m 山陽町内の遺跡
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Ill 山陽町内の遺跡

4. 5号墳

(1) 調査前の状況（第71図）

この古墳が所在した地点は 1号墳の北側斜面で、尾根頂部から続く果樹園に伴う肥料穴または排水

溝と考えられる深い溝が南北方向に存在した。その涸を掘削して生じた土砂を積み上げたにしては、

やや不自然な高まりが認められたため、一次調蒼でトレンチによる確認調査を行った。その結果、高

まりの中心部分に埋葬施設である箱式石棺を検出し、墳丘の盛土と周渦の一部も存在したため、新し

く発見した斎富 5号墳と命名し、発掘調査を実施した。

(2) 墳丘と周溝（第72図、図版27-1)

5号墳は 1号墳の北側斜面に所在したため、地形の高い南の周溝底部と地形の低い北の周構底部で

は、約1.80mの高低差が認められた。また 1号墳や 2号墳と同様に、この 5号墳の地点もぶどう畑の

果樹園に造成されていたため、墳丘が南北方向に走る数条の溝によって削平されていた。北側に位置

する墳丘の盛土は、赤黄灰褐色土と黄褐色粘質土の間に赤褐色土を薄く積み上げ、墳丘が崩壊しない

ように配慮されていた。主体部主軸方向の墳丘断面の観察によると、墳丘の高さは約90cmと低く、後

世に墳頂部が削平されていると判断した。この 5号墳は円墳で、墳丘の規模は直径約 7mとなり、主

体部は箱式石棺が l甚だけであった。その主体部は、墳丘の盛士が完了した後に中心部分を隅丸長方

形に新しく掘削し、底部が地山面より低くなるように掘り窪めて構築していた。

5号墳の周洞は、地形の低い北側では検出できなかった。残存状態が比較的良好な地形の高い南側

では、検出面での幅が100"-'140cmを測り、断面が緩やかな「U」字形を呈していた。また周溝底部の

海抜高は約~040cmで、全体に黄灰褐色士が堆積していた。

第71図 5号墳調査前墳丘地形測量図 (1/100) -
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m 山陽町内の遺跡

(3) 主体部（第73図、図版27-2・3) 

5号墳で検出した主体部は、墳丘のほぼ中央で検出した箱式石棺の 1基だけである。墳丘盛士は後

世の果樹園造成によって削平されていたが、主体部の箱式石棺は破壊されずに完全な状態で、築造当

時の姿を保持していた。

主体部の主軸は斜面方向と直交し、等高線に乎行するように造られており、 N-83Q-Eになって

いた。墳丘中央部に主体部を築造する掘り方は、墳丘の盛士が完了した後に掘削し、底部では地山面

を35"-'55cmの深さに掘り下げていた。主体部の天井石は 6枚で、精査したが石材の間に粘十は存在し

なかった。北側と南側の側壁は 2段構造になっており、下段は 5"'6個の石材を立てて並べ、上段は

5m 

1 . 黒褐色土（表土）

2. 灰褐色土

3. 暗黄灰褐色土

4. 赤褐色土

5. 黄褐色粘質土

6. 黄褐色土

7. 黄褐色土（赤褐色土混じり）

8. 赤黄灰褐色土（盛土）

9 赤褐色土⑯且こ）

10. 黄褐色粘質土は目こ）

11. 黄褐色土（盛土）

12. 暗黄褐色土

S-E 

13. 黒灰黄褐色土

14. 黄灰褐色土

15. 黒黄褐色土（しまり弱い）

16. 黄褐色粘質土（炭混じり）

第72図を5号墳調査後墳丘地形測量図および墳丘断面図 (1/100}
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m 山陽町内の遺跡

lm 

小数字は玉類

， 第74図 5号墳主体部遺物出土状況 (1/30)

小規模の石材を横口積または小口積にし

ていた。東側と西側の小口も側壁と同様 図I 

le 

に2段構造で、 1個の扁平な石材を立て

て据えた上に別の石材を横口積にして置

1 
14 

゜ 土器5
き、さらに天井石を乗せていた。底部に

11Q 
は板石を敷き詰めていたが、床面は東か 仁6 ジ！ぶ•i23-• ● 10 

ら西に向かって緩やかに傾斜していた。 呼
3{ I 

55自 •43 21 16 

5号墳の主体部である箱式石棺の内法 .. 24 

15• 037 

ほ、長径195cm・ 短径28,,,..__,38cm・ 高さ
4． 4 .26 

’ A 

48 
A8 ' 

55~60cmを測り、東側小口が西側より幅 !? ． 42 

Oa 3.0 
19 

が広くて天井が高く、首の周囲に着装さ
． 2． 0・40 / 18 

． 33 

れていたと考える装身具が東側小口に近
2・9 

52 —3一{ヽ
27 .I 

土器 1接した部分に集中して出士し、さらに枕

石の代用品と思われる須恵器の杯身と杯 数字は玉類 45• 

蓋のセットが並べて置かれているなど、
36• 

10cm 

この主体部の箱式石棺に埋葬された遺体
,Cl_ 

の頭位は、東側に位置するであろう。 第75図 5号墳主体部装身具出土状況 (1/4)

(4) 遺物出土状況（第74・75図）

5号墳の主体部から出士した遣物は、 7点の完形品須恵器と54点の玉類である。

4点の須恵器は、東側小口に近接した位置に杯身と杯蓋をセットにして並べて置き、遺体の頭部を

安定させる枕の役目をなしていた。残る杯身と杯蓋は、北側の側壁の中央部で、壁面に接して 2点が

並んで出士した。須恵器の小型壷は、西側の小口に近接した地点に、口縁部を上にして出士した。

54点の玉類は、遺体の頭部を安定させるために杯身と杯蓋をセットにして並べて慨かれた位置から

主体部の中央にかけての部分に、集中して出土した。その出土状況から推定して、埋葬された遺体に

装飾した首飾りであった可能性が強い。
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皿 山陽町内の遺跡

(5) 遺物

須恵器（第76図、図版28、表ー 2)

5号墳の主体部から出土した須恵器は、杯身 3点、杯蓋 3点、小型壷 l点の合計 7点で、いずれも

完形品である。そのうち杯身と杯蓋は合わせた状態または近接地より出土したから、法最や色調など

も考慮してセット関係になると判断した。

杯身の計測値は口径11.8,...__.12.6cm・器高4.2,...__.4.8cmとなり、内面口縁端部に段が認められるもの

(2)や内面底部に同心円のタタキ痕跡を有するもの (6) がある。杯蓋の計測値は口径13.7,...__. 

14.4cm・器高3.4,...__.4.6cmとなり、いずれも外面の天井部と体部の境に稜が存在し、内面口縁端部に段

または稜を有する。

小型壷 (7) は口径9.6,....,9.8cm・器高

11. 3cm. • 胴部最大径12.1cmを測り、焼成は

良好で全体に自然釉が付着している。

装身具（第77図、図版28、表ー10)

装身具は玉類だけである。その種類は、

勾玉 l点、管玉 9点、算盤玉 l点、丸玉 l

点、小=E:42点の、合計54点である。

勾天 (1)、算盤玉 (11)、丸玉 (12)の

石材は、透明な水晶である。管玉 (2"--'10

）は、いずれも濃緑色の碧玉を使用し、片

面穿孔となっている。小玉 (13"--'54)はす

べてガラス製であり、青または緑色が多い

が、紺色 (13・42)や赤茶色 (39・52)の

ものも認められる。

2
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第76図 5号墳主体部出土土器 (1/4)
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山陽町内の遺跡

5. 土壊墓22

(1) 主体部（第78図、図版29-1・2) 

5号墳の西方向約 7mの地点で、士器棺墓 lの下層から検出した土城墓である。埋葬施設である主

体部が存在するだけで、その上位に墳丘状の盛土は確認できなかった。

主体部の平面形は隅丸長方形を呈し、東に面する側壁は 2段掘りになっていた。検出面での土城墓

c_ 
1 . 黄褐色土

2. 黄褐色粘質土

3. 黄褐色土（灰褐色ブロック混じり）

4. 黄褐色土（灰明褐色ブロック混じり）
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第78図 土壊墓22平断面図および遺物出土状況 (l/30)
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圃 山陽町内の遺跡

上面の規模は、長径365cm・短径145"-'180cm・ 深さ40,...__,60cmであった。底部の海抜高は5850,...__,5895cm

となり、底面が南から北に向かって傾斜していた。底部の計測値は長径315cm・短径95"-'115cmを測

り、中心部分に黄褐色を呈する士砂が堆積していた。

士城内に置かれた木棺の追求に努力したが、精査したにもかかわらず検出できなかった。しかし25

の杯蓋と36の土師器壷は、床面から浮いた状態で出土したから、 33の提瓶と36の平瓶の東脇から31の

壷の東脇まで、土城の東側に片寄って木棺が入っていたと推定した。なお南側は31の脚付長頸壷の脚

端部に、北側は17と18の杯のセット付近に、それぞれ木棺の角が位置するであろう。

(2) 遺物出土状況（第78図、図版29-1• 2) 

この土城墓からは35点の士器 (29の蓋は30の脚付長頸壷の付属品と考える）が出士したが、土師器

は図化できなかった壷 (36)の 1点のみだった。また士器以外の遺物はなく、この古墳群で検出した

主体部では特異な状況であった。これらの多くの土器は、土城墓の南北両端部に集中して存在した。

地形の高い南端部には、高杯•台付椀• 直口壷• 広口壷• 脚付長頸壷・提瓶2• 平瓶• 横瓶が認めら

れ、杯は 1点もなかった。士城の床面から浮いた状態で出土したのは、台付椀 (25) と乎瓶 (34)で

ある。地形の低い北端部には、杯蓋と杯身のセット 11・広口壷・大型壷が床面に接して存在し、杯蓋

1点 (23) と土師器の壷 (36)は床面から浮いていた。この土城墓に埋葬された遣体の頭位は、地形

の高い杯が存在しなかった南側と推定されるから、遺体の部位と副葬する土器の器種について、何ら

かの意図があったと考える。

(3) 遺物

須恵器（第78・80図、図版30・31、表ー 2)

杯身・杯蓋 この土城から出土した杯身と杯蓋は23個体で、 23を除く 22個体が身と蓋を合わせた状態

にして並べていた。そのセット関係は第79図に示した通りであるが、その法量・胎土・焼成・色調・

調整手法などを念入りに観察した結果、 3と4・7と8・17と18は身と蓋が異質で整合しない。また

23の杯蓋は、床面から浮いた状態で出土し、法景も他の杯蓋に比して極めて小さく、この個体だけが

外面の天井部をヘラ切り未調整になっていることから、後世の混入と考えた。杯身は口径12.3,...__, 

13.2cm・器高3.7""'4.5cmで、口縁端部は丸く仕上げている。外面の底部はヘラケズリを行い、内面全

体と外面の口縁部から体部にかけてヨコナデを施している。杯蓋ほ口径13.7,...__,14. 7cm・器高3.7,...__, 

4.4cmで、外面の天井部と体部の境に稜があるものや、内面口縁端部に段を有するものが多い。また身

と蓋に共通して、内面に同心円のタタキ痕跡が認められるものや、外面にヘラ記号と推定される痕跡

が存在するものがある。ロクロの回転方向は、 1・2・4 .........,.,oが右、 3・11,...__,22が左である。

高杯 長脚 2段透しの無蓋高杯で、口縁や脚の端部は丸く仕上げている。口径11.0cm・器高16.9cmを

測り、全体に暗青灰色を呈している。

台付椀 計測値は口径10.1cm・器高14.6cm・台径9.0cm・胴部最大径11.6cmで、灰色を呈している。

壷 器形の異なる 5個体が出土した。小型のものは外面にカキメが認められ、広口壷と脚付長頸壷に

は板状工具の刺突文を施している。大型壷の胴部から底部には、内外面ともタクキ痕跡が残存する。

提瓶 2個体とも環状の耳を有する。胴部にはカキメが存在し、口縁部はヨコナデを施している。

平瓶 口径6.3cm・器高16.0cm・胴部最大径19.6cmを測り、外面全体に自然釉が付着している。

横瓶 口径9.3cm・器高20.8cm・ 胴部最大長20.0cm・ 胴部最大径17.9cmを測り、焼成は不良である。

外面の胴部はヘラケズリやヨコナデを施しているが、格子目状のタタキ痕跡が残存する。 （幅田）
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皿 山陽町内の遺跡

4. 古代～中世の遺構・遺物

1 . 土器棺墓 1(第82図、図版29)

発掘調査を実施した丘陵の北東端

部に位置する比較的急斜面の部分に

存在し、前述の 5号墳から西方向へ

約 7mの地点となっていた。それぞ

れの口縁部を合わせて横たわる土師

器の甕 2個が出土したため、その周

辺を精査した結果、土城内に置かれ

た上器棺墓であることが判明した。

士城の平面形は楕円形に近い形態

を呈し、検出面での規模は長径140

cm・短径130cm・ 深さ30cmになって

いた。士堀の断面形は浅い「U」字

形となり、内部に 2点の土器を覆う

ように暗黄褐色の粘質土が堆積していた。

42 ~J 

-. . ,------_____ 
,. _ .. ---60.a伽、____ _. 一---------
.. ----------
-_... -6100,.,,_ 

皐―..~、

10m 

' 
第81図

この土猿の底部は黄褐色の軟質土で、地山ではなかった。

それで調査終了後にこの土漿を半裁した結果、下位から多くの須恵器が出士したため、前述した土城

墓22の所在が明らかになったのである。 このような状況から、土器棺墓 lは土城墓22の上面にできた

窪地を利用して造られたと判断した。 なお土師器の甕 2点の内部を調査したが、遺物はなかった。

2点の甕は、 ロ縁部が「L」字状に屈

曲し、内外面にハケメを施している。

ュビオサ工を行っている。

2
 

の内面の胴部はユビナデを加え、底部は

これらの士器

はあまり見かけない器形であるが、平安

時代前葉の時期に比定されるであろう。

~ 

鵠覆に一

1. 暗黄褐色粘質土

2
 

Im 閉an

第82図 土器棺墓 1平断面図 (1/40)
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皿 山陽町内の遺跡

2. 中世墓

(1) 概観

中世墓を検出した地点は、当初 4号墳

が存在することを想定していた丘陵の西

端部分である。後世に造成された果樹園

が現在まで営まれていたため、いずれも

極度の破壊を受けていた。したがって遺

構は、すべて蔵骨器に使用したと考えら

れる備前焼壷の破片がわずかに残存して

いただけで、合計 5基であった。表土除

去作業中にはかなりの点数の備前焼壷小 -'l 

破片を採集したから、さらに数基の中世

墓が存在していたと推定される。

(2) 中世墓 1(第84図）

今度発掘調査を実施した丘陵の西端部

37 

第83図 中世墓位置図 (1/300)

38 

分で、 4号墳の所在が推定された地点の尾根上に位置した。この中世墓 lの北東方向約 lmには、中

世墓 5を検出した。

果樹園によって表土が撹乱されていたため、現地に残存したのは胴部中位から下半の部分だけであ

る。地山面を約15cm.の深さに掘り窪め、備前焼壷の底部を据えていた。その掘り方の底部の面抜高は

6180cmで、断面形は逆台形を呈していた。内部には扁平な河原石 1個が存在し、少量の骨片が出士し

た。なおこの遺構が存在した所の表士除去作業中に採集した備前焼壷の口縁部から胴部にかけての破

片が、中世墓 lに使われていた下半のものと接合することができた。

この備前焼壷は、口径20.0cm・器高32.0cm・胴部最大径31.0cm・ 底径21.6cmを測り、肩部はあまり

62.00m-

゜
lm 

10血

第84図 中世墓 1平断面図 (1/20)および備前焼壺 (1/4)
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m 山陽町内の遺跡

張っていない。口縁部はわずかに外傾し、端部は玉縁状を呈するものの、肥厚は未発達である。肩部

には 3条のヘラ描沈線を巡らせ、内部下位には斜め方向のユビナデ痕跡が残存する。胎士中には比較

的大きな砂粒を多く含み、焼成は良好で全体に須恵器に酷似した青灰色を呈している。

以上のような形態的特徴や色調から、中世墓 lに使われていた備前焼壷は、備前焼の分類で II期後

半から III期前半の鎌倉時代中葉に比定されるであろう。

(3) 中世墓 2---4 (第83図）

前述した中世墓 1の所在地点を中心に、約lOX10mの範囲内で検出した中世墓である。

この 3基の遺構は、いずれも浅い窪地に備前焼壷の破片が存在しただけで、図化は不可能だった。

(4) 中世墓 5 (第83・85図）

この遺構も中世墓 2,,....,_, 4と同様に、浅い窪地に備前焼壷の底

部破片が存在しただけであるが、遺構検出作業中に採集してい

た破片が接合し、全容が明らかになったので図示した。

(5) その他の備前焼壷（第86図）

中世墓 5の備前焼壷も含めて、肩部にヘラ描沈線文 (2. 

3・5)やクシ描波状文 (4)が施され、口縁部は外傾してい

る。口縁端部の玉縁は、退化して小さくなっている。胎士中の

砂粒は少なく、いずれも全体に赤褐色を呈している。

これらの備前焼壷は、形態的特徴や色調などから推定して備
10cm 

前焼分類の N期後半から V期前半に比定され、室町時代後葉の

時期に属するであろう。 （福田） 第85図 中世墓5備前焼壺 (l/4)

3
 

4
 

!Dan 

第86図 その他の備前焼壺 (1/4)
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m 山腸町内の遺跡

5. まとめと考察

斎富古墳群が所在した地点は、山陽町の南東部に位置する舌状に張り出した低丘陵上で、眼下には

北から南に向かって流れる砂川によってもたらされた沖積平野が展開する。この地理的な立地条件に

恵まれた環境を考慮しながら、発掘調査によって得られた結果に基づき、若干の説明を加えてまとめ

と考察を行いたい。

検出した遺構とその時代について

斎富古墳群が所在した低丘陵上へ、人間が最初に足を踏み入れたのは、弥生時代の後期である。

検出した遺構は、約20基にもおよぶ土壊募と 2基の士器棺墓である。土猥墓 lの内部には、 3点の

士器が副葬されていた。 2号墳の墳丘盛士を除去して検出した士城墓21には、埋葬施設の西側から南

側にかけて、人頭大の石10個が存在する平坦面が認められ、南壁からは底面に密着して壷の破片が出

土した。この壷の底部は安定した乎底を星し、外面の胴部下位から底部にかけてヘラミガキを施して

いるので、弥生時代後期でも中葉の時期に属するであろう。これらの土猥墓の主軸方向は、尾根方向

に平行するものと直交するものが存在した。前者には 2号墳の墳丘下で検出したすべての土城墓が該

当し、後者は平野に面した丘陵の先端部分に検出した士猥墓に多く認められた。なお土器棺墓は 2基

だけであったが、この丘陵上が果樹園に造成された時に破壊されてしまった可能性も考えられる。

遺物が共伴しなかったので築造された時期を特定することができないが、弥生時代後期から古墳時

代前半の時代に属すると推定される遺構として、丘陵の北西端部に存在した箱式石棺墓がある。

古墳時代の後半になると丘陵上は最盛期となり、 1号墳、 2号墳、 5号墳の古墳 3基が築造され、

墳丘を有しない埋葬施設だけの土城墓22も存在した。

1号墳と 5号墳は墳形が同じ円墳であるが、前者は丘陵の尾根上に所在し、後者は丘陵の斜面に位

置していた。また埋葬施設はどちらも 1基だけであったが、前者は木棺直葬の土猥であるのに対し、

後者は箱式石棺であり、相違していた。 2号墳の墳形は前方後円墳に似た極めて特異な形態を呈し、

竪穴式石室 l基、箱式石棺 2基、横穴式石室 l基の合計 4基にもおよぶ種々の埋葬施設が築造されて

いた。これらの埋葬施設は、天井石がなかったり、側壁の一部が破壊されていたものの、内部そのも

のは撹乱されることなく、埋葬当時の様相を良好な状態で保持していたため、竪穴式石室が最も古く

て横穴式石室が最も新しいことが判明した。さらに竪穴式石室には、製作時期が明らかに異なる土器

が副葬され、 2対で 4個の耳環も出土したから、横穴式石室のように追葬が行われたことを確認した

のである。また横穴式石室には 8基の木棺痕跡を検出し、大量の遺物が出土した。珍しい出土品とし

て、比較的多くの鉄滓を採集した。土城墓22は全面調査を実施した結果、偶然に発見でぎた埋葬施設

だけの墳墓であったが、器形の異なる多くの須恵器が出土した。

古代の奈良時代や平安時代になると、検出した遺構が極端に少なくなり、士城墓22の上面の窪地内

に存在した土器棺墓 lだけであうた。 2個体の士師器の甕が、それぞれの口縁部を合わせて士城内に

横たわっていた。

鎌倉時代からの中世になると、備前焼の壷を蔵骨器として使用した火葬墓を検出した。いずれも極

度の破壊を受けており、存在地点が確認できたのは 5基だけであった。表土除去作業中に比較的多く

の点数の備前焼壷小破片を採集したから、さらに数基の火葬墓が存在していた可能性が強い。

江戸時代以降の近世になると、丘陵上を全面調査したにもかかわらず遺構は全く存在しなかった。
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各埋葬施設の築造と追葬時期について

それぞれの古墳や墳墓で、須恵器が副葬品として出土した埋葬施設に関し、築造された時期や追葬

の状況を考えてみたい。

斎富古墳群が所在した丘陵上には、 1号墳、 2号墳、 5号墳の古墳 3甚と、墳丘を有しない埋葬施

設だけの土猥墓22が検出された。そのうち 2号墳には、竪穴式石室 l基、箱式石棺 2基、横穴式石室

1基の合計 4基もの埋葬施設が築造されていた。第 1主体部である竪穴式石室には、時期の異なる上

器を検出し、 2対で 4個の耳環も出土したので、追葬が行われていたことを確認した。

須恵器の杯身と杯蓋に注目すれば、竪穴式石室が築造された当初に副葬されていたのは、それぞれ

12点の合計24点であり、いずれも杯身と杯蓋がセット関係になることが判明した。杯身は口径11.z,..._, 

15.4cm・器高4.1,..._,5.0cmで、口縁端部は丸く仕上げている。外面の底部はヘラケズリを行い、内面全

体と外面の口縁部から体部にかけてヨコナデを施している。ロクロの回転方向は時計と同じ右が多

く、内面の底部に仕上げナデを施すものや、外面の底部にヘラ記号を有するものも存在する。杯蓋は

ロ径13.0,..._,15.4cm・器高3.9,..._,4.8cmで、外面の天井部と体部の境に稜を有するものや、内面の口縁端

部に段が認められるものが多い。外面の天井部はヘラケズリを行い、内面全体と外面の口縁部から体

部にかけてヨコナデを施している。ロクロの回転方向は杯身と同様に右が多く、内面の天井部に仕上

げナデを施すものや、同心円のタタキ痕跡が残存するものも存在する。また須恵器の長脚無蓋高杯に

は、 3方向の 1段透しのものがあり、 3方向の 2段透しが認められるものは、下段の透しが三角形を

呈している。これらの杯身や杯蓋のみならず長脚無蓋高杯の形態的特徴や成形手法を陶邑古窯址群に

おける田辺昭三氏の須恵器編年(I)と比較検討するならば、古い様相を星する個体はMT15の新相にど

うにか含まれるのではないかと考えるが、主体的にはTKlOに属するものが多く、 TK43でもいいよ

うな新しい特徴が認められるものも存在する。このように出士した須恵器に個体差が顕著な一群であ

るから、一応 6冊紀中葉でもやや前葉に近い時期としておきたい。

一方、追葬に伴う杯身は口径12.l ,..._, 13. 2cm・器高4.1cmで、口縁部の立ち上がりが極端に短く、断面

形が三角形で著しく内傾している。底部は浅くなって不安定となり、中央部が尖った感じになってい

る。内面全体と外面の口縁部はヨコナデを施しているが、外面の底部はヘラ切り未調整で調整を加え

ていない。また杯蓋は口径11.o,..._, 14. 0cm・器高4.2cmで、全体の歪みが大きく、外面の天井部はヘラ切

り未調整のままである。この杯身や杯蓋を陶邑編年に対照すると、 TK209の新相のものに酷似して

おり、 7世紀前葉の時期になるであろう。

2号墳の第 2主体部である箱式石棺直上の盛士内からは、重なるようにして須恵器の杯身と杯蓋が

発見され、個々の焼成

や色調のみならず法量

や成形手法を検討した

結果、 2組 4点のセッ

ト関係が認められた。

杯身は口径12.3,..._,12.9

cm・・器高4.5,..._,4.8cmを

測り、口縁端部の内側

に浅い窪みが残存する
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ものもある。外面の底部はヘラケズリを行い、内面の底部にはヨコナデを施した後に仕上げナデを加

えている。杯蓋は口径14.4cm・器高4.7cmを測り、外面の天井部と体部の境に稜を有し、内面の口縁端

部に段が存在する。外面の天井部はヘラケスりを行い、内面の天井部にはヨコナデの後に仕上げナデ

を加えている。ロクロの回転方向は、杯身や杯蓋ともすべて右である。前述した 2号墳の第 1主体部

である堅穴式石室から出土した初葬に伴う杯身や杯蓋と比較するならば、全体の法量の大型化がさら

に進行じ、口径に比して器高が低くなっている。また外面の天井部と体部の境に存在する稜は丸く

なって鈍くなり、外面のヘラケズリの面積が狭くなっている。このような 2号墳の第 2主体部である

箱式石棺直上の盛土内から出土した杯身や杯蓋は、陶邑編年のTKlOのものと類似点が多く、 6世紀

中葉の時期と考える。

1号墳の木棺直葬と推定される埋葬施設からは、須恵器の杯蓋 2点が出土した。口径15.4cm・ 器高

4.9cmのものと口径15.9cm.・器高5.9cmのもので、斎富古墳群の杯蓋では法量が最大である。外面の天

井部と体部の境には、鈍い稜または凹線に似た浅い窪みが認められ、内面の口縁端部には、浅い窪み

が存在する。内面の天井部は、ヨコナデの後に仕上げナデを加えているものもある。外面の天井部は

回転方向が右のヘラケズリを行っているが、その面積が広いものと狭いものが存在する。前述した 2

号墳の第 2主体部である箱式石棺直上の盛土内から出上した杯蓋と対比して検討すれば、器形全体の

法星が最大に達し、内面の口縁端部に浅い窪みが存在するものの、外面の天井部と体部の境は鈍い稜

または凹線に似た浅い窪みに変化している。この 2点の杯蓋は、形態的特徴や成形手法から推定して

陶邑編年のTK43の古い段階のものでMT85に近い一群に酷似し、 6世紀後葉でも中葉に近い時期に

属するであろう。

2号墳の第 3主体部である箱式石棺からは、杯身 2点、杯蓋 2点、高杯 1点、壷 2点の合計 7点の

須恵器が出土した。杯身と杯蓋は口縁部を合わせたままセットになって小口部分に並んで存在し、周

辺から 2点の耳環と多くの玉類が出土したから、遺体の頭骨を支える枕の代用品に使われていたので

あろう。杯身は口径が12.5cmと13.3cmで、器高が4.1cmと4.7cmである。杯蓋は口径が14.4cmと15.0cm

で、器高が4.7cmと4.6cm.である。杯身の口縁端部は丸く仕上げ、外面の底部は右方向のヘラケズリを

行っているものとほとんど未調整のものがある。杯蓋外面の天井部と体部の境には鈍い稜や浅い窪み

が認められ、内面の口縁端部には段状の浅い窪みが認められる。これらの杯身や杯蓋は、いずれも内

面の底部や外面または内面の天井部に、同心円のタタキ痕跡が残存している。前述した第 2主体部の

箱式石棺直上の盛士内から出土した杯身や杯蓋と比較すれば、杯身の口縁端部は 2点とも丸くなって

内側に浅い窪みが存在しなくなる。さらに杯蓋の外面の天井部と体部の境は、かすかに稜が認められ

るが浅い窪みに退化している。また 1号墳の埋葬施設から出土した 2点の杯蓋と対比すると、これま

で法量の大型化傾向にあったものが一変して縮小化に転じ、杯身の外面底部にヘラケズリを行わない

で未調整のものが出現するようになる。この第 3主体部の箱式石棺から出士した須恵器は、特異な形

態をした高杯や器形の異なる 2点の壷が共伴するものの、杯身や杯蓋を観察すれば陶邑編年のTK43

のやや古相のものに類似する点が多く、 6世紀後葉の時期になるのではなかろうか。

5号墳の埋葬施設である箱式石棺には、須恵器の杯身 3点、杯蓋 3点、壷 1点が存在した。そのう

ち杯身と杯蓋は口縁部を合わせた状態または近接地より出士したから、法量や色調なども考慮して

セット関係になると判断した。杯身は口径11.s~12. 6cm ・器高4.2~4.8cmで、口縁端部は内側に浅い

窪みの痕跡を有するものと丸く仕上げているものがある。外面の底部はヘラケズリを行っているが、
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回転方向が右のものと左のものが認められる。内面全体にヨコナデを施しているが、底部に同心円の

タタキ痕跡が残存するものや仕上げナデを加えているものが存在する。杯蓋は口径13.7,..._,14.4cm・器

高3.4,..__,4.6cmで、いずれも外面の天井部と体部の境に鈍い稜または浅い窪みを有し、内面の口縁端部

に浅い窪みが認められる。外面の天井部はヘラケズリを行っているが、杯身と同様に回転方向が右の

ものと左のものがある。内面は全体にヨコナデを施しているが、いずれも天井部に仕上げナデを加え

ている。前述した 2号墳の第 3主体部である箱式石棺から出土した杯身や杯蓋と比較すれば、形態的

特徴や成形手法は同じであるが、法量の縮小化がさらに進み、外面のヘラケズリに回転方向が右のも

のと左のものが混在し、ヘラケズリの部分もより狭くなって天井部の中央が尖った感じになるものも

認められる。したがってこの 5号墳の箱式石棺から出土した杯身や杯蓋は、 2号墳の第 3主体部であ

る箱式石棺から出土したものより少し後出の一群であり、陶邑編年のTK43でもやや古相のもので、

6世紀後葉の時期と考えたい。

2号墳の第 4主体部である横穴式石室は、天井石が 1枚も残存しなかったが石室底部は盗掘や撹乱

を受けた形跡はなく、 8基の木棺痕跡を検出して大量の遺物が出土した。そのうち須恵器には、多種

多様の器形が認められる。杯身と杯蓋は、出土地点および法量や色調を精杏した結果、 9組18点の

セット関係が判明した。杯身は口径10.7,..__,13.5cm・器高3.5,..__,4_ 7cmで、口縁端部はほとんどのものが

丸く仕上げている。法星の比較的大きいものには、口縁端部の内側に浅い窪みの痕跡が残存するもの

もある。外面の底部はヘラケズリを施しているが、法量の小さいものにはヘラ切りを行っただけで調

整を加えないものも認められる。またヘラケズリの回転方向は、法量の大きいものは右で小さいもの

は左になっている。内面は全体にヨコナデを施しているが、法量の大ぎいものには底部に仕上げナデ

を加えているものが存在し、同心円のタタキ痕跡が残存するものもある。杯蓋は口径13.a,..__, 15. 4cm・ 

器高3.7,..__,4.9cmで、外面の天井部と体部の境に稜または浅い窪みを有するものは少なく、口縁端部も

丸く仕上げているものが多い。外面の天井部はヘラケズリを行っているが、杯身と同様に法量の小さ

いものには回転方向が左のものがあり、ヘラ切りを行っただけで調整を加えないものも認められる。

内面は全体にヨコナデを施しているが、天井部に仕上げナデを加えているものや、同心円のタタキ痕

跡が残存するものもある。この横穴式石室から出士した須恵器には、長脚有蓋• 無蓋高杯の一部に古

式の形態が残っているようであるが、前述した 5号墳の箱式石棺から出土した杯身や杯蓋と比較する

ならば、法星の縮小化が顕著で、成形手法にも省略化の傾向が進行しているから、やや新しい一群の

須恵器であると考えられ、陶邑編年のTK43から TK209の古相のものに相当し、 6世紀後葉の時期

に追葬が継続して行われたと推定される。

士城墓22から出土した須恵器の中で、杯身は口径12.3"--'13.2cm・器高3.7,..__,4. 5cmで、口縁端部はい

ずれも丸く仕上げているが、内側に浅い窪みの痕跡が残存するものもある。杯蓋は口径13.7,..._,14. 7 

cm・器高3. 7"'""'4 . 4cmで、外面の天井部と体部の境に稜や浅い窪みを有するものや、口縁端部の内側に

浅い窪みが認められるものが多い。また杯身と杯蓋に共通して外面の底部や天井部はヘラケズリを

行っているが、回転方向が右のものと左のものが混在している。内面の底部や天井部はヨコナデを施

しているが、仕上げナデを加えているものや同心円のタタキ痕跡が残存するものがある。これらの土

壊墓22から出士した須恵器は、前述した 2号墳の第 4主体部である横穴式石室から出士した初葬に

伴って副葬されたと推定される古相の一群のものと同じで、陶邑編年のTK43に該当し、 6世紀後葉

の時期になるであろう。
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2号墳で検出した埋葬施設の消長について

2号墳には竪穴式石室 1基、箱式石棺 2基、横穴式石室 l基の形態の異なった埋葬施設が築造され

ていたが、前項で考察したように、出士した須恵器の形態的特徴や成形手法から、第 1主体部の竪穴

式石室の初葬が最も古いことが判明した。次に第 2主体部の箱式石棺が築造されたのであるが、これ

は第 1主体部と第 2主体部の遺構の切り合い関係からも確認されている。続いて第 3主体部の箱式石

棺が築造され、やや遅れて第4主体部の横穴式石室が誕生している。この横穴式石室には、追葬に

よって 8体もの遺体が継続して埋葬されたが、その後は長期問の断絶があって第 1主体部の怒穴式石

室に追葬を行っていた。

2号墳の墳丘形態について

2号墳の墳丘は、前方後円墳に似た極めて特異な形態になっていた。これは丘陵の尾根方向に主軸

が直交するように、西側から東側に向かって順序よく埋葬施設を築造してきたが、ある途中の段階に

葬送儀礼の全く相違した横穴式石室が導入されたため、結果的に前方後円墳に似た形態を呈するよう

になったと考える。したがって 2号墳は、決して前方後円墳にはならないと思われる。

土壊墓22から出土した須恵器について

士城墓22は木棺直葬と推定される埋葬施設で、 34点の須恵器が南北両端部の小口部分から集中して

出土した。地形の高い南端部には、高杯、台付椀、直口壷、広口壷、脚付長頸壷、提瓶 2、平瓶、横

瓶が存在し、杯身や杯蓋は l点もなかった。地形の低い北端部には、杯身と杯蓋がセットになったも

の11対22点、広口壷、大型壷が認められた。この上城墓に埋葬された遺体の頭位は、地形の高い杯身

や杯蓋が存在しなかった南側と推定されるから、遺体の部位と副葬して並べる須恵器の器種について

何らかの意図があったと考える。口縁部を互いに合わせて出土した11対22点の杯身と杯蓋について、

法量、胎土、焼成、色調、成形手法などを丹念に観察した結果、明らかに法鼠や色調などが著しく異

なるものが多かった。このようにセットとして生産されたものが、実際に副葬される時には本来の

セット関係を無視した状況が知られるのである。また杯身と杯蓋をセットにして並べるのに、どちら

を上にしてどちらを下にするかということも、あまりこだわっていないように感じられた。

この士猥墓から出土した須恵器は、器種が豊富で同時に副葬されたと思われるから、 6世紀後葉の

良好な一括資料として注目される。

斎富古墳群の性格について

斎富古墳群では、 6世紀中葉から 7世紀前築の時期に属する古墳 3基と土壊墓 l基を検出したが、

埋葬施設は一様ではなく、竪穴式石室、箱式石棺、木棺直葬の土壊、横穴式石室が存在した。埋葬施

設上部の天井石や側石が部分的に抜き取られていたが、偶然にも床面に近い部分は撹乱を受けておら

ず、埋葬された当時のままの状態で保持され、大量の遺物が出土しただけでなく、埋葬の方法や人数

なども特定できる貴重な資料を得ることができた。一般的に 6世紀の中葉になると、単数埋葬を目的

とする竪穴式石室や箱式石棺などから、一度古墳を築造すれば複数の遺体の追葬が可能である横穴式

石室に変化し、その後広く普及するようになるが、この斎富古墳群はまさに両者の接点の時期の古墳

群として重要である。 （福田）

註

l 田辺昭三『須恵器大成』 角川書店 1981年

-148-



m 山陽町内の遺跡

表ー 1 主要遺構の出土遺物個体数一覧

1号墳 2号墳第 4主体部

土 器 鉄 器 ± 器 鉄 器

種類 推定個体数 掲載個体数 種類 推定個体数 掲載個体数 種 類 推定個体数 掲載涸体数 種類 推定個体数 掲載個体数

須 杯身 1 1 武 In子 2 2 杯身 39 39 大刀 3 3 

恵 杯蓋 2 2 器 I鏃 12 12 高蓋 37 37 武 刀子 9+a ， 
器 壺 2 2 不明•その他 1 1 

計 5 5 計 15 15 

裔杯 13 13 鏃 66+ a I 66 
須

1 器 金弓 館具高杯蓋 1 14 14 

3 3 轡 7 7 

2号墳第 1主体部 提瓶 15 15 馬 兵庫鎖 4 4 

土 器 鉄 器 平瓶 1 1 杏葉 l I 

種類 推定個体数 掲載個体数 種類 推定僧体数 掲載個体数 恵 椀 1 1 絞具 6 6 

杯身 15 14 大刀 I 1 
武

須
杯蓋 13 13 刀子 I 3 3 

器

壺 18 18 飾金具 5 5 
具

不そ明の他・壺蓋 6 6 11 11 

高杯 7 7 鏃 34 34 甕 1 

゜
釦 35 31 

高杯蓋 2 2馬具 轡 1 l 
恵

誼 2 2 棺釘 20 20 

器台 2 2 鏃 6 6 
器

器杯 蓋台 7 ? 4 斧 i I 

提瓶 5 5 不明•その他 3 

゜器
壺 3 3 計 62 59 

その他 小片 a 0 不明•その他 14+ a 14 

小計 144+ a 140 計 182+ a 178 

壺蓋 2 2 装 身 具
士

壺 4 4 装 身 具

不明 l 0 種類 推定個体数 掲載個体数 椀 1 1 種類 推定個体数 掲載個体数

小計 49 祁 勾玉 1 l 
師

椀 1 1 勾玉 I I 

土師器・不明 (1_ 

゜
管玉 11 11 器

不明 小片 2 0 玉 管玉 3 3 

計 49+a 48 玉 切子玉 7 7 小計 8 6 切子玉 3 3 

算盤玉 2 2 計 152+ a 146 棗玉 1 I 
※鉄滓若千あり

類 丸玉 1 l 

小ガラ玉ス 104 104 

※鉄器についてほ小細片が多数あ 丸ガラ玉ス 3 3 

るため、確定できない点がある。 類
小ガラ玉ス※鉄滓が比較的多く出土している。 27 26 

耳環 4 4 
., 

土製練玉 66 65 

計 130 130 耳 環 16 16 

計 120 118 

2号墳第2主体部

土 器 鉄 器
5号培

種類 推定個体数 掲載個体数 種類 推定個体数 掲載個体数 ± 器 装 身 具

杯身 3 3 武仰子 1 I 
須

2 器 I鏃杯蓋 2 2 2 
恵

横瓶 1 l 計 3 3 
器

壺 2 2 

計 8 8 

種類 推定個体数 掲載個体数 種類 推定個体数 掲載個体数

須
杯身 3 3 勾玉 1 1 

杯蓋 4 3 玉 管玉 ， ， 
恵

壺 1 1 算盤玉 1 I 

器
不明 1 。 類 丸玉 1 I 

計 ， 7 小ガフ玉ス 38 37 

2号墳第 3主体部 計 50 49 

土 器 装 身 具

種類 推定個体数 掲載個体数 種類 推定個体数 掲載個体数 士壊墓22

杯身 2 2 管玉 l 1 土 器

須 玉
杯蓋 2 2 棗玉 2 1 種類 推定個体数 掲載個体数

恵
1 類 小ガラ玉ス高杯 1 31 31 

器

杯身 ll ll 

須 杯蓋 12 12 
壺 2 2 耳環 2 2 

高杯 l l 
計 7 7 計 36 35 

鉄 器
提瓶 2 2 

恵

種類 推定個体数 掲載個体数
平 I I 

武 l) 子 2 2 

器 鏃 2 2 

横瓶 l 1 

器
~ 空壽す

6 l 6 

壺蓋 l 1 
計 4 4 

土師器 甕 小片 a 

゜計 35十 a 35 
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皿 山陽町内の遺跡

表ー 2 土器観察表 法量の（ ）数字は推定

遺構名
挿図

種別 器種
法星 (cm)

残存状況 形態• 手法の特徴 焼成 色調 胎 土 備考番号 ロ径底径器高
土 1 弥土 器生 壺 2.8 ロ縁部欠

頸ナ痙ァ。～肩表面部外丹面塗ヘり痕ラ跡ミ、ガ底キ部、付内近面指に黒オ斑サ。ニ
良好 黄に橙ぶい 石2•,.,._, 石英4mm目立のつ長。損

漿
2 弥土 器生

鉢 10.2 1.6 7.0 遭焚 調整判断とせず。表面に丹塗り痕跡。 良好 橙 僅1-。2mmの砂粒
墓

3 弥土 生器 甕 14.8 (5.0) 
胴底部部欠穿損孔 ロ縁ガ外キ面ク面シ描は沈ヘ線ラ、 胴ズ部リにハケメ、 ヘラ 良好 褐にぶ色い 粒0.5中,.__,壷。2 mmの砂1 ミ 。内 ケ 、指オサエ。

土猥21墓 弥土 器生 壺 10.0 底部 外黒面斑ヘラミガキ、内面ナデ、一部ミガキ？ 良好 橙 多3mm。以下の長石
あり。

土厚墓 1 土師器 鉢 (26. 0) 26.1 ほ（復ぽ完元形） 外黒面斑ハ2ケカ所メ。、内面ハケメ、 ナデ、 指オサエ 良好 明赤褐 多2mm。以下の砂粒 2と対

2 土師器 壺 22.8 4.8 62.0 
完（復元形） 下にロ縁部ヘ部にラ外クケ面ズタにキリか。凹線黒？斑内3条面2、はカ胴所ハ。部ケ外メ面おはよハび下ケ部メ

良好 朋赤褐 多1mm。以下の砂粒 1と対

土壊3墓 弥土 器生 壺 損ロ頸部欠 胴底部部外内面面ヘに指ラオミサガキ工。、 底内面部外は面ヘにラ黒ケ斑ズ。リ。 良好 明黄褐 多5mm。以下の砂粒

1 1 須恵器 杯蓋 15.4 4.9 完形 天上部外面ヘラケズリ~（右）。 良好 青灰 砂1粒,....,含4mm。前後の 主体部
： 

2 須忠器 杯蓋 15 9 5.9 ほぽ完形 天内面井部中央外面仕上ヘげラナケズデ。リ （右）． 良好 灰 0の.5砂"'粒僅1mm。前後 主体部

号
3 須恵器 杯身 03.0) 

ロ1/緑3部 横ナデ。 良好 灰 多2m。以下の砂粒 表土

4 須恵器 壺 11.6 
渭部 屑部内面同心円文。 良好 紫灰 多1mm。前後の長石 表土

5 須恵器 壺 肩1～胴部 外内面面ククキ後文細。かいカキメ。 良好 灰
英2mm•長以石下少の。 石 表土墳 /6 同心円

1 須恵器 杯蓋 13.6 4.7 完形 天井部ヘラケズリ（右）。 良好 明青灰 僅1mm。以下の砂粒 2と対

2 須恵器 杯身 11.5 4疇， 完形 底部デ外面ヘラケズリ（右）。内面中央仕上げ 良好 明青灰 僅1mm。前後の砂粒 lと対
～ ナ。
11. 7 

3 須恵器 杯蓋 14.1 4.6 ほ（復ぼ完元形） 上天井げ部ナ外デ面。ヘラケズリ （右）。 内面中央仕 良好 明青灰 僅lmm。以下の砂粒 4と対
～ 
14.5 

2 4 須恵器 杯身 12.2 5.0 完形 底け部ナ社ァ面。ヘラケズリ （右）。内面中央仕上 良好 淡灰 僅1,.....,。4皿の砂粒 3と対
～ 
12.4 

5 須恵器 杯蓋 13.0 4.2 ほ（復ぼ完元）形
天井部外面ヘラケズリ（右）。 不良

悶～ 多6mm。即後の長石 6と対
～ 

号
13.2 

6 須恵器 杯身 13.0 3.9 約 8割 底部外面ヘラケズリ（右）。 不良 灰白
石5mm• 石以英下多の。 長 5と対

7 須恵器 杯蓋 15.4 4.1 ほぽ完形 天同井心部円文外面。ヘラケズリ （右）。 内面中央に 良好 灰 0粒:5中,..__,量。3 mmの砂 8と対

墳 8 須恵器 杯身 12.9 4.5 完形 底部外面ヘラケズリ（右）。 良好 青灰 少l。'"'-'2mmの砂粒 7と対
～ 
13.1 

， 須恵器 杯蓋 13.4 4.8 
一ロ縁部部欠損 天か井。部内外面面はヘ粘土ラ紐ケズ痕。リ （右）。 およびナデ 霜 灰灰白～ 0粒.5多......,。3 mmの砂 10と対

第 10 須恵器 杯身 11.2 4.5 ほぼ完形 底内部面外中面央ヘラケズリ。中央付近は未調整。 良好 青灰 多1-----。2mmの砂粒 9と対
～ 仕上げナデ。
11.4 

11 須恵器 杯蓋 14.3 4.1 
しば元）

後天井カ部キ外メ面かヘ。磨ラ耗ケズのたリめ（左不）鮮。明。 不良 灰白
英5mm•長以石下多の。 石 12と対

1 
12 須恵器 杯身 13.1 4.1 ほぽ完形 底磨耗部外の面たヘめ不ラ鮮ケズ明。リ （左）。 不良 灰白 多1mm。前後の砂粒 ヘラ記

打か
と対

13 須恵器 杯釜 14.4 4.5 ほぽ完形
底中央部外部面はヘナデラかケ。ズ内リ面（右中）央。不鮮明。 不良 灰白

石1mm•石前英後多の。 長 14と対
～ 
14.6 

主 14 須恵器 杯身 13.0 4.3 
1c位2元） 底中央部外付近面ヘ軽ラケズリえ（右）。 不良

ほ く押さ てナデか。
灰白

粒0石5多英,.__,。多）3（長。mm石の・砂
13と対

15 須恵器 杯蓋 14.1 3.9 
ほ（復ぼ完元形） 天内井面部中外央面にヘラケズリ （左） は不鮮朋。 不良 淡黄 粒0.5多---..,。l. 5mmの砂 16と対

～ 同心円文。
体 14.3 

16 須恵器 杯身 12.7 4.3 完形 底内部面外中面央ヘラヶズリ同（左心）円後文ナデ粘土か。紐痕。 不良 淡黄 石5mm• 石以英下多の。 長 15と対
～ にかすかに 。
13.1 

17 須恵器 杯蓋 13.9 4.8 完形 天中井央部部外は面ヘラケズリ中（右央）仕。 良好 灰 多1mm。前後の砂粒 18と対
部 ～ ナデか。内面 上げナデ。

14.3 

18 須恵器 杯身 12.7 4.3 ほぽ完形 底中部央外付面近ヘラケズリ （右）。 不良 灰白 砂1粒,.....,少3mm。前後の 17と対
はナデか。

19 須恵器 杯蓋 14.3 4.7 ほ（復ぽ完元形） 天中井央部部外ナ面デ。ヘ内ラ面ケズ中央リ仕（右上）げ。ナデ。
不良 にぶい 0石.5多...__。3 mmの長 20と対

黄
20 須恵器 杯身 12.7 4.8 

帽元）
底内面部外中面央仕ヘ上ラげケズナデリ。 （右）。 不良 灰白 多1。,.._, 4 mm長石 19と対

～ 
13.1 
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遺構名
挿図

種別 器種
法量 (cm)

残存状況 形態• 手法の特徴 焼成 色調 胎 土 備考
番号 ロ径底径器高

21 須恵器 杯蓋 13.8 4.4 ]デ9 天天井井部部外内面面焼中央成不同心良の円文た。め不（右鮮）明。
不良 灰白 0粒.5多-。3 mmの砂 22と対

～ 
14.2 

22 須恵器 杯身 12.4 4.5 完形 底デ部か外。面内面ヘ中ラ央ケ仕ズ上リげ（右ナ）デ。か中。央付近はナ 良好 灰 0粒.5多"'。 3 mmの砂 ヘラ記

2号1＝と対

23 須恵器 杯蓋 13.3 4.5 沿4元） 天中井央部部外は面ナヘデかラ。ケズ内面リに（右粘）土。紐痕。 霜 灰灰白～ 0粒.5多-。3 mmの砂 24と対
～ 
14.1 

2 24 須恵器 杯身 12.5 4.4 
ほ（復ぽ茜冗）形 底内部面外中面央ヘナデラ。ケズリ （右）。 霜 青灰 砂1,.....,粒多2mm。前後の 23と対

25 須恵器 杯蓋 11.0 4.2 完形 天歪井み部が外大面きヘい。ラ切り未調整。 良好 灰 0粒.5少-。2 mmの砂
～ 
14.0 

26 須恵器 杯身 12.1 4.1 ほぽ完形 底部外面ヘラ切り未調整。 悶 灰 粒0.少1,.__,。1.5mmの砂

方ロ 27 須恵器 杯身 13.0 4.1 
富元）

底部外面ヘラ切り未調幣。 不良 黄に橙ぶい 粒0. 5少----。1. 5mmの砂
～ 
13.2 

28 須恵器 閤 13.6 5.8 3/4 天内井面部に外同面心ヘ円文ラ。ケズ lJ (左）。 良好 明青灰 僅1mm。前後の砂粒 29と対

29 須恵器 高杯 11.9 10.0 13.3 脚欠部損1/3 杯同底心部円外文面。脚ヘ外ラ面ケ横ズナリデ（左。）。 内面中央に 良好 青灰 少1。-----2 mmの砂粒 28と対

墳 30 須恵器 閤 13.9 6.0 
ほ（復ぼ完元）形 天同井心部円外文面。つヘまラみケ接ズ合リ部（左は）ヘ。ラ内調面整中。央に 良好 淡青灰 0粒.5少......,。3 mmの砂 31と対

31 須恵器 高杯 11.8 8.0 13.2 
沿元）

杯中底央部に外同面心ヘ円文ラ。ケ脚ズ外リ面（左横）ナ後デ。ナデ。 内面 良好 青灰 o粒.s少~。 3 mmの砂 30と対

32 須恵器 高杯 9.5 8.1 13.2 
ほ（復ぼ完元形） 

横ナデ-. 2段透し。 3方向。 良好 黄灰 0粒.5多,.__,。3 mmの砂
～ 
10.0 

第 33 須恵器 高杯 10.0 8.8 13.7 完形 杯透底し部2外段面。ヘ自然ラ釉ケ剥ズ離リ。 （左）。 3方向三角 良好 青灰 多2。~3mmの長石

34 須恵器 高杯 8.4 7.0 10. 7 ほぼ完形 杯底部～脚柱部にカキメ。 良好 青灰 僅lmm。前後の砂粒

35 須恵器 高杯 9.5 7.9 13疇4 8割 杯部内面中央仕上げナデ。自然釉剥離。 良好 青灰 少1,.._,。 2 mmの砂粒

36 須恵器 高杯 11.0 8.2 12.0 
濃元）

杯げ部ナ外デ面。ヘ3方ラ向ヶ透ズしリ 1（段左）。。内面中央仕上 良好 青灰 粒0.5中----位。2 mmの砂
1 ～ 

11. 3 

37 須恵器 臆 13.2 15.2 
濃元） 頸部（部上右）上半。半ににも剌ク突シ描文波一状周文。底お部よにび刺ヘ突ラ文ケ。ズ胴リ

良好 灰 多1mm。前後の砂粒

38 須恵器 速 9.9 12.3 完形 ロ縁～胴部～部頸上半部上に半にク。シ胴描部波に状連文結、剌頸突部文下。良好 青灰 石2mm英。以下の長石
半 カキメ

主 39 須恵器 提瓶 5.6 15.3 完形 把正面手無に。カキメ。背面にヘラケズ !J (右）。 良好 青灰 砂1粒'"'"'少2mm。前後の

40 須恵器 提瓶 4.2 13.5 完形 胴部にカキメ。 良好 青灰 粒0.5多,.._,。2 mmの砂
～ 
4.4 

41 須恵器 提瓶
把ロ縁手部を欠・

正・背面にカキメ。頸部にもカキメ。 良好 明青灰 多1,....,。3mmの砂粒

体 42 須恵器 提瓶
把ロ縁手部を欠・正び面カキメ。背面ヘラケズリ （右）。およ 良好 明脊灰 多1IIDD。前後の砂粒

一部カキメ。

43 須恵器 提瓶 7.5 21. 5 完形 正・ 背面にカキメ。 良好 青灰 多1。-4Ill1Ilの砂粒

44 須恵器 蓋 6.8 3.5 ほぽ完形
つ天井まみ部接外面合部ヘヘラケラ調ス整リ。 （右）。

良好 青灰 0.5"-'石英2mm多の長
～ 石、。
7.0 

部 45 須恵器 壺 (1.0) 
頸一部・肩欠部損 底デ部か。内外重面ね焼ナデき。の胴痕跡部。内面はエ具によるナ 霜 灰白 0粒.5多~。 4 mmの砂

46 須恵器 壺 12.6 18.8 欠ロ縁損一部 胴面部に外は面同格心子円風文。タ厘クねキ焼、上き半の痕に跡カ。キメ。 内 霜 明青灰 多1mm。前後の砂粒

47 須恵器 晶 5.0 9.6 
ほ（復ぼ完元形） つズまリみ（外右）面。に内カ面キ粘メ土、紐天痕井。部外面にヘラケ 良好 灰 粒0.5多,.__.。2 mmの砂 48と対

48 須恵器 空_,_, 8.0 15.8 34.7 ほぼ完形
肩脚段柱。部部に自連然カ釉続キ刺。メ後突文連。続剌底体突部文格0 子3風方向タ透クキし。3 

良好 暗青灰 粒0.5多----。2 mmの砂 47と対

1 須恵器 杯蓋 04.4) 
『/縁4部

天井部外面ヘラケズリ（右）。 良好 青灰 0 粒僅5,..._,。1.5mmの砂 2と対

2 
2 須恵器 杯身 12.9 4.6 ロ緑り蔀欠か 底内面部外中面央仕ヘ上ラげケズナデリ。（右粘）土。紐痕。 良好 青灰 0粒.5少-。1.5mmの砂 1と対

万ロ な損

墳 3 須恵器 杯蓋 14.4 4.7 完形 天内井面部中外央面仕上ヘげラナケズデ。リ灰（右か）ぶ。 り。 良好 灰 0粒.z。,.,__, l. 5mmの砂 4と対

第 4 須恵器 杯身 12.3 4.8 完形 底内部面外中面央仕ヘ上ラげケズナデリ。（右歪）み。。 良好 暗青灰 粒1.5少mm。以下の砂 3と対
2 ～ 

12.5 
主 5 須恵器 杯身 (12.3) 4.5 1/2 天井部外面ヘラケズリ（右）。 良好 青灰 0 粒僅5,..._,。2 mmの砂
体

部
6 須恵器 提瓶 5.7 16. l ほぼ完形 後正面カキメ。背面ヘラケズリ（右）。 良好 明青灰 少2mm。以下の砂粒

～ ナデ。
6.4 
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遺構名
挿図

種別 器種
法景 (cm)

残存状況 形態・手法の特徴 焼成 色調 胎 土 備考
番号 ロ径底径器高

7 須恵器 空...L.• 5.2 6.4 ほぽ完形 胴近部に下粘半土紐に手痕持。ちヘラケズリ。 内面中央付 良好 青灰 粒0.。1----l111IDの砂

8 須恵器 空__._. 4.3 4.4 1/ロ縁4欠部損 胴内部面下中半央指ケズオサリ後エ。ナデ内。外面に自然釉。
良好 青灰 粒0.5中-。 2mmの砂

1 須恵器 杯蓋 14.4 4.7 完形 天井部外面ヘラケス~I) (右）。 不やや良 灰 0粒.5多"-'。l. 5mmの砂 天キ井ス`  に

2 2と対
2 須恵器 杯身 12.5 4.1 完形

外内面面中ほ央とんに同ど未心調円整文。。 良好 灰白 粒0.5僅mm。以下の砂 1と対
方t=I 

墳
3 須恵器 杯蓋 15.0 4.6 完形 粕天井部内外面面中ヘラケズリ文（右か）す。か外に面残にる自。然 良好 青灰 0石.5多-。0.6mmの長 4と対

、 央に同心円

第 4 須恵器 杯身 13.3 4.7 完形 底内部面外同面心ヘ円文ラ。ケス:・1) (右）。 良好 灰 0石.5多,....,。 3mmの長 3と対

3 5 須恵器 晶杯 10.0 6.3 7.2 完形
杯脚オ底部サ部エ円外。孔後面2仕個ヘ上。ラげケズナデリ。（脚右）部。に内カ面キ中メ央。指

良好 暗青灰 少2mm。前後の長石
主

体 6 須恵器 空-'--' 10.4 15.6 完形 胴頸部部にカキデメ。。下半は格子タタキ、口縁部～ 良好 灰 0石.5少,..._,。l.Smmの長

部
に横ナ

7 須恵器 空→ 17.8 26.3 
亨晨元） 頸みに。部タ外外ク面面キ、に自連然内釉続面剌、に突同内文心面焼、円文カき。ぶキメ口く。縁れ胴部。部若下千半歪

良好 暗青灰 粒0.5多-。 3mmの砂
～ 
18.4 灰白

1 須恵器 杯蓋 14.4 4.7 完形 天ナ井デ部。ヘラケズリ （右）。内面中央仕上げ 良好 灰 僅2.-..... 。3mmの石英 2と対

2 須恵器 杯身 13 1 4.3 ほぼ完形 底心部円外文面と仕ヘ上ラげケズナデリ。（右粘）土．糾内痕面．中央に同 良好 灰青灰～暗 微砂少。 1と対
～ 
13.3 

3 須恵器 杯蓋 14.2 4.5 完形 天内井面部中ヘラケズリ文（右）自。 良好
翡～ 粒0.5中"'位。3mmの砂 4と対

～ 央に同心円 。 然釉剥離痕。
14.6 

2 4 須恵器 杯身 12.7 4.2 完形 底内部面外中面央ヘラケズリ （右焼）き。 良好 暗青灰
石2mm•石以英下少の。 長 3と対

～ に同心円文。 ぶくれ。
12.9 

5 須恵器 杯蓋 14.6 4.3 ほぽ完形 天内井面部中央外面仕上ヘげラナケズデ。リ （右）。 霜 灰白 僅1mm。以下の砂粒 6と対
～ 
14.8 

号
6 須恵器 杯身 13.1 4.2 ほぼ完形 底内面部外中面央ヘラげケズリ （右）。 悶 灰白 粒0.5僅mm。以下の砂 5と対

~-―・ 仕上ナデe

13.5 
7 須恵器 杯蓋 14.0 4.3 

環元）
天内面井部中外央面仕上ヘげラナケズデ。リ （右）。 良好 灰 僅1mm。以下の砂粒 8と対

8 須恵器 杯身 12.5 4.4 ほぼ完形
底内部面外中面央仕ヘ上ラげケズナデリ。（右粘）土。紐痕。 霜 灰白 少2mm。以下の砂粒 7と対

～ 

墳 13.0 ， 須恵器 杯蓋 14.8 4.3 
鴨元）

天内井面部中央外面仕上ヘげラナケズデ。リ （右）。 良好 灰 0粒.5"-'1mmの砂 10と対
～ 少。
15.0 

10 須恵器 杯身 13.2 4.4 完形 底内面部外中面央ヘに仕ラ上ケげス:・ナlJデ・c右。）粘。土紐痕。 良好 灰白 微砂少。 9と対
～ 
13.5 

第 11 須恵器 杯蓋 14.2 4.1 
ほ（復ぼ衷ェ形） 天内面井部中外央面仕上ヘげラケナズデ。リ粘（右土）紐。痕。 良好 青灰 僅2mm。以下の砂粒 12と対

12 須恵器 杯身 12.8 4.0 ほぼ完形 底内面部外中面央ヘラケズリ （右）。 良好 灰 微砂多。 11と対
～ 仕上げナデ。
13.0 

13 須恵器 杯蓋 14.2 4.1 ほぽ完形
天内井面部中外央面仕上ヘげラナケズデ。リ粘（右土紐）。痕。 良好 灰 少2mm。以下の砂粒 14と対

4 ～ 
14.4 

14 須恵器 杯身 12.3 4.0 完形 底内面部外中面央ヘラケズリ （右）縁。 良好 青灰 少1mm。以下の砂粒 13と対
～ 仕上げナデ。口 部歪みあり。
13.3 

15 須恵器 杯蓋 14.0 4.4 約 4/5
天内井面部中外央面仕上ヘげラナケズデ。リ口（右緑）部。歪みあり。

良好 暗青灰 石1mm英少以下。の長石 16と対
～ 

主 14.4 
16 須恵器 杯身 12.1 4.4 完形 底内面部外中面央ヘラげケズリ （右）縁。 良好 灰 僅1。-2mmの長石 15と対

～ 仕上ナデ。口部歪みあり。
13.1 

17 須恵器 杯蓋 14.5 4.1 
ほ（復ぽ完元形） 天内井面部中央外面同ヘラケズリ （右）。 良好 暗青灰 少1mm。前後の砂粒 18と対

心円文。

体 18 須恵器 杯身 12.8 4.2 
完（復形元） 底内部面外中面央ヘラケズリ （右）。 良好 暗青灰 多1mm。前後の砂粒 17と対

～ 同心円文。
13.2 

19 須恵器 杯蓋 15.0 4.4 ほ（復ぽ完元形） 天内面井部中外央面同ヘラケズリ （右）。 良好 青灰 0粒.僅5mm。以下の砂
～ 心円文。
15.4 

20 須恵器 杯蓋 14.7 4.2 完形
天内井面部中外央面同ヘ心円ラ文ケズと仕リ上（右げ）ナ。デ。

良好 暗青灰 少lm。以下の砂粒
部

21 須恵器 杯蓋 14.9 4.4 
ほC復ぽ完元形） 天内井面部中外央面仕上ヘげラナケズデ。リ （右）。 良好 灰白 0.5"'英1mm僅の長

～ 石、石。
15.1 

22 須恵器 杯蓋 14.9 4.7 仕（復ぽ完元形） 天内井面部中外央面仕ヘ上げラケナズデ。リ （右）． 良好 灰白 0石.5僅mm。以下の長

23 須恵器 杯蓋 14.6 4.6 ほぼ完形
天内井面部中外央面同心ヘ円ラ文ケ。ズ口リ緑（右部）歪．みあり。

良好 暗青灰 多2mm。以下の長石
～ 
15.0 
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24 須恵器 杯蓋 15.0 4.6 ほぽ完形 天上井げ部ナ外デ面ヘ縁ラケズリ （右）。面内取面り中。央仕 良好 暗青灰 0石.5、,....,石英2mm中位の長。
。口 端部をヘラで

25 須恵器 杯蓋 14.8 4.3 
精元）

天内井面部中外央面仕上ヘげラナケズデ。リ （右）。 良好 灰 少2mm。前後の長石

26 須恵器 杯蓋 14.7 4.3 
部ロ（縁復欠部損元一） 天内井面部中外央面

仕上ヘげラナケズデ。リ粘（右土紐）。痕。 悶 灰白～灰 0.5~ 英31111I!多。の長
～ 石、石
14.9 

27 須恵器 杯蓋 14.2 4.2 ほぽ完形 天内井面部中外央仕面上ヘげラナケズデ。リ （右）。 良好 暗青灰 0粒.5少~。 2mmの砂 ヘ号ラII記
～ 

2 
14.6 

28 須恵器 杯蓋 14.5 4.9 部ロ縁欠部一 天緑井部部外歪面ヘラケズリ （右）。 自然釉。 良好 灰青灰～暗 粒0.5少mm。以下の砂
～ ロ みあり。
14.9 

29 須恵器 杯蓋 14.6 4.7 部ロ緑欠部一 天内面井部中央外面ヘラケズリか？ 不良 明黄褐 石2mm英多以下。の長石
に同心円文。

30 須恵器 杯蓋 14.3 4.2 
帽元）

天内面井部中外央而ヘラケズリよ（右び）仕。 良好 暗青灰
多英1mm） 。前（長後石の砂•粒石～ に同心円文お 上げナデ。

14.5 

万ロ
31 須恵器 杯蓋 14.7 4.5 

鴨元）
灰天井か部ぶ外り面。ヘラケズリ （左）。 良好 暗紫灰 長2mm石前多後。の石英

～ 
14.9 

32 須恵器 杯蓋 14.5 4.4 ほ（復ぽ完元）形 天中央井部部外は軽面ヘくナラデケ、ズ内リ面（右中）央。仕上げナデ。
不良 浅黄橙 長3mm石多以。下の石英

～ 
14.7 

33 須恵器 杯蓋 14.1 4.1 ほぼ完形 天内井面部中外央面仕上ヘげラナケズデ。リ （右）。 良好 緑灰
多英1mm） 。以（長下石の砂•粒石～ 

14.3 

墳
34 須恵器 杯蓋 14.0 3.9 ほぼ完形

天中内井央面部部中外や央面やに窪粘ヘ土むラ紐。ケ痕ズ。リ （右）。
良好 青灰 少3mm。以下の長石

～ 
14.2 

35 須恵器 杯蓋 14.4 4.5 完形 嗜外面ほとんど未調幣。内面には明瞭な粘土 良好 暗青灰 0粒.5中~位。3mmの砂
～ 
14.6 ロ 部゚横ナデ。

36 須恵器 杯蓋 13.9 4.3 完形 天内井面部中外央仕面上ヘげラナケスデ:・。!)若(右干）歪。み。 良好 青灰 粒0.5多,....,。 2mmの砂
～ 
14.1 

37 須恵器 杯蓋 13.9 4.1 ほぽ完形 天中井央部部外内面外面ヘ未ラ調ケ整ズ。リ （右）。 良好 緑灰 粒0.僅5nnn。以下の砂 ヘラ記
第 ～ 号 V

14.1 

38 須恵器 杯蓋 13.8 4.8 2/3 天井部外面ヘラケズリ（右）。 不良 灰白 多1mm。以下の砂粒

39 須恵器 杯蓋 03.8) 4.5 し贔 天井部外而ヘラケスり（左）。 良好 灰
石2mm• 石前英後多の。 長

40 須恵器 杯蓋 13.3 4.0 完形 天井部外面ヘラケズリ（左）。 良好 青灰 粒0.僅5mm。以下の砂
～ 
13.5 

4 41 須恵器 杯蓋 13.5 3.7 ほぼ完形 天井部外面ヘラケズリ（左）。沈線 l条。 良好 青灰 僅4mm。以下の砂粒
～ 
13.7 

42 須恵器 杯蓋 13.0 3.9 ほ（復ぽ完元）形 天具井に部よはる手ナ持デ。ちヘラケズリもしくは板状工 良好 灰 少1mm。以下の砂粒
～ 
13會2

43 須恵器 杯蓋 04.2) 
『/縁4部

横ナデ。 良好 灰 少z~。 3mmの砂粒

44 須恵器 杯蓋 (13, 7) 
『9部

横ナデ。 霜 灰白 多1mm。以下の砂粒

主
45 須恵器 杯身 13.2 4.6 ほぼ完形 底げ内面部ナ外デ中。央面ヘラケズリ （右）。 内面中央仕上 霜 灰白 石0.僅5mm。以下の長

～ 
13.4 に粘士紐痕。

46 須恵器 杯身 13.4 4.6 完形 底内面部外粘面士紐ヘ痕ラ。ケズリ （右）。 良好 暗青灰 少1。...._, 2 mmの石英
～ 
14.0 

47 須恵器 杯身 13.8 4.7 ほぽ完形 底小蔀粘外士面片付ヘ着ラ。ケズリ （右）。 不良 灰白
0多（.）5長（mm石雲母の•石砂、粒英僅）多、

体 48 須恵器 杯身 13.0 (4.5) 約 1/2 底部外面ヘラケズリ（右）。 良好 灰白 0粒.5少_.__。3mmの砂

49 須恵器 杯身 13.2 3.7 牡ぼ完形 底げ内面部ナ外にデ粘面。土ヘラケズリ （左）。 内面中央仕上 良好 青灰 粒05僅----。 lmmの砂
～ 
13.4 紐痕。底部外面に凹み。

50 須恵器 杯身 12.9 4.5 受欠部損大半 底内面部外中面央仕ヘ上ラげケズナデリ。（右）。 良好 灰白 石0,5饉mm。以下の長
～ 
13.2 

51 須恵器 杯身 13.3 4.1 ほ（復ぽ完元形） 底内部面外中面央仕ヘ上ラげケズナデリ。 （右）。 良好 青灰 0石.僅5mm。程度の長
部 ～ 

13.5 
52 須恵器 杯身 12.9 4.3 ほぽ完形 底部外面ヘラケズリ（右）。 良好 暗青灰 僅1mm。前後の砂粒

～ 
13.2 

53 須恵器 杯身 12.9 4.2 ほ（復底完元形） 底内部面外中面央仕ヘラケズリ （右）。 良好 灰 多1mm。l!IJ後の長石
～ 上げナデ。
13.1 

54 須恵器 杯身 13.3 4.2 2/3 底内部面外中面央仕ヘラケズリ （右）。 良好 灰白 微砂少。
～ 上げナデ。
13.5 
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55 須恵器 杯身 12.7 4.2 完形 底部外面ヘラケズリ（右）。 良好 青灰 少1mm。前後の長石

56 須恵器 杯身 12.7 4.5 完形 底部外面ヘラケズリ（右）。 良好 青灰 砂1 粒~中3mm位前。後の～ ＇ 13.0 
57 須恵器 杯身 12鳳， 4.5 ほ（復ぼ衷JG)形 底底部部外外面面ヘラケズリ （右）。 良好 暗青灰 長1石......,少2mm。前後の～ 窪みあり。

13.1 
58 須恵器 杯身 13.2 3.9 

受1/部2欠損 底内面部外中面央ヘに仕ラ上ケげズナリデ（右。）。 良好 暗青灰 砂1粒,..__多2IIIIIl。前後の

2 
59 須恵器 杯身 12.7 3.8 完形 底内面部外中央面にヘ仕ラ上ケげズナリデ（右。）。 良好 灰 0石.5少,.._,。 lmmの長

～ 
12.9 

60 須恵器 杯身 13.3 4.2 完形
底内（面歪部外中み面央あヘラケズリプi右。）。

良好 灰 少1mm。以下の砂粒
～ にり仕）上げナ
13.5 

61 須恵器 杯身 12.2 3.9 
亨晨元）

底内部面外中面央仕ヘラケズリ （右）。若千の窪み、 良好 灰白 多2。,..._. 4 mmの長石
～ 上げナデ。
12.4 

62 須恵器 杯身 12.3 4.3 ほぽ完形 底内面部外中面央ヘに粘ラ土ケ紐ズ痕リ。 （右）。 良好 灰 粒0.5,...., 2mの砂
号 ～ 少。

12.5 
63 須恵器 杯身 12.4・ 4.1 完形 底内部面外中央面ヘラケズ文リ （右）。 良好 灰 粒0.5少----。2mmの砂～ に同心円 。

12.6 
64 須恵器 杯身 12.3 4.2 ほ（復ぼ完元形） 底内部面外面指はナ痕デか

に 頭圧 お゚よびナデ。
良好 灰 少3mm。以下の石英

65 須恵器 杯身 12.4 4.0 ほぼ完形 底内部面外中面央ヘラケズリ （左）。 良好 暗青灰 0.5......., 2mmの長
～ はナデ。 石少。

墳
12.6 

66 須恵器 杯身 12.5 3.9 
亨雷元）

底部外面ヘラケズリ（右）。 良好 青灰 少1mm。前後の砂粒
～ 
12.8 

67 須恵器 杯身 12.3 3.5 ほ（ぽ復茜JG形) 
底部外面ヘラケズリ（右）。 良好 暗青灰 僅1mm。以下の砂粒

68 須恵器 杯身 12.1 3.8 完形 底部外面ヘラケズリ（左）。 良好 青灰 少1mm。前後の長石
～ 
12.4 

第 69 須恵器 杯身 11.9 4.0 完形 底内面部外中面央ヘ上ラケズリ （右）。 良好 青灰 0粒.5中-----位。2mmの砂～ 仕げナデ。
12.2 

70 須恵器 杯身 11.6 4.1 完形 底部外面板状工具によるナデ。 良好 朋青灰 多1mm。前後の砂粒 号ヘラ＼記～ 
12.0 

71 須恵器 杯身 10. 7 4.0 完形
釉底け。部ナ牲ァ面。ヘ内外ラにヶ土ズ器リ片（右の）付。着内物面あ中り央。仕自上然

良好 灰 0粒.5中.......,位。2mmの砂～ 
11.4 

4 72 須恵器 杯身 9.6 3.4 完形 底底部部外外面面はの未窪調み整、。歪溶み着あ物り付。着。 良好 灰 0粒.5僅mm。以下の砂～ 
9.8 

73 須恵器 閤 13.8 5.4 完形
天内井面部中外央面には同心カキ円文メ。あり C つまみはナデ。

良好 暗青灰 0粒.5中-位。3mmの砂

74 須恵器 高杯 11.4 12.0 14.1 ほぼ完形 杯同底心部円文外面。脚ヘ部ラケ3方ズ向リ 1（右段）透。し内。面中央に 良好 青灰 多1mm。以下の砂粒

75 須恵器 高杯 11.6 11.2 13. l 部ロ縁欠部損一 杯に底よ部る調外面整。ヘラ3方ケズ向リ1段（右透）し後。、粘板土紐状工痕。具 良好 暗青灰 多2mm。前後の長石

主 76 須恵器 高杯 11.4 10.9 13.8 ほ（復ぼ完元形） 杯自底然部釉外。面脚ヘ部内ラ面ケズ•ンボリ。リ痕3 方。向1段透し。 良好 暗青灰 多1mm。以下の砂粒

77 須恵器 栖杯 11.5 10.8 12.1 
脚1/裾4欠部損 杯透に底よし部。る外粘ナ面土デ。紐ヘ脚痕ラ柱。ケ部ズもリ板（右ナ）デ後。、3板方状向工l具段

良好 灰 多2mm。以下の長石

78 須恵器 高杯 11.7 10.1 13.9 
精元） 杯段に底透よ部るし。外調面整。ヘ杯ラケ内ズ面仕リ上（右げ）ナ後デ、。 板3状方工向具l 

良好 暗青灰 粒0.5多~。 3mmの砂

体
79 須恵器 高杯 10.2 7.6 12.4 

帽元）
杯3外方面向に1段連続透剌し。突文脚。部そ内面の直粘下土紐に痕凹線。 1条 良好 暗脊灰 少1mm。前後の砂粒

80 須恵器 高杯 8.0 7.6 11.3 
脚1/3部欠損 杯3外方面向に1連段続透剌し。突文 3段と凹線2条が巡る 良好 灰 多1。mm以下の長石

81 須恵器 晶杯 13.9 11. 0 9.1 

；2/『3欠損

横ナデ。 3方向 1段透し。
霜 灰白 多2mm。前後の長石

82 須恵器 晶杯 10.2 8.0 14.4 
亨晨元）

杯線部l条内面。中内央側にに同ツ心ボ円リ文痕。。 脚自柱然部釉外。面に凹 良好 暗青灰 雲1mm母。以下の長石
部

83 須恵器 涵杯 12.1 10.4 16.9 
脚欠部（復一元部） 杯ナ2条外デ面。、に内内沈面側線にに仕、シ底上ボ部げリ痕はナ．ヘデ。ラ脚ケ柱ズ外リ面（右に）凹後線

良好 青灰 o.s~2mmの長
石少。

84 須恵器 扁杯 12.2 9.6 15.2 
脚1/（4復部欠元損） 

杯条段透外、面内し側。に連に続・ン剌ボ突リ文痕。。 脚粘柱土紐部痕外。面に3方凹線向22 
良好 暗青灰 多1mm。前後の長石

『ヘラII記~ 
85 須恵器 高杯 8.6 8.7 14囀 5 ほぼ完形

杯底在底。部部閉3外塞方面向し、に2連孔段続透4剌個し。。突文中。に内2面片にの丸同心モが円存文
良好 暗青灰 少1mm。以下の砂粒 鈴？
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III 山陽町肉の遺跡

遺構名
挿図

種別 器種
法紐 (cm)

残存状況 形態• 手法の特徴 焼成 色調 胎 土 備考
番号 ロ径底径器蘭

86 須恵器 高杯 8.5 9.1 13.8 脚欠部損一部 杯底底部部閉塞外面し、に孔連続数剌個突。文3。方内向面2段に透同心し。円文 良好 灰 多1mm。以下の砂粒 鈴？

87 須恵器 聡 8.3 10.0 ほぽ完形 横ナデおよびナデ。 良好 青灰 2 mm以下の砂粒
少。

88 須恵器 腺 12.4 12.5 
帽元）

底灰部か外ぶ面りヘラケズリ （左）。 良好 暗青灰 少1mm。以下の砂粒
、自然釉。

89 須恵器 胞 14.l 15.0 
3ロ/縁4欠部損 部痕ロ縁。に部連続外剌面突に文クシと描凹波線状。文頸部2条内側と沈に線シ。ボ屑リ

良好 青灰 少1mm。前後の長石

2 90 須恵器 提瓶 ロ縁部欠 圧胴痕部。正鉤・状背面把手と。もカキメ。 背OO内側に指頭 良好 暗青灰 少1mm。以下の砂粒
損

91 須恵器 提瓶 8阜5 25.0 
鴨元）

胴面部の正内面側にカ指キ頭メ圧。痕背面。鉤ヘ状ラ把ケ手ズ。リ （右） 背 良好 暗青灰 多2mm。以下の長石

92 須恵器 提瓶 7.0 17.6 
精元）

胴鉤部状正把面手．カキメ、 背面ヘラケズリ （右）。 良好 暗青灰 等2 ,..__, 3mmの石英
少。

93 須恵器 提瓶 6.6 18.1 完形 胴後部カ正キ面メ。カ鉤キ状メ把、背手面。ヘラケズリ （右）。 良好 青灰色 多2mm。以下の砂粒

94 須恵器 提瓶 7.3 20.5 
方Cコ

ほぽ完形 胴後部カ正キ面メ。カ鉤キ状メ把、背手面。ヘラケズリ （右）。 良好 灰白 多2mm。以下の砂粒

95 須恵器 提瓶 6.6 15.9 完形 胴後部カ正キ面メ。カ鉤キ状メ把、背手面。ヘラケズリ （右）。 霜 灰 少1-----。2 mmの砂粒

96 須恵器 提瓶 6.7 18.9 ほぽ完形 胴後把部手カ正キ面メカ鉤キは状鉤メ把状、背手面ヘラケズリ （右）。
不良 灰白 多3mm。以下の砂粒

は一0方 、0他方は環状把手。

97 須恵器 提瓶 7.8 23. l ほぽ完形 胴現部状正把面手。横上ナ半デ、に背自面然釉ヘ。ラケズリ （右）。 良好 青灰 2 nnn以下の砂粒

98 須恵器 提瓶 ロ縁部欠 胴部正・背面ともカキメ。環状把手。 良好 青灰 多4mm。以下の砂粒
墳 損

99 須恵器 提瓶 8.1 20.9 ロ1/縁2部
胴部正・背面ともカキメ。鉤状把手。 良好 青灰 多1。-2mmの砂粒

100 須恵器 提瓶 体部残存 胴鉤部状正把面手。カキメ背面ヘフケズリ （右）。 良好 青灰 0粒.5多-。 3mmの砂 外工面具痕に

101 須恵器 提瓶 約 4/5 胴貼付部浮正文・。背面背面とヘもカラキケズメ。リ把（右手）は。退化して 良好 青灰 多1。mm程度の砂粒

102 須恵器 提瓶 6.9 16.3 ほぽ完形 胴背部面正は面ヘはラ板ヶ状ズ工リ具（左に）よ。る把軽手い無調し整。か。 良好 暗紫灰 砂粒少。

第 103 須恵器 提瓶 6.7 15.5 完形 胴把部手正無面し。カキメ、 背面ヘラケズリ （左）。 良好 暗青灰 多2,.__, 。4 mmの砂粒

104 須恵器 平瓶 (5.0) 損ロ縁部欠 胴部下半ヘラケズリ（右）。 霜 灰 多2mm。以下の砂粒

105 須恵器 椀 9.9 6.6 完形 底内面部ヘにラ自然ケ釉ズ、リ灰1周。 （右）。 良好 暗灰 多3mm。以下の長石

106 須恵器 蓋 9.5 3.5 
帽元）

天肉面井部中外央面仕上ヘげラ切ナデり未。調整。 良好 青灰 粒0.5僅mm。以下の砂

107 須恵器 蓋 (10.4) 3.4 1/3 灰天井か部ぶ外り面。ヘラケズリ （右）。 良好 暗青灰 少1mm。以下の砂粒 対108と
4 

108 須恵器 ==-空 8.6 9.0 
肩欠ロ縁部損一部～部 底焼成部外し面た痕ヘ跡ラケあズり。リ外（右面）自。然蓋釉と。 セッ ドで 霜 青灰 少2mm。以下の砂粒 対107と

109 須恵器 蓋 9.9 3.6 ほ（復ぼ完元形） 
天井部外面ヘラケズリ（右）。 良好 青灰 僅2mm。月IJ後の長石 対110と

llO 須恵器 .,,.,. 空 8.3 8.6 ほぽ完形
肩痕内部面跡外下あ面半り粘。に土凹紐線状痕。の蓋ものとセ2条ッ。トで1周焼成せずし。た

良好 暗青灰 少1。,.._, 2 mmの砂粒 対109と

主 111 須恵器 蓋 10.6 3.5 ほ（復ぼ完元形） 天内面井部中ヘラケズげリナ（有ァ）。 良好 暗灰 僅2mm。前後の砂粒 対112と
央に仕上 。灰かぶり。

112 須恵器 年空 7.4 8.1 完形
底た内痕部面外跡中面央。灰ヘにか同ラ心ぶケズ円り文。リ。（左蓋）と。 セッ トで焼成し

良好 暗灰 少1mm。以下の砂粒 対111と

113 須恵器 壺 7.3 10.3 
精元）

胴内面部下中半央ヘラケズリ （右）。 良好 灰 少2mm。以下の長石
はナデ。

114 須恵器 壺 損ロ頸部欠 底内面部外は面未調ヘ整ラ。ケズリ （左）。 良好 青灰

体 115 須恵器 壺 3.5 (7.0) 完形 胴部ナデ。歪が著しい。 良好 暗紫灰 粒1.5多~。 3mmの砂

116 須恵器 壺 5.7 7.6 完形 胴ロ頸部下部半～屑内部外面横ナナデデ。。
良好 青灰 多1。----2 mmの砂粒

117 須恵器 空="" 4.5 5 6 完形 ロ頸部付近横ナデ。 霜 灰白 0粒.5。-----4mmの砂

118 須恵器 空==- 5.8 9.5 
ほ（復ぽ茜JG形) 底ロ頸部部は横未調ナ整デ。。 胴部ナデ。 良好 暗青灰 多1。-----2 IIllllの砂粒

部
119 須恵器 ＝ 空 5.1 9.0 牡ぽ完形 内ロ頸部部粘～土肩紐部痕。横ナデ。 底部外面ナデ。 良好 青灰 多1。~2mmの砂粒

120 須恵器 空一且—’ 8.2 12.5 ほぼ完形 底横部ナ外デ。面たに重だねし底焼部き内の面変は色未有調り整。。 不良 灰褐 多1。-2mmの長石

121 須恵器 空-ぇ- 8.7 9.7 18.4 完形 横ナデ。 良好 暗青灰 少1...._, 。2 IIIIDの砂粒

122 須恵器 壺 11.5 14.7 亨贔 肩底部部には板ヘ状ラ工ケ具ズにリ よ（右る）調。整。 良好 暗青灰 少2mm。以下の砂粒

123 須恵器 ,,.,. 空 12.1 15.2 
部損ロ縁（1/復～2元頸欠） 

胴外部面下灰半かぶヘラり。ケズリ （右）。 良好 暗青灰 少l,.__. 。2 mmの砂粒
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III 山陽町内の遺跡

遺構名
挿図

種別 器種
法量 (cm)

残存状況 形態• 手法の特徴 焼成 色調 胎 士 備考番号 ロ径底径器高

124 須恵器 空ー』 14.4 21.2 ほぼ完形
頸クる部他キ～。土胴内器面部片上下付半半着にに。同カ心キ円メ。文底。部重ねに焼格子き風にクよ

良好 青黒 少2mm。以下の砂粒

125 須恵器 '.l:2'. ...I.. 7.6 13.6 
3ロ/緑4部欠損 扇底部部付外近面に板状工き具りに調よ整る調整。 良好 青灰 多3mm。以下の砂粒

はヘラ 未 。
126 須恵器 空←』. 17.0 23.1 完形

頸器キ部後小片にカ凹溶キ線着メ。。2条内面、ヘに同ラ描心斜円線文。。 胴自部然釉は。ク士タ
良好 暗青灰 少1mm。以下の砂粒

2 
127 須恵器 空...I.. 20.8 29.8 完形

頸列同部点心外状円）面文。。に胴凹部線は2外条面とにク格シ子描風波タ状ク文キ。（一内部面
良好 暗青灰 多3mm。以下の長石

128 須恵器 器台 30.2 24.0 42.7 
ほ（復ぽ完元形） 杯凹3線部方。、向脚杯6段部内面透の外はし面。タにク波キ状、文ナデと剌。突文および

良好 青灰 多1mm。前後の砂粒

方ロ 129 土師器 高杯 17.3 13.9 
杯脚欠部部（復元1/1/）2 4 

杯内外側面ハケメ横の痕ナ跡デ。 脚丹柱塗部りヘラミガキ、 良好 浅黄橙 僅1mm。以下の砂粒
にーンボリ 。 ？ 

130 土師器 高杯 14.6 10.5 11.9 
一（復部欠元損） 杯整底。部杯～内脚面柱ナ部デ外。面に板状工具による調 良好 橙 借1mm。lllJ後の砂粒

131 土師器 高杯 (14.2) 杯部 4割 杯整底。部～脚柱部外面に板状工具による調 良好 橙にぶい 少l.....,。 2mmの砂粒
墳

132 土師器 高杯
杯裾欠部部損、4/脚5 外横面ナ丹デ塗か。り詳。細は判然とせず。 良好 浅黄橙 微砂粒僅。

133 士師器 空-'-' 約2.2 損ロ縁部欠 磨耗著しく調整不明。 良好 にぶい 多2。,.__, 4 mmの砂粒
橙

134 土師器 椀 15.2 5.5 
沿元）

小く片い。多数内面よにり復放射冗。状のよ暗っ文て調。整が判断しに 良好 橙 多1mm。以下の砂粒
第

135 須恵器 杯蓋 14.1 4.1 
亨晨元）

天内井面部中外央面仕ヘラケズリ （左）。 良好 灰 少1mm。以下の砂粒～ 上げナデ。
14.5 

136 須恵器 杯蓋 14.5 4.1 完形 天内井面部中外央面仕ヘ上げラケナズデ。リ2回か （左）。 良好 青灰 0粒.5僅mm。以下の砂～ 
14.7 

4 137 須恵器 杯身 12.5 4.2 
ほ（復ぼ完元形） 底内部面外中面央ヘは仕ラ上ケげズナリデ（右。）。 良好 灰白 儘1mm。以下の砂粒～ 

12.7 
138 須恵器 杯身 12.2 3.6 ほぼ完形 底部外面ヘラケズリ（左）。 良好 青灰 少2mm。以下の砂粒～ 

12.4 

主
139 須恵器 提瓶 3.9 13.2 体欠部損一部

胴背節ド部面的ー正。ナ内面部ツに状粘立に十紐あ認とりヘ。背把ラ面状手は主部文具分様9はこ状退よに化るカ文しキ様てメが装。
良好 紫灰 多4mm。以下の砂粒

140 須恵器 空土・ 7.0 8.6 ほぽ完形 調整はほとんど見えず。 良好 青灰 多4mm。以下の砂粒

141 須恵器 壺 8.0 9.4 ほぽ完形
底上あ部げり外。ナ面デヘ。重ラねケ焼ズきリ痕（右。）灰。か内ぶ面り中。央付は着仕物

良好 灰白 多3mm。以下の長石
体

142 須恵器 杯蓋 11.6 5.0 完形 天井部外面ヘラケズリ（右）。 良好 灰 多3mm。以下の砂粒

対(セた朗と-応だ身。ッ146,としトn． 望1 d 
143 須恵器 杯蓋 10.9 5.1 完形 天井部外面ヘラケズリ（右）。 良好 灰 多3mm。以下の砂粒

部 144 須恵器 杯蓋 11.0 4.7 ほぼ完形 天井部外面ヘラケズリ（右）。 良好 灰 多3mm。以下の砂粒

た対(セと明142応身。だッ-9Lと'む)・ ● C 不145 須恵器 杯蓋 11.3 1/4 つ天井ま部み外欠面。ヘラケズリ （右）。 良好 灰 多3mm。以下の砂粒

146 須恵器 器台 (28.5) 

脚ロ11/縁/柱63 部部
脚受ロ径部部8にに.5沈穿cm孔線前。3後条のと杯斜身線7状の(?剌)突を文有。する。

良好 灰 多1mm。以下の長石

1 須恵器 杯蓋 (14.3) (4.8) 
富元）

天内面井部中外央面ヘラケズリ （左）。 良好 灰 僅1皿。l以下の砂粒
に同心円文。

2 須恵器 杯蓋 04.0) 4.6 
渭元）

天内井面部中外央面にヘラケズリ （右）。 良好 灰 僅1 ,__, 2 mmの砂粒
仕上げナデ。 少。

2 3 須恵器 杯蓋 (14. 6) 亨1 6 部
天井部外面ヘラケズリ（右）。 良好 緑灰 少1mm。程度の砂粒

4 
方ロ

須恵器 杯蓋 13.9 4.7 
濯元）

天内井面部中外央面仕上ヘげラナケズデ。リ （右）。 良好 灰 少2。-4mmの砂粒

5 須恵器 杯蓋 13.8 4.1 
『/縁2部欠損 外天井面灰部外か面ぶヘり。ラケズリ （左）。 良好 青灰 少2mm。程度の砂粒

墳
6 須恵器 杯蓋 15.2 4.3 

濯元）
天内井面部中外央面仕ヘ上げラケナズデ。リ （右）。 霜 灰白 僅z。,.._, 3mmの砂粒

そ 7 須恵器 杯蓋 13.7 4.3 
環元）

天井部外面ヘラ切り未調整。 霜 灰白 多2,..._, 。4 mmの長石

8 須恵器 杯身 10.9 4.7 為~jj';) 底げ部ナ外デ面ヘラケズリ心（右円）文。内面中央仕上 良好 青灰 多1mm。以下の砂粒の 。わずかに同』 。， 須恵器 杯身 12.2 4.7 贔2元）
底心部円外文面、ヘラケズリ （右）。内面中央に同 良好 青灰 中1mm星以。下の長石仕上げナデ。

他 10 須恵器 杯身 11.9 4.6 
濯元）

底け部ナ社ァ面。ヘラケズリ （右）。内面中央仕上 良好 青灰 中1mm鉦。以下の砂粒

11 須恵器 杯身 11.5 

誓：）

底部外面ヘラケズリか（右）。 良好 灰 少1mm。以下の長石
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m 山陽町内の遺跡

遺構名
挿図

種別 器種
法鉦 (cm)

残存状況 形態•手法の特徴 焼成 色調 胎 土 備 考
番号 ロ径底径器高

12 須恵器 晶 10.3 
濯元）

天井部外面ヘラケズリ（右）。 良好 灰 少1mm。以下の砂粒
+a 

13 須恵器 杯身
径高台8外.3 

小片 貼付高台。 良好 灰 0粒.5多mm。以下の砂

2 
14 須恵器 壺 17.8 

扇『/縁部3部1/3 
頸に部ク外面に凹内線側とクシ描円波文状文、屑部外面 良好 青灰 少1mm。以下の長石

タキ、 は同心 。

15 須恵器 壺 11.0 
大ロ縁半部欠損

横ナデ。台部との見解も。 霜 青灰 少1mm。以下の砂粒

号
16 須恵器 壺 3.5 

濃元）
底部外面ヘラケズリ（右）。 良好 灰 多z。-5mmの砂粒

～ 
4.0 

墳
17 須恵器 器台 31.1 22.7 

2(贔 杯剌タ部突キ外後文面仕。上タ3方げタキナ向、透デ。凹し線脚。部(と6波に段状凹以文線上。、）波内面状文は、タ
良好 青灰 少1mm。以下の砂粒

18 須恵器 甕 14.0 

肩『11/～? 4 胴部

胴把部手外か面耳格の子貼風付けタク（個キ。数は内面不は明）同。心円文。 良好 灰 少1mm。前後の長石

そ

19 須恵器 甕 21.2 
『/縁3部 肩内部面外同面心円ク文ク。キ。

良好 青灰 0粒.5僅mm。以下の砂

の
20 須恵器 甕 25.8 

胴ロ1（/縁部復4那元1｛6 
胴内部側外は面同平心行円文タ。タキ後カキメ。 良好 灰オリ 1,...., 2 mmの長石 ヘラ記

ーブ 少。 万ロ。 X 

他
21 須恵器 甕 41.6 

大ロ縁半部欠損
外面に沈線とクシ描波状文。 良好 灰 0mm.5 のmm長石お僅よ。び2

22 須恵器 甕 35.0 

『~:~) 文外面。に内沈外線にお自然よ釉び板。状工具による連続剌突 良好 暗青灰 少1mm。前後の長石

1 須恵器 杯蓋 14.0 4.5 完形 天内井面部中外央面は仕ヘ上ラげケズナデリ。 （左）。 良好 暗青灰 1 mm即後の砂粒 2と対

5 
2 須恵器 杯身 12.3 4.5 完形 卵底型部外に歪面みヘ。ラケズリ （左）。 良好 青灰 少1。.--.., 3 mmの砂粒 lと対

3 須恵器 杯蓋 13.7 3.4 完形 天内面井部中央外面は軽ヘラく仕ケ上ズげリナ（右デ）。。 良好 青灰 少1。"-4mmの砂粒 4と対

4 須恵器 杯身 11.8 4.2 完形
底内面部外中面央軽ヘラくオケサズエリ、（右仕）上。げナデ。

良好 脊灰 1 mm以下の砂粒 3と対
方c:r 

5 須恵器 杯蓋 14.4 4.6 完形
紐天仕井上明部げ瞭外。ナ面天デ。井ヘ部天ラ井歪ケ外みズ面。リ半（右分）に。 自内然面釉中。央粘に土

良好 灰 少1。,..., 4 mmの砂粒 6と対

墳 6 須恵器 杯身 12.6 4.8 完形 底内部面外中面央ヘラケズ文リ。 （右）。 良好 青灰 0粒.5少----。2 5皿lの砂 5と対
に同心円

7 須恵器 空..... 9.6 11. 3 完形 胴底部部下内面半にヘ棒ラ状ケ工ズ具リ押（方し当向不て痕明跡）。後ナデか 良好 青灰 少1。~2111Illの砂粒

1 須恵器 杯蓋 14.7 4.2 ロ縁一部 天内面井部中外央面は軽ヘラく仕ケ上ズげリナ（右デ）。。 良好 暗灰 0石.5少-----量。2mmの長 2と対
欠

2 須恵器 杯身 13.0 4.1 ほぽ完形 底内面部外中面央ヘほ仕ラ上ケげズナリデ（右。）。 良好 暗青灰 0 粒僅5mm。前後の砂 1と対

3 須恵器 杯蓋 14.0 3.9 
精元）

天く井指部オ外サ面エヘか。ラ天ケ井ズ外リ面（左灰）か。ぶ内り面。中央軽 良好 暗灰 0粒.5少----。 1mmの砂

± 4 須恵器 杯身 12.4 4.3 完形 底内面部外粘面土紐ヘ痕ラ。ケズリ （右）。 良好 音灰 0粒.5少mm。以下の砂 ヘラ記
でロ

5 須恵器 杯蓋 13.8 3.9 ほぼ完形 天内面井部中央外面はヘラケズリ （右デ。）。 霜 明緑灰 少1。mm前後の砂粒 6と対
軽く仕上げナ

6 須恵器 杯身 12.4 4.2 完形 底内面部外中面央ヘに仕ラ上ケげズナリデ（右。）。 霜 緑灰 0粒.5少......,。 2mmの砂 5と対

7 須恵器 杯蓋 14.4 4.0 ほぽ完形 天内面井部中外央面に仕ヘ上ラげケズナデリ。 （右）。 良好 暗青灰 0粒5多"-'。 Zmmの砂 ヘラ記
披 万ロ

8 須恵器 杯身 12.6 4.2 完形 天内井面部中外央面に仕ヘ上ラげケズナデリ。 （右）。 良好 青灰 多2mm。以下の長石

， 須恵器 杯蓋 14.1 4.2 完形 天以井下部の炭外面化粧ヘ付ラ着ケ。ズ多リ少（右歪）み。あ内り面。に2mm 良好 灰 粒0.5少----。 lnnnの砂 10と対

10 須恵器 杯身 12.3 4.2 ほぼ完形 底げ部ナ外デ面ヘラケズリ粧（右付）着内面中央に仕上 良好 灰白 0粒.5少~。1.5mmの砂 9と対
。歪み。炭化 。

墓 11 須恵器 杯蓋 14.6 4.1 2/3 
天歪内井面み部。に外粘面土紐ヘ痕ラがケズ明瞭リに（左残）る。。黒天斑井数部窪力所み。、

良好 青灰 粒0.5多,..__,。 2mmの砂 12と対

12 須恵器 杯身 13.1 4.3 ほ（復ぼ完元形） 底内部面外中面央ヘラケズリ （左）。 良好 青灰 0粒.5多,.....,。l. 5mmの砂 11と対
仕上げナデ。

13 須恵器 杯蓋 14.5 4.4 完形 紐天井痕部が外明面瞭。ヘ天ラ井ケ部ズにリ歪（左み）。。内面の粘土 良好 灰 0粒.5多---。 3mmの砂 14と対

22 14 須恵器 杯身 13.0 4.5 完形
底心あ部円り外文。面。受ヘ部ラにケズ4cmリ位（左の）重。ね内焼面き中痕央。に歪同み

良好 灰 紘 2mmの砂113と対

15 須恵器 杯蓋 14.6 4.2 
牡（復ぽ衷ェ）形 天内面井部中央外面に粘ヘ土ラ紐ケ痕ズ。リ （左）。 良好 青灰 多1。-2mmの砂粒 16と対

16 須恵器 杯身 13.2 4.4 ほ（復ぼ完元）形 底内面部外に面粘ヘ土紐ラ痕ケ。ズリ （左）。 良好 青灰 粒1.5。mm以下の砂 15と対
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lII 山陽町内の遺跡

遺構名
挿図

種別 器種
法量 (cm)

残存状況 形態• 手法の特徴 焼成 色調 胎 土 備考番号 ロ径底径器高

17 須恵器 杯蓋 13.7 3.7 
ほ（復ぼ完元形） 天井ラ部ケ外ズ面リヘラケズリスg左）。 良好 青灰 0 粒僅1mm。程度の砂へ の中心部のレ。

18 須恵器 杯身 12.3 4.3 完形 底内面部外中面央ヘに粘ラ士ケ紐ズ痕リ。（左歪）み。。 良好 灰 少1mm。以下の砂粒

19 須恵器 杯蓋 14.3 4.4 ほぼ完形 天内面井部中外央面ヘラケズリ （左）。 良好 オリー 石0.5少-。 3mmの長 20と対
に同心円文。 ブ灰

20 須恵器 杯身 12.9 4.5 完形 底内面部外中面央ヘに同ラ心ケズ円文リ。（左）． 良好 青灰 多1mm。以下の砂粒 19と対

21 須恵器 杯蓋 14.7 4.2 一部欠損 天井部外面ヘラケズリ（左）。 良好 緑灰 石0.5少-。 2mmの長 22と対土

22 須恵器 杯身 12.8 3.7 ほ（復ぼ完元）形 底心部円外文。面ヘ自然ラ釉ケ。ズ底リ部（左外）面。に内土面器中片央付に着同。 良好 灰 粒0.5少"-'。 3mmの砂 21と対

23 須恵器 杯蓋 12.8 4.4 完形 底天部井外部面内面ヘにラ切粘土り紐未調痕整。。 良好 青灰 少2mm。以下の砂粒

24 須恵器 高杯 11.0 10.6 16.9 部ロ縁欠部損一 杯工底具部に外よ面る剌ヘ突ラ文ケ。ズリ3方（右向）2後段透ナデし。、板状 良好 暗青灰 僅1mmc 以下の砂粒

扱 25 須恵器 椀 10.0 9.0 14.6 部ロ縁欠部損一 底内面部外中面央ヘに粘ラ士ケ紐ズ痕リ。 （左）。 後ナデ。 良好 灰 多2IIIID。以下の砂粒

26 須恵器 壺 9.0 10.5 部ロ縁欠部損一 底メ部、底外面部ヘ面ラケズリ紐（左痕）。胴～頸部カキ 良好 灰白 少2mm。前後の長石
内に粘土 。

27 須恵器 壺 10.5 14.3 
1/ロ縁4欠部損 胴胴部部，下～半頸ヘラケズリ （左）。 良好 灰 少1mm。以下の砂粒

部カキメ。

28 須恵器 空_,_,, 18.2 27.8 部ロ縁欠部損一 頸面焼部はき外痕ク面跡ク。にキ板、状内工面具同心に円よ文る剌。突自文然。釉胴。部重外ね
良好 青灰 多3m。以下の長石

墓

29 須恵器 晶 5.8 6.3 ほぽ完形
天ヘき井痕ラ跡部ケ外。ズ面中リ板央（右状内工）面。具にかに穿え孔より。る部剌内突側文に。重天ね井焼部

良好 灰 0石.2多mm。前後の長 30と対

30 須恵器 空_,_, 8.1 12.7 29.9 
亨晨元） 円自ロ頸形然釉部お～。よ詞粘ひ部＝士角紐上半形痕に。の板透状し工(具2段に）よる3剌方突向文。

良好 灰 多2mm。以下の長石 31と対

22 31 須恵器 空_._, 18.6 32.6 ほ（復ぽ完元形） 胴内面部外に面同平心行円文ク。クキ。 霜 灰 粒0.5多-。 3mmの砂

32 須恵器 提瓶 6.0 17.2 完形 胴背面部表に面にカズキメ。 良好 灰 多5mm。以下の長石
ヘラケ リ（右）。環状把手。

33 須恵器 提瓶 5.0 17.3 ほぼ完形 表現面状把・背手面。にカキメ。 良好 灰白 0粒.5多,.._,。 3mmの砂

34 須恵器 平瓶 6.3 16.0 ほぼ完形 底ね焼部外き面痕ヘおラよびケズ自然リ釉（右。）士。器体片部付上着面。に璽 良好 灰 多3mm。以下の長石

35 須恵器 横瓶 9.3 20.8 部ロ緑欠部損一 体お部よ外び面指格頭子圧痕目。ククキ、 ヘラヶズリ （右） 霜 青灰 僅1mm。以下の砂粒

土棺 1 土師器 甕 (34.6) ロ頚部破
頸内外部面外面にハに指ケ頭メ。圧痕。 良好 黄にぶ褐い 0粒.5多mm。以下の砂 2と対

墓
片

2 土師器 甕 35.3 24.0 
渭元）

外胴面部にハケメ。黒斑内面は口縁オサエ ナげデ。し 良好 黄に褐ぶい 僅1mm。以下の砂粒 1と対器 1 、環状に 。 部歪ヽ みは い。
1 備前焼 壺 20.0 21.6 32.0 ロ縁 1/2肩リ部l外周面（左に沈）。線内3面条に。オ胴サ部エ下、端ナにデヘ。ラケズ 良好 青灰 粒0.5多....... 。Smmの砂 中1世幕欠

中 2 備前焼 空_,_. 11. 7 12.8 22.2 
沿元） 屑ケ部面メ外状オ面調サ整に、カ下キ端デメ状。l の周沈ヘ線ラ。ケ胴ズ部リ外（面左）は。ハ

良好 赤褐 少1.......,。2mmの砂粒 中5世；；；

内エ、ナ

世 3 備前焼 空...... , (12.6) 破片 肩部外面に沈線 3条。 良好 暗赤灰 少1mm。以下の砂粒

4 備前焼 壺 (12. 7) 破片数点 肩部外面にクシ描波状文。 良好 橙 微砂借。

墓 5 備前焼 壺 15.1 損ロ頸部欠 肩。部外内面面に沈オ線数条。胴デ。部下部外面にハケ 良好 橙 少2----。4 mmの砂粒メ はサエ、ナ

6 備前焼 空_LJ (15.8) 底部のみ ナデ。底部内面粘土紐痕。 良好 灰 砂粒多。
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III 山陽町内の遺跡

表ー 3 1号墳鉄器計測表

闘 種 別
残存長 最大幅 最大厚 重最

備 考 闘 種 別 残(存cm)長
最大幅 最大厚 重星

備 考(cm) (cm) (cm) (g) (cm) (an) (g) 

1 刀 子 19.2 1. 7 0.2 26.3 ， 鏃 2.3 0.7 0.4 同一個体
1.9 

か。2 刀 子 24.2 2.1 0.3 63.5 木質残 10 鏃 1. 3 0.7 0.4 

3 鏃 6.8 1.0 0.2 3.3 11 鏃 3.5 1. 2 0.3 3.0 

4 鏃 3.5 0.8 0.3 2.2 12 鏃 3.6 0.7 0.2 1.8 

5 鏃 4.0 0.9 0.3 (2. 7) 13 鏃 1.5 0.6 0.3 (0.8) 

6 鏃 4.0 0 8 0.4 (3. 7) 14 鏃 0.9 0.8 0.3 (0.6) 

7 鏃 2.8 0.9 0.3 (2.5) 15 不 明 0.4 13.3 飾金具？

8 鏃 1. 7 0.7 0.3 (1.1) 

表ー 4 2号墳第 1主体部鉄器計測表 棺釘の最大値は頭部を除外

靡 種 別
残存長 最大椙 最大豚 重量

備 考 闘 種 別 残(存cm)長 最(cm大)幅 最(大cm)厚 重盪
備 考(cm) (cm) (cm) (g) (g) 

刀 身 112.2 3.9 0.9 木 質残 34 鏃 7.4 0.8 0.3 (7. 3) 木質残
1 1604.5 

鍔 10.0 (8. 2) 0.6 35 鏃 2.1 0.4 0.3 (0. 7) 木質残

2 刀 子 14.8 1. 3 0.4 21.0 木 質残 36 鏃 2.0 0.4 0.3 (0. 5) 木質残

3 刀 子 17.7 1.2 0.6 25.4 37 鏃 4.5 0.4 0.2 (1.2) 木質残

4 刀 子 18.6 0.9 0.5 21. 0 38 鏃 1.2 0.7 0.3 co. 6) 

5 鏃 17.5 0.9 0.2 100.0 木 質残 街 (23. 0) 2.1 0.7 

6 鏃 15.2 1.0 0.3 11.6 39 鏡 板 10.2 7.4 0.8 図 左

7 鏃 13.8 0.9 0.2 10.6 木 質残 馬 鏡 板 9.6 7.5 0.8 122.3 図 右

8 鏃 15阜5 LO 0 3 10.6 木 質残
六百 弓I 手 16.3 2.8 0.7 図 左

， 鏃 15.2 1.0 0.3 9.4 木 質残 り1 手 16.2 2.6 0.7 図 右

10 鏃 15.1 LI 0.4 11.5 木 質残 40 棺 釘 21. 6 1.4 1.0 106.0 木 質 残

11 鏃 13.5 (1.0) 0.3 8.0 木 質残 41 棺 釘 21.4 1.5 1.1 100.0 木 質 残

12 鏃 9.2 1.0 0.4 7.0 湾 曲 42 棺 釘 20.8 1.1 1.1 79.2 木 質 残

13 鏃 9.2 (LO) 0.3 6.0 43 棺 釘 21. 0 1.1 0.8 78.0 木 質 残

14 鏃 6.8 1.1 0.3 6.9 44 棺 釘 19.7 1. 3 1.2 105.2 木質残

15 鏃 3.6 LO 。尋4 3.3 45 棺 釘 19.3 1.3 0.9 90.5 木 質 残

16 鏃 5.0 1.0 0.3 3.9 ｝ ば17木？一質個残
46 棺 釘 19.2 1.1 1.2 116.3 木質残

17 鏃 4.7 。.7 0.4 2.7 47 棺 釘 17.8 1.0 0 7 53.7 木質残

18 鏃 10.3 1.0 0.3 7.6 48 棺 釘 18.5 1. 2 1.1 85.8 木質残

19 鏃 13.8 (LO) 0.4 9.4 49 棺 釘 17.9 1.1 1.0 84.8 木 質 残

20 鏃 8.5 1.1 0.3 5.7 50 棺 釘 18.1 1.1 1.1 89.0 木質残

21 鏃 8.8 LO 0.3 6.2 51 棺 釘 18.1 1.2 1.0 74.9 木質残

22 鏃 14.1 1.1 0.3 6.1 木質残 52 棺 釘 17.3 1.2 1.0 85.6 木質残

23 鏃 13.8 1.0 0.2 10 6 53 棺 釘 17.3 1.2 1.1 73 6 木質残

24 鏃 12.6 1.7 0.3 11.0 木質 僅残 54 棺 釘 16.3 1.1 0.9 64.9 

25 鏃 12.3 1.6 0.4 9.1 55 棺 釘 15.7 1.1 0.6 24 5 木質残

26 鏃 9.5 1.4 0.3 10.1 56 棺 釘 15學2 1. 2 1.0 65.4 木質残

27 鏃 4 5 1.4 。.2 4.1 57 棺 釘 9.9 1.1 0 5 38.2 

28 鏃 14.0 0.7 0.2 6.7 木質残 58 棺 釘 9.7 1. 2 0 6 11.2 木質残

29 鏃 9.5 0.5 0.3 8.0 木 質僅残 59 棺 釘 4.9 1.0 0.8 33.4 木質残

30 鉄 11.9 0.7 。.4 (8.9) 

31. 鏃 8.7 0.5 0.3 3.5 
（ ）数字は推定、ただし重量の（ ）は処理後

32 鏃 7.9 0.6 0.4 6.0 

33 鏃 6.2 0 6 0.4 4.8 
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III 山陽町内の遺跡

表ー 5 2号墳第 2主体部鉄器計測表 表ー 6 2号墳第 3主体部鉄器計測表

闘 種 別 残(存cm)長 最(大cm)幅 最(大cm)厚 重旦
備 考 誓詈 種 別 残(存cm)長 最大幅

最(大cm)厚 璽最
備 考(g) (cm) (g) 

1 刀 子 16.9 1.5 0.3 18.3 木質残 1 刀 子 18.7 1.2 0.5 32.5 

2 鏃 19.1 1.2 0.3 11.7 木質残 2 刀 子 18.5 1.1 0.4 31.4 

3 鏃 11.2 2.6 0.4 12.5 木質残 3 鏃 14.1 2.1 0.4 18.8 木質残

4 鏃 12.1 1. 7 0.5 14.8 

表ー 7 2号墳第 4主体部鉄器計測表

翡 種 別 残(存cm)長 最大輻 最大厚 璽址 備 考 闘 種 別 残(存cm)長 最(cm大)幅 最(大cm)厚 重盤
備 考(Clll) (cm) (g) (g) 

1 大 刀 73.1 3.2 0.4 681.6 3 片計 39 鏃 14.9 (3.3) 0.5 (28.8) 木質残

2 大 刀 44.3 (2.7) 0.5 212.5 40 鏃 9.0 3.1 0.4 17.8 

3 大 刀 77.1 4.0 6.0 (295.3) 2 片計 41 鏃 8.9 (2.9) 0.5 22.3 木質残

4 ＇刀 子 24.7 2.9 0.7 174.7 42 鏃 5.9 3.3 3.5 07.3) 

5 刀 子 24.3 1.9 0.4 61.1 43 鏃 7.3 (2.8) 0.5 18.0 

6 刀 子 21.6 2.1 0.4 (42.8) 44 鏃 4.3 (1. 7) 0.5 6.3 

7 刀 子 4.0 1. 7 0.4 6.0 45 鏃 5.6 1. 7 0.3 6.1 

8 刀 子 7 2 2.1 0.6 36.4 46 鏃 3.7 (2.2) 0.5 (5.5) ， 刀 子 5.9 2.4 0.3 (14.6) 47 鏃 4 0 (2.6) 0.3 4.8 

10 刀 子 4.0 1.6 0.4 7.7 48 鏃 4.5 1.4 0.3 3.2 

11 刀 子 3.9 0.9 0.2 5.8 49 鏃 8.4 2.7 0.7 34.9 木質残

12 刀 子 5.3 i.2 0.2 5.4 50 鏃 O". • l ＂ヽ.ワ, 0.5 15.7 

13 鍔 6喩8 (6.2) 0.6 38.9 51 鏃 8.0 (3.8) 0.3 17.8 木質残

14 鎚 3.0 2.1 0.2 8.1 52 鏃 4.9 (1.9) 0.3 4.0 木質残

15 鏃 11.5 1.2 0.4 02.1) 53 鏃 10.8 1.1 0.4 13.0 木質残

16 鏃 10.2 1.1 0.4 9.9 54 鏃 7.9 0.9 0.4 (11.1) 木質残

17 鏃 9.9 (1.2) 0.4 9.6 55 鏃 6.3 0.8 0.4 6.8 

18 鏃 10.6 1.2 0.4 12.8 56 鏃 6.2 。.7 0.4 (3,5) 木質残

19 鏃 3.3 1.2 0.3 3.0 57 鏃 4.5 0.8 0.3 (3.9) 

20 鏃 3.5 0.9 0.3 2.8 58 鏃 4.5 0.9 0.4 (6.1) 

21 鏃 6.6 0.9 0.2 (3.8) 59 鏃 3.6 0.9 0.5 (5.2) 

22 鏃 2.0 1.0 0.2 (1. 2) 60 鏃 4.0 0.7 4.5 (3.2) 

23 鏃 4.3 1.1 0.2 5.1 61 鏃 4.5 0.7 0.4 (6.1) 

24 鏃 11.2 1.6 0.4 15.6 62 鏃 10.0 0.8 0.3 6.7 

25 鏃 10.1 1. 7 0.4 10.2 木質残 63 鏃 8.4 0.8 0.4 (5.2) 

26 鏃 9.0 1.7 0.3 11.6 木質残 64 鏃 7.8 0.8 0.6 (9.0) 

27 鏃 8.7 2.1 0.5 9.1 65 鏃 5.0 0.6 0.4 (3.6) 

28 鏃 5.7 1.8 0.6 7.3 66 鏃 4.5 0.8 0.3 5.0 

29 鏃 11.6 3.9 0.5 51.8 67 鏃 3.7 0.6 0.4 4.0 

30 鏃 15.4 (4.2) 0.5 42.2 木質残 68 鏃 3.6 0.5 0.4 (3.1) 

31 鏃 8.6 2.7 0.4 22.7 69 鏃 3.3 0.6 0.3 (3.6) 

32 鏃 11.7 (3.2) 0.4 (21.1) 木質残 70 鏃 3.1 0.5 0.2 (2.3) 

33 鏃 11.8 (3. 7) 0.8 26.7 71 鏃 3.9 0.5 0.3 (1. 7) 

34 鏃 7.3 (3.9) 0.3 26.8 72 鏃 5.1 0.6 0.6 (3.2) 木質残

35 鏃 12.3 (2. 8) 0.6 25.4 木質残 73 鏃 3.9 0.7 0.4 1. 9 木質残

36 鏃 12.6 3.0 0.6 (22.3) 木質残 74 鏃 3.1 0.5 0.4 (1. 7) 

37 鏃 7.3 2.7 0.5 17.6 75 鏃 3.7 0.4 0.4 (1. 7) 

38 鏃 5.2 (2.6) 0.2 (6.2) 76 鏃 3.1 0.5 0.3 1.2 木質残
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ID 山陽町内の遺跡

闘 種 別 残(存cm)長 最(cm大)幅 最(大an)厚 重量
備 考 闘 種 別

残存長
最(cm大)幅 最 大 厚 咀 嚢

備 考(g) (cm) (cm) (g) 

77 鏃 2.6 0.4 0.4 (0. 7) 120 馬 六目 3.4 2.7 16.2 

78 鏃 2.1 0.6 0.3 (0.8) 121 馬 六目 3.4 2.8 07 .6) 

79 鏃 2.1 0.4 0.2 0.6 木 質残 122 馬 六目 2.4 2.6 4.7 

80 鏃 1.8 0.6 0.3 1.0 123 馬 六目 4.6 3.6 鋲長 1.8 (24. 3) 

81 弓飾金具 3.5 頭径 0.6 筒径 0.5 (2.4) 124 馬 六目 4.7 3.6 18.5 

82 弓飾金具 3.3 頭径 0.6 筒径 0.5 (2.3) 125 馬 六目 3.6 0.4 11. 0 

83 弓飾金具 3.0 頭径 05 筒径 05 2.7 126 馬 六目 4.2 径 07 6.4 

84 弓飾金具 3.0 頭径 0.6 筒径 0.5 (1.8) 127 馬 六自 3.0 径 0.5 3.4 

85 弓飾金具 2疇， 頭径 0.6 筒径 0.5 (1.9) 128 馬 六自 2.1 径 0.4 (l. 7) 

86 弓飾金具 2.9 頭径 0.5 筒径 0.5 1.8 129 釘 17.2 l會 3 1.0 84.8 

87 弓飾金具 2.3 頭径 0.5 筒径 0.5 1.6 130 釘 17 0 1.4 1.2 96.3 木 質 残

88 弓飾金具 2.4 頭径 0.5 筒径 0.5 (1.5) 131 釘 16.2 1:2 1.0 84.4 木 質 残

89 弓飾金具 2.6 頭径一 筒径 5.5 2.3 132 釘 15 6 l. 2 0.8 68.1 木質 残

90 弓飾金具 2.3 頭径ー 筒径 0.5 (1.9) 133 釘 15.7 1. 4 0.8 79 4 木質残？

91 弓飾金具 2.7 11 (5.5) 筒径 3.5 1.0 134 釘 15.3 1. 2 0.9 78.3 木質 残

92 弓飾金具 2.6 頭径 0.4 筒径 0.3 0.8 135 釘 15.1 1. 3 0.8 70.7 

93 弓飾金具 2.6 頭径 0.5 筒径 0.3 0.8 136 釘 14.8 1. 2 0.8 57.0 

94 弓飾金具 1.5 頭径 0.4 筒径 0.4 0.8 137 釘 15.l 1.6 0.8 64.4 木質残

95 街 上 9.7 0.9 138 釦 15.0 (1尋4) 。.7 53.4 木質残

馬 街 下 9.7 0.9 138.6 139 釘 13.9 1.0 1.0 67.2 木質残

六目 鏡 板 7.4 8.4 0.9 140 釘 13.3 1. 2 0.9 (53.5) 

96 馬 具 9.2 9.0 0.9 (88.9) 141 釦 13.5 1.1 0.6 (41. 8) 

97 馬 六目 9.6 9.2 0.8 (84.2) 142 釘 12.6 0.9 0.5 36.5 

98 馬 六目 14.4 2.8 0.9 35.7 143 釘 11.3 1. 2 1.1 51.9 

99 馬 具 0.8 56.7 144 釘 10.7 0.9 0.8 25.8 

100 馬 六目 0.8 44.3 145 釘 10.0 1. 2 0.8 (40. 7) 木質残

101 馬 六目 7.8 1.8 0.9 27.3 146 釘 11.1 (1.4) (1.0) 42.9 

102 馬 六自 10.4 3.1 径 0.5 79.5 147 釘 10.3 1.1 0.7 (53. 4) 木 質 残

103 馬 六目 4.7 2.7 径 0.5 34.9 148 釘 9.3 1. 2 0.7 30.0 木質残

104 馬 六目 7.3 径 0.7 53.2 149 釘 9.7 1.0 0.6 (36. 7) 木質残

105 馬 六目 8.4X 2 径 0.4 041尋7) 150 釘 8.7 1.2 0.8 34.。
106 馬 六目 6.5 2.6 径 0.7 (35.5) 151 釘 8.8 1. 6 1.3 38.0 木質残

107 馬 六目 各3.5以下 0.8 径 0.4 5.5 3 片 152 釘 7.5 (1.6) (1.3) (21. 3) 木質残

108 馬 具 6.9 5.6 径 0.6 42.0 153 釘 6.6 1.1 0.9 11.9 木質残

109 馬 具 7.5 5.0 径 0.7 65.3 154 釘 7.6 1. 2 0.9 40.3 木質残

llO 馬 具 6.0 5.6 径 0.9 34.4 155 釘 7.0 2.1 1.0 27阜9 木質残

111 馬 六目 6.0 径 0.6 14.6 156 釘 6.1 1.0 0.7 24.7 木質残

112 馬 具 7.8 4.6 径 0.8 32電5 157 釘 6.0 1.1 o. 1 1 os.a) 

113 馬 具 7 6 4.3 径 0.6 (39.3) I 1sa 釘 3.3 1.6 1.4 14.5 木質残

114 馬 具 4.6 径 0.8 09.4) 159 釘 4.4 0.8 0.7 9.s I 
115 馬 具 6.3 0.9 径 0.8 (19.4) I 1so 鎚 18.5 1.6 1.2 137.0 木質残

116 馬 六目 3.3 径 0.6 (3.6) 161 鋸 13.7 1.8 1.0 (94.9) 木 質 残

117 馬 具 8.0 1.9 径 06 25.3 162 鎚 11.8 1.5 1. 2 (85. 8) 木 質 残

118 馬 具 4.4 径 0.9 (15.9) 163 鎚 4.9 1.5 0.4 (21.1) 木 質 残

119 馬 具 6.5 径 0.6 20.9 164 鎚 2.7 0.7 0.3 (2.3) 木 質 残
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皿 山協町内の遺跡

闘 種 別 残(存cm)長 最(大an)幅 最(大cm)厚 重量
備 考 闘 穂 別 残(存OD)長 最(大an)幅 最(大cm)厚 重量 備 考(g) (g) 

165 鎚 2.7 0.8 0.3 (2.8) 174 不 明 4.7 0.9 0.4 (6.1) 

166 斧 7,5 4.0 (109.4) 袋部外径3.2 175 不 明 10.4 0.9 0.6 20.2 釘 ？ 

167 釘 ？ 6.9 4.0 45.1 I 176 不 朋 8.1 0.9 0.8 18.5 釘 ？ 

168 釣 針 I (2.8) 177 不 明 6.6 0.9 0.3 19.1 

169 不 明 4.9 2.2 0,6 04.0) 178 不 明 4.8 1.3 0.5 (8.1) 

170 不 明 5.8 1.0 1.0 (19. 2) 釘 ？ 179 不 明 3.8 0.8 0.3 6.1 

171 不 明 6 6 0.6 0.5 5.0 釘？鏃？ 180 不 明 3.8 0.4 0.4 (1.8) 

172 不 明 5.2 1. 4 0.7 (14. 0) 釘 ？ 

173 不 明 4.1 0.9 0.6 (7. 0) 

表ー 8 2号墳第 1主体部玉類計測表

闘 種類 長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

1 勾玉 31.5 幅19.9 右 2.8、左 1.3 12.42 硬 玉 淡黄 厚さ11.4mm、片面穿孔、刺突

2 管玉 29.3 8.2-7.9 上 3.2、下 1.0 ;:,n .onr, u 碧 玉 豆燃 片面穿孔、ややまだらの濃淡

3 管玉 27.7 7_9,..__.7_5 上 3.0、下 1.0 3.15 碧 玉 濃緑 片面穿孔

4 管玉 26.0 7.5,...__.6.8 上 3.3、下 1.0 2.53 碧 玉 濃緑 片面穿孔、まだらに濃淡

5 管玉 26.0 7.6~7.2 上 3.2、下 1.0 2.69 碧 玉 緑 片面穿孔、まだらに濃淡

6 管玉 24.4 7,6,....,7.4 上 2.8、下 1.0 2.60 碧 玉 緑 片面穿孔、ややまだらの誤淡

7 管玉 ？ 4.7 上 1.2 0.20 緑色疑灰岩 海緑 粗悪、破片

8 管玉 17 .1 5.8-5.5 上 2.3、下0.8 1.00 碧 玉 緑 片而穿孔、ややまだらの濃淡， 管玉 16.3 5.8~5.4 上 2.5、下1.8 0.94 碧 玉 緑 片面穿孔、剌突

10 管玉 不能 (1.0) 上(1.0)、下(1.8) 0.26 緑色疑灰岩 海緑 片面穿孔、粗悪

11 管玉 11.5 6.9-6.2 上 2.3、下 3.1 1.18 ガラス 薄緑 斜めにねじれ、引きのばし

12 管玉 ？ 4.8 2.2 0.10 緑色疑灰岩 薄緑 粗悪、破片

13 切子玉 24.1 15.5,.._, 上 4.0、下 1.5 6.15 水 日日日 透明 片面穿孔六面

14 切子玉 20.9 15.0-7.9 上 5.0、下 4.0 5.25 水 晶 透明 片面穿孔、刺突六面

15 切子玉 15.5 13_9,..__.7_3 上 3.5、下 4.0 3.50 水 晶 透明 片面穿孔、剌突六面

16 切子玉 14.9 14.8,.._,7.4 上 4.0、下 5.0 3.52 水 晶 透明 片面穿孔、剌突六面

17 切子玉 15.3 11.8~7.l 上 3.2、下 4.0 2.77 水 品 透明 片面穿孔、剌突七面

18 切子玉 15.1 11.7......,5.6 上 3.3、下 2.5 2.28 水 晶 透明 片面穿孔、剌突六面

19 切子玉 14.5 12.4---6.9 上 3.5、下 3.0 2.54 水 晶 透明 片面穿孔、剌突六面

20 算盤玉 11電7 13.0,.__,8.6 上 3.6、下 3.5 2.57 水 晶 透明 片面穿孔、剌突

21 算盤玉 8.4 12.1~6.8 上 3.5、下 1.2 1.56 水 晶 透明 片面穿孔

22 丸玉 8.3 9.9,..__,5.9 上 2.4、下 5.0 1.16 水 晶 透明 片面穿孔、剌突

23 小玉 5.6 6.9~5.0 1.5 0.38 ガラス 紺

24 小玉 5囀2 6.8~5.2 l. 5 0.37 ガラス 紺

25 小玉 3.3 4.7 1. 7 0.09 ガラス 淡緑

26 小玉 2.6 4.6 1.2 〇.07 ガラス 淡緑

27 小玉 2.0 4.6 2.0 
囀゚ 04

ガラス 暗青

28 小玉 3.2 4.4 1.1 0.08 ガラス 緑
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m 山陽町内の遺跡

闘 種類 長さ (mm} 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

29 小 玉 2會7 6.4 1.5 。鴫08 ガラス 淡緑

30 小 玉 2.0 4.4 1.5 0.04 ガラス 青（透明）

31 小 玉 3.2 4.3 1.3 0.08 ガラス 淡緑

32 小 玉 3.1 4.3 1.2 0.07 ガラス 淡緑

33 小 玉 2.1 4.3 1.6 〇.02 ガラス 青（透明）

34 小 玉 2.0 4.3 1.5 0.07 ガラス 淡緑

35 小 玉 2.1 4.3 1.3 0.05 ガラス 青（透明）

36 小 玉 1. 7 4阜3 2.1 0.04 ガラス 青（透明）

37 小 圭 2.8 4.2 1.2 0.07 ガラス 淡緑

38 小 玉 2.5 4.2 1.9 0.05 ガラス 賠青

39 小 玉 2.8 4.2 2.0 0.05 ガラス 青

40 小 宝 1.8 4.2 1.8 0.04 ガラス 青（透明）

41 小 玉 2,7 4.1 
l阜゚

0.06 ガラス 紺

42 小 玉 2.3 4.1 1.5 0.04 ガラス 青（透明）

43 小 玉 2.2 4.1 1.2 0.05 ガラス 淡緑

44 小 玉 2.6 4.0 1.6 0.06 ガラス 淡緑

45 小 天 3.0 4.0 1.6 0.06 ガラス 青

46 小 玉 3.2 4.0 1.0 0.06 ガラス 淡緑

47 小 玉 3 1 4.0 1.2 0.07 ガラス 薄緑

48 小 玉 3.0 4.0 1.4 0.06 ガラス 淡緑

49 小 玉 2.5 4.0 1.5 0.04 ガラス 青（透明）

50 小 至 2.9 4.0 1.3 0.06 ガラス 淡緑

51 小 玉 2.0 4.0 1.5 0.04 ガラス 青（透明）

52 小宝 2.2 4.0 1.5 0.05 ガラス 青

53 小 玉 1.9 4.0 l号8 0.03 ガラス 青（透明）

54 小玉 1.8 4.。 1. 3 0.03 ガラス 青（透明）

55 小玉 1.8 4.0 1. 6 0.04 ガラス 青（透明）

56 小 玉 2.0 4.0 1.2 0.04 ガラス 青（透明）

57 小 玉 1. 7 4.0 1. 5 0.03 ガラス 青（透明）

58 小 玉 1.8 4.0 1. 7 0.03 ガラス 青（透明）

59 小玉 1.8 4.0 1.5 0.03 ガラス 青（透明）

60 小玉 1. 7 4.0 1.6 0.04 ガラス 青（透明）

61 小玉 1.8 4.0 1.8 0.03 ガラス 青（透明）

62 小玉 1. 7 4.0 1.8 0.04 ガラス 青（透明）

63 小玉 3.0 3.9 1.5 0.06 ガラス 淡緑

64 小玉 2.6 3.9 1.8 0.05 ガラス 青

65 小宝 1.8 3.9 1.2 0.03 ガラス 青

66 小玉 1.9 3.9 1. 7 0.03 ガラス 青（透明）

67 小玉 1. 7 3,9 1.5 0.03 ガラス 青（透明）

68 小玉 2.7 3.9 1.3 0.05 ガラス 青

69 小玉 2.2 3.8 1.3 0.03 ガラス 青（透明）

70 小玉 2.2 3.8 1.0 0.04 ガラス 青（透明）

71 小王 1.6 3.8 1.3 0.02 ガラス 青

72 小玉 2.0 3.8 1.4 0.02 ガラス 暗青

73 小玉 1.8 3.8 1.5 0.02 ガラス 青（透明）

74 小玉 2.1 3.8 1.2 0.03 ガラス 青（透明）

75 小玉 2.0 3.8 1.3 0.03 ガラス 青（透明）
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III 山陽町内の遺跡

闘 種類 長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

76 小玉 2.0 3.8 1.5 0.03 ガラス 青（透明）

77 小玉 1.8 3.8 1.8 0.03 ガラス 暗青

78 小玉 2.1 3.8 1. 7 。.03 ガラス 青（透明）

79 小玉 2.0 3.8 1.2 0.02 ガラス 淡緑

80 小玉 2.0 3.8 1.3 0.04 ガラス 青（透明）

81 小玉 1.6 3.8 1.5 0.03 ガラス 青（透明）

82 小玉 1. 7 3.8 1.3 0.02 ガラス 青

83 小玉 3.1 3.7 1.2 0.05 ガラス 淡緑

84 小玉 2.7 3.7 1 0 0.04 ガラス 青（透明）

85 小玉 1.8 3.7 1.8 。.02 ガラス 青（透明）

86 小玉 2.2 3.7 1.5 0.03 ガラス 青

87 小玉 2.2 3.7 1.2 0.02 ガラス 淡緑

88 小玉 1.5 3.7 1.5 0.02 ガラス 青（透明）

89 小玉 1.8 3.7 1.6 0.03 ガラス 育

90 小玉 1. 7 3.7 1.5 0.03 ガラス 青（透明）

91 小玉 1.8 3.7 1.5 0.03 ガラス 青（透明）

92 小玉 1.6 3.7 1.5 0.03 ガラス 青

93 小玉 1.8 3.7 1.8 0.03 ガラス 青（透明）

94 小玉 2.0 3.7 1.3 0.04 ガラス 青（透明）

95 小玉 2.0 3.7 1.0 0.03 ガラス 青（透明）

96 小玉 2.4 3.6 1.0 0.04 ガラス 青

97 小玉 1.8 3.6 1.2 0.03 ガラス 青（透明）

98 小玉 2.7 3.5 0.6 0.04 ガラス 淡緑

99 小玉 3.1 3.5 1.0 0.05 ガラス 淡緑

100 小玉 2.8 3.5 1.0 0.03 ガラス 淡緑

101 小玉 1.6 3.5 1. 5 0.03 ガラス 青（透明）

102 小玉 1.6 3.5 1. 5 0 03 ガラス 青（透明）

103 小玉 2.0 3.5 1. 2 0.04 ガラス 青

104 小玉 1.8 3.5 1.5 0.03 ガラス 青（透明）

105 小王 1.5 3.5 1. 5 0.02 ガラス 青

106 小玉 1.8 3.4 1. 5 0.03 ガラス 青（透明）

107 小玉 1.6 3.4 1. 5 0.02 ガラス 青（透明）

108 小玉 3.5 3.3 1.0 0.06 ガラス 青

109 小玉 1.8 3.3 1.0 0.03 ガラス 青（不透明に近い）

llO 小玉 2.0 '3.3 1.0 0.03 ガラス 暗青

111 小玉 1.5 3.3 1.4 0.01 ガラス 青（透明）

112 小玉 1.5 3.3 1.1 0.02 ガラス 青（透明）

113 小玉 3.2 3.2 1.6 0.05 ガラス 青

114 小玉 2.8 3.2 0;8 。.04 ガラス 青

115 小玉 2.8 3.2 1.0 0.04 ガラス 青

116 小玉 2.0 3.2 1.0 0.03 ガラス 暗青

117 小玉 1.8 3.2 1.0 a.oz ガラス 暗青

118 小玉 1.8 3.2 1.4 0.03 ガラス 賠青

・-
119 小玉 1.4 3.2 1.1 0.01 ガラス 青（透明）

120 小玉 2.4 3.0 1.0 0.02 ガラス 賠青

121 小玉 2.3 3.0 1.2 0.03 ガラス 暗青

122 小玉 2.2 3.0 0.8 0.03 ガラス 濃紺
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III 山陽町内の遺跡

闘 種類 長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重泣 (g) 材 質 色 調 備 考

123 小玉 2.1 3.0 1.1 0.03 ガラス 紺

124 小玉 1.8 2.6 0.8 0.02 ガラス 青（不透明に近い）

125 小玉 1.7 2.5 1.0 0.02 ガラス 青（不透明に近い）

126 小玉 1.5 2.0 0.8 0.01 ガラス 淡緑

表ー 9 2号墳第 3主体部玉類計測表

誓喜 種類 長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

1 管玉 17.7 7.8 上 2.8、下 1.0 2.00 碧 否 濃緑 片面穿孔

2 棗玉 12.0 g_z,..._,4_0 J: 2. 5 , 下 2.0 0.54 埋もれ木 黒 両面穿孔

3 小玉 4.5 5.5 1. 7 0.19 ガラス 紺

4 小玉 3.8 5.4 1. 7 0.15 ガラス 紺

5 小 玉 4.0 6.2 1.1 0.23 ガラス 紺

6 小 玉 4.8 5.8 1.4 0.18 ガラス 紺

7 小 玉 3.8 6.1 1.3 0.18 ガラス 紺

8 小 玉 4.0 5.8 1.3 0.17 ガラス 緑

， 小 玉 3.8 5.8 1.5 0.19 ガラス 紺

10 小 玉 4.6 5.6 1.8 0.19 ガラス 緑

11 小 玉 3.8 5.8 1.5 0.16 ガラス 緑

12 小玉 3.7 5.9 1.2 0.18 ガラス 紺

13 小 玉 3.7 6.3 1.2 0.21 ガラス 緑

14 小玉 3.9 5.6 1.2 0.16 ガラス 紺

15 小玉 3.5 5.8 1.3 0.16 ガラス 紺

16 小玉 3.6 5.9 1. 5 0.15 ガラス 緑

17 小玉 3.4 5.6 1.1 0.15 ガラス 紺

18 小玉 4.0 5.7 1.8 0.17 ガラス 緑

19 小天 4.1 5.8 1. 3 0.18 ガラス 紺

20 小玉 3.4 6.0 1. 3 0.17 ガラス 紺

21 小玉 3.5 5.8 1. 2 0.17 ガラス 紺

22 小 玉 3.6 5.8 1.2 0.16 ガラス 紺

23 小 玉 4.0 5.4 1.2 0.16 ガラス 紺

24 小 玉 3.9 5.7 1.3 0.17 ガラス 紺

25 小 玉 3.8 5.7 1.3 0.18 ガラス 紺

26 小玉 3.8 6.3 l. 7 0.19 ガラス 緑

27 小 玉 3.9 5.8 1.5 0.16 ガラス 紺

28 小 玉 3.5 5.9 1.1 0.17 ガラス 紺

29 小 玉 3.5 5.8 1.2 D.16 ガラス 紺

30 小 玉 4.5 6.0 1.6 0.21 ガラス 緑

31 小 玉 3.7 5.7 1.8 0.16 ガラス 紺
I 

32 小玉 3.9 5.6 1.3 0.17 ガラス 紺

33 小玉 3.9 5.8 1.1 0.18 ガラス 紺

表―10 2号墳第 4主体部玉類計測表

誓悶I種類 1長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

I 

＇ 幅12.4 上 2.5、下 3.5 2.56 瑚 瑶 暗赤褐22.0 片面穿孔、剌突、断口も磨き

33.5 8.5,....,7.6 J::. 4.0、下 1.5 3.86 碧 玉 暗緑
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[II 山陽町内の遺跡

訓種類 長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重星 (g) 材 叫色 調 備 考

3 管玉 14.2 5.7,...,5.6 上 3.0、下 2.5 0 69 ガラスl紺
4 管玉 ？ 6.1 上1.0 0.35 ガラス 青 破片

5 切子玉 19.8 12.6~5.7 上 4.0、下 2.0 3.99 水 晶 透明 片面穿孔、剌突、六面

6 切子玉 18.0 12.6,.....,6.9 上.4.5、下 4.0 3.22 水 晶 透明 片面穿孔、剌突、六面

7 切子玉 10.9-6.0 10.9,..,.,6.0 上 3.5、下 3.0 2.23 水 晶 透明 片面穿孔、剌突、六面

8 切子玉 11. 7 9.9~ J::. 3.0、下 1.2 1.53 水 晶 透明 片面穿孔、剌突， 小玉 8.6 11.9 上 4.0、下 3.3 0.98 ガラス 透明紺 破片

10 小玉 6.2 10.3 上 2.2、下 2.3 0.89 ガラス 透明紺

11 小玉 7.5 9.3 上 2.0、下 2.0 0.90 ガラス 透明紺

12 小玉 7.4 8.8 上 2.2、下 2.2 0.72 ガラス 透明紺 成形時にねじれ

13 小玉 4.7 8.5 上 2.2、下 2.2 0.51 ガラス 透明紺

14 小玉 5.4 7.9 上 2.0、下 2.0 0.46 ガラス 透明紺

15 小玉 6.4 7.6 上 2.5、下 2.5 0.54 ガラス 透明紺

16 小玉 5.3 7.6 上 2.5、下 2.5 0.31 ガラス 透明紺

17 小玉 4.3 7.6 上 1.4、下 1.6 0.36 ガラス 透明紺

18 小玉 6.3 7.5 上 1.5、下 1.5 0.45 ガラス 透明紺

19 小玉 4.8 7.3 上 1.8、下 1.8 0.37 ガラス 透朋紺

20 小玉 5.2 7.3 上 2.0、下 2.0 0.36 ガラス 透明紺

21 小玉 6.7 7.2 上 2.5、下 2.5 0.35 ガラス 濃紺

22 小玉 5.3 7.2 上 2.0、下 1.8 0.36 ガラス 紺

23 小玉 4.7 7.2 9上 1.8、下 1.8 0.35 ガラス 紺

24 小王 3.7 7.2 J::. 2.0、下 2.0 0.25 ガラス 紺

25 小玉 4.5 6.9 上 2.2、下 2.3 0.30 ガラス 紺

26 小玉 4.3 6.7 上 2.0、下 2.0 0.25 ガラス 紺

27 小玉 4.5 6.2 上 3.0、下 LO 0.25 ガラス 紺

28 小玉 3.9 6.0 上 2.0、下 2.3 0.18 ガラス 紺

29 小玉 4.7 5.9 上 1.3、下 1.4 0.22 ガラス 紺

30 小玉 3.7 5.8 上 1.3、下 1.2 0.18 ガラス 紺

31 小玉 5.0 5.8 上 l.5、下 1.3 0.22 ガラス 青

32 小玉 4.0 5.8 上 2.8、下 2.8 0.10 ガラス 淡青 破片

33 小玉 3.6 5.6 上 1.0、下 1.2 0.16 ガラス 緑

34 小玉 2.0 4.7 上 1.2、下 1.2 0.05 ガラス 淡緑

35 小王 2.6 4.1 上 1.3'下 1.3 0.06 ガラス 淡緑

36 小玉 2.5 3.9 上 l.7、下 l.7 0.04 ガラス 淡緑

37 小玉 2.4 3.9 上 1.0、下 10 0.05 ガラス 淡宵

38 小玉 7.7 8.5 上 1.3、下 2.0 0.49 土（練玉） 黒褐

39 小玉 7.7 8.1 上 1.3、下 1.5 0.48 土（練玉） 黒

40 小玉 7.5 8.3 上 1.6、下 1.8 0.57 土（練玉） 黒

41 小玉 7.4 8.2 上 1.2、下 1.2 0.49 土（練玉） 黒褐

42 小玉 7.0 8.2 上 1.6、下 1.6 0.50 土（練玉） 黒

43 小玉 8.1 8.5 上 2.0、下 l.8 0.58 土（練玉） 黒褐

44 小玉 8.5 8.9 上 1.5、下 2.0 0.65 土（練玉） 黒

45 小玉 8.0 7.8 上 1.8、r1.5 0.50 土（練玉） 黒褐

46 練玉 8.1 8.4 上 1.8、下 1.5 0.61 土 黒

47 練玉 7.0 8.6 上 1.0、下 1.2 0.43 土 黒褐
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III 山陽町内の遺跡

闘 種類 長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

48 練玉 7.3 7.9 上 1.5、下 1.5 0.46 土 黒

49 練玉 8.1 8.1 上 1.6、下 1.5 0.54 土 黒褐

50 練玉 8.6 7.9 上 1.7、下 2.0 0.55 土 黒褐

51 練玉 7.5 8.8 上 1.5、下 1.6 0.56 土 黒

52 練玉 7.0 7.7 上 2.0、下 1.5 0.40 ± 黒褐

53 練玉 8.0 8.D 上 1.4、下 1.7 0.49 土 黒褐

54 練玉 8.5 7.9 上 1.3、下 1.8 0.60 土 黒褐

55 練玉 7.9 8.5 上 2.0、下 2.0 0.59 土 黒褐

56 練玉 7.0 8.2 上 1.5、下 1.5 0.45 士 黒

57 練玉 8.8 9.8 上 1.8、下 l.7 0.72 ± 黒褐

58 練玉 8.5 9.0 上 2.0、下 1.5 0.70 土 黒褐

59 練玉 9.3 9.3 上 1.5、下 1.4 0.78 土 黒

60 練玉 8.2 8.3 上 1.6、下 1.5 0.56 土 黒

61 練玉 7.2 8.2 上 2.0、下 2.0 0.48 土 黒褐

62 練玉 7.2 7.9 上 1.5、下 2.3 0.43 土 黒褐

63 練玉 9.0 7.9 上 2.0、下 1.5 0.72 土 黒

64 練玉 6.8 8.9 上 2.0、下 1.5 0.46 土 黒

65 練玉 7.5 9.0 上 1.7、下 1.7 0.56 土 黒褐

66 練玉 7.2 8.1 上 2.2、下 1.5 0.45 ± 黒

67 練玉 7.6 7.8 J:. 1. 7、下 4.0 0.46 土 黒

68 練玉 7.9 8.6 上 2.2、下 2.0 0.58 土 黒褐

69 練玉 7.3 8.1 J:. 2.5、下 2.0 0.47 土 黒褐

70 練玉 8.0 8.7 上 1.3、下 1.3 0.60 土 黒褐

71 練玉 7.5 7.8 上 1.7、下 1.2 0.48 士 黒

72 練玉 7.9 8.5 J:. 1. 3、下 1.5 0.64 土 黒褐

73 練玉 7.9 8.4 上 1.2、下 1.5 0.52 士 黒

74 練玉 7.2 8.4 --上 1.5、下 1.8 〇.55 ± 黒褐

75 練玉 6.0 7.5 上 1.8、下 1.8 0.37 土 黒褐

76 練玉 7.0 8.2 上 1.9、下 2.3 0.42 土 黒褐

77 練玉 8.0 8.8 上 1.5、下 1.7 0.70 土 黒褐

78 練玉 7.2 8.0 上 1.6、下 2.0 0.48 土 黒褐

79 練玉 7.1 7.8 上 2.0、下 2.0 0.42 土 黒褐

80 練玉 8.1 8.1 上 1.8、下 2.0 0.57 土 黒

81 練玉 6.3 9.1 上 1.5、下 2.0 0.62 ± 黒褐

82 練玉 6.3 8.1 上 2.0、下 1.4 0.43 土 黒

83 練玉 6.8 7.8 上 1.5、下 1.7 0.42 土 黒褐

84 練玉 7.4 8.6 上 1.3、下 1.5 0.58 土 黒

85 練玉 6.8 8.3 上 2.3、下 2.0 0.53 ± 黒褐

86 練玉 8.2 9.3 上 1.7、下 2.0 0.65 ± 黒

87 練玉 7.5 7 8 上 1.5、下 1.8 0.53 土 黒

88 練玉 7.5 8.1 上 1.3、下 1.3 0.48 土 黒

89 練玉 7.2 8.0 上"2.0、下 3.0 0.47 土 黒褐

90 練玉 8.4 8.5 上 2.0、下 2.5 0.53 土 黒褐 I 
91 練玉 8.0 8.8 上 2.0、下 1.8 0.60 ± 黒褐
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皿 山陽町内の遺跡

闊悶 種類 長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

92 練玉 7.6 8.8 上 1.7、下 1.8 0.57 土 黒

93 練玉 7.1 9.0 上 1.4、下 1.6 0.55 土 黒

94 練玉 7.6 8.9 上 2.0、下 2.0 0.57 ± 黒

95 練玉 8.0 8.2 上 1.6、下 1.7 0.46 土 黒褐

96 練玉 7.5 8.2 上 1.7、下 1.7 0.39 土 黒褐

97 練玉 7.4 ？ 上 1.8、下 1.7 0.43 ± 黒褐

98 練玉 7.7 8.9 上 1.7、下 1.3 0.59 土 黒褐

99 練玉 9.0 9.0 上 2.0、下 3.0 0.75 土 黒褐

100 練玉 9.2 9.2 上 1.8、下 1.2 0.71 ± 黒褐

101 練玉 9.2 9.9 上 1.6、下 1.6 0.85 ± 黒

102 練玉 6.5 8.0 上 2.0、下 2.2 0.39 土 紺

表―11 5号墳玉類計測表

闘 種類 長さ (mm) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

1 勾玉 29.0 幅16.6 右 3.5、左 5.0 5.47 水 晶 透明 厚さ9.7mm、片面穿孔、剌突

2 管玉 29.7 10.0......,9.5 上 3.7、下 1.0 5.51 碧 玉 浪緑 片面穿孔、剌突

3 管玉 28.7 8.2 ...... 7.4 上 3.2、下 1.8 3.23 碧 玉 濃緑 両面穿孔

4 管玉 26.6 8.0--..,7.7 上 3.8、下 1.0 3.09 碧 玉 濃緑 片面穿孔

5 管玉 26.3 9.2,.__,8.8 上 3.2、下 0.8 4● 囀疇1f一 碧 = ＇ 浪緑 片面穿孔 ： 

6 管玉 24.7 8.5~8.2 上 3.0、下 1.0 3.25 碧 玉 濃緑 片面穿孔

7 管玉 23.1 9.6~9.3 上 3.0、下 1.0 3會87 碧 玉 濃緑 片面穿孔

8 管玉 22.3 8.3-----7.9 上 4.0、下 0.8 2.72 碧 玉 濃緑 片面穿孔

， 管玉 20.8 9.2-----8.7 上 2.0、下 1.0 3囀23 碧 玉 濃緑 片面穿孔

10 管玉 19.7 9.3----9.1 上 3.0、下 0.8 3.10 碧 玉 濃緑 片面穿孔、穿ち直し

11 算盤玉 11.5 12.5......,6.0 上 3.5、下 4.0 2.12 水 晶 透明 片面穿孔、剌突

12 丸玉 7.9 10.0 上 4.1、下 2.8 1.09 水 晶 透明

13 小玉 4.5 6.8 2電。 0.25 ガラス 紺

14 小玉 3.3 4.3 1.2 0.08 ガラス 淡緑

15 小玉 2.5 4.6 1.5 0.06 ガラス 淡青

16 小玉 2.0 4.3 1.3 0.04 ガラス 青（透明）

17 小玉 2.0 4.0 1.5 0.03 ガラス 青

18 小天 2.1 4.0 1.5 0.04 ガラス 青（透明）

19 小玉 2.3 3.8 1.5 ゜疇 04 ガラス 青

20 小玉 2.0 3.8 1.0 0.04 ガラス 青

21 小玉 2.0 3.8 1.2 0.03 ガラス 青（透明）

22 小玉 1. 7 3.7 l疇8 0.04 ガラス 青

23 小玉 1.4 3.7 2.2 0.02 ガラス 淡青

24 小玉 2.8 3.7 1.5 0.05 ガラス 淡青

25 小玉 2.0 3.7 1.2 0.03 ガラス 青

26 小玉 2.7 3.6 1.1 0.05 ガラス 青

27 小玉 1.9 3.6 1.1 0.03 ガラス 青

28 小玉 2.0 3.6 2.0 0.03 ガラス 青

29 小玉 3.5 3.8 1. 5 0.06 ガラス 淡青
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m 山陽町内の遺跡

闘 種類 長さ (IIIID) 径 (mm) 孔 径 (mm) 重量 (g) 材 質 色 調 備 考

30 小玉 1.9 3.5 1.5 0.03 ガラス 青（透明）

31 小玉 1.8 3.4 1.2 0.03 ガラス 青

32 小玉 2.1 3.4 1.6 0.02 ガラス 青 破片

33 小玉 3.0 3.4 1.6 0.02 ガラス 青（透明） 破片

34 小玉 1.6 3.4 1.6 0.01以下 ガラス 青（透明） 破片

35 小玉 2.0 3.3 2.0 0.01 ガラス 青（透明） 破片

36 小玉 1.8 3.3 1.6 0.02 ガラス 暗青 破片

37 小玉 2.6 3.2 1.2 0.05 ガラス 緑

38 小玉 1.3 3.1 1.5 0.01 ガラス 淡青

39 小玉 2.2 3.1 1.3 0.03 ガラス 赤茶

40 小玉 1. 9 3.1 1.0 0.02 ガラス 淡青

41 小玉 2.0 3.1 1.2 0.03 ガラス 青

42 小玉 1.5 3.1 1.2 0.02 ガラス 紺

43 小玉 1. 7 3.0 1.0 0.03 ガラス 青

44 小玉 2.1 3.0 1.2 0.03 ガラス 青（透明）

45 小玉 2.9 2.8 1.0 0.03 ガラス 黒

46 小玉 1.5 2.8 1.5 0.01 ガラス 青（透明）

47 小玉 1.8 2.8 1.2 0.01 ガラス 簿青

48 小玉 1.0 2.7 1.0 0.01 ガラス 青（透明）

49 小玉 2.1 2.7 1.0 0.01 ガラス 青 破片

50 小王 1.8 7.9 1. z 0.02 ガラス 淡青

51 小玉 1.8 2.7 1.2 0.01 ガラス 緑 破片

52 小玉 1.8 2.6 1.1 0.02 ガラス 赤茶 「胴赤」

53 小玉 1.6 2.6 1.0 0.02 ガラス 青

54 小玉 1.4 2.6 1. 2 0.02 ガラス 淡青

表―12 2号墳耳環計測表

品名
挿図 外径 (cm) 断面径 (cm) 重量

備 考
番号 （上下） X(左右） （上下） X(左右） (g) 

第 1 3.19 i 2.82 0.65 0.68 17.68 銀 2と対切れ目幅0.5mm

1 
2 3.11 i 2. 79 0.70 0.71 19.58 銀 1と対切れ目幅2.3mm

主
！ 

体
3 1. 97 1. 80 0.21 0.23 1.52 銀 4と対切れ目幅2.1mm

部 4 1.88 1. 81 0.22 0.25 1.39 銀 3と対切れ目幅1.0mm.

第主 1 1. 75 1. 51 0.25 0.21 1.11 銀断面多角形？ 2と対切れ目幅1.0mm
体

3部 2 1. 61 1.51 0.14 0.17 0.97 銀断面多角形 1と対切れ目幅1.1mm

第 1 1. 92 1. 70 0.19 0.21 2.83 金 2と対切れ目幅0.5mm

4 
2 1. 83 : 1. 68 0.20 ! 0.18 2.70 金 1と対切れ目幅0.3m

主
2. 01 l 1. 98 0.29 ， i ＇ 0.28 

体
3 2.81 銀断面多角形 4と対切れ目幅0.5m

部 4 1.80 I ! ： ？ 0.24 i 0.25 0.60 銀断面多角形 3と対切れ目幅？
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! 挿図 外径 (cm) 断面径 (cm) 重量
備 考番号 （上下） X(左右） （上下） X(左右） (g) 

5 2.37 1.97 0.40 ＇ ! ＇ 0.40 2.32 鉄地金銅貼 6と対切れ目幅？

6 2.14 1.91 0.31 i 0.31 1.59 鉄地銀貼 5と対切れ目幅1.0mm

第 7 2.15 2.09 0.54 l 0. 50 3.84 鉄地銀貼 8と対切れ目幅0. lIIIIIl 

8 2.10 ？ 0.41 0.38 1.49 鉄地銀貼 7と対切れ目幅？

4 ， 2.44 2.00 0.45 0.43 4.41 鉄地銀貼 10と対切れ目幅？

10 2.06 ？ 0.49 0.46 0.70 鉄地金銅貼 9と対切れ目幅？
主

11 2.58 2.30 0.53 i 0.52 5.56 鉄地金銅貼 12と対切れ目幅0.1mm

体
12 2.55 : 2. 48 0.57 ! 0.46 5.48 鉄地金銅貼 11と対切れ目幅2.0mm

13 2.56 l 2會 25 0.57 0.56 5.69 鉄地金銅貼 14と対切れ目幅2.0mm

部 14 2. 78 ' l ＇ 2.47 0.57 0.53 6.66 鉄地金銅貼 13と対切れ目幅2.5mm

15 2.80 [ 2.60 0.68 0.69 6.49 鉄地金銅貼 16と対切れ目幅1.0mm

16 2.59 ! 2.48 0.59 0.54 4.14 鉄地金銅貼 15と対切れ目幅1.0mm
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付載 l 斎富遺跡・斎富古墳群出土の玉類の産地分析

藁科哲男・東村武信

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

遺跡から出士する大珠、勾玉、管玉の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遣跡で加工さ

れたかということを調査するのではなくて、何ヶ所かあるヒスイまたは碧玉の原産地のうち、どこの

原産地の原石を使用しているかを明らかにするのが、玉類の原石の産地を明らかにすることは考古学

上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中国、雲南、ビルマ説、発見後

は、専ら国内説で、岩石学方法I)および貴重な考古遣物を非破壊で産地分析を行った蛍光X線分析で

行う元素比法2.3)が報告されている。また、碧下製管干の産地分析を系統的に行った研究では、蛍光X

線分析法と電子スピン共嗚法を併用し産地分析より正確に行った例4)が報告されている。石鏃などの

石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異

なる。 (1)石器の原産地推定で明らかになる、遺跡から石材原産地までの移動、活動範囲は、石器生活

必需品であるため、生活上必要な生活圏と考えられる。 (2)玉類は古代人が生きるために必ずしも必要

なものではない。勾玉、管玉は権力の象徴、お祭り、お守り、占いの道具、アクセサリーとして、精

神的な面に必要な作用を与えられる。従って、玉類の産地分析で、明らかになるヒスイ製玉類の分布

範囲は、権力の象徴としての玉類であれば、権力圏を現わしているかもしれない。お祭り、お守り、

占いの道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏が考えられる。石器の原材産地分析で得られない

貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った玉類、玉材石材は斎富遺跡前田地区の管玉ー250、前田 2区ーP17、勾玉同住居址

8の3個および斎富古墳群 5号墳主体部出士の管玉51、 2号墳第 4主体部内出土の管玉ー37、 2号墳

第 1主体部内出士の管玉ー36の3個で、これら合計 6個の遺物の分析結果が得られたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかな

いという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は遺物組成の組合わせ、比重の違

い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析はで

きない。成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって区

別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しない原産地を

消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、下などは、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析が

行なえる方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功している5)非破壊で分析を行なう蛍

光X線法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊

で産地分析を行った。ヒスイ製天類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有最を求め、試料の形や大き
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さの違いの影響を打ち消すために分析された元素同土で含有量の比をとり、この元素比の値を原産地

を区別する指紋とした。碧玉に含有されている常磁性種を分析し、その信号から碧王産地間を区別す

る指標を見つけて、産地分析に利用した。

碧玉原石の蛍光X線分析

碧干の蛍光X線スペクトルの例として花仙山産原石を第 1図に示す。猿八、玉谷産の原石から検出

される蛍光X線ヒ゜ークも異同はあるものの図 1で示されるビークは観測される。土岐、興部の産地の

碧玉は鉄の含有量が他の産地のものに比べて大ぎいのが特徴である。産地分析に用いる元素比組成

は、 Al/Si、K/Si、Ca/K、Ti/K、K/Fe、Rb/Fe、Fe/Zr、Sr/Zr、Y/Zr、である。 Mn/Fe、

Ti/Fe、Nb/Zrの元素比は非常に小さく、小さい試料の場合測定差が大きくなるので定量的な判定の

指標TPOはせず、判定のときに、 Ba、La、Caのピーク高さとともに、定性的に原材産地を判定す

る指標として用いる。

Alターゲット

励起

Feターゲット

励起

Agターゲット

励起
Cdターゲット

励起

k
 

Fe 
S1 

Mg 

Ba 

＇ ＇ 
I 

＇ ＇ 
I I I 

＇ 
I 

＇ ＇ 
I I 

＇ ＇ 90 120 200 300 400 500 300 400 500 600 700 800 500 600 700 800 

第 1図 花仙山産碧王原石の蛍光X線スペクトル

碧玉の原産地と原石の分析結果

分析した碧玉の原石の原産地を第 2図に示す。佐渡島猿八原産地は、 (1)新潟県佐渡郡畑野猿八地区

で、産出する原石は、地元で青玉と呼ばれている緑色系の石で、良質なものは割れ面がガラス光沢を

示し、質の良くないものは光沢の少ないグリーンタフ的なものである。産出量は豊富であったらしく

採石跡が何ヶ所か見られ、分析した原石は猿八の各地点から表採したものおよび地元で提供された原

石などで、提供されたものの中には露頭から得られたものがグリーンタフ層の間に約 7cm幅の良質の

碧玉層が挟まれた原石であった。分析した原石の比重と個数は、比重が2.6"-'2.4の間は 5個の合計36

個で、この中には、茶色の碧玉も 2個含まれている。原石の比重が2.6"-'2. 3の範囲で違っても、碧玉

の色が茶色、緑色、また、茶系色と緑系色の縞があるなど、多少色の違いがあっても組成上には反映

されていない。出雲の花仙山は近世まで採掘が行われた原産地で、所在地は(2)島根県八束郡玉楊町玉

造温泉地域である。産出する原石は濃緑色から緑色の緻密で、剣離面が光沢をもつ碧玉から淡白色な

どいろいろで、硬度が低そうなグリーンタフの様な原石も見られる。良質な原石の比重は2.5以上あ

り、質が悪くなるにしたがって比重は連続的に2.2まで低くなる。分析した原石は、比重が2.619"-' 

-172-



露
頭
（
原
石
が
生
成
し
た
場
所
で
採
集
可
能
な
地
点
）

1
 :

 新
潟

県
畑

野
町

，
猿

八
原

産
地

2
:
 島

根
県

玉
陽

町
，

花
仙

山
原

産
地

3
:
 兵

庫
県

豊
岡

市
，

玉
谷

原
産

地

産
出

量
多

い

こ
の

3
箇
所
の
み
知
ら
れ
て
い
る
。

— 1
7
3
 

|  

最
近

，
調

査
を

終
え

た
産

地

7
:
 西

興
部

村
，

興
部

原
産

地
：

良
質

碧
玉

a:
 山

南
町
，
石
戸
原
産
地
：
産
出
量
少
な
い
。

,. 
..
-"
'-

刀

芦

第
2
図

碧
玉

の
原

産
地

お
よ

び
碧

玉
の

様
な

緑
色

の
石

の
産

地

E 瞬 思 冴 3 麻 雰



[II 山陽町内の遺跡

2.600の間のものは10個、 2.599.........,2.500は18個、 2.499.........,2.400は7個、 2.399.........,2.300は11個、 2.299.........,

2.200は11個、 2.199.........,2.104は3個の合計60個である。比重から考えると碧玉からグリーンタフまで

の領域が分析されている。花仙山産原石は色の違い、比重の違いによる組成の差はみられなかった。

玉谷原産地は、 (3)兵庫県豊岡市辻、日高町玉谷地域で、産出する碧玉の色、石質などは肉眼では花仙

山産の原石と全く区別がつかない。また、原石の中には緑系色に茶系色が混じるものもみられ、これ

は佐渡猿八原産石より優れた感じのものもみられる。この様な良質の碧玉の採取は、産出量も少ない

ことから長時間かけて注意深く行う必要がある。分析した原石は比重が2.544.........,2. 600は23個、 2.59

9.........,2,589は4個の合計27個で、宝谷産原石は色の違いによる分析組成の差はみられなかった。また、

玉谷原石と一致する組成の原石は日高八代谷、石井、アンラクなどで採取できる。二俣原産地は(4)石

川県金沢市二俣町地域で、原石は二俣川の河原で採取できる。二俣川の源流は医王山であることか

ら、露頭は医王山に存在する可能性がある。河原で見られる碧宝原石は、大部分グリーンタフ中に層

状、レンズ状に非常に緻密な部分として見られる。分析した 4個の原石の中で 3個は、同一塊から 3

分割したもので、 1個は別の塊からのもので、前者の 3個の比重は2.42で後者は2.34である。元素組

成は産地の組成と異なり区別できる。この 4個が二俣原産地から産出する碧玉原石の特徴を代表して

いるかどうか、さらに分析数を増やす必要がある。細入村の産地は(5)、富山県婦負郡細入村割山定座

岩地区のグリーンタフの岩脈に団塊として緻密な猥緑の碧宝質の部分が見られる。肉眼では、ほかの

産地の碧玉と区別できず、また、出上する碧玉製の玉類とも非常に似た石質である。しかし、比重が

非常に軽く、分析した 8個は2.z5........,z・:12で、この比重の値で他の原産地と区別できる場合が多い。土

岐原産地は(6)、岐阜県土岐市地域で、赤色、黄色、緑色などが混じり合った原石が産出し、このうち

緻密な光沢のよい濃緑で比重が2.62~2.60の原石を碧玉として 11個分析を行った。ここの原石は鉄の

含有量が非常に大きく、カリウム含有量が小さいという特徴を持ち、この元素比の値で他の原産地と

区別できる。興部産地(7)、北海道紋別西興部村の碧玉原石には鉄の含有量が非常に高く、他の原産地

と区別する指標になっている。また、比重が2.6以下のものはなく遺物の産地を特定する指標として

重要である。石戸の産地は(8)、兵庫県氷上郡山南町地区の安山岩に脈岩として採取されるが産出量は

非常に少ない。元素組成から他の産地の碧玉と区別できる。

これら原石を原産地ごとに統計処理を行い元素比の平均値と標準偏差値をもとめて母集団を作り表

1に示す。各母集団に原産地名を付けて、その産地の原石群、例えば花仙山群と呼ぶ。花仙山群は比

重によって 2個の群に分けて表に示したが比重は異なっても組成に大きな違いはみられない。した

がって、統計処理は一緒にして行い、花仙山群として取り扱った。原石群とは異なるが豊岡市女代南

遺跡で主体的に使用されている碧玉製の玉の原材料で原産地は不明の遺跡が出土している。同質の材

料で作られた可能性がある玉類は北陸、近畿、中国地方に分布しているらしい。この分布範囲を明ら

かにし、原石産地を探索すると言う目的で女代南遣物群として原石群と同じように使用する。

この他、鳥取県の福部村たねが池、鳥取市つづらお岬などの自然露頭からの原石を 4個分析した。

比重は2.6以上あり元素比組成は、興部、玉谷、土岐石に似るが、他の原産地の原石とは組成で区別さ

れる。また、緑系の原石ではない。

-174-



皿 山陽町内の遺跡

表 1 各碧玉の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原 石 分析 Al/ Si K/Si Ca/K Ti/K K/Fe 

群 名 個数 X土 6 X士6 X士6 X士6 X士6

興 部 31 0.011士0.003 0.580士0.320 0.123士0.137 0.061土0.049 0.022士0.006

猿 ノ＼ 36 0.046士0.007 3.691士0.548 0.049士0.038 0.058±0.011 0.370士0.205

土 岐 11 0.010士0.001 0.404士0.229 0.090士0.074 0.057士0.035 0.027士0.007

玉 谷 27 0.025士0.009 0.625士0.297 0.110土0.052 0.476士0.104 0.045士0.014

花仙山 l 27 0.019土0.004 0.909士0.437 0.171土0.108 0.222士0.098 0.059士0.019

花仙山 2 33 0.023士0.003 1.178士0.324 0.157士0.180 0.229士0.139 0.055士0.015

細 入 8 0.019士0.003 0.534士0.284 0.991士0.386 0.372士0.125 0.031士0.008

俣 4 0.043士0.001 2.644土0.183 0.337士0.079 0.158士0.009 0.312士0.069

石 戸 4 0.019士0.004 0.601土0.196 0.075士0.022 0.086士0.038 0.154士0.072
----・-・-4・---------

----------一--- ---------~ ---1--1 --------—- ~ — ----—--・・--------------------—-------------------------1•1•1•1•• ー―--------~-~----―~-~-----儡--------- —--—------

女代南
68 0.045土0.016 3.115士0.445 0.042士0.024 0.107士0.036 0.283士0.099

遺物群

原 石 分析 Rb/Fe Fe/Zr Rb/Zr ・-Sr /Zr Y /Zr 

群 名 個数 X土 6 X士6 X士6 X土 6 X士6

興 部 31 0.070士0.021174.08土124.916.990士13.44 0.668士0.435 1.801土1.434

猿 ノ＼ 36 0.384士0.153 1.860士1.070 0. 590士0.185 0.139土0.127 0.165士0.138

上 岐 11 0.091士0.02947.540士31.76 4.074士2.784 0.271士0.323 0.269土0.265

玉 谷 27 0.151士0.020 6.190士1.059 0. 940士0.205 0.192土0.170 0.158土0.075

花仙山 l 27 0.225士0.02810.633士3.616 2.345士0.693 0.476土0.192 0.098土0.052

花仙山 2 33 0.219士0.02812.677土2.988 2.723士0.519 0.472士0.164 0.132士0.071

細 入 8 0.073土0.02012.884士3.752 0.882士0.201 1.879士0.650 0.026土0.032

俣 4 0.338土0.039 1. 495士0.734 0.481土0.176 0.697土0.051 0.088士0.015

石 戸 4 0.170士0.079 7.242土1.597 1.142土0.315 0.649±0.158 0.247士0.092

喧-----ー山・ニ三・-ー.-・---’— ~-4·---------
-----------------------------一―-------―ニー----------一---------------------------------------------------------------------------------------

女代南
68 0.267士0.063 2.374土0.676 0.595士0.065 0.214士0.097 0.171土0.047

遺物群

， ’ 

原 石 分析 Mn/Fe T・--i/Fe Nb/Zr 
' ＇ 

比 重

群 名 個 数 X士6 X土 6 X士6 ’ ’ X士6， ’ 

' ＇ 
， ， 

興 部 31 0.004士0.003 0.001士0.001 0.455士0.855/ 2.626土0.032

猿 ノ＼ 36 0.003士0.001 0.018士0.010 0.032土0. 014 , 2. 543±0.049 

土 岐 11 0.001土0.001 0.001士0.001 0.261士0.242 2.607士0.009

玉 谷 27 0.006士0.003 0.016士0.003 0.054士0.021 2.619士0.014

花仙山 1 27 0.001士0.001 0.009士0.002 0.042士0.034 2.570士0.044

花仙山 2 33 0.001士0.001 0.009士0.004 0.035士0.025 2.308士0.079

細 入 8 0.003士0.002 0.008士0.002 0.021士0.344 2.169士0.039
． 

俣 4 0.007士0.002 0.043士0.010 0.043士0.023 2.440士0.091

石 戸 4 0.007士0.001 0.009士0.002 0.227士0.089 2.598士0.008
------------------ ------------------.・.... --.. ――.... —-----------. ---------------. --. -------------------------------―: ---------------------------

女代南
＇ ， 

68 0.011士0.004 0.026士0.009 0.034土0. 016 ; 2. 554土0.019
遺物群

’ ’ 

’ ’ 

x: 平均値、 6 : 標準偏差値

女代南遺物群：女代南遺跡（豊岡市）で使用されている原石産地不明の玉原材料で作った群
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旧 山陽町内の遺跡

斎富遺跡・斎富古墳群出土の玉類と国内産碧玉原材との比較

遺跡から出土した玉類は表面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非破壊分析で行っている

遣跡の原材産地を同定をするために、 (1)蛍光X線法で求めた原石群と碧玉製遺物の分析結果を数理

統計の手法を用いて比較をする定量的な判定法で行なう。 (2)またESR分析法により各産地の原石の

信号と遺物のそれを比較して、似た信号の原石の産地の原材であると推測する方法も応用した。

蛍光X線法による産地分析

これらの遺物の蛍光X線分析の結果（図 3"-'8)および比重（表 2)から原材料の岩石を碧天系、

グリーンタフ系の 2個に分類した。 (1)碧玉系と分類した遺物は管玉前田 2区ーP17、勾玉同住居址

8、管玉51、管玉ー37、-36の5個である。これら遺物は緻密で比重が2.5以上あること、蛍光X線分

析で Rb、Sr、Y、Zrの各元素が容易に観測できるなどを条件に分類した。 (2)比重が2.2以下の管玉

250の遺物をグリーンタフ系として分類した。これら遺物の元素組成比および比重を表 2に示した。

原石の数が多く分析された原産地については数理統計のマハラノビスの距離を求めて行うホテリング

T2検定8)fこより同定を行い結果を表 3に示した。土岐、二俣、細入、石戸原産地は統計処理ができる

だけの原石の分析数が用意されていないが元素組成からこれら産地の原石でないと推定された。また

興部産地でないことは鉄の含有量から証明できる。蛍光X線分析の結果から原石産地を特定された遺

物は、勾玉住居址 8、管宝51、管玉ー37、-36管玉26が花仙山産原石の可能性が示された。これら遺

物を花仙山産原石と同じ原産地であると結論するには以下に述べる電子スピン共嗚 (ESR)法によ

る結果も花仙山群に一致すればより確実な結果となる。

33215 

~ 
I . I I I I I 

90 120 200 300 400 500 300 400 500 600 700 800 500 600 700 800 

第3図 前田 M1 -No. 250, グリーンタフ？製管玉の蛍光X線スペクトル
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33217 

J 
I I 

90 120 ’’’’  
200 300 400 500 

I I I I I I 

300 400 500 600 
I I I I 

700 800 500 600 700 800 

第4図 前田 M2-P17,碧玉製管玉の蛍光X線スペクトル

33218 

~ 
I I 

＇ 
， I t I I I I I I 

＇ 
I I I 

90 120 200 300 400 500 300 400 500 600 700 800 500 600 700 800 

第5図 前田 M1 -SH08, 碧玉製管玉の蛍光X線スペクトル

33219 

~ 
I 1 I I I 

＇ 
90 120 200 300 400 500 300 400 500 600 700 800 500 600 700 800 

第6図 5 号墳— No. 51. 碧玉製管玉の蛍光X線スペクトル
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III 山陽町内の遺跡

33220 

J 
r 

90 120 

第7図 2号墳-No.37, 碧玉製管玉の蛍光X線スペクトル

~~J 
I I 

90 120 

I I 

200 300 400 500 

l 

200 300 400 500 

300 400 500 600 700 800 500 600 700 800 

33221 

ょ
300 400 500 600 700 800 500 600 700 800 

第8図 2 号墳— No. 36, 碧玉製管玉の蛍光X線スペクトル

表 2 斎富遺跡、古墳群出土の玉類の分析結果

分 析 元 素 比
番 万ロ Al/Si K/Si Ca/K Ti/K K/Fe Rb/Fe Fe/Zr Rb/Zr 
33215 .048 .657 3.152 .983 .063 .118 2.300 .270 
33217 .056 3.932 .160 .276 .366 .311 3.357 1.044 
33218 .019 . 810 .104 .143 .055 .175 24.870 4.343 
33219 .022 1.331 .055 .085 .123 .274 12.183 3.333 
33220 .018 .564 .140 .233 .056 .205 12.418 2.552 
33221 .020 1.471 .053 .135 .080 .210 13.483 2.838 

J G-ia> .078 3.410 .757 .208 .130 .264 3.836 1.013 

分 析 九 素 比 l重量

l比重番 方に Sr/Zr Y /Zr Mn/Fe Ti/Fe Nb/ Zr gr 
33215 9.705 .194 .009 .045 .000 0.570 2.227 
33217 3.400 .322 .004 .087 .011 15.219 2.551 
332i8 1.021 .119 .001 .006 .000 4.505 2.604 
33219 .332 .195 .001 .009 .ODO 5.494 2.588 
33220 .725 .351 .001 .010 .053 3.855 2.495 
33221 .165 .149 .001 .008 .ODO 3.158 2.603 

JG-1 1.312 .224 .024 .023 .114 ！ 
a): 標準試料、 Ando,A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E.(1974). 

1974 compilation of data on・the GJS geochemical reference samples 
JG-I granodiorite and JB-1 basalt. Geochemical Journal, Vol. 8 175-192. 
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a) : 標準試料、 Ando,A. Kuras-

awa, H., Ohomori, t. & Takeda, E. 

(1974). 1974 compilation of data on 

the GJS geochemical reference 

samples JG-1 granodiorite and JB-1 

basalt. Geochemical Journal, Vol. 8 

175-192. 
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Xーパンド，

100 KHz, 室温

磁場掃引；0-BOOOG 

g =4.3 2.68 2.0 1.65 

ESR法による産地分析

ESR分析は碧玉原石に含有され (2) 

ているイオンとか、碧玉が自然界か

らの放射線を受けてできた色中心な

どの常磁性種を分析し、その信号か

ら碧玉産地間を区別する指標を見つ

けて、産地分析に利用した。 ESR

の測定は、 Varian社の E-4型

Xーバンドスペクトロメーターで行

う。試料は完全な非破壊分析で、直

径が11mm以下の管玉なら分析は可能

で、小さい物は胡麻粒大で分析がで

きる場合がある。図 9-1のESR

のスペクトルは、幅広く磁場掃引し

II 

＼
 (3) m
 細入産原石

第9図碧玉原石の ESRスペクトル

（花仙山，玉谷，猿八，土岐）

たときに得られた信号スペクトルで、 g値が4.3の小さな信号 (I)は鉄イオンによる信号で、 g値が

2付近の幅の広い信号と何本かの幅のピーク群からなる信号 cm)で構成されている。図 9-1で

は、信号 (II) より信号 cm)の信号の高さが高、図 9-2、-3の二俣、細入原石ではこの高さが

逆になっているため、原石産地の判定の指標に利用できる。

今回分析した玉類の中で信号 (II)が信号 (ill) より小さい場合は、二俣、細入産でないといえ

る。各原産地の原石の信号 (ill) の信号の形は産地ごとに異同があり産地分析の指標となる。図10-

2に興部、石戸、八代谷ー 4、女代 (B)遺物群、八代谷の各原石の代表的な信号 (III)のスペクト

ルを示す。分析した玉類の信号 (III)を図11に示す。グリーンタフ系とした管玉250の信号 (III)に一

致する原石産地の信号 (III)はなく、信号全体の形は細入、二俣に似るが、蛍光X線分析の結果で

は、これらの産地と一致しない。碧玉系と分類した管玉前田 2区ーP17および勾天住居址 8は遺物が

大き過ぎるためにESR装置のキャビティに入らず分析できなかった。勾玉住居址 8、管玉51、管玉

-37、-36の各遺物の信号 (III)は花仙山群なそれぞれ非常によく似ている。このことは、 ESR分

析から見ると分析した遺物の原石産地がそれぞれ似た信号を示す原石の産地の可能性が大きいことを

示唆している。さらに正確な原石産地を推測するために蛍光X線分析の結果と組み合わせ総合判定と

して、両方法でともに同じ原産地に特定された場合のみ、そこの原産地の原石で作られた玉であると

判定する（表 3)。
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第10図 碧玉原石の信号mの ESRスペクトル (1)

結論

今回分析を行った玉類の中で、斎富遺跡前田地区のグリーンタフ系とした管玉250vま、 ESRの結

果は細入、二俣に似るが蛍光X線分析の結果では、これらの産地と一致しないため原石産地を特定で

きなかった。碧玉製管玉前田 2区ーPl7の原石産地は不明で、碧玉製勾玉住居址ー 8のESR信号は
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第10図 碧玉原石の信号mの ESRスペクトル (2)
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lll 山陽町内の遺跡

前田 M1 -No. 250-33215 

2 号墳— No. 36-33221 

＂̂" 

2 号墳— No. 37-33220 

5 号墳— No. 51-33219 

第11図 斎富遺跡，斎富古墳群出土玉類の信号mの ESRスペクトル

表 3 斎富遣跡、古墳群出土の玉類の原石産地結果（岡山県赤磐郡山陽町）

遺 物 分析 碧玉製玉類蛍光X線分析法による婦属確率 ESR 総合判定
番 万ロ 番号 興部群 玉谷群花仙山群猿八群女代(B)群 信号形 原石産地

管玉ー250 33215 lXlOー16% 1x10-22% < 10―25% く10―25% < 10-25% 不明 不明
,, -Pl 7 33217 く10―25% lXlO―13% < 10―25% lXlO―20% < 10-25% 試料過大 不明

勾玉SH08 33218 lXlO―3 % lXlO―12% 0.1 % 1x10-22% < 10-25% 
＂ 花仙山産？

管玉—51 33219 く10-12% lXlO―14% 18 .1 % < 10ー1s% < io-2s% 花仙山 花仙山産原石
" -37 33220 1x10-s% 1x10-9% 0.2 % 1x10-13% < 10-25% 

＂ ＂ ,, -36 33221 lXlO―1 % lXlO―11% 37.9 % lXlO―13% < 10―25% 
＂ ＂ 

-182-



111 山陽町内の遺跡

測定できなかったが、蛍光X線分析では花仙山産原石の可能性を示している。斎富古墳群 5号墳主体

部出士の管玉51、 2号墳第 4主体部内出士の管玉ー37、 2号墳第 1主体部内出士の管玉ー36の 3個

で、これら 3個は蛍光X線分析、 ESRの両結果が花仙山群と一致するところから、花仙山産原石で

作られた玉類と結論できた。
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図版 1

古墳群全景



図版2

1 古墳群遠景

（西か ら）

2. 調査前地形

（東から）

3 表土除去後

（東から）



図版3

1 土頃墓群

（西から）

2. 土壌碁 1

（北から）

3. 土壌墓 1出土

土器 (1 3) 2
 



図版4

1. 土器棺墓2

検出状況

（北から）

2
 

2 土器棺墓2出土土器 (116) 



区l版 5

1. 1号墳墳丘

（北から）

2. 1号墳主体部

（東から）
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3
 

3 1号墳主体部出土遺物 (13) 



図版6

1. 2号墳全景（西から）

2. 2号墳主体部（手前から第 1-3主体部）（西から）



,. 2号墳第 1主

体部遺物出土

状況

（西から）

（石室北側）

2 2号墳第 1主

体部遺物出土

状況

（西から）

（石室中央）

3 2号墳第 1主

体部遺物出土

状況

（西から）

（石室南側）
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2号墳第 1主体部出土土器 (2)(113) 
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2号墳第 1主体部出土装身具 (1/1)



図版13

1. (右）

2号墳第2主体部（北から）

2. (下 ・左）

2号墳第3主体部検出状況（北から）

3. (下 ・右）

2号墳第3主体部蓋石除去後（北から）
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1. 2号墳第4主

1本部検出状況

（南から）

2 2号墳第4主

体部遺物出土

状況

（南から）



1. 2号墳第4主

1本部奥壁付近

遺物出土状況

（南から）

2. 2号墳第4主

体部奥壁構築

状況

（南か ら）

3. 2号墳第4主

1本部袖部およ

び羨道

（北から）
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2号墳第4主1本部出土土器 (1)(1, 3) 
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2号墳第4主体部出土土器 (3)(1/3) 
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2号墳第4主1本部出土土器 (5)(124・127・128: 1/4, 他： 1,'3) 
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1. 5号墳墳丘

（東から）

2. 5号墳主体部

検出状況

（南から）

3 5号墳主体部

蓋石除去後

（南から）
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1. 土壌墓22

（北東から）

2 土壌墓22遺物

出土状況

（南から）

3. 土器棺墓 1

（北から）
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m 山陽町内の遺跡

第 2節新屋敷遺跡

(1) 調査の経緯と概要

新屋敷遺跡は赤磐郡山陽町穂崎に存している。県道岡山吉井線改良工事に伴って昭和59年度

(1984)に確認調蒼を行い、昭和63年度 (1988)に県道敷約160mの範囲の調査が行われ、東半部から

弥生時代中期後半の溝・柱穴、中・近世の士城の柱穴などが確認されている。

この遺跡の北100m程の所には両宮山古墳の培塚の一つで、直径（一辺） 60mの規模の廻り山古墳が

存している。新屋敷遺跡はその丘陵から南に伸びた所に位置し、東・西• 南へは徐々に下降していっ

ている。

今回の調査は、県道岡山吉井線の南側部分にあたり、町道岩田穂崎線以東、約250m間の橋脚14ヶ所

と南側道（工事用道路）の一部の調査を平成 3年 7月2日から 8月2日までの間に池新田遺跡、馬屋

遣跡と併行して行った。

橋脚 2・3からは東西方向の幅100,-...,2oocm、深さ30,......,50cmの溝、橋脚 6からは時期不祥のビット

数ヶ所、橋脚 9からは弥生時代中期後半～後期にかけての竪穴住居址、ピット群、土猥、たわみ、溝

状遣構が多数検出されたので、南側道を橋脚 9・11に拡張して調査を行った。また、楯脚10からは北

半部から土城・ピットなどが検出され、橋脚11からは溝状の遺構 lヶ所が検出されたのみである。

(2) 弥生時代の遺構・遺物

竪穴住居 1 栃脚 9北半部で検出したが、南側の壁体洞の一部と柱穴 3本を確認したのみである。

1叩m

新屋敷遺跡調査位置図 (1/2,500) 

-221-
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山陽町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡

復元直径約 7m前後の円形の住居址と推定される。壁体猜は幅40

cm、深さ 8cmで4m程が残存していたのみである。

出土遺物は、覆士、柱穴内から弥生時代後期前半の甕、高杯など

の小片が出土している。

土塚ー 3 (第 5図）

橋脚 9東南部から検出し、短径80cm、長径100cmのほぼ円形を成

し、深さ30cmの士城である。

出土遺物は、壷 (1.--........ 3)、甕 (6・7)、高杯 (4・5) など

で、壷 1.--........ 3は、同一個体と思われ、口径17.5cm、高さ50cm以上の

大形の壷である。外面上半はハケ調整、下半はヘラミガキ、内面は

ヘラケズリを行っている。

甕 6は、口縁部はくの字状になり、端面はわずかに内傾する。ロ

径 6cm、外面はハケ、内面下半は横方向のヘラケズリを行う。 7は

ロ縁部は小片で口径約30cm、内面頚部下 2cmで横方向のヘラケズリ

を行う。
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第5図 新屋敷遺跡橋脚9 土壌 3平•断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

高杯 4は、 口径30cm近

くの大形になり、内外面

とも丁寧なヘラミガキを

行っている。 5は、脚部

小片。これらは、弥生時

代中期後半に属するもの

と思われる。

土壊ー 4 (第 6図）

橋脚 9北半で検出した

土城で、溝状遺構に削ら

れている。長さ270cm、

幅100cmのほぼ東西に長

い土猿である。深さは16

、• 三ご.~~・

“
 り

/ 11.20m 

゜
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｀ 〖
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:-c< 

戸
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墨~
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7 ・<ジ？
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゜
10cm 

14 

第6図 橋脚9土墳ー 4平•断面図および出土遺物

，
 

cmを測る。出士遺物は、中央部分から完形の小形の鉢12のほか甕 1........, 11、高杯13・14などが出上して

いる。

時期は、弥生時代中期後半と考えられる。

-225-



III 山陽町内の遺跡

土壊ー 5 (第 7図）

側道北西角から検出し、最大幅90cm、深さ24cm、現

存長260cmの土城と考えられるが、溝の可能性もある。

土壊から、壷 1-.. 4、甕 5,...._, 7・10、鉢 8、高杯

13,...._,l 6、器台17・18、,nま装飾高杯の可能性もある。

これらの他に蓋12、甕・鉢の底部 9・11などが出士し

ている。これらはおおむね弥生時代後期前半に属する

ものと考えられる。
P釦

゜
Im 

戸~(

デ二（（
2 

一二（（

12 

~o 

に
15

＼ノ

/ 

ぃ16

）． 
,-------------- -------------r・¥ 

』,'.h  
- 4>9 •• ..・'. ・:,,  立

----------ノ—-

-一
-------

-- -一-- -- --------- ----- -— 
-- ,-――-

-- --<--~ 

｀ 17 

5
 

＼． 
0 10cm 

、.-

--,.'  

第7図 新屋敷遺跡側道土壊 5平•断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

土壊ー 6 (第 8図）

側道北東角から検出、上部は溝状遺構に削られている。短径70

cm、長径80cm、現存の深さ30cm.を測る。多くの遺物は底部近くに

集中していた。 1 ,..,.., 3は甕、 4,..,..,8は高杯、 9 ,-.,..,11は壷・甕．鉢

などの底部、これらは弥生時代中期後半に含まれる。
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第8図 新屋敷遺跡土墳 6 平•断面図および出土遺物

土壊ー 7 (第 9・10図）

側道中央付近から検出された上城で、短径120cm、長径

160cm、現存深さ 54cmの楕P3形を呈する。士城内からは、壷~
巨

底部15をはじめ多くの甕 1,___, 14、高杯16r-....19が出土してい

る。これらは土猥ー 6と同じ弥生時代中期後半に含まれ

る。

11.00m 
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。
Im 

第9図 新屋敷遺跡土塘 7平•断面図
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皿 山陽町内の遣跡
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I11 山陽町内の遺跡

一種と考えられる。甕は13・14、鉢は15"--'17で、 1nま

台脚をもつ。 18,,...,__,20は装飾高杯で口縁端部外面のみに

鋸歯文をもつ18、内外面に鋸歯文をもつ19、鋸歯文様

゜
lm 

が斜格子状になる20などがある。高杯は21'"'-'29で、ロ
. 1 . 黒褐色粘性砂質土

縁部が内湾ぎみのもの21・26と外に大きく開くもの 2. 黒褐色粘性砂質土 (1よりやや明るい、黄褐色ブロック含）

22・25の二種と、その大小がみられる0'--れらの土器
..... 3. 暗褐色粘性砂質土

4. 淡黄褐色粘質土（灰色ブロック含）

からこの土城は、弥生時代後期前半に含まれるものと 5.灰色粘質土

思われる。 （伊藤）
6. 黄褐色粘質土（基盤層）

第12図 新屋敷遺跡橋脚10土壊 8
平•断面図

3
 

昌
二、三

4
 

｀ ゜
10cm 

第13図 新屋敷遺跡側道たわみ3 (1, 2) 4 (3, 4) 出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡
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第14図 新屋敷遺跡側道たわみ2出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

第 3節池新田遺跡

(1) 調査の経緯と概要

池新田遺跡は、山陽町穂崎に存し、新屋敷遺跡の東側、町道岩田・穂崎線から県道岡山吉井線まで

の約400m問を調査対象とした。この遺跡についても、昭和59年度 (1984)に県道岡山吉井線改良工事

に伴って確認調査が行われ、昭和63年度 (1988)に全面調杏が行われた。この遺跡のすぐ北側には両

宮山古墳の培塚の一つ全長60mの帆立貝式の墳形をもち周溝をめぐらす西森山古墳が存在している。

山陽自動車道は県道岡山吉井線と平行して計画され、橋脚位置20ヶ所を調査したが、橋脚 9・13など

で時期不詳の満状遺構、たわみ、士城などがみられた位である。出土遣物についても、石器の剥片、

埴輪片が採集された位でみるぺきものはほとんどなかった。 （二宮・伊藤）

第15図 池新田遺跡調査位置図 (S: 1 /4000) 
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I. 新屋敷遺跡全景

（南西から）

2. 新屋敷遺跡P-1

溝― I (西から）

3. 新屋敷遺跡P-9

全景 （北から）

図版 l
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第4節馬屋遺跡

1 . 第一次調査・調脊区の概要

(1) 第一次調査の概要（第 1図）

III 山陽町内の遺跡

1991年 5月30Bから 6月19日にかけて、馬屋トンネルの開口部から主要地方道岡山・吉井線の間の

山陽自動車道路線内に、 28本のトレンチを設定した。

馬屋トンネルの開口部から町道馬屋• 和田線の間、 T-23"-'26では、表土虹下で地山層を確認し、

遺構・遺物ともに認められなかった。また、一次調査トレンチの最北端に位置し、町道馬屋• 和田線

の付け替え部にあたる T-1では、丘陵の下がりを確認したが、遺構・包含層は認められなかった。

そのほかのトレンチ CT-2 ,.....,zz)では、灰褐色ないし褐灰色の包含層や柱穴．渦などの遺構、およ

び古代から中世にかけての多星の瓦• 土器などが認められた。この結果、町道馬屋• 和田線から主要

県道岡山・吉井線の間の、本線敷土盛部・橋脚部・側道部• 町道付け替え部南側の用地について全面

調査を実施することとなった。

I T18a 

I 

---~···· • ーミ・ミべぺょ
虫~溢—.,=.,,_.~-· .... ・'.L, ,'r. ヽf'./~ 、'('~ 沼

ふ予岳) I}: 
ぺ竺/''" :1-,'-{ ゞジ戎., —.....、

¢ム？・.~-s.-. ・. . ヽ

~· 
、さ・

l必. I . ロ クヽ・

T 18a 

121 (東西溝）

第 1図 馬屋遺跡（高月条里遺構）第 1次調査トレンチ位置図 (S: 1 / 4 , 000)および出土遺物
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III 山陽町内の遺跡

ら、該当場所を踏査したところ、天井

石のない横穴式石室状の遺構が認めら

れた。よって、「ヤプレ塚J周辺もあわ

せて調査することとした。 （横山）

(2) 調査区の概要（第 2図）

山陽自動車道は、赤磐郡山陽町馬屋

地区においては、備前国分僧寺跡の南

西角から50,...,_,60m程しか離れておら

ず、また、備前国分尼寺の北側約300

mの所を横断する設計であった。

馬屋地区においての既存の調査は、

昭和59年度に備前国分寺跡の確認調査

が行われており (I)また、昭和63年県道

岡山吉井線の拡幅工事に伴い岡山市境

から備前国分僧寺南側までの約1.1km

の範囲の確認調査が行われ、奈良時代

に含まれる柱穴、溝、土漿などが検出

されている(2)。その後、同工事により、

平成元年度に馬屋出水遺跡・馬屋長田

遺跡の調査が行われ掘建柱建物 2、溝

状遺構、柱穴多数、道路側渦（古

代？）と思われる遣構などが検出され

ている(3)。そして、この馬屋地区は、分

布調査時点においても高月条里制遺構

としてくくられていた。

山陽自動車道は、県道岡山一吉井線

と交差する部分から西350mほどは高

架部、さらに馬屋トンネルまでの300

mほどが盛士部となり、両側に側道

（工事用道路）が取り付く計画であっ

た。道路範囲全面にわたって平成 3年

5月から第一次の確認調査を行い、こ

の結果、奈良時代から鎌倉•室町時代

の遺構・遺物が確認され、約 2万dを

調査対象とした。

平成 3年度は 7月から全面調査を開

始し、橋脚部西側の南側工事用道路

から始め、盛±部、町道付け変え部
第2図馬屋遺跡調査位置図
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lil 山陽町内の遺跡

11, 185rrlの調荏を行い、平成 4年度において、士盛部・橋脚部および南北側道の残り部分8,945出の

調査を行った。

土盛部は、西の竜王山 (212m)から東に階段状にさがる水田となり西端で標高約28m、東端部で約

17mとなる。

橋脚部は、馬屋片山に通じる南北にのびる町道まではほとんど水平に近いが、町道から県道岡山吉

井線までの間は lm近く低く、東に、さらに南に下っていっている。

用地内のほとんどは、大字馬屋地区に入り、小字は士盛部の録とんどが笠井、橋脚部は南北農道ま

でが笠井の一部と、鍛冶屋後、農道以東は塔の下、長田からなる（第 3図）。備前国分僧寺との関係で

は、塔址と考えられる所から150m厄ど離れているが、塔下となり、鍛冶屋後も国分寺と何らかの関係

を持った小字名と考えられる。 （伊藤）

註― l 備前国分僧寺調査委員会『備前国分寺跡緊急発掘調査概要』岡山県教育委員会 1951 

2 井上弘「池新田•新屋敷遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告』 19. 1989 

3 宇垣匡雅「山陽町馬屋地区確認調脊J『岡山県埋蔵文化財報告』 19.1989 

椿真治「馬屋森向遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財報告』 20.1990 
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m 山陽町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡
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旧 山陽町内の遺跡
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III 山陽町肉の遺跡
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m 山陽町内の遺跡
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皿 山陽町内の遺跡
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第11図 馬屋遺跡土盛部分割図 (7)
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III 山陽町内の遺跡
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皿 山陽町内の遺跡
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皿 山陽町内の遺跡
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阻 山隔町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡
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III 山陽町内の遺跡
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ID 山陽町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡
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第20図馬屋遺跡遺構配置図 (15)
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ID 山陽町内の遺跡
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皿 山陽町内の遺跡
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III 山陽町内の遺跡

(2) 河道ー 2 (第24図）

H5付近から 1ラインに沿うように東に流れる自然河道である。川幅は15mほどあり、中央部がさ

らに一段低く幅 1,..,,_,2 mで蛇行しながら略東方向に流れる。中央の川底からは、古墳時代後半期に含

まれる士師器 1,..,,_, 6がみられるが、平安時代初めには川の中央に井戸ー 1がつくられており、 GH13

区などでは鎌倉時代と考えられる掘立柱建物一48・49・51などが河道内に建てられている。河道内の

上層包含層からは奈良• 平安•鎌倉時代を中心とする遣物が多く出士している。 （伊藤）

.ヽ-→-.,  

24.2Dm 
31 29 ’’  A 

I 

A-A' 

1 . 淡灰褐色砂質土（大きい礫多数混入）

2. 淡灰黄色砂質土（細砂）

3. 明灰色粘質微砂（小礫多数混入）

4. 灰色粘質土 B-B' 
5. 灰褐色粘質微砂（小礫多数混入） 1 • 褐灰色砂礫土 {Mn少含）
6. 灰色砂質土（細砂） 2. 灰褐色粘質土
7. 灰褐色粘質土（小礫多数混入） 3. 淡灰褐色粘性砂質土（瓦あり）．
8. 灰色砂質土（粗砂） 4. 灰褐色粘質土 (2より青味あり）
9. 黄灰色砂質土（礫大小多数混入） 5. 灰褐色 // ( // 4よりしまりない，やや砂質あり）
10. 暗灰褐色粘質微砂（粘土多量に混入） 6. 暗灰褐色粘性砂質土 (C多含，土器含）
11. 暗灰褐色粘質微砂 7. 灰褐色粘質土 (2などに比し暗い， Cやや含, Mn含）
12. 暗灰色粘質土 8. 灰褐色砂質土（礫少含）
13. 暗灰褐色砂質土（粗砂） 9. 灰褐色細砂（上層より褐色弱い，土器含，礫含）
14. 灰褐色粘質土（小礫多数混入） 10. 褐灰色粘質土 {Mn7より多，微細）
15. 暗灰色粘質土 11. 暗褐色 // {細砂）
16. 灰黄色砂質土（細砂） 12. やや暗い褐灰色粘質土（微細）
17. 黒灰褐色粘質微砂 13. 褐灰色砂質土 (10・13に比し褐色強，黄褐色礫含）
18. 灰黄色砂質土（粗砂粘土混入） 14. 暗灰色粘質土（細砂）
19. 暗灰色粘質微砂 15. 暗灰褐色粘性砂質土＋黄褐色ブロック (13より褐色弱）
20. 明灰黄色砂質土（粗砂粘土混入） 16. 灰掲色粘質土
21. 灰黄色粘質微砂 17. オリープ黒 q (細砂，下暦より明るめ）

22. 暗灰色粘質土 18. オリーブ黒色粘質土（黒色粘土プロック多含）
23. 黒灰色ク 19. オリーブ黒色 // (やや砂質土， グライ化強）
24. 明灰黄色ク 20. オリープ灰色砂（グライ化強）

25. 明灰褐色砂質土（粗砂） 21. オリープ灰細砂( q ) 

26. 明灰黄色 q (q) 22 オリーブ黒色細砂( q ) 

27. 黒灰色 q (//) 23. オリープ黒色礫( // ) 

28. 暗灰黄色粘質微砂 24. オリーブ黒色微砂( 9 ) 

29. 明灰黄色粘質土 25. オリープ黒色粗砂( 9 ) 

30. 暗灰色ク 26. 灰色粘質土（礫混）

31: 暗灰褐色粘質微砂 27. 褐色砂質土

32. 灰褐色粘質微砂（小礫多数混入） 28. 灰褐砂（細砂）

第24図河道2断面図
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m 山陽町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡

2)奈良時代の遺構・遺物

(1) 掘立柱建物

建物ー 1(第26図）

E2区周辺に位置する、桁行 3間x梁行 2間 (534cmX 438cm)の総柱

建物である。建物面積は23.4ポで、建物の主軸はN-66°-Wを示して

しヽる。

建物の検出レペルは標高27.73~27. 98m、柱穴底で標高27.48,,...__,27.78

mである。柱間距離は桁間で219cm、梁間で162~188cmを測る。柱穴の掘

方乎面は一辺約48,,.._.,74cm程の隅丸方形状を星している。柱痕跡はp6 • 
88占16心84-0

(
 

し、 L. 

—_ 

四5_ 
------v 

~( 

-c・ 

2m 

第26図 建物 1平・断面図および出土遺物

P7以外で確認できた。またP2・P3には根石が遺存していた。

遺物は士師器などが出士している。図示したものは（第26図）、ともにP

4の掘方から出士している。 1は士師器の蓋、 2は±師器の杯で丹塗りの

痕跡が見られる。

この建物の時期は、奈良時代前半期と考えられる。また、建物の性格と

しては、総柱であることなどから倉庫と推定される。 （横山）
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2 
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皿 山陽町内の遺跡

建物一 2 (第27・28図）

建物一 1の南方向G2区周辺に位置する、桁行 3間X梁行 2問 (604cmx 404cm)の建物である。建

物面積は24.Orrfで、建物の主軸はN-24.5°-Eを示している。

建物の検出レベルは標高27.25,..,_, 27. 80 m、また柱穴底のレペルは標高27.08,..,_,27. 32mである。柱問

距離は、桁問で2QQ.--......204cm、梁間で198.--......202cmを測る。柱穴の掘方乎面は一辺約61,..._,77cm程の隅丸方―

形を呈している。柱穴のうちPlmま溝ー29によって 1/3程度切られている。また柱痕跡は、 P4以外

の9本で確認できた。

遣物は、 P2・P 3・P 4・P 5・P 6・P 7・P 8・P 9・;p 10から出

土した。図示した遺物（第28図）のうち、 i 1~ ま槃と推定される鉄製品でP

6から出土した。また 1・2は須恵器の杯蓋、 3は丹塗りの土師器杯で、

1・3はP7から、 2はpgからそれぞれ出士した。

この建物の時期は、出土遺物から奈良時代前半期と考えられる。 （横山）
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III 山陽町内の遺跡
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5. 褐灰色砂質土 (Mn含）

6. 淡灰色土

7. 明黄灰色土 (Mn含）

8. 淡暗灰褐色土( // ) 

9. 黄褐色粘質土( // ) 

10. 灰褐色土 ( // ) 

11. 褐灰色粘質土

12. 灰褐色ク

13. 淡明黄灰色土 (Mn含）
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 14. 淡明黄色土 (Mn含）

15. 淡黄灰色土

16. 淡明黄色土

17. 褐灰色砂質土（小礫，炭化物含）

18. 褐灰色粘質土 (Mn含）

19. 灰褐色土 （小礫含）

20. 褐灰色土 （小礫, Mn含）

21. 灰褐色砂質土

22. 黄灰色土 （炭化物多含）

23. 淡明灰色土

24. 淡黄灰色粘質土
25. 淡黄色土 (Mn含）

26. 淡暗灰褐色土
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第28図 建物2柱穴断面図および出土遺物

建物一 3 (第29図）

建物ー 2の北東約4.8mのF3区に位置し、建物の主軸はN-24°-Eで、建

物ー 2と棟をそろえた関係にある。規模は、桁行 3間x梁行 2間 (550cmx 418cm) 

で、建物面積は23.0出になる。

建物の検出レペルは標高27.50.......,27. 82m、また柱穴底のレベルは27.04.......,27. 34mである。柱間距離

は梁間で209cmを測る。桁問は南から152cm・224cm・174cmで、中央の柱間だけが長い。

柱穴の掘方平面は楕円形ないし隅丸方形状を呈しており、長軸（一辺）は約66.......,75cmで建物一 1• 

建物ー 2とほぼ同規模である。柱痕跡はP6・P 7以外の 8本で確認できた。
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遺物はP7・P 9・P 10から須恵器などの小片が少量出士したのみで、図化できるものはなかった。
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阻 山陽町内の遺跡

建物の時期は、建物一 1・2や後掲の建物一 4と企画性をもっていること

などから、これらと同時期の奈良時代前期と考えられる。 （横山）
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1. 淡茶灰色粘質土

2. 茶灰色砂質土 （粘質土混）
3. 褐茶色 ,,,. ( ,,,. )。

4. 淡灰色 q ( q ) 

5. 淡灰茶色 q ( q ) 

6. 褐灰色 ,,,. ( ,,,. ) 

7. 淡褐灰色 ,,,. ( ク ） 

8. 灰禍色 q ( q ) 

9. 淡灰黄色 q ( q ) 

10. 淡黄茶色 ,,,. ( ,,,. ) 

11. 黄灰色 ,,,. ( ,,,. ) 

12. 黄茶色 ,,,. ( q ) 

13. 黄茶色粘質土

14. 淡黄灰色砂質土（粘質土混）

15. 淡茶灰色砂質土（粘質土混， 1より灰色淡い）
16. 黄褐色 9 ( 9 ) 

17. 茶褐色粘質土

18. 褐灰色ク

19. 黄褐色ク

第29図 建物3 平•断面および柱穴断面図
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lil 山陽町内の遺跡

建物一 4 (第30・31・32図）
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m 山陽町内の遺跡

建物一 lの南東約10.4mのF4区周辺に位置する。建物の規模は、桁行4間x梁行 2間 (874cmX 

432cm)、面積は37.7irlで、馬屋遺跡のこの時期の建物としては最大である。建物の主軸は、 N-

24~-E を示しており、建物一 1,....., 3と企画性をもっている。

建物の検出レベルは26.41,..__,z7. 22m、柱穴底のレペルは26.31,..__,26. 66mである。建物の南東側は後

世の削乎をうけており、 P3・P5は検出できず、 P7・P 9・P 12も一部削平を受けている。柱間

距離は、桁問218cm、梁間209,......,,223cmを測る。柱穴の掘方平面は、一辺約52,..._,84cmのほぼ隅丸方形状を
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B
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27.50m . 
B 

1. 暗灰褐色粘質土

2. 暗灰黄色砂質土（粘質土混）

3. 暗灰褐色 // ( // ) 

4. 淡灰黄色 // ( // ) 

5 明灰黄色 // ( // ) 

6. 暗灰色 // ( // ) 

7. 明灰褐色 // ( // ) 

8. 淡灰褐色 // ( // ) 

9. 明灰褐色 // ( // ) 

10. 明灰褐色ク

三は塁::: l粘質ク土混｝
13. 黒灰色 // ( // ) 

c
 

27.50m 
" C 

5
 

D
 

n
I
 

9~ 

じ｝

第31図 建物4柱穴断面図・柱穴列略図
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III 山陽町内の遺跡

呈しており、概して、建物一 1,,...___, 3の柱穴よりも規模が大きい。柱痕跡はp1 • p 

·~ ・

遺物は、 P1・P 2・P 4・P 6・P 8・P 10・P 11から出土した。図化した遺物 t 
_L一~-

（第32図）は、 i 2は、刀身の一部と考えられる。またP2から製鉄炉壁、 PlOから
第32図建物4

ガラス質滓がそれぞれ出士している。
-----、-噸---- . --・-- -出土遺物. ・- ー.. . 一—- -

この建物は、建物一 1,..._,3とともに建物群を構成し、その性格は、規模の大きさや付属施設の存在

から、主屋的存在であったと推定される。 （横山）

(2) 柱穴列

2・_p 4・P 9・P 11・P 12の6本で確認出来た。

また、建物の北東側•北西側に、建物に伴うと考えられる溝― l がめぐり、そのさ

らに北西側に、これも建物に伴うと考えられる柱穴列ー 1が存在する。

柱穴列ー 1 (第30図）

建物— 4 の西側に位置し、この建物に伴うと考えられ、建物一 4 の北東から南東に溝ー 1 を挟んで

伸びる柱穴列で 6間分存在する。柱穴間賑は234"'"'279cmとまばらで、柱穴掘り方も20cm前後で、深さ

はP5が40cmある他は20cm前後である。柵列の可能性が高い。遺物は、士師器などの小片が少量出士

したのみで、時期は確定できないが、建物一 1"'-'3・4と同時期の奈良時代と考えられる。 （伊藤）

(3) 溝

溝ー 1 (第33図）

掘立柱建物— 4 の北東側から北西側にかけて「字状に建物を囲むように存在するが、北東側より後

世の水田によって削平されている。北西部で最大幅120cm、北東部で140cm、深さは40"'-'80cmを測る。

渦内からは、後世の柱穴等の混入物もみられるが、その中心は奈良時代のものが主である。 1 ,..,,_, 

4・12は士師器杯身、 5"'"'7は士師器杯蓋、 8"'"'11は十師器盤（皿）、 16は土師器高杯で脚柱部は八面

体となる。 1 ,,...__, 16の土師器類は丹塗を行っている。 17"-21、30・31は須恵器杯蓋、 22"'-'29は須恵器杯

身、 32は須恵器杯身、 32は須恵器盤、 33は須恵器高杯、 34は須恵器甕などである。 35,...__,3g、 i-1"-

2は輸入陶磁器、 G,.__.,, 3土垂は後世の混入物と思われるが、

鉄器 (3"-'5)、吹子の羽口、 C-5の不明士製品などの時期

は不詳である。

鉄器ー 5は、携帯用の火打金である。 （伊藤）

F
 

27.50m 
＇ F 

G 6
 

1. 暗灰色粘質微砂（炭多量に混入）

2. 灰色砂質土（細砂）

3. 灰褐色砂質土（微砂）

4. 黄灰色土

5. 淡灰黄色土

6. 淡暗灰色土
i 

第33図溝 1断面図

m
 

1
1
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皿 山陽町内の遺跡
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皿 山陽町内の遺跡

てニエ三
35 
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◎
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゜
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喜7
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I I I 

J 三◎ ◎ 
t 2 

j2 

C2 
C3 
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I~5 14 
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ヽ ヽ
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第35図溝1出土遺物 (2)

溝ー 2(第36・38図）

E5区、 F5区付近から 2本みられ 1本は掘立柱建物一 4の北東から、もう一つはその北約10mの

所からみられ、ほぼ東流し、 E7区付近で、合流し北東に流れ、 Dll区付近で北側の自然河道に流れ

こむ。延長は70m近くなる。断面は上部が大きく開き、 u,.....,v字形をなしている。上流部Aセクショ

ンでは幅 6m前後、深さ60cmで、合流部のBセクションでは、幅6.5m、深さ80cmを、下流部Cセク

ションでは上面は河道によって削られているが幅120cm、深さ80cmを測る。

溝内からの出士遺物は、士師器、須恵器、平瓦、鉄器などである。 1 ,....., 4 は須恵器杯蓋、 s.~9 は

須恵器杯身で、 5には内外稲iに漆状の付着物が付いている。 11は須恵器盤、 12は須恵器甑、 13は徳利

状になる瓶、 14~ま須恵器高杯、 15は短頚壷であるが、体部下半にはn我」と読める箆書きがみられ

る。この意味については不明である。 16は甕体部片 j-3・4は輸入陶磁器である。 r -10は平瓦、

鉄器は釘と考えられる。このように出土遺物は少ないが奈良時代後半から平安時代初期にふくまれる

ものと考えられる。 （伊藤）
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皿 山陽町内の遺跡

．． 
A 

26.40m ．＿＿＿ 
If. 

，一
B ·~ 16 17 18 2.2 2.0 

26.40m • -— B' 

m
 

1
i
 

1 . 灰褐色砂質土 (Mn多含，細砂）

2. 褐灰色 ~ (Mn少含．黄色礫少含）

3. 褐灰色粘性砂質土 (Mn少含，微砂）

4. 灰白色粘質土（微砂）

5. 灰褐色砂質土（細砂）

6 黒褐色粘質土（黄色礫微含）

7. 灰褐色粘性砂質土 {Mn多含｝

8. 灰色砂（細砂）

9. 灰褐色粘性砂質土（微砂， Mn少含）

10, 褐灰色粘質土（微砂， Mn少含）

u. 灰褐色 // (微砂）

12. 灰色砂（粗砂｝

13. 褐灰色砂質土 (Mn多含）

14. 灰褐色ク

15. 灰色粘質土

16. 褐灰色粘性砂質土 (Mn多含，微砂）

17. 褐灰色粘性 // (Mn少含，細砂）

''●  

C 
23.30m ..'・-・ c・ 

18. 灰褐色粘性砂質土（小砂礫少含）

19, 灰黄色粘質土

20. 灰色砂質土（細砂）

21. にぷい灰黄色粘性砂質土（微砂）

22. にぷい黄色粘性 // (微砂）

23. にぶい灰黄色粘質土（微砂）

24. にぶい灰黄色砂質土（細砂， 13層より灰色強い）

第36図溝2断面図

0・ lm 

溝ー 3 (第37図）

D5区南西角から始まり東進し、 E7区中央付近で洞ー 2と合流す

る。全長30mほどで、上流部は削平を受けているが、幅80cm、深さ20

cmほどで、 7ラインBセクションでは、幅75cm、深さ30cmを測る。上

流肩部での標高26.4m、底部26.2m、下流部では肩部26.2m、底部

25.9mを測る。溝内から出土遺物は、土師器高杯などの小片で実測で

きるものはなかった。溝ー 2と同時期のものと考えられる。

← 卑m

蒻30m

¥., 
i 

第37図溝3断面図

m
 

1
1
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m 山隔町内の遺跡

溝ー 4 (第39図）

A5区からB4区にかけてみられる残存長16

mほどの渦である。遺物も奈良時代の須恵器・

土師器の小片が含まれるのみで詳細な時期は不

明である。

溝ー 5 (第39図）

D5区にあり、西側で南に「状に屈折する。

2]1Clm 
A A 

~ 
溝4

e -lt 

璽埒ご溶唸~-⇔ぷ忍雫

N冑

E三 w

これも奈良時代の須恵器杯小片がみられたのみ
J・- 7 26.00m・ J 

冑である。
1. 

溝ー 6 (第39図）

、 第39図 溝4----7F4区からG4区にかけて陀南北に伸びる濶である。建物一 4に半分近く人り込

んでいる。奈良時代の須恵器、 L師器小片のみで詳細な時期は不明である。

溝ー 7 I第39図）

G5区からH5区にかけて南北に6.4mほどの長さである。奈良時代の須恵器・

土師器小片が出土しているが、建物一 7に伴うと考えられる柱穴列ー 3に沿ってお

り、この時期に降る可能性も充分考えられる。

溝ー 8 (第40図）

断面図

23 0匝

二
Gl2区付近に位置し、北東から南西にさらに南東に向けくの字 ： • 

旦:~根::::;~:。::::治時れここ属幅の；：る1能;~:;(~f~ ーロ
c 127 8 3 

R迎m

讐
(1130) 

1. 暗灰褐色砂質土 (Mn含．カーポン含）

2 灰褐色砂質土（微砂）

3. 褐灰色粘性砂質土 (Mn少含）

4. 灰褐色砂質土 (Mn微少）

5 灰色粘性砂質土

6 灰色 ，， （黄色地山粒少含）

7. 褐灰色 ，， 
8 褐灰色 ，， (7層よりもMn多い）

第40図 溝 8断面図および出土遺物
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皿 山腸町内の遺跡

(4) 井戸

井戸ー 1(第41図）

I 5区に位置し、山墳時代の河道ー 2いこ掘られている。この井

戸― lは河道ー 2のトレンチを喧機で掘削中に検出されたため、遺構

の上部は不明であり、また底部も湧水のため判然としなかった。残存

部の形状は、掘方の乎面が長径74cm短径68cmのほぼ円形で、陪面は、

ほぼ垂直に掘り込まれている。そして、煎面の崩壊を防ぐために、矢

板 cw2"'6)を周辺に打ち込み、さらに矢板を固定するために杭

(W 1)を打ち込んでいる。検出した時点には、矢板は 1/3程度しか

残存していなかったが、本来は壁面全体に打たれていたものと考えら

れる。矢板の材質はコウヤマキ、杭の材質はコナラで、矢板は桶材の

二次的利用の可能性がある。

この他の遺物としては、

古墳時代の L師器小片も出

土したが、井戸一 lに伴う

ものではなく、河道ー 2の

埋 I:に含まれる遺物と考え

られる。

井戸ー 1の時期は確定で

ぎないが、井戸の形態等か

ら、奈良時代頃と推定され

る。 （横山）

(5) 土器埋納遺構

土器埋納遺構― 1(第42図）

e
令

Wl

店

吼

ru伽

耐
雪一 tr( 

••• 
9
9

絹，＇N
 Im 

〗
□
口
囮

ロ□-=-.:::.:.i — 一第41図 井戸 1 平 •断面図およひ井側材

建物ー 2の北東約4.4m、建物 ー3の南東約3.0mのG3区で検出された。南北で20.4cm、東西22.0

cmのやや不幣形気味の円形状を呈している。南側部分は、後世の杭と考えられる小型ヒ°ットが平複し

ている。検出レペルは標高27.48m、底面のレベルは標高27.44mを測る。

この小士城内に、辟面・ 底面と問隙がない状態で、蓋をされた須恵器杯が埋納されていた。また、

杯の直 Fからは中央に 1枚 cc3)、その四方に 4枚 (Cl・C2・C4・C5)の和同開称が、少な

くとも 4枚は銭文を上にした状態で出 Lした。 Cl・C2・C4は原位置を保っているが、 C3・C 

5は後世杭を打ち込んだ際、移動したと考えられる。和同開称は 5枚とも、錆化が著しく進んでお

り、特に東側のC4は原型をほとんど留めていない。 4枚の和同開称 (Cl・C2・C3・C5) と

も、 一般的に新和同とする型式である。

埋納されていた須恵器杯蓋 1・杯身 2,ま、ともらも金属器模倣器である。蓋は輪状のつまみをも

ち、内側に返りを有する。身は体部下半に稜をもち、口縁部はほぽ垂直に立ち上がり、端部は外反す

る。また高台内に X字状のヘラ記号が施されている。この金屈器模倣器は、岡山県下で現在のとこ

ろ、類例を見ないものである。

この遺構の時期は、奈良時代前半と推定される。また、杯身内部の±壊を脂肪酸分析を依頼した結
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m 山陰町内の遺跡

／
メ

A
-

Ii. 

o 20cm 

果、内部に納められていたものは、人問の

胞衣の可能性が高いという結果を得た （付

載 2「馬屋遺跡から出卜した七器に残存す

る脂肪の分析→参照）。 （横山）

ヽ，．
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第42図 土器埋納遺構平 ·断面図 •和銅開称出土状態お よ び出土遺物
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旧 山隔町内の遺跡

(6) 土壊

土壊ー 1 (第43図）

C6区に位置する。平面

は梢円形で、長軸が92cm、

短軸が69cmである。断面

は、浅いU字状を用し、深

さは23cmを測る。

遺物としては、丹塗りの

:=~ 

ーロ
- 2即 m． 

0 Im 士師器高杯 1が出上してい

る。脚柱部は短脚で、 9面

に面取りされている。また

杯部内側に菓脈状の賠文が

一部残存している。

遺構の時期は、奈良時代と推定される。

(7) ピット

ピットー 1(第44図）

E 1区建物ー 1の西方15mの所にあり、匝径40cm深

さ30cmのピットで、 t師器高杯杯部 1が出土してい

る。内外面とも丹途りを行っている。

ピッ トー 2 (第44図）

第43図

" 1 

~ "' 

土墳 1 平 •断面図および出土遺物

（横山）

G2区建物ー 3の西北角付近にあり、一辺60cmほど

のビットで、 七師器杯 2、r岱杯 3が出士している。高

杯は丹砲りが行われ、脚柱部は九面体となる。

ピットー 3 (第44図）

G2区建物ー 3の西柱穴列上にあった柱穴で、直径

50cmのピットで±師器高杯4、杯 5が出卜している。

柱穴ー 4 (第44図）

Dl3区河道ー 1の肩部付近にあり、恒径50cmのピッ

トで、備前国分寺 l式の軒丸瓦 r-1が 1点出卜して

叉 こ 「：―-三＝
1 

二
4
 

□□  
5 

し、る。 （伊藤）
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第44図 ピット1-4出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

(8) たわみ

たわみー 1(第45図）

F6区に位腔し、禍ー 2の東側南に接する。平面形は不整形で、西側は後世の削平を受けている。

検出レベルは25.46-----25.Slm、底部のレベルは25.36-----25. 44mを測る。

図化した遺物（第45図）は、 1が須恵器小皿、 2が須恵器皿である。 3は須恵器鉢で、金銅鉢を模

倣したものである。 r 2の乎瓦は、表に布目圧痕、裏に縄目叩きが残る。

この遺構の時期は、奈良時代後半期と考えられる。
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第45図 たわみ 1出土遺物

(9) 包含層の遺物 （第46・47・48図）

盛七部調整区から出七した、奈良時代の遺物は、 I:::師器、須恵器、 瓦など数多くが出上している。

1 "'5、38"--41, まL師器で、 1は蓋、 2は皿あるいは盤、 3,..,_, 5は高杯でいずれも全面に丹袷りを

行っている。 6,..,_,19・ 42'ま須恵器杯蓋、 22"--34、43,..,_,45は杯身、 24"--26の杯には膝状の皮膜が付着し

ている。 52は円面硯で陸から海にかけての小片である。 i 5"--8越州系の青磁椀で、 5は口縁部を箆

状工具で押え五稜花になる輪花椀である。体部にも口縁部と同じ F部に縦方向に 2cm近くの押えがみ

られる。底部は輪高台になり、砂目が付着する。内面にも 3ヶ所ほどトチンの跡がみられる。胎七は

緻密で、色調は獨緑色を呈する。

enま瓦埒で、大きさは不明であるが、厚さは5.3cmを測る。瓦は r3"'10、r3・ 4は国分僧寺に

使用された軒丸瓦で 3が 1式、 4が Il式のものである。軒乎瓦5"'7は皿式、 7は平城京6663系、

8・9は 11式のものである。 （伊藤）
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m 山陽町内の遺跡

3)平安時代前半～中頃の遺構・遺物

(1) 掘立柱建物

;i=---

_:I  

9― 

P3 

JL_. 

r
 

こt~

廷@~
@ 

⑲ ""¥ 
悠 ・m

I 

2151Do' 

し

建物一5 (第49図）

D4区周辺に位置する、

桁行 3間x梁行 l間 (590

cmX388cm)の側柱建物で

ある。平面は平行四辺形に

近い歪な形をしている。建

物面積は18.7rrlで、建物の

t軸はN-10"-Eを示し

ている。

建物の検出レペルは標高

27. 00.......,27. 50m、また柱穴

底のレペルで標高26.88.......,

27.28mである。柱問距離

は桁行で151"--178cmとばら

◎
166

心
麿
悶

―

-

氾

_
iー

磁

。118

◎
151

◎

1610~'' • , .... ,.----.. 戸 ....-f"'

第49図 建物 5平•断面図， 柱穴断面図および出土遺物

つきがあり、梁問で384-----388cmを測る。柱穴の掘方平面は

不整形で、大きさにもばらつきがある。柱痕跡は全てに確

認できた。遺物は、 PBからのみ出土した。図化できた遺

物は 1のみで、須恵器杯蓋である。

~ 
1 

゜
10.,. 

1. 褐灰色砂質土（粘質土混. Mn含）

2. 暗灰色 " ( " . 小纏含）

3. 暗灰色 " ( " , Mn含）

4. 灰褐色 " (Mn含）

5. 灰黄色粘質土

6. にぶい黄褐色砂質土

7. 褐灰色砂賣土 （粘質土混）

8. 灰褐色 " ( " ) 

9. 灰褐色 " (Mn含.4層より灰色強）
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皿 山陽町内の遺跡

この建物の時期は、平安時代前期と考えられる。

建物一 6 (第50図）

E4区を周辺に位置し、建物一 5と重複している。建物の規模は、桁行 2間x梁行 l間 (480,--...,485

（横山）

cm x 233"-'236cm)で、面積は11.6niである。建物の主軸は、 N-75°-Eを示す。

建物の検出レペルは標高27.02"-'27. 55 m、柱穴底で26.84"-'27. 20 mである。柱間距離は桁間で

223"-'265cm、梁問で233"-'236cmを測る。柱穴の掘方平面は、 ir径45"-'52cmのほぼ円形状を呈してい

る。柱痕跡はP3・_f 4以外の4本で確認ーできた。図化した遣物は、］が土師器杯でP_Jーから、 2が

須恵器壷の口縁部から頸部でP5からそれぞれ出土した。この建物の時期は、建物一 5よりも後出の

平安時代前期と推定される。
＿ （横山）

65 ◎ 

)> 1.... ....-r--.. 

〇几~I11( .. 

↓̀  ~ ヽご¥CT)〔◎oe 〈 占 __!I

碑吋

2m 

c
 

瓢

呵

ニ 二
。w 1D :012 

~Pm 
27.60m ヽ

D 

~
 
言

IQcm 

1. 黄灰色砂質土（粘質土混）

2. 淡灰色ク

3. 暗灰色ク

4. 暗灰色ク

5. 暗黄灰色ク

6. 明黄灰色ク

7. 淡灰褐色ク

8. 黄灰色ク

9. 明灰色ク

10. 灰黄色ク

11. 明黄色ク

12. 暗灰黄色ク

（炭・焼土塊混入）

（粘質土混）

（粘質土混）

(9)  

（炭混入）

（粘質土混）
(,I/) 

(,I/) 

第50図 建物 6 平•断面図，柱穴断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡
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第51図 建物7 柱穴列2·3平•断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

建物一 7 (第52図）

G5区周辺に位置する。建物の規模は、桁行 3間x梁行 2間 (720cmX 428cm)である。東側桁部の

P 3・P 5は、後世の削平により検出できなかった。この主屋の西側に 4間の柱穴列ー 2と東から南

側に 5間の柱穴列ー 3を伴う。柱穴列ー 3は、建物一 7の柱穴とそろっており、建物一 7の広庇とな

る可能性がある。

建物面積は30.Bniで、建物の主軸はN-6.5°-Wを示す。建物の検出レベルは標高20.20,.___, 25. 92 

m、柱穴底のレペルは標高24_.92~25. 5_9mである。柱間距離は、桁間で240cm、一梁間で209_----...219cmを測—--

る。

柱穴の掘方平面は、直径（長軸）約32,.___,55cmのほぽ円形または楕円形状を呈している。柱痕跡は、

P 2・P 9・P 10の3本で確認された。またP2には、根石に代用された平瓦が遺存していた。

遺物は、 P2から平瓦、 P4から土師器皿、 P6から土師器小皿や平瓦、 PBから士師器杯、 pg

から須恵器甕や土師器甕、などの小片が出士した。図化した遺物 1は、±師器杯の口縁部から体部の

小片でPBから出土した。口径は、推定値で約12.8cmを測る。

なお、建物一 7の内部にあたる、時期不明のピット―14から鉄製鋤先が出土している。鋤先の埋納

遺構の地鎮的性格については、すでに指摘されており、このピットー14も建物一17に関連した地鎖遺

構の可能性が強い。 （横山）

柱穴列ー 2 a 一す 『―
麟，

b 

（第52図）

建物ー25

鳳真の西側柱穴

列の80cm西

側に 4間分 ゜

叩]
 

0

9

2

0

9

 

|

0

 

2
 ◎

_240|0_240

り
240

e_160|c|178+172t1784 

あり、溝ー 7内に 3

間分が入る。柱間は

l60.......,178cmを測る。

出土遺物はみられ

ないが、柱穴列ー 3

とともに建物一 7の

柵列と考えられる。

柱穴列ー 3 (第52図）

建物一 7の東側柱列から320cm西側に」字状に、南北 4間分、東西 l間

1. 灰黄色粘質土

2. 明黄色ク

3. 灰色 q (炭化物少含）

4. 褐灰色ク

5 灰色 9 (Mn微含）

6. 黄褐色ク

7. 灰色 ク

8. 灰褐色 q (黄色地山ブロック少含）

9. 灰色 q (. /) 微含）

第52図建物7 柱穴列ー2・3平面略図・

柱穴断面図および出土遺物

↑
238|9_246|238t2383 

匹

↑
 

1
 

こ—

分を検出した。建物一 7とこの柱穴列の丁度中間に消ー36が存在する。

南北の柱間隔は238,,...__,249cmで、東西は328cmを測る。柱穴から土師器杯

1、鍋の小片 2が出土し、他からも土師器椀片などが出土している。こ

の柱穴列は、柱穴列ー 2とともに建物一 7を囲むように存在し、建物ー

7に伴う柵列で、また、この溝ー 7・36もこの建物一 7と関連したもの

と考えられる。時期は鎌倉時代前半期と推察される。 （伊藤）

!Dan 
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m 山陽町内の遺跡

建物一 8 (第53図）

G8区周辺に位置する。一部建物一15と重複して検出された。建物の規模は、桁行 3間x梁行 2間

(559cm x 383cm)である。雨東角のP-10は、後世の用水路により削平され、検出できなかった。

建物面積は21.4nfで、建物の主軸はN-70°-Eを示す。建物の検出レペルは標高24.02,....,_,,24. 36m 

で、柱穴底のレペルは標高23.87....___.24.04mである。柱間距離は、桁間で165,,......,.208cm、梁間で186,....,_,,205

cmを測る。柱痕跡は確認できなかった。

図化した遣物 1は士師器杯で、 pgから出土している。（横山）

2這 m

第53図 建物 8平•断面図および出土遺物

建物一 9 (第54図）

10an 

2m 

H9区周辺に位置する。建物の規模は、甚本的には。桁行 2間X梁行 l間 (434cmx 278cm) であ

る。しかし、南側桁部には、それぞれの柱間に支えの柱が検出されている。

建物面積は12.1出で、建物の主軸はN-65°-Eを示す。建物の検出レペルは標高23.66"-'23. 88 m 

で、柱穴底のレベルは標高23.09 ........ 23. 48mである。柱間距離は、桁間で94........ z4ocmを測る。

柱穴の掘方平面は、楕円形または不整形な形状を呈し、大きさはばらつきがある。

遺物は、 P2 から土師器椀•白磁小皿や、 P3 から士師器皿・椀や緑釉陶器椀、などが出士した。

図化した遺物は、次の 7点である。 1は土師器の皿で、 P3から出土した。 2は土師器の杯で、 P3

から出土している。 3は士師器の椀で、円盤高台で内底面に段をもつ、西播磨系の士器である。 P2

から出土している。 j 9は白磁の小皿、 g1・g 2~ ま緑釉陶器の椀である。 g2は削り出し高台で、

山城系の II期古型式の様相を示している。 4は土師質の埓である。

建物の時期は、出士遣物の様相から、平安時代中期頃と推定される。 （横山）
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皿 山陽町内の遺跡
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第54図 建物 9平•断面図および出土遺物
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山陽町内の遺跡

(2) 溝

溝ー 9 （第55図）

C 3,...._,D 3区にかけ孤状になる洞状の

遺構がある。幅45,...._,12ocm深さ10cm程で

s鴫三 三寺・
1 

ある。溝内より士師器椀 1

る）、甕 2が出土している。

溝ー10(第56図）

（托状にな

G7区から GB区にかけて延長7.4m

ほどあり、幅は92cmから342cm、深さは

14cmを測る。出士遺物は、須恵器壷のロ

縁部、灰釉、黒色土器片などがある。時

期は、平安時代中頃と考えられる。

溝―11 (第56図）

GB区かG9区にかけて東西に約 8m

ほどの溝である。東半は上面をたわみ状
第56図

第55図

'I..---, —-戸

溝 9断面図および出土遺物

苧 三
1 

一
i 

--~ ーニ：二ぞ,;;---
a 1 

Jm 

溝11断面図および溝ー10・11出土遺物

遺構によって削平を受けているが幅 lm深さ16cmを測る。溝北側肩の標高は24.04m、底部で23.82m

である。遺物は灰釉陶器 l点が出土している。西側の溝ー10、東南の溝―12など途切れているが一連

の溝と考えられ、遺物も少ないが、

52・22を囲むようにもみら

れ、建物は平安時代末から鎌

倉時代初期に降る可能性も考

えられる。

ほとんど同一時期の10"-'11世紀代のものである。

三
し、1●, ........ ,. ● , .. ,, ● .... 一m

しかし、建物一

・・=ゴ
g3 ／

立
溝ー12(第57図）

G9区付近で建物21の南西

角に北西から南東に向け約

2.8m程が残存していた。幅

は狭い所で58cm.、広い所で

120cm. 程ある。深さは 6cmと

浅い。

溝内より須恵器杯 l、土師

器椀 2の他に緑釉灰底部と壷

片、灰釉皿片、黒色土器の

椀、叩き石状の石器などが出

士している。

溝ー13

~ 
緬こ2

ー

第57図

冒

’
 

S・9 

ll)an 

溝12断面図および出土遺物

FlO区からFll区にかけてほぽ東西に走る洞で、全長85m程ある。幅20""37cm、深さ 9cmを測る。

後世の溝―16と直行し洞ー51とはほぼ並行する。建物ー14の附柱列と同じように走り、

16・51とともに建物一14と関係ある溝の可能性がある。

この洞は溝

（伊藤）
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山陥町内の遺跡

溝ー14(第58図）

G12区周辺に位置し、構ー 3の西側部分に並行して北西から南東に向って流路を取り、南河道内に

流れこむ澗である。全長 5m程で、河道部に近い所で幅約80cm、深さ40cm、中程で70cm、深さ10cmほ

どである。上流部での標高23.5m、河道部で上面が23.4m、底部で23mである。

洞内からの出上遺物は、上師器椀 1・2"-'3、須恵器杯4・6、盤 5、

備前国分寺 I式の軒丸瓦 r11、乎瓦 r12、平安時代の裏面に斜格 f叩きを

もつ平瓦 r13、などが出土している。渦の時期は出 土遺物から奈良時代後

半から乎安時代後半にかけてのものと考えられる。
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第58図 溝 14断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

溝ー15(第59図）

Dl3区に位置し、南北に 2m程の短い洞で、幅 " 

110cm、深さ30cmで渦13に切られている。渦内から

土師器杯 2点 1・2が出土している。

溝ー16(第60図）

Ell区からFll区の陀南北渦で、幅12-----40cm、深

さ19cmほどの洞である。建物一14と柱穴列 7の丁度

中程にあり、建物一14に伴う渦の可能性もある。禍

内から平安時代に含まれる須恵器椀 1、土師器椀、

2260• 
f 

｀ 
t. .......、、,... ,、.....l・ 
1. 灰褐色粘質微砂

2 暗灰褐色 ク

3. 褐灰色 ク

~ 
1 

＼ ，．社~~--
,; .. ~ 
・,,. ~-, ~-,,,.., "'"~i —•)'f,J・, • -~ 

、.,.,, 名~---· 一~~ 祁
2
 一士師器小片が出土している。

溝ー17(第61図） 231Dn 
w 

Fl4区付近から北東のDl5付近略南北に流れる構 喜応尋詈 ~ こ上亘きI,
で、南端は南河道で、北端は北河道で削られてい ? I I I I I I I I I l• I----_ _~- 1 

る。南側での幅40cm、深さ25cm、中程で幅20cm、深 第60図溝16断面図および出土遺物

第59図溝15断面固および出土遺物

さ20cm、北端で幅40cm、探さ20cmを測

る、南端での底部は標晶22.05m、北

端で21.90mである。

澗内から士師器壷点 1・甕 2と瓦器

椀•白磁小皿小片が出土している。詳

細な時期は不明であるが、平安時代の

中に入るものと思われる。 （伊藤）

^
 

22 50m 
ff, 

冒
£UO_ir 

B疇讐

22 20m 
C 

＂ f I I I I I I I I I l• 

2 多

0 IOa, 

第61図 溝17断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

(3) 井戸

井戸ー 2 (第62図）

E4区に位置する、素掘りの井戸である。上部は大

きく後世の削平を受け、本来の規模、形状は不明であ

る。残存部の形状は、掘方の平面が長軸136cm.、短軸

129cm. のほぼ円形で、壁面は内側にやや傾斜をつけて

掘り込まれている。残存部の深さは96cm.で、底面の標

高は25.40,.,__,25. 45mを測る。

また、底部の北東・南東・南西・北西 4ヶ所に用途

不明のピットが検出されている。

出土遣物のうち、図化出来たものは次の 6点であ

る。 1は士師器の皿で、底部を指押さえによって調幣

している。 2・3も土師器の皿である。 5 "ま須恵器の

高台付き盤、 4しま須恵器の椀で内外面とも緋欅の痕跡

が残る。また黒色土器A類 b1の小片も 1点出土して

しヽる。

±器のほかにも、井戸の底面から、ノグルミの木片

1点が出土しているが、木片の加工痕については、可

能性のある部分もあったが、現状では判然としなかっ

？
パ
＼
f

立 m

1.0 

゜
lm 

た。

井戸ー 2の時期は、出土遺物の特徴などから、平安

時代中期から後期ごろと推定される。 （横山）

1 . 灰色粘質土（微砂）

2. 灰色砂（細砂）

3. 灰色砂（細砂•小礫少含）

4. 灰色粘性砂質土（細砂•小礫少含）
5. 灰色粘性 // (微砂・カーポン微含）

6. 灰色粘性 // (微砂 ・Mn微含）

7. 灰色粘性 // (微砂 ・Mn少含）

8. 灰色砂質土（強砂）

9. 灰色粘質土（微砂）

10. 灰黄色砂 (Mn少含）

11. 暗灰色粘性砂質土

12. 暗灰色砂

こ□三/ ~ 直？
文

2 --\..._—_lーーロニニ□戸ニ
' 

て口t/ 。
10cm 

3
 

第62図 井戸 2平•断面図および出土遺物
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III 山陽町内の遺跡

(4) 土壊

土壊ー 2 (第63図）

B4区から検出され、上面

の東西40cm.、南北50cmで袋状

になる。深さは50cmを測る。

土城底部より土師器壷 1が 1

点出士している。詳細な時期

は不明であるが平安時代に収

まるものと考えられる。

土壊ー 3 (第64図）

C6区にあり、上面東西80

cm、南北60cm.の楕円形をな

し、西側が部分的に袋状にな

る。内部から土師器甕 lが 1

点のみ出土している。詳細な

時期は不明であるが平安時代

に含まれるものと思われる。
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1. 淡灰褐色粘質徴砂
2. 暗灰褐色粘質ク

3. 灰黄色粘質ク
4. 明灰黄色粘質ク

5. 黄褐灰色粘質細砂

6. 黒褐色粘質微砂

第63図 土壊 2 平•断面図および出土遺物

0 50cm 一
ljcm 

1. 褐灰色粘質砂
2. 茶灰色ク

3. 淡褐灰色ク

4. 褐灰色粘質土（黄褐色粘質土ブロック混）
5. 黄褐色粘質砂
6. 黄茶灰色ク

5
 “ 

一 m
 

1
1
 

IQ血

第64図 土塘 3平•断面図および出土遺物

土壊ー 4 (第65図）

C6区にあり、直径

50cmほどの円形にな

り、深さは25cmを測

る。土城上層より、土

師器甕 1が 1点出土し

ている。詳細な時期は

不明であるが、平安時

代の中に含まれるもの

と思われる。
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A"i A 

1. 褐灰色粘質砂
2. 淡褐灰色ク
3 黄灰色ク

4. 黄灰色ク ブロック
5. 暗掲灰色ク

6. 黄褐色ク

ii 

0 50cm 一 閉cm

第65図 土壌 4 平•断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

土壊ー 5 (第66図）

GB区にあり、短軸95cm、長軸105cmほどの不幣円形で、深さは

40cmである。土城内には、角礫が多く含まれていたが、出士遣物は

なく、時期は不詳であるが、同じような集石土城が、平安時代のも

のが多く、平安時代に含まれると考えられる。

土壊ー 6 (第67図）

GB区南西部に存し、直径40cm、深さ20cmほどの土城である。土

城内には直径10cm前後の円礫が多くみられ、緑釉陶器 l点g15と、

土師器小片の石器 s12が 1点みられた。緑釉 g4は京都産（京一

II)で椀の高台部分で、高台部はわずかに削り出している。

叩き石は、側面中央部分が楕円形に摩滅している。この土城の時

期は、緑釉陶器から平安時代中頃と考えられる。

土壊ー 7 (第68図）

E9区南西角付近 II存し、

短軸43cm、長軸64cmの不幣円

形になるが、 2個の土漿が重

なっている可能性が強い。深

さは10cmほどである。土猥内

から土師器皿 1""'3、杯5、

椀 4・6・7、黒色士器の椀

ロ縁部小片が 1点b3が出土

している。時期は出土遺物か

ら平安時代中頃と考えられ

る。

t
 

＂ 
L
 疇

ー
バ
＼
十

27.80m .. .. 
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1 . 淡茶灰色砂質土

2. 褐灰色 q {黄褐色土混）

3. 褐灰色ク

4. 淡灰色ク

5. 淡灰色粘質砂

6. 淡灰色砂質土（黄褐色土混）

7. 褐灰色粘質砂

2430m -・ 

~cm 

ニニ:(
g 4 (1/4) 

。
lm 

第66図土壌5平・断面図

S 10 (1/3) 

第67図 土壌 6 平•断面図および出土遺物
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第68図土壌7 平•断面図および
出土遺物
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III 山陽町内の遺跡

土擦ー 8 (第69図）

Fll区建物ー26の南杭列上に存す

る。匝径100cm、深さ 10cm前後の円形

の土城である。士城内から須恵器杯

1・2、土師器杯 3、須恵器椀 4、灰

釉皿 a15、青磁椀片が出土している。

時期は出土遣物から平安時代中頃と考

えられる。

土壊ー 9 (第70図）

Fl2区中央付近にあり、短径77cm、

長径94cmの不整円形で、深さ23cmほど

で、摺鉢状になる。土城内から土師器

1の 1点のみ出士している。時期は乎

安時代中頃と考え

碑 m

疇
b m

 
,n 

第69図土壊8 平•断面図
および出土遺物

三 ／

ご口:J
2 

て~__/

~~ 三・
4
 

·i~7, 
られる。 （伊藤）

(5) たわみ

たわみー 2 (第71図）

ml 

23.10
ヨ

,'_•1-

—• 
B
 

。

c,::,, _,"< 

ll:!llc:t 

U y 

lm 
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~ 

し、 I_.,.Jcm 

1. 淡灰色土

2. 淡灰色粘質土（地山プロック含）

3. 淡黄灰色土（粗砂含）

第70屈 土壌 9平•断面図および出土遺物

FG7区にあり、東西 5.......,7m前後の不整で、浅いたわみ状の遺構である。たわみ内から土師器杯

1、須恵器杯（椀?) 2が出士している。

(6) ピット

平安時代に含まれるピット・柱穴はあまり多くないが、遺物が

みられたもののみを記述しておく。

ピットー 5. (第72図）

G8区南西にあり、直径25cmほどで、深さが20cm前後で、士師

器杯 1,...._, 3 3点が折り重なるように検出された。

ピットー 6 (第73図）

G8にあり、直径25cmほどで、深さが10cmほどを測る。ビット

内より、土師器 1が 1点みられた。 （伊藤）

~
 

1
 

~~ 
ゃ

第71図たわみ 2
出土遺物
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m 山腸町内の遺跡
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第72図ビット 5平・

尺t、・.が,.製ベ.• ・"'>、9, 浮‘・ ‘ •• ., ' 

断面回および

出土遺物

~~ 三／ 文
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第73図ピット6平・

断面図および

出土遺物
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第74図 ピット 7-13出土遺物
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m 山陽町内の遺跡
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第 3章 山陽町内の遺跡

4)平安時代末期～鎌倉時代初期の遺構・遺物

(1) 掘立柱建物

建物一10(第78図）

G4区周辺に位置する、桁行 l

間x梁行 1問 (398cmx 288cm)の

建物である？—-建物面積は 11. 5出

3言le
ぃBB」----で、建物の主軸はN-1°-Wを

示す。

建物の検出レベルは標高26.0

z,..__,,26. lOm、柱穴底のレペルは標

高25.70,-..._,,z5. 84mである。

柱穴の掘方平面は直径約z7,..__,3z

cmのほぽ円形状を呈している。柱

痕跡は全ての柱穴において確認で

きなかった。

遣物は、 P2から土師器、 P3

から士師器やかまど、 P4から士

師器小皿・皿・甕や備前焼椀など

が出土した。図化した遺物は 2点

1 ,..__, 2で、いずれも士師器の小1II1

で、 P4から出士した。

建物の時期は、判然としない

が、 12世紀末,-..._,,13世紀前半と推定

される。 （横山）

建物―11(第79図）

F7区周辺に位置する。桁行 3問x梁行 2間 (580cmx 368cm) の建物で、建物—41 と重複して検出

吟 文三丑工ご＝

2
 2m 

ゃ

第78図 建物10平・断面図および出土遺物

された。建物の平面型は、やや歪となっている。またP6の位置も、建物の中心軸から南側にずれて

いる。

建物面積は21.lrrlで、建物の主軸はN-83°-Eを示している。建物の検出レベルは標高24.60,...__,

25.20m、また柱穴底のレベルで標高24.52,,,..__,,25. OOmである。建物の南東側は水田開墾時の削乎をう

けており、 PIOは検出されなかった。柱間距離は、桁間152,...__,222cm、梁間181,...__,230cmを測り、ややば

らつきがある。

柱穴の掘方平面は、複数の柱穴・ビットが切り合っているものもあるが、墓本的には、直径約30,,,..__,,

52cmのほぼ円形状を呈している。柱痕跡はP3・P5・P7・P8の4本で確認できた。

遣物は、 P7から土師器小片、 pgから丹塗り土師器や土師器の小片、などが出士したが、図化で

きるるものはなかった。 （横山）
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第 3章山陽町内の遺跡
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25.30m 
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5 6 

-d 1.51.7 14 
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2m 

。
lm 

1 . 灰茶色砂質土

2. 淡灰茶色ク

3. 灰黄色ク

4. 黄灰色ク

5 明黄灰色ク

6. 灰褐色ク

7. 暗灰褐色ク

8. 淡灰黄色ク

9. 黒褐色ク

10, 暗褐色粘質土 (Mn多含）

11. 暗褐色ク

12. にぶい黄褐色粘質土

13. 灰黄色粘質土

14. 灰褐色ク

15. 黄褐色ク

16. 灰褐色砂質土（砂礫多含）

17, 灰色粘質土

第79図 建物11 平•断面図，柱穴断面図

建物ー12(第80図）

FB区周辺に位置し、建物一42と重複して検出された。建物の規模は、桁行 l間x梁行 1間 (260cm.

X242cm)で、面積は6.3出である。主軸はN-71°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高24.45,..._,24. 71mで、柱穴底のレベルは標高24.19,..._,24. 61mを測る。柱穴の

掘方平面は直径（長軸）約42,..__,49cmのほぼ円形ないし楕円形状を呈している。

遺物は、 Pl・P2・P3から少量の土師器が出土している。図化した遺物 1は、土師器杯で、表

面に丹塗りの痕跡が残存している。これは、 P2から出土した。
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第 3章山陽町内の遺跡

この建物の時期は、図化した遺

物 1の時期ではなく、 P3から備

前焼と思われる細片が出土してい

ることから、平安時代末期から鎌

倉時代前期まで下がると考える方

が妥当であろう。

また、この建物一12は、桁部
-- --

が、西側にもう l間分拡張する可

能性もあるが、判然としない。

（横山）

建物一13(第81・82図）

GB区周辺に位置する。この建

物の規模は、桁行 4間x梁行 1間

(848cm X 368,...._,378cm)である。北

側桁部のP3は、確認できなかっ

た。建物面積は31.1111で、建物の

主軸はN-70.5°-Eを示す。建

◎ 

◎
 

"
|
|
V
¥
-

゜

◎

O-

2這 m

?242ふ
260f260 

?242i 

im 

胃
1 

10cm 

物の検出レベルは標高24.26"-' 第80図 建物12平•断面図および出土遺物

24.62m、柱穴底のレペルは標高24.11 "-'24. 41 mである。柱間距離は、桁間で21_4""'232cmを測る。

柱穴の掘方平面は、直径（長軸）約28"-'44cmの円形または楕円形状を呈している。柱痕跡はP6・

P7で確認できた。

遺物は、 P2から土師器小片、 P4から土師器小片や緑釉陶器の体部細片、 P6から士師器小片、

P7から士師器小片や須恵器小片、 PBから士師器小片や須恵器小片、 pgからも土師器小片や須恵

器小片、などが出士した。しかし、図化できる遺物はなかった。

建物の時期は、不明であるが、 13世紀以前と推定される。

3r~ 芦—-----@--------1141

Ln4--219i_,9,~4J8 

← → 

瓢

（横山）

『
24.80m 一b 

1. 褐灰色砂質土 i 
2. 淡褐灰色ク

3. 淡褐灰色(; (炭化物含）

m
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第81図 建物13平面略図および柱穴断面図
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第82図 建物 13平•断面図

建物ー14(第g3,...__,g5図）

Ell区周辺に位置し、建物一46と一部重複した形で検出され

た。この建物は、桁行 5間x梁行 2間 (1134cmX 396cm)の側柱の

主屋部に東面に 5間（柱穴列ー 5)、西面 (4間分）から 南面

(3間分）にかけて 7間（柱穴列ー 4)の柱穴列を伴っている。

このうち、柱穴列ー 4は、主屋部建物の柱穴と揃っており、建物

の下屋部の柱穴にあたる可能性が強いと考えられる。

建物面積は44.3rrlで、建物の主軸はN-10°-Wを示してい

る。建物の検出レペルは標高23.31,..._,23. 58m、柱穴底のレベルは

標高23.13,..._,23. 44mである。柱間距離は桁間で208,..._,240cm、梁間

で192,.._,t98cmを測る。

柱穴の掘方平面は直径約28,.._,48cmのほぼ円形状を呈している。

柱痕跡は、

8本の柱穴で確認できた。

遣物は、

P 2・P 5・P 6・P 7・P 8・P 9・P 10・P 11の

P 1・P 3・P 4・P 5・P 7・P 8・P 10・P 13・ 

Pl4の9本で、士師器や須恵器の小片などが出士した。図化した

遺物 1は、須恵器の壺（瓶）の口縁部小片で、 P7から出士した。
,'---・・ 

建物の時期については、平安時代末期から鎌倉時代初期ではな
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く、もう少しさかのぼる可能性もある。 （横山）
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III 山陽町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡
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第85図 建物14 柱穴断面図および柱穴列5断面図

柱穴列ー 4 (第83・84図）

建物一14の西側 2間南から南側にかけて L字状に囲む柱穴列で、建物一14の西柱穴列・南柱穴列か

ら220cm離れている。西側は 4間分 (9.2m)、南側は 3間分 (6.2m)あり、柱穴の間隔は202,....__,246cm

である。それぞれの柱穴列ほ、主屋の柱穴列とほぼ並び、下屋部あるいは庇になる可能性も考えられ

る。

柱穴列ー 5 (第83.........,85図）

麟—14の東側に取り付く柱穴列で 5 間分 (10.8m) ある。柱間隔ほ140,....__,269cm とまばらで、南側
が少し西に振って直線的である。 （伊藤）

建物一15(第86図）

H9区周辺に位置する。建物の規模は、桁行 3間X梁行 2間一部 3間 (818cmX 644cm)で、 3間X

2間の主屋の北西部に 1間X 1間の角屋を付属させた構造をとる。ただし、東側桁部P4とPBの間

の柱穴が、後世の用水路により削平されている可能性もある。

建物面積は43.2ポで、建物の主軸はN-18c-Wを示す。建物の検出レベルは標高23.96,..._,24.28m

で、柱穴底のレベルは標高23.58,....__,24. 23mである。柱間距離は、桁間で215,....__,354cm、梁間で188,....__,244

cmを測る。

柱穴の掘方平面は、直径（長軸）約26,..._,46cmのほぼ円形または楕円形状を呈している。柱痕跡は、

P7で確認できた。

遺物は、 P2から土師器、 P6から土師器椀や丸瓦、 P7から士師器、 pgから土師器JIII.・椀、 P

12から土師器椀、などが出士した。図化した遺物 1~ま、土師器椀の体部から底部で、 Pl2から出土し

た。高台径は7.2cm.を測る。

建物の時期は、判然としないが、 12世紀以降と推定される。 （横山）
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皿 山陽町内の遺跡
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皿 山椙町内の遺跡
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第87図 建物16平•断面および柱穴断面図
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建物一16(第87・88図） こ 一
El4区周辺に位置する。建物の構造は、桁行 3間 ．，．、,-,,、 1 

x梁行 2間 (622cmx 392cm)の上屋部と桁行 3間X

梁行 2間 (622cmX 114cm)の下屋部からなる。建物

面積は31.5nfで、建物の主軸はN-86°-Eを示し

ている。建物の検出レベルは標高22.04,...._,22. 34m、 ,I~ 三フ
柱穴底で標高21.72,...._,21. 92mである。柱間距離は桁 2 

皿 山陽町内の遺跡

~ ~ 
3 

＿＿＿ 

L: ・・ f___:_ 皐.l?an ;J 
4 ら

ニ~-~~
間で190,,..,__,,242cm、梁間は上屋部で196cmを測る。柱 第88図建物16出土遺物

穴の掘方乎面は直径約21,...,___,51cmのほぼ円形状を呈している。

p 1にはアカマツ、 P2・P3・P4にはネズミサ｀ンの柱根が遺存していた。また、 P6・P 7・ 

P 11・P 12において、柱痕跡が確認できた。

遺物は、 P5・P 11・P 15以外の柱穴で出土した。 2は早島式土器の椀でP7から、 3は士師器の

杯、 4は備前焼椀、 t 3 は瓦器椀でP6 から出土した。これは和泉型皿— 1 期とみられ、このことか

ら、建物一16の時期は、 12世紀末から13世紀初めごろと推定される。 （横山）

建物一17(第89図）

Gll区周辺に位置する。一部建物一47と重複して検出された。建物の規模は、桁行 3間x梁行 2間

(67 4cm. X 366~) である。梁部P4 と P5 の間には柱穴は検出されなかった。

建物面積は24.7rrlで、建物の主軸はN-17°-Wを示す。建物の検出レベルは標高23.28,....__,23. 48m 

で、柱穴底のレペルは標高22.88,..._,23. 36mである。柱間距離は、桁間で212,..._,246cm、梁間で183cmを測

る。

柱穴の掘方平面は、直径約z4,-.._,4ocmのほぼ円形状を呈している。柱痕跡は確認できなかった。

遺物は、 P2から須恵器や土師器、 P3・P 5から土師器、 P7から備前焼椀や早島式土器椀、 P

9 から備前焼椀•土師器や鉄製釘、 PlOから東播系鉢や士師器、などが出土した。図化した遺物のう

ちU1は東播系こね鉢の口縁部で、第珊期第 2段階の様相を示す。

建物の時期は、東播系鉢の様相から、 12世紀終わりから13世紀初めごろと推定される。 （横山）

建物一18(第90・91図）

El4区周辺に位置する。建物の規模は、桁行4間（一部 3間） X梁行 2間 (5-06,,..__,736cmx 492cm)で

ある。南側梁部にF屋を付属させた構造を有する。また建物の東側に柱穴列ー 7、南側から西側に柱

穴列ー 6を伴う。建物面積は30.1出で、建物の主軸はN-3.5°-Wを示す。建物の検出レペルは標高

22.14,,..__,22. 37mで、柱穴底のレベルは標高21.74,,..__,zz.2omである。柱間距離は、桁間106,,..__,230cm、梁

間224,..._,264cmを測る。柱穴の掘方平面は、匝径（長軸）約30.....__.52cmのほぼ円形または楕円形状を呈し

ている。 pgに根石が遺存していた。またP1・P 3で柱痕跡が確認できた。

図化した遺物は次の12点である。 1 ,,..__, 5・9は土師器の小皿である。 6は耳皿で、小皿を両側から

押さえたものである。 7は土師器の杯である。 8は備前焼の椀で、 1期のものと考えられる。 t 4は

瓦器椀の口縁部であろう。 j 45は白磁の皿で、 Vl類のものである。 C9・C 10は用途不明の方形土製

品である。

建物の時期は、主軸方位をそろえる建物一19・20・21などと同じ、 12冊紀末,,..__,13世紀前半と推定さ

れる。 （横山）
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皿 山陽町内の遺跡
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第89図 建物17平•断面，柱穴断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡
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皿 山隔町内の遺跡
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第91図 建物18平面略図，柱穴断面図および出土遺物

柱穴列ー 6 (第90~92図）

建物一18の西側から南に囲むように検出された柱穴列で、西側は、建物

-17の西柱列からは3.6m、南側列からは lm離れている。西• 南側とも

3 間分あり、柱間隔は182~293cmと同一間隔はみられない。柱穴は直径30

cm、深さは20cm前後である。柱穴から須恵器杯 1、備前焼椀 2が出土して

いる。時期は12世紀末前後と考えられる。柱穴列ー 5とともに、建物一17

を囲む柵列と考えられる。

柱穴列ー 7 (第 柱穴列 H-H'
H-,-,,-; ー,_,リりJ, ~ 心"""~""""" ,,,,,,.......,, rn 

90~92図）

建物一18の西側

柱列から lm離れ

3間分検出され

た。柱間隔は210,...,_,

219cmである。

（伊藤）
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第92図 柱穴列 6・7断面図および柱穴列6出土遺物
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山陽町内の遺跡

建物―19(第90,....__,92図）

El5区周辺に位置し建物一20と重複し

て検出された。建物一19は、桁行 6間X

梁行 2間 (1634cmx 416cm)の南北棟で、

梁部北端のp1とP3との間と梁部 2間

目のP6とP8との間に、他には中心柱

をもたない構造である。建物面積は68.0

rrl、建物の主軸はN-6"-Wを示す。

建物の検出レベルは標高21.92,....__,22. 15 

m、柱穴底のレベルは標高21.4z,....__,z1. 83 

mである。柱間距離は、桁間で220,....__,313

cm、梁間で188,....__,228cmを測り、桁間でか

なりばらつきが存在する。

柱穴の掘方乎面は、直径約26,....__,54cmの

ほぼ円形状を呈し、

る。

これもばらつきがあ

p 1には根石とネズミサ、ンの柱根

が、同一掘方内に遺存しており、建て替

[2205|298|¢|31112631t249|f 

8

5

 

ー

i

`

1

4

1

6

 

[220t298

↑313;|265:{|t,244: 第93図

）
 

う

ヽ

。€>
C P1f 
ヽ

R
 

ヽ

◎ 

P13' 
ー一—

) ¥ 

◎ 

T゚ u 
◎
 

゜

゜

゜

D 

6
 

゜

E

ぎ
，＇ 

し
0 2rn 

t 

建物19平・断面図 (S:1/100) 

-327-



m 山陽町内の遺跡
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えの可能性がある。このほか、 p9 . p 

11・P 12・P 14・P 15・P 16で柱痕跡が確

認できた。このうち、 Pl2では、柱痕跡部

の底に、球状の石と完形の土師器小皿 3枚

や早島式士器椀の小片などが北東方向から

入れられた形で出土した。これは、柱抜き

取り後の地鎮行為と推定される。

遺物は、 P3・P4・P5以外の柱穴で

出士した。 1 ""'8は土師器小皿で、 8は底

部を指押さえで調整している。 9・10は土

師器杯である。 15""'16は備前焼椀で、 1期

の様相を呈している。 11"'-'12は早島式士器

椀で、 III ー 1 期に属する~t 131・132は瓦

器椀で、和泉型Illー 1期に属する。 17・18

は土師器鍋で、 17ほ脚の取付き部である。

石製品は 3点出士した。 S12は携帯用砥石

で先端部に紐穴を有する。 S11は歪な球状

で平坦部に使用痕がある。 S13は砥石であ
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第94図建物19 ピット 12平• 断面図および

柱穴断面図
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皿 山陽町内の遺跡

る。

建物の時期は出士遺物から12世紀末,...._,13世紀前半ごろと推定され、建物ー20とほとんど時期差がな

い。しかし、建物の構造と、 P12の地鎖遺構としての性格から建物一19の方が前出と考えられる。

（横山）
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旧 山陽町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡

建物ー20(第96・97図）

El5区周辺に位置し、建物一19と重複して検出された。桁行 6間x梁行 2間 (1447cmx 396cm)の南

北に長い主屋部に、 2間X 1間 (491cmx 176cm)の角屋部を南東隅に付属させた構造を有する。ま

た、主屋部の内部は、北側 4間目から 5間目において、中心柱を有する総柱構造をとり、その南北側

では中心柱は検出されていない。

建物の面積は38.5出で、建物の主軸はN-5°-Wを示している。
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旧 山陽町内の遺跡

建物の検出レベルは標高21.13,....,_,21.54cm、柱穴底のレベルは標高21.22,..._,,21. 77cmである。柱問距離

は桁間で226,..,._,,258cm、梁間で174,..,._,,198cmを測る。

柱穴の掘方平面は不整形で、その長軸は約31,..,__,65cmであり、柱穴の形状•大きさともにばらつきが

ある。

柱穴のうち、 PIOには樹種がネズミサ、ンの柱根が遺存していた。また、 Pl4には根石が遺存してお

り、 P16には根石代わりに使用された奈良時代の国分僧寺のものと推定される平瓦が遺存していた。

P20では、柱抜き取り後に石•土器や瓦が落ち込んだ状況で検出された。この他、 P13・P 19でも柱

痕跡が確認できた。

遺物は、 P1・P 12から土師器・須恵器の小片、 P2・P 3から士師器の小片、 P4から備前焼

椀• 士師器皿・早島式士器椀、 PSから土師器の細片、 P7・P 13から土師器甕や皿、 PBから備前

焼甕や椀、 pg から備前焼椀•土師器皿や甕•早島式士器椀、 PIOから土師器Jill • 須恵器椀、 Pllか

ら須恵器甕や鉄滓、 Pl6から瓦器の細片•須恵器椀• 土師器皿や甕、 P18から備前焼椀• 士師器甕、

P19から上師器の小片、 P20から須恵器甕・丸瓦、などが出土した。

図化した遺物は、次の10点である。 1·2 は土師器の小皿、 4·5~ま土師器の杯である。 6・7は

早島式土器の椀である。この早島式土器椀の口径は、それぞれ推定値14.6cm・15.0cmを測り、鹿田 Il

-2期～皿ー 1期の様相を示している。 8は備前焼の椀で、 1期に属する。 9は須恵器の甕である。

r 14は丸瓦である。

建物ー20の時期は、出士遺物の様相から、 12世紀末から13世紀前半ごろに属すると推定される。こ

の時期からすれば、重複する建物一19とはほとんど時期差はないが、建物の構造からいえば、建物一

20の方が後出と考えられる。 （横山）

建物一21(第98・99図）

El6区周辺に位置する。 1日河道の堆積土上に立地し、建物の南側と西側には整地された痕跡が残っ

ている。建物の構造的には、総柱建物である。しかし、 P2・P 14の掘方の深さは、他と比較して非

常に浅く、機能は異なっていると推定され、純然たる総柱とはいえない。建物の規模は、桁行4間x

梁行 2間 (944cmx 408cm)で、面積は38.5面である。建物の主軸はN-3.5°-Wを示している。

建物の検出レペルは標高21.29,....__,21. 55m、柱穴底のレペルは標高20.80,..,._,,21. 37mである。柱間距離

は桁間で225,..,._,,25lcm、梁間で198,..,._,,210cmを測る。

柱穴の掘方平面は、直径約25,..._,,84cmのほぼ円形状を星しており、柱穴の大きさにも、かなりのばら

つきがある。

柱穴ーのうち、 p1にはクリ、 Pl2にはアラカシ、 Pl5には樹種不詳（アキニレか）の柱根が遺存し

ていた。また、 PSでは、根石として平瓦と石が遺存しており、 P7にも根石が遺存していた。この

ほか、 P8・P 9・P 10・P 13において、柱痕跡が確認できた。

遺物は、 p1から須恵器と早島式士器の小片、 P2から土師器椀小片、 P3・P 6から備前焼椀小

片、 PSから平瓦や土師器皿小片、 P7・P 8• P 14から士師器甕小片●、 P9から備前焼椀や土師器

甕の小片、 PlOから瓦器や黒色土器、 Pllから土師器・須恵器の小片、 Pl2から備前焼椀や早島式土

器の小片、 Pl3から土師器小皿や早島式土器の小片、 Pl5から備前焼椀や土師器甕・皿の小片、など

が出土している。図化したものは、次の 9点である。 1は土師器の小皿、 2は士師器の杯である。

3・4は早島式士器の椀で、 4の高台しま 1-3期の様相を示しているが、 3の口径は15.0cm.でIlー2
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m 山陽町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡
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第99図 建物21柱穴断面図および出土遺物

彦］プ
t5 t6 

でフ▽
t7 

亨7G
〔一/

3 ーロ／
10cm / j46 

/ 4 可

t8 

bl3 

期,..._,m -1期の様相を示している。 5は備前焼の椀である。 t5,..._,gは瓦器の小片で、椀と推定され

る。いずれも和泉型m-1期に属する。 j 46は白磁碗で、削り出し高台である。

建物ー21の時期は、出土遺物の様相から、 12世紀末から13世紀前半ごろと推定される。 （横山）

建物ー22(第100図）

F15区に位置する、桁行 2間x梁行 l間 (484cmx 316cm)の側柱建物である。建物面積は15.3ポ

で、建物の主軸はN-82°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高21.85"-'22. 05m、、柱穴底のレペルは標高21.46"-'21. 77mである。柱間距離

は、桁間で234,..._, 250cm、梁間で316cmを測る。

柱穴の掘方平面は、直径約24"-'43cmのほぽ円形状を呈している。柱痕跡は、 P3・P 4の2本で確

認できた。

遺物は、 p1から土師器甕、 P3から早島式士器や士師器小JII1、P4から備前焼鉢や士師器皿、 P

5 から土師器甕•小皿、などが出土した。図化出来たものは次の 3 点である。 1 tま、 PSから出土し

た、士師器小皿で、灯明皿として使用していたようである。 2は、 P4から出±した土師器皿、 3 

は、 P5から出土した、土師器甕の小片である。 （横山）
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皿 山陽町内の遺跡
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第100図 建物22平・断面・柱穴断面図

および出土遺物
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第101図 建物23平•断面，柱穴断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

建物一23(第101図）

Fl5区に位置する。建物の規模は、桁行 1間X梁行 1間 (236cm.X 186cm)である。建物面積は4.-4点

で、建物の主軸はN-5°-Wを示し、建物一16・18・19・20・21などと同じである。建物の検出レ

ペルは標高21.66,..._,21. 87mで、柱穴底のレベルは標高21.24,..._,21. 44mである。

柱穴の掘方平面は、直径（長軸）約30""6lcmのほぼ円形または楕円形状を呈している。 P3にはネ

ズミサシの柱根が遣存していた。

遺物は、すべての柱穴から出土した。図化した遺物は、次の 5点である。 1は土師器の台付小皿

で、 p1から出士した。 2"" 4は早島式土器椀の底部で、 2・3はp1、4はP3から出土した。 5

ほ備前焼椀の口縁部小片で、 p1から出土した。

建物の時期は、出土遺物の様相から、 12世紀末から13世紀前半ごろと推定される。

建物一24(第102図）

Fl5区に位置する。建物の規模は桁行 1

間x梁行 1間 (182cmx 151cm)で、面積は

2.7点である。主軸はN-89°-Wを示す。

建物の検出レペルは21.60,...,__,21. 80mで、

柱穴底のレベルは21.30,..,,_,21. 46mを測る。

柱穴の掘方平面は直径約20,...,__,49cmのほぼ円

形状を呈している。

遺物はp2 • p 

3から出土してい

る。図化した遺物

1は、土師器の杯

身である。この他

にも、備前焼椀や

早島式土器小片な

どが出士してい

（横山）
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第103図柱穴列 8平•断面図および出土遺物
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第102図 建物25平・断面図および出土遺物

2m 

る。

小片ながらも、これらの出士遺物の年代か

ら、平安時代末期から鎌倉時代前期ごろと推

定される。 （横山）

柱穴列ー 8 (第103図）

B7区東側に位置し、 2間分を検出した。

柱穴直径は35,...._,,40cm、深さ30,...._,,40cmを測る。

柱間隔は270cmである。柱穴ー545から早島式

土器椀 1、備前焼椀 2が出土している。いず

れも12世紀末頃のものと考えられる。東に伸

びる建物の可能性もあるが不明である。

（伊藤）
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III 山陽町内の遺跡

(2) 溝

溝ー18(第104・105図）

A7区東南角から、東南方向にさらに

C 9区付近から 東の方向に流れ、 D1 

区付近で北河道に流れこむのか、あるい

は河道に沿って溝904、溝1447と同じ方

向に流れる。

全長52m+aになる。上・中流域では

幅 2m近くあり、深さは80cmほどあり断

面はU字形を呈す。 Dll区付近では上面

が後世の水田によって削平を受け幅 lm

前後、深さも40cm前後になる。 B7区付

近で上面標高24.5m、洞底では23.7m、

Dll区付近では23.lmである。

濶内から奈良時代の須恵器 1,,..__, 3、平

安時代の緑釉陶器 g1 a,..__,, 3、鎌倉時代の

士師器椀（早島式土器） 6 ,,..__, 9、鍋10・

11、甕12・13、東播系のこね鉢14・15、

備前焼摺鉢16などがあり、その他に刀子

i 7、叩き石状の石器514などが出土し

ている。

A
 

幽

，
 

"''"'' 

B 22 30 25 37 

25.50m 
B' 

c― 

溝18(A-A') (B-8') 

,. 灰褐色砂質土 {Mn微含，微砂）

2. 褐灰色 -"' {Mn少含. //) 

3. 褐灰色 // ( // 細砂）

4. 褐灰色粘性砂質土( // '微砂）

5 灰褐色粘性 -"' (Mn微含， //) 

6. 褐灰色粘性 // (微砂， ブロック状堆積）

7. 灰褐色砂質土 (Mn少含，微砂）

8. 灰褐色粘性砂質土

（粗砂，黄色地山ブロック少含， しまりが悪い）

9. にぶい黄色粘性砂質土

10. にぶい黄褐色粘性砂質土 (Mn少含，微砂）

11. にぶい黄褐色粘性 ク (Mn微含， //) 

12. 灰褐色粘性砂質土（微砂）

13. 灰褐色粘性 -"' (Mn少含，微砂）

14. 灰褐色粘性 // ( // '細砂）

15. 灰褐色粘性 ,,,, (Mn強含， //) 

16. 灰色粘性砂質土（小礫1-2叩大多含）

17. 褐灰色粘質土（角礫3-5cm大多含）

18. 灰色粘性砂質土（細砂）

19. 暗灰色砂（粗砂）

20. 褐灰色砂礫土（角礫5-6c:m大多含）

21. にぷい黄色粘質土（しまりが良い）

22. にぷい灰黄色砂質土 (Mn強含）

23. 暗褐色粘性砂質土 (Mn多含）

24. 褐灰色粘性 q (Mn少含，微砂）

25. 灰褐色粘性 ク

26. 暗褐灰色粘性砂質土 (Mn少含，カーポン含）

27. 灰褐色粘性砂質土 (Mn多含）

28. 灰黄色粘性 9 (Mn微含．小砂礫微含）

29. 暗灰色粘質土（小砂礫少含）

30. にぶい黄灰色粘性砂質土（小砂礫少含）

31. 灰褐色粘性砂質土（細砂）

32. 灰褐色粘性 // (小砂礫少含）

33. 黄褐色粘性 9 (微砂）

34. 灰黄色粘性 9 (q) 

35. 灰褐色砂礫土（小礫2-3c:m大多含）

36. 灰褐色砂質土（小礫 1---2 cm大少含）

37. 灰褐色 q (微砂）

38. 褐灰色 q (細砂）

第104図溝18断面図
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旧 山陽町内の遺跡
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第106図溝19と20との関係断面図

-338-



m 山腸町内の遺跡

溝ー19(第106-----108図）

D9区の楷ー 2付近から始まり、 Dl2区付近ではっきりしないが、濶 ー12と交差し、河道一 lに

沿ってDl6区に向って流れる洞で全長約80mに逹する。幅は場所によって異なり l"-'2mあり、深さ

は12-----35cmである。 Dl2区付近で上面の標高22.65m、底部では22.45m、D16区付近では上面21.8

m、底部20.4mである。洞内からは土師器小皿 1,.__, 3、椀 （早島式士器） 4 ,..__, 6、備前焼椀 7""10、
匹

摺鉢11、土師器鍋12・13、甕14----16、瓦器 t9、白磁 j47----

50、斜格 子の叩き文様を持つ平瓦 r15-----18、砥石S17、叩き

石S15・16などがみられる。
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第107図 溝19断面図および出土遺物 (1)
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m 山陽町内の遺跡
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第108図 溝19出土遺物 (2)
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m 山陽町内の遺跡

溝ー20(第106・109.......,111図）

013区付近から、河道一 lに沿って東にDl6区付近までおよそ23mほど流れる。渦幅90"-'135cm、深

さ14.......,18cmを測る。洞内から多量の上器が出七している。

l "-'25は土師器質小皿、 26.......,29は杯、 30"-'36は椀（早島式上器）、 37は鍋、 39.......,41は須恵器小Jill.(備

前焼）、 42"-'50は椀で、 47"-'50は底部や側面に嬰書が見られるが、判読はできない、凡字の可能性が強

い。他にカマド、奈良時代の軒平瓦などもあり、また瓦器の小皿大 9: 11、椀 t12"-'26、緑釉陶器 g

50、白磁小皿 j51、椀52・53などが出土 している。
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m 山陽町内の遺跡

溝ー21・ 22・23(第112図）

H 13,...., 14区にかけて見られ

た溝で、これらの構は南河道

の北側微裔地端部に沿って作

られた溝である。この中では

澗ー22が最も新しい。溝ー21

は幅42-----95cm、探さ 17-----20

cm、全長22m、洞ー22は幅

35"'-'70cm、探さ 6-----31cm、全

長15.5m、渦ー23は幅30,.....,

117cm、深さ 5cm、全長3.5m、

A
 

224伽 ・
A 

＿B
 

1250m 
B 

22.20m 

,., 
溝21・22(B-B') 

1. 灰白色砂質土 (Mn少含, 5mm大の小●多含）

2. 褐灰色 ク

3. 灰褐色砂 （細砂）

4. 暗黄褐色粘質土 (Mn強含）

5. 暗褐灰色 .. ( .. ) 

6 褐灰色砂曝土 (Mn多含）

7. 褐灰色粘賣土( .. ) 

8. 褐灰色砂 （微砂,Mn強含）

9. 暗褐灰色粘質土 (Mn強含. 5層土よりも更にMnが強い）．

10. 褐灰色砂糠土 (Mn少含， 細砂 5mm大の小●少含）

11.'こぷい貧灰色砂質土（地山ブロック）

12. 灰色砂質土（攪砂）

13. 灰褐色 ，， （細砂）

14. 暗灰色粘質土

15. 灰黄色 ，， (3mm大の小砂纏少含）

16. 暗灰色砂質土

17. 暗灰色 ，， 

18. 灰白色砂（微砂）

19. 暗灰色粘質土（細砂）

20. 褐灰色砂質土 (Mn強含）
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第112図 溝21---23断面図および出土遺物
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m 山阻町内の遺跡

~ ロ：予
ぃ V

-4/ 

／ 

S18 

~ an 

第113図溝20・21出土遺物

それぞれの渦内からの出上遺物は、溝ー21から 1,...__, 6、12で、 1は土師器杯、 2は椀、 3,...__, 5は備前

焼椀、 12は L師器鍋、他に砥石S9などが出 l::している。構ー21・22は混っているが、 7,...__, 11が出L

している。 nま士師器小IIIl.、8は椀、 9・10は備前焼椀であり、他に瓦器椀 t28"'-'30、緑釉陶器片、

東播系鉢 u4、青磁壷胴部 j54、 l::師質のカマドの脚台部片13、上錘などが出J::.している。また溝一

23からは、上師器椀14が 1点のみ出士しているこれらの遺物からみるとそれぞれの渦間に大きな時

期差はみられず、 12世紀後半と考えられる。

溝ー24・25(第114図）

El6区で東西に全長2.0"'2.4m

検出された栂で全容は不明であ

る。24から t師器小1II11のほかに

須恵器片、 L師器小片がみられ

た。 25からは早島式士器椀 2のみ

が出tしている。

溝ー26(第ll5図）

I 13"'J 13区南河道に南北に

8.6mの溝で、須恵器壷片 1、東

播系捏鉢 u3が出上している。

溝ー27(第115図）

C 8------D 8区に

ある。南北に12m

の猫状の遺構であ

る。 （伊藤）

-s 

第114図 溝24・ 25断面図

および出土遺物
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第115図 溝26・27断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

(3) 土墳墓

土墳墓ー 1 (第116図）

Hl3区に位置する。 検出レベルは標高22.58"'-'22.59m、床面レベルは標高22.38"'-'22.45mである。

長軸147cmの楕円形の平面を呈する墓壊に、平面が長軸117cm・短軸41cmの隅丸方形を星する木棺埋納

壊が掘 り込まれている。 床面には、朽ちた頭部と28本の歯が遺存していた。頭位は北西、頭部左側を

下位にすなわち横向きをとっている。遺存していた歯の特徴から、 20歳前後の女性と推定される。副

葬品は存在せず、少贔の遺物が出土したのみである。図化した遺物 1・2は早島式上器椀の口縁部小

片で、 IIー 3期の様相を示す。このことから士擦墓ー 1の時期は、 12世紀半頃と推定される。（横山）

｀ 
,,. 

匹

D Silao 

／ーロ/・ 
2
 0~"" 

第116図 土墳墓 1 平 •断面図お よ び出土遺物

土壊墓ー 2 (第117図）

Hl3区から I13区の上城墓ー 1の南約 3mに位置する。検出レベルは標高22.59"--22. 61 m、床面の

レベルは標高22.21 "--22. 25mである。 掘方平面は長軸143cm・短軸76cmの隅丸方形状を呈している。

木棺の痕跡は確認できなかった。

床面には、頭部を南西に向け、体部左側を下位すなわち横向きにして、股関節、膝関節を強く曲げ

た横臥屈位で埋葬された状態で、人骨が遺存していた。但し、遺存状況は極めて悪い。遺存していた

餡の特徴などから、壮年男性の骨と推定される。

後頭部側には、白磁椀 j56の内部に土師器小皿 2枚 (1・2)が重ねられて、白磁椀 j55の内部に

土師器小IIIl2枚 (3・4) と備前焼小皿 l枚 (5)が並べられて埋葬されていた。 j 55は同安窯系の

白磁椀で、内面に櫛で花文を描いている。 j 56も同安窯系の白磁椀で、口縁部を玉舷につくる。備前

焼小皿 5は、 1期の様相を示す。また、白磁椀 i56の南東側にも鉄製刀子 i10が、折れ曲がった状態

で埋葬 されていた。このほか、備前焼椀 6や瓦器小皿 t31・瓦器椀 t8・32"--34や鉄製刀f小片 i9 

などが出土している。瓦器は、 t 32のみが和泉型m-1期、そのほかは、和泉型m-2期の様相を示す。

士猥墓ー 2 の時期は、出土遺物の様相から、 13世紀前半ごろと推定される。土壌墓ー 1 と七堀墓—

2は、時期的に近接しており、それぞれの土壊墓の埋葬者は、血縁関係あるいは夫婦関係にあった可

能性が想定される。 （横山）
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1. 灰褐色粘質土 (Mn含）

2. 褐灰色砂質土

（やや粘質）

3. 灰色粘土 （ブロック）

4. 灰褐色粘質土

5. 暗灰茶色砂質土

（やや粘質）

6. 茶褐色砂質土
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第117図 土墳墓 2平・断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

(4) 土壊

土壊ー10(第118図）

E6区に位置する。平面は、長軸144

cm・短軸推定115cmの楕円形状を唱して

いる。 検出レベルは標高25.18"'-'25.24

m、底面のレペルは揉高24.89"'-'24.9lm

を測る。埋土は青灰色粘質土であり、底

面には石や平瓦が遺存していた。図化し

た遺物は 2点で、 1は早島式土器椀の底

部で、 2は備前焼鉢の口縁部である。時

期は、遺物の様相から13世紀ごろと推定

される。 （横山）

土壊ー11 (第119・120図）

一

一喜ご／／

今

／

＼

、三

ー／
2
 

― 2530m 

Jm 

第118図 土墳 10平•断面図および出土遺物

G7区南東角に存し、上面東側は洞10に切られている。直径110cm、探さは60cmあり、内部は拳大か

ら人頭大の角礫が上層から下層まで詰められていた。特に、最 F層には30X30cm程の大きな石が置く

ように残されていた。内部から L師器小皿 1、椀 2....___ 5、甕 6・7、揺鉢 8、緑釉陶器 3....___ 6、灰釉

陶器 1・2、奈良時代国分寺に使用されていたと思われる6225系の軒平瓦で、立てたようにしてい

る。 57は砥石で閃緑岩破、 2は直径15"-'126cm、厚さ 4__,__ 6cmの扁平な叩き石と思われ、 1:-.面中側直

径11cmほどは摩滅 したようになり、側面は打痕により部分的に欠拍している。

このt凛の時期は、 緑釉陶器、灰釉などから平安時代中頃のものと思われ、 3の早島式日器、 8の

備前擢鉢は、鎌倉期のも

ので、構の混人物と考え

られるものもあるが、 L

城もこの時期まで降る可

能性もある。 （伊藤）＂ー

25...fil!!n 

I 4 6 

2 0~(l <'.Jt:£3 3 
5 

0 Im 

1. 灰茶褐色砂質土

2. 暗灰茶褐色 ク

3. 暗灰黄茶褐色 ク

4. 暗灰黄褐色 ク

5. 暗灰褐色 .. (粗砂）

6 灰黄茶褐色 ク

第119図土墳11平 •断面図
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m 山隔町内の遺跡
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m 山隔町内の遺跡

土壕ー12(第121図）

Cll区に位置する。掘方平面は、長軸推定98cm・短軸81cmの楕円形状を

呈している。 検出レペルは梗高22.78"--22. 80 m、底面のレベルは標高

22. 59,...__, 22. 64 mを測る。 壌内には石が多数遺存していた。

図化した遺物は2点で、 1は備前焼椀と推定される口縁部で、 2は備前

焼摺鉢で内面には条線がわずかに残存していた。 2は 11期に属するとみら一

れ、時期は13世紀ごろと推定される。

~ 
T~~ 

l
T
 

（横山）

フ
1
 

~ .. 

て
＼ 丁

23 OOm 

守

0 Im 

2
 第121図

土壊ー13(第122図）

Gl3区に位骰し、建物一29西

側に沿っている。短軸40"-'60 

cm、長軸3.5mと細長く、探さ

は深い所でも数cmしかない。

土漿内から土師器小皿 1・2

が2点出上している。建物に伴

う渦状遺構の可能性も考えられ

る。時期は平安時代終末頃と思

われる。 （伊藤）

土墳 12平 •断面図および出土遺物

てコ亘
1 

こ：：：三
2 

r
 

,,_J 
二

証

0 ,., 

土壕ー14(第123図）

Hl3区に位置し、河道ー 2の埋 Lの上に掘り込まれてい

る。掘方平面は、長軸116cm・短軸73cmで、ほぼ円形状を吊し

ている。 検出レベルは標高22.35'"'--'22. 38m、底面のレベルは

標高22.19'"'--'22.20mを測る。

図化した遺物 1は、早島式七器椀の底部である。時期は確

定できないが、 11期の可能性が強い。また図化できなかった

遺物としては、 n磁小片や緑釉陶器小片なども出土してい

第122図 土墳 13平 •断面因および出土遺物

る。

土壌の時期は、出±迫物の様相から、 12世紀末から13世紀

前半ごろと推定される。 （横山）

三
1 

0 Sm に一
互迎m

冑0 ,., 

第123図 土墳 1 4平• 断面図
および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

土壊ー15(第124図）

El5区に位置し、 7本の柱穴．

ビットと切り合って検出された。

建物一19・20と重複している。掘

方乎面は、隅丸方形に近い栴円形

状を呈している。残存長は長軸66

cm・短軸46cmを測る。検出レペル

は標高21.83,..,_,21. 90m、床面レベ

ルは標高21.47,..,_,21.somである。

図化した遺物は、 1 ,..,_, 3は土師器

小皿、 4は備前焼椀である。この

ほか瓦器椀（和泉型m-2期）も

出七している。±城の時期は、 13

世紀前半と推定される。 （横山）

土墳ー16(第125・126図）

El5区に位置し、建物一19・20と頂複して

検出された。掘方平面は、長軸164cm・短軸

113cmを測る楕円形状を呈している。検出レ

ペルは標高21.95,..,_,22. OOm、底面のレベルは

標高21.61,..,_,21.64mである。 漿内には、西側

を中心に石が多数遺存していた。

出土した遺物には、土師器小皿・杯 ・椀・

鍋、須恵器甕、早島式土器椀、瓦器椀、青磁

碗などがある。図化した遺物 1...___ 9は土師器

小皿、 11-----12は上師器杯、 13は士師器椀、 19

は上師器鍋の口縁部から体部、 20は須恵器甕

の体部、 14・15は早島式 1:-.器椀、 t 36-----38は

瓦器椀の口縁部、 j 57は青磁椀の口縁部から

体部であるまた16・17は土師器椀の底部と

考えられる。上師器椀13は底部糸切りであ

る。早島式 :l::器椀14は口径推定14.4cmを測り、

Ilー 2から m-1期に属すると考える。瓦器

椀は t36が和泉型m-1ないし 2期、 t37・ 

t 38は和R型m-2期である。青磁碗 j57は

龍泉窯系で12世紀後半ごろのものとみられ

る。このほか、鉄製刀子 i11も出 Lしている。

土壊の時期は、出七遺物の様相から、 13世

紀前半ごろと推定される。建物一19・20とは

＼戸
1 

<こ二二E云三ア
2 

~~ 
3 

22.0llm 4
 —· 

0 tm 

第124図 土墳 15平•断面図および出土遺物

"1
 

百

匹

'b _Jm 

1. 赤褐色土

2. 淡暗灰褐色土

3. 淡暗灰褐色土（炭化粒含）

4. 暗灰褐色土 （ ，， ） 

5. 暗茶灰色粘質土（黄褐色地山ブロック多混）

6 灰色粘質土（砂粒を多混）

第125図土墳 16平 •断面回
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m 山隔町内の遺跡
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第126図土墳16出土遺物

ほとんど時期差がない。また、 土城ー16の性格（特に建物との関係）も判然としない。 （横山）

(5) ピット

ピッ トー14(第127図）

H5区に位置し、建物一 7の内部で検出された。掘方平面は、長軸50cm・短軸38cmのやや涙摘形状

を呈している。 検出レペルは標高25.82----25. 83m、底面のレペルは標高25. 66----25. 68 mを測る。

ピット内には、先端を下にした形で埋納された鉄糾鋤先が出七した。 鋤先の全長は20.7cm・ 最大幅

は18.8cmを測り、ほぼ原形をとどめている。

ピッ トー14の性格は判然としない。 しかし、 鋤先の埋納遺構の地鎖的性格については、すでに報告

されており（瀬川芳則 「スキをたてる祭り」I考古学と移住 ・移動』同志社大学考古学シリーズ flJ行

会 1985)、このピ ットも建物一 7に関連した地鎖遺構の可能性がある。 （横山）

-352-



＂ 山陽町内の遺跡
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第127図 ピット 1 4平 •断面図および出土遺物

ピットー15(第128図）

El5区に位樅し、短軸30cm、長軸35cmの不整

形なピットである。探さは検出面から32cmを測

る。ビット内から七師器小皿 1"'3、杯 4. 

5・7、早島式土器椀 6、備前焼椀 8・9の他

に奈良時代後半の平瓦が上面から出士 してい

る。

時期は、 13世紀前半

と考えられる。

（伊藤）
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m 山隔町内の遺跡
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m 山隔町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡
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山隔町内の遺跡

5)鎌倉時代以降の遺構・遺物

(1) 掘立柱建物

建物ー25(第135・136図）
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” 1. 暗灰黄色砂質土

2. 灰黄色ク

3. 淡灰黄色 ク

4. 淡茶灰色 ク

5. 淡灰茶色ク

6 灰茶色砂質土

7. 淡灰黄色ク

8 暗灰褐色 ク

9. 黄灰色粘質土

10. 淡灰褐色砂質土

11. 淡黄灰色砂質土

12. 淡黄茶色ク

13. 茶灰色 ク

第135図 建物25平 •断面， 柱穴断面図

-360-



m 山陽町内の遺跡

A4区周辺に位置し、建物一26と重複して検出された。建物の規模

は、北部が、調査区外となるため詳細は不明であるが、確認できたのは

桁行 4間以上、梁行 2間 (558cm)である。建物の主軸はN-15.5°-E

を示す。

建物の検出レベルは標高26.gz,..__,27. 23m、柱穴底のレベルは標高

26. 68,..__,27. lOmである。柱間距離は、桁間で258,..__,310cm、梁間で279を測

る。

柱穴の掘方平面は、直径約23........,34cmのほぼ円形状を呈している。柱痕

跡はP3・P4・P5・P6・P7の5本の柱穴で確認できた。

遣物は、 P4 から土師器甕• 小皿の小片、 P5から士師器細片、 P7

から土師器甕の小片、などが出土した。しかし、いずれの遺物も、小片

で図化することはできなかった。

遺物が小片のため、建物の時期の特定はできないが、 13世紀から14世

紀に属するものと考えられる。

建物一26(第137図）

A4区周辺に位置し、建物一25と重複して検出された。建物の構造は、建物一25と同様に北部が調

290|
ト

310J[
 ，

 

7
 

3
0
6
t
2
9
8
|
↑
 
第136図建物25平面略図

査区外となるため詳細は不明であるが、確認できたのは桁行は 4間以上、梁行は 2間 (376cm)で、南

側から 1間目 P5とP7の間に中心柱 (P6)を有する。

建物の主軸はN-22°-Eを示す。建物の検出レベルは標高27.05,...._, 27. 17 m、柱穴底のレペルは標

高26.69,...._,26. 91mである。

柱間距離は、桁間で254,...__,zgocm、梁問l76,...._,200cmを測る。柱穴の掘方平面は直径約21,...._,4lcmのほぼ

円形状を呈している。柱痕跡はP2・P3・P5・P7・P8・P9の6本の柱穴においてで確認で

きた。

遺物は、 P3 から土師器小片、 P4 から土師器小片• 早島式土器椀・備前焼甕や東播系須恵器鉢、

P7から土師器甕、土師器小皿やかまど、などが出土した。図化できた遺物は次の 3点で、すべてP

4から出土した。 1は士師器小皿で、推定口径は7.0cmを測る。 2は早島式士器椀で、底部を指押さえ

によって調整している、いわゆるヘソ椀である。推定口径は11.6cm、器高は3.2cmを測る。時期的には

14世紀前半ごろと推定される。 3は東播系須恵器鉢の口縁部で、 13世紀後半から14世紀前半のものと

推定される。

建物の時期は、出士遺物の様相から、 14世紀前半ごろと推定できる。重複している建物一25との時

期差はあまりなく、関係ははっきりしないが、建物の構造などからいえば、建物ー26の方が後出と考

えられる。 （横山）

建物一27(第138図）

C5区周辺に位置する、桁行 3間X梁行 2間 (784,...._,786cmx 394,...__,418cm)の総柱建物である。建物

面積は31.8rrlで、建物の主軸はN-10・.-Eを示す。

建物の検出レベルは標高25.95,..._,zs. 35m、柱穴底のレベルは標高25.83,...__,26. 22mである。柱間距離

は、桁間で240,...._,284cm、梁間で192,...._,210cmを測る。柱穴の掘方平面は直径（長軸）約18,...._,40cmのほぼ

円形または楕円形状を呈し叉いる。柱痕跡は全ての柱穴で確認できなかった。
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m 山陽町内の遺跡
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第137図 建物26平•断面，柱穴断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

遺物は、 P1・P 4・P 5・P 7・P 9・P 10・P 11・P 12から少量出土

した。図化した遺物 1は、早島式土器椀の口縁部で、 P11から出士した。ロ

縁端部を押さえ面を作りわずかに外反させている。また器壁は薄い。

• '(横山）
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第138図 建物27平•断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

建物一28(第139図）

B6区に位置し、一部建物一30と重複して検出された。桁行 l間x梁行 l問 (224.......,241cmX 188,,...,_, 

190cm)の建物で、乎面はやや歪な形状を呈している。建物面積は4.4rrfで、建物の主軸はN-84° 一

Wを示す。

建物の検出レペルは標高25.gg,,...,_,za. 03m、柱穴底のレベルは標高25.73,,...,_,z5. 86mである。柱穴の掘

方乎面は直径約38,..._,55cmのほぼ円形状を呈している。小規模な建物にもかかわらず、柱穴の規模は大

きいといえる。柱痕跡は全ての柱穴にお

いて確認できた。

遺物は、 P2・P3・P4から出士し

たが、すべて細片で、図化できるものほ

なかった。 （横山）

建物一29(第140図）

K5区に位置する。建物の規模は、桁

行 2間x梁行 l間 (400cm.X 190cm)であ

る。建物面積は7.6面で、建物の主軸は

N-87°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高25.74........,26.02

m、柱穴底のレベルは標高25.28........,25.46

mである。柱間距離は、桁間で200cmを

測る。柱穴の掘方平面は、直径（長軸）

約36........,43cmの円形または楕円形状を呈し

ている。柱痕跡は確認できなかった。
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皿 山陽町内の遺跡

遺物は、 p1から土師器小片、 P2から須恵器や土師器小片、 P3から士師器鍋、 P4から土師器

小片、 P5から土師器や早島式土器、などが出土した。 （横山）

建物一30(第141図）

B6区周辺に位置し、建物一28と重複して検出された。桁行 3間X梁行 l間 (687cm X 190cm)の建

物である。建物面積は13.1出、建物の主軸はN-16.5°-Eを示す。建物の検出レペルは標高

25. 84,....__,26. 04m、柱穴のレベルは標高25.30~25.65mである。柱間距離は、桁間218,....__,25lcmを測る。

柱穴の掘方平面は、直径（長軸）約30~37

cmのほぼ円形～楕円形状を呈している。 P

4・P 5で柱を支えるための根石が遺存して

し、た。

遺物は、 P2から土師器細片、 P4から瓦

器•土師器や早島式土器細片、 P5 から土師

器小皿、 PBから土師器や須恵器の細片、 P

7から13世紀ごろの青磁 l点や土師器細片、

PBから士師器や早島式土器小片、などが出

士した。図化した t7・t 8は瓦器で器種不

明だが、和泉型皿― 2期の様相を呈している。

建物の時期は、青磁や瓦器の様相から、 13

世紀中期から後期ごろと推定される。（横山）

建物一31(第142図）

B7区周辺に位置し、建物一44と重複して

検出された。建物の規模は、桁行 3間X梁行

1間 (864cmX 438cm)である。柱穴のうち、

p 3は溝によって削平され、またP5も同じ

溝によって切られ底部しか検出されなかっ

た。建物面積は37.8niで、建物の主軸はN-

3°-wを示す。

建物の検出レペルは標高25.05,..._,25. 62m 

で、柱穴底のレベルは標高24.76,..._,25. 52mで

ある。柱問距離は、桁間で272,..._,304cmを測

る。柱穴の掘方平面は、残りのよいもので、

直径約33,..._,45cmのほぼ円形状を呈している。

柱痕跡は、 PBで確認できた。

］ 
t 50 

土師質皿、 3は早島式土器椀、 4は、 P2か ＇ 

ら出土した備前焼掴鉢で、 III期前半の様相を り

亀／
示す。この他、灰釉底部小片 a25、瓦器底部 o 

遺物はP2·P4·P6•P7 から出土し

ている。図化した遺物 1は土師質小皿、 2は

小片 t50、53、54などが出士している。この
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第141図 建物30平•断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡
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旧 山陽町内の遺跡

ことから、建物の時期は、鎌倉時代後半と推定される。

建物一32(第143図）

D7区周辺に位置する。建物の平面は、東角が突出した歪な形となっている。建物の規模は、桁行

（横山）

3間x梁行 1間 (710,...__,734cmx 236,...__,244cm)である。建物面積は26.Oniで、建物の主軸はN-80° 一

Eを示す。

建物の検出レペルは標高25.10,...__,25.64m、柱穴底のレベルは標高24.gz,...__,z5. 38mである。柱穴距離

は桁間198,...__,278cmを測る。

柱穴の掘方乎面は、直径約31,...__,36cmのほぼ円形状を呈している。柱痕跡は、 P1・P 7の2本の柱

穴において確認できた。

遣物は、 p1から土師器皿、 P2から士師器や早島式土器、 P3からかまど、 P6から備前焼椀、

P7 から士師器甕や小皿• 早島式土器、などの小片が出士した。このうち図化した遺物 1~ま早島式土

器椀の口縁部で、 P2から出士した。口径は推定11.6cmで、口径の特徴から皿一 3期に属すると考え

られる。

建物の時期は、出士遺物のうち早島式土器の時期から、 14世

紀前半ごろと推定される。 （横山）
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第143図 建物32平•断面，柱穴断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

建物一33(第144図） ェr2_32i◎ 240---r 『2
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4. 暗灰色砂質土

（黄色地山プロック含）

5. 灰色粘質土

6. 灰黄色砂質土

第144図 建物33平•断面，柱穴断面図および出土遺物
゜

lm 

・-
C 

25.60m 
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F6区周辺に位置する。建物一34と重複して検出された。建物の規模は、桁行 2間X梁行 2間

(4 72cm x 364cm)である。西側梁部の中央柱は検出されなかった。但し、構造的に、西側梁部の中央

柱が存在しない可能性もある。

建物面積は17.2rrlで、建物の主軸はN-89°-Eを示す。建物の検出レペルは標高25.34,...,_,z5. 51m 

で、柱穴底のレペルは標高24.82,,..__,25.18mである。柱間距離は、桁間で223,...,_,249cmで、梁間で172,...,_,

192 (364) cmを測る。

柱穴の掘方平面は、直径約29,,..__,37cmのほぼ円形状を呈している。 P3には、クリの柱根が遺存して

いた。また、柱痕跡も、 P1・p・5・P 7の3本で確認できた。

遺物は、 P2から土師器、 P3から土師器、 PSから平瓦、 P6から早島式土器椀、 P7から須恵

器や土師器、などの小片が出士した。図化した遺物 1・2は、早島式土器の椀で、 P6から出土して

いる。 1は、高台部が欠損している。計測値について、 1は推定値で口径11.7cm、2は推定値で口径

12.0cm、器高2.8cmを測る。普通の早島式土器椀と比較して、口径に対する器高は低く、扁平なイメー

-368-



lll 山陽町内の遺跡

ジをうける。 ID-2""'3期の様相に近いと考えられる。

建物の時期は13世紀末以降と推定され、建物一34と時期差は

ほとんどない。

建物一34(第145図）

F6区周辺に位置する。建物一33と重複して検出された。建
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第145図 建物34平•断面，柱穴断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

物の規模は、桁行 3間X2間 (722cmx 366cm)である。西側梁部の中心柱は検出されなかった。しか

し、これは構造的に存在しないものと推定される。建物面積は26.4niで、建物の主軸はN-89°-W

を示す。建物の検出レペルは標高25.15,,...__,25.50mで、柱穴底のレベルは標高24.64.-......24.99mである。

柱間距離は、桁問が222,...._,250cm、梁問が183,,..._,366cmを測る。柱穴の掘方平面は、直径約z9,,...__,4ocmのほ

ぼ円形状を呈している。柱痕跡はP1・P2・P3・P4・P9で確認できた。

遣物は、 P4から土師器皿、 P6から須恵器や早島式士器、 P7・P 9から土師器や早島式士器、

P 8・P 10から備前焼椀や早島式土器椀、などが出土した。図化した遺物、 1~ ま早島式土器椀でm-

2 ,,...__, 3期の様相を示す。 2は備前焼の椀で、 II期の様相を示す。建物の時期は、 13世紀末以降であろ

う。

建物一35(第146図）
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第146図 建物35平•断面，柱穴断面図および出土遺物
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III 山陽町内の遺跡

G6区に位置する。建物の規模は、桁行 3間x梁行 l間 (478cmX 266cm)であ

る。北側桁部のP3は確認できなかった。建物面積は12.7出で、建物の主軸はN-

87°-wである。

建物の検出レベルは標高25.43,...__, 25. 50 m、柱穴底のレペルは標高25.19,..___.25. 35m 

である。柱間距離は、桁間で

132,..___.196cmを測る。柱痕跡は、 P

1・P2・P4・P6・P7・P 

8の6本の柱穴において確認でき

た。

遺物は、 P4・P 7から出土し

た。図化した遺物、 1は早島式士

器の椀の底部で、 P4から出土し

た。高台径は4.2cmで、逆三角形

の貼り付け高台を有する。 m-3

期に属すると考えられる。

建物の時期は、早島式士器の時

期からすれば、 14世紀初めごろと

推定される。 （横山）

建物一36C第147図）

GB区周辺に位置する。建物の

規模ほ、桁行 3間 X梁行 l間

(612cm x 266cm)である。建物面

積は16.3rrfで、建物の主軸はN-

13°-wを示す。

建物の検出レペルは標高

25. 34......,25.46mで、柱穴底のレペ

ルは標高25.00,...._,25. 34mである。

柱間距離は、桁間で198,...._,210cmを

測る。

柱穴の掘方平面は、 p4以外 c 

は、直径約24,...,___,32cmのほぼ円形状

を呈している。柱痕跡は、 P2・

P3・P7・P8の4本の柱穴に

おいてで確認できた。

遺物ーは、すべての柱穴におい

て、まったく出上せず、建物の時

期は、不明である。 （横山）
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第147図 建物36平•断面図および柱穴断面図
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皿 山陽町内の遺跡

建物一37(第148図）
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10. 淡茶灰色ヶ

第148図 建物37平•断面図および柱穴断面図

H6区周辺に位置する。建物の規模は、桁行 2間x梁行 2間 (464cmx 362cm)である。附側桁部の

中央柱は検出されなかった。また、、東側梁部のP6は、後に掘られた土城ー49に切られ、検出されな

かった。

建物面積は16.8nfで、建物の主軸はN-66°-Wを示す。建物の検出レベルは標高24.78,..._,25. 28m 

で、柱穴底のレペルは標高24.73,..._,25. lOmである。柱間距離は、桁間で232cm、梁間で166,..._,196cmを測

る。柱穴の掘方平面は、直径約33,..._,szcmのほぼ円形状を呈している。柱痕跡は、 Pl・P2・P3で

確認できた。

遺物は、 P3から備前焼椀の底部小片などが出士したのみである。この遺物の時期から判断すれ

ば、建物の時期は12世紀末以降と推定される。 （横山）
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皿 山陽町内の遺跡

建物一38(第149図）

G7区に位置する。建物の規模は、桁行 2間x梁行 1間 (462cmx 328cm)である。建物面積は15.2

nfで、建物の主軸はN-89°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高24.66,..._.,25. 14m、柱穴底のレペルは標高24.4z,..._.,z4, 98mである。柱間距離

は、桁間で220,..._.,242cmを測る。柱穴の掘方平面は、直径約27,..._.,44cmのほぼ円形状を呈している。柱痕

跡は、 P5のみで確認できた。

遣物は、 P5・P 7から土師器小片などが出土した。しかし、図化できる遺物はなかった。（横山）
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第149図 建物38平•断面図および柱穴断面図

建物一39(第150図）

℃゚ 

゜
心

im 

I 7区周辺に位樅する。建物の柱穴のうちP5は、後世の掘り込みにより、検出されなかった。建

物の規模は、桁行 2間X梁行 2間 (418cm.x 394cm)である。建物面積は16.5出、建物の主軸はN-

79.5°-Eを示す。

建物の検出レペルは標高24.42"-'24. 76m、柱穴底のレベルは標高24.30"-'24・. 60mである。柱間距離

は桁間で204"-'214cm、梁間で184"-'210cmを測る。

柱穴の掘方平面は、直径（長軸）約30"-'41cmの円形または楕円形状を呈している。柱痕跡はすべて

の柱穴において確認できなかった。

遺物は、 P7から土師器の小片が少量出土したのみである。このため、図化できる遺物はなかっ

た。 （横山）
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III 山陽町内の遺跡
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第151図 建物40平・断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

建物一40(第151・152図）

H8区に位置する。後世の削平などにより、南側桁部のp8 . p 

9と東側梁部のP6は検出されなかった。建物の規模は、桁行 3間

x梁行 2間 (672cmx 574cm)である。建物の検出レペルは標高

24, ・14,-.....,,24. 75m、柱穴底のレペルは24.08,-.....,,24.48である。柱痕跡は

確認されなかった。遺物は、 Pl・P3・P5で出士した。 1 I'ま士

師器小皿で、 p1で出土した。 （横山）

建物一41 (第153図）
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第152図建物40平面略図

F7区に位置し、建物一11と一部重複して検出された。建物の規模は、桁行 2間X梁行 l間 (366cm

X 234cm)である。建物面積は8.6nfで、建物の主軸はN-85°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高24.95"-'25 .16m、柱穴底のレベルは標高24.54,-.._,z5. 02mである。柱間距離

は桁間で170,..,_,196cmしを測る。柱穴の掘方平面は、直径約21"-'35cmのほぽ円形状を呈している。柱痕跡

はP5・P 6で確認できた。

遺物は、 p1から士師器甕．椀、 P2から士師器の小片、 P3から須恵器や土師器の小片、 P4か

ら土師器小皿、 P6から土師器甕、などが出土した。図化した遺物は次の 2点である。 1 vま士師器の

小皿で、 P4から出土した。 2は士師器の甕の口縁部で、 P6から出土した。

建物の時期は、判然としないが、 13世紀後半以降と推定される。 （横山）
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第153図 建物41平•断面，柱穴断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

建物一42(第154図）

F8区周辺に位置する。建物の規模は、桁行 2間X梁行 l問 (448cmx 278cm)である。建物面積は

12.5出で、建物の

主軸はN-74° ― 

Eを示す。建物の

検出レベルほ標高

24. 5g,,..._,z4. 78m 

で、柱穴底のレベ

ルは標高24.44,...,__, 

24. 66mである。

柱痕跡は確認でき

Pl 

なかった。

遺物は、 p1 . 

P2・P4・P6 

から出土してい

る。図化した遺物

1は備前焼揺鉢の

ロ縁部小片で、 P

6から出土してい

る。これは I1期の

様相を呈している 第154図建物42平•断面図および出土遺物

と考えられる。

建物の時期は、 13世紀中ごろから終わり

ごろと推定される。 （横山）

建物一43(第155図）
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F9区に位置する。建物の規模は桁行 l

間x梁行 1間 (224cmX 158cm)である。建

物面積は3.5rrlで、建物の主軸はN-

72°-Eを示す。

建物の検出レペルは標高24.27 ,..____ 24. 38 

m、柱穴底のレペルは標高24.06"'-'24. 26 m 

である。

柱穴の掘方乎面は、直径（長軸）約19"'-'

33cmの円形もしくは楕円形状を呈してい

る。柱痕跡は全てで確認できなかった。

遺物は、 p1から土師器皿などの小片が

出土した。しかし、図化できる遺物はな

かった。よって、建物の時期は判然としな
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m 山陽町内の遺跡

建物一44(第156図）

B7区に位置し、建物―31と重複して検出された。建物の規模は、桁行 2間x梁行 1間 (632cmX 

290cm)である。建物面積は18.3nf、建物の主軸はN-84.5°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高25.18.---...25.70m、柱穴底のレベルは標高24.81,....__,25. Olmである。柱間距離

は桁間でz94,....__,33scmを測る。柱穴の掘方平面は、直径約24.---...46cmのほぼ円形状を呈している。柱痕跡

は確認できなかった。

遺物は、 p1から士師器やかまど、 P4から土師器、 P5から土師器小皿、 P6から須恵器・早島

式土器や瓦器、などが出士した。図化した遺物は次の 2点で、いずれも P6から出土した。 t 55は瓦

器の小皿で、和泉型m-2期に属する。 c12は球状の土錘で、中央部に焼成前に凹みをつけている。

建物の時期は、瓦器の時期からすると、 13世紀中ごろ以降と推定される。 （横山）
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第156図 建物44平•断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

建物一45(第157,,...__,159図）

G9区周辺に位置する。規模は桁行 5間x梁行 3間 (1153,......,1155cm x 542"-'564cm)である。この建

物は、南側 2間の上屋と北側 l間の下屋を付属させた構造をもつ。上屋内部は東側から 3間目と 4間

目に問仕切りの束

柱を有する。建物

面積は64.2出で、

建物の主軸はN-

71.5e-Eを示す。

建物の検出レベル

は標高 23.58,...___, 

24. 24mで、柱穴

底のレペルは標高

23.12"'--'24. lOmで

ある柱間距離は、

桁間で210.-...,292

cm、梁問228(90),...,._,

230cm. を測る。

柱穴の掘方平面

ほ、直径約21,...,._,63

cmのほぼ円形状を

呈している。 P2

にはアラカシ、 P

9にはネズミサシ

の柱根が遣存して

いた。また、 P21

には根石と礎板に

使用された可能性

のあるコウヤマキ

の板状木製品が遺

存していた。この

他、 P4・P 7・ 

P 8・P 14・P 

16・P 17・P 18 

で、柱痕跡が確認

できた。この他、

PlOでは、土師器

小皿を柱抜き取り

後に埋納したと推
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第157図建物45平・断面図
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第158図 建物45平面，柱穴断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

定される状態で検出された。

図化した遺物は次の 7点であ

る。 1 "'-'4~ ま士師器の小皿、 5 "" 

7~ ま早島式土器の椀、 8は備前焼

の甕である。早島式土器の計測値

は、 5が口径10.3cm、 6が口径

11. 2cm・ 器高3.3cm、 7が口径

10.75cm・器高3.35cmを測る。こ

れらはすべて皿— 3 期の様相を示

している。また 8の備前焼甕は皿

期の様相を示している。

建物の時期は、出土遺物のうち
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14世紀前半

頃と推定さ

れる。

（横山）

建物一46

（第159図）

Ell区周 第159図建物46平•断面図
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辺に位置し、建物一14と一部重複して検出された。建物の規模は桁行 2間x梁行 2間 (456cmx 400 

cm)である。この建物は、南側梁部に中心柱をもたない構造をとる。建物面積は18.2niで、建物の主

軸はN-10°-Wを示す。

建物の検出レベルは標高23.51,..._,23.58m、柱穴底のレベルは標高23.27,..._,23.47mである。柱痕跡は

すべての柱穴で確認できなかった。

遺物は、 P・2・P6・P7・P8で少量出士した。しかし、図化できるものはなかった。 （横山）

建物一47(第160図）

Gll区周辺に位置する。建物ー17と一部重複して検出された。建物の規模は、桁行 6間x梁行 2間

(1272cm. X 364cm)である。梁部p1からP-2間 ・P6からP7間の柱穴は検出されなかった。また、

梁部P17からP19の中央柱Pl8は、ほかの柱穴と比較して、小規模かつ浅く、この建物の柱穴とはな

らない可能性もある。建物は、南北に 1 間分の下屋を設け、•上屋は北側 2 間の土間部と南側 2 問の総

柱部の部屋からなる構造と推定される。

建物の面積は46.3rrlで、建物の主軸はN-17°-Wを示す。建物の検出レベルは標高22.90,..._,23.40

mで、柱穴底のレベルは標高22. 46,..,_, 23 . 04 mである。柱間距離は、桁間で204,..,_, 220 cm、梁間で164,..._,

200cmを測る。

柱穴の掘方乎面は、直径約28""-'69cmのほぼ円形状を呈している。 Pl9には、クリの柱根が遺存して

いた。このほか、 P1・P 2・P 6・P 7・P 10・P 12・P 14・P 15・P 17の9本の柱穴において、

柱痕跡が確認できた。
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第160図 建物47平•断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡
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第161図建物47柱穴断面図

遺物は、 p1から須恵器や土師器、 P2から士師器や早島式士器、 P3から須恵器や土師器椀、 P

8 から備前焼播鉢や土師器、 Pllから備前焼椀• 土師器や砥石、 Pl2から士師器、 P13から土師器、

Pl4から須恵器や土師器皿、 Pl5から製鉄炉壁、 Pl6から士師器、などの小• 細片が出土している。

図化した遺物は、次の 2点である。 1は早島式土器椀の底部小片で、 P2から出土した。高台の断面

は半円形状を星している。 Illー 3期と考えられる。 S21は砥石で、 2面に使用痕跡が残る。

建物の時期は、出土遺物の様相から、鎌倉時代後半ごろと推定される。 （横山）

建物一48(第162図）

Gl2区周辺に位置する。建物の規模は、桁行 3間（一部 2間） X梁行 2間 (450,...,_,680X 418cm)であ

る。南東角の柱穴は、検出されなかった。建物面積は23.8rrlで、建物の主軸はN-14.5°-Wを示

す。

建物の検出レペルは標高22.3z,...,_,zz. 58mで、柱穴底のレベルは標高21.gg,-..,_,zz. 35mである。柱間距

離は、桁間で214,...,_,232cm、梁間で198,...,_,220cmを測る。柱穴の掘方平面は、直径約19,...,_,37cmのほぼ円形

状を呈している。 P4にはアカマツ、 P7・P 10にはクリの柱根が遺存していた。また、 PBには柱

を支える根石が遺存していた。

遺物心 P4から土師器小皿や早島式士器椀、.p 7から土師器杯、 P8からかまど、 pgから土師

器、 PlOから須恵器、 Pllから土師器小皿、などが出士している。図化した遺物 1は土師器小皿でP

11から出土した。

建物の時期は、鎌倉時代前半ごろと推定される。 （横山）
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III 山陽町内の遺跡

a 

P7 

PlOI 0 
GE fl_ 

|
 ~., 

→ ← 
22.80m __ ,, 

b 

rー

P2 
ーp 3 

“
 r

/
 

P5 

|＇

4
 

◎ 

P6 

pg 

P11 

J
い

□
 

-」~

-----0 

＠
 

（
 

2m 

1. 淡灰色砂質土

2. 淡黄灰色 ク

3. 黄茶色ク

4. 淡褐灰色 ク

5 褐灰色ク

ゃ
ー

L220-l 

支—
S827 lm 

゜
10cm 

第162図 建物48平•断面図および出土遺物

建物一49(第163図）

H13区周辺に位置し、河道ー 2の堆積土上に立地する。建物の規模は梁行 3間X2間 (696cmX370 

cm)である。西側のP1・P 5は、調査中の不認識により誤って削平し、不詳である。建物面積は

25.8出、建物の主軸はN-76.5°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高22.10"-'22. 32m、柱穴底のレペルは標高21.72"-'21. 92mである。柱問距離

は、桁間で214"-'268cm、梁間で185cmを測る。柱穴の掘方平面は、直径約36"-'46cmのほぼ円形状を呈し

ている。 pgにはアカマツの柱根が、 P3・P4には柱を支える根石や墓石が遺存していた。また、柱
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m 山陽町内の遺跡

痕跡は、 P7・P 8・P 10の3本の柱穴において確認できた。

遺物は、 P4・P 6・P 8・P 9・P 10から出土した。し

かし小・細片のみで実測できなかった。

建物の時期は不明であるが建物一51などと同じ時期であろ

う。 （横山）
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第163図 建物49平•断面図および柱穴断面図
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m 山陽町内の遺跡

建物一50(第164図）

F13区周辺に位置する。建物の規模は、桁行 2間X 1間 (376cmX 220cm)である。 P3は、建物の

内部側に位置し、歪な平面構造である。建物面積は8.3nf、建物の主軸はN-14°-Wを示す。建物の

検出レペルは標高22.38'"'-'22. 56m、柱穴底のレベルは標高22.03"'-'22. 27 mである。柱間距離は桁間で

180......, 196cmを測る。柱穴の掘方平面は、直径約23......,37cmのほぼ円形状を呈している。柱痕跡はp5 • 

P6で確認できた。

遺物は、 p 1 から須恵器、 P4 から土師器皿、 P6 から須恵器• 土師器や早島式士器椀、などが出

土している。図化した遺物 1は、 P6から出土した早島式土器椀の底部で、 m-2,..__,3期と考えられ

る。これから、建物の時期は、鎌倉時代後半ごろと推定される。 （横山）

建物一51 (第165図）

Gl3区周辺に位置する、総柱建物で

ある。建物の平面は、歪な構造となっ

ている。建物の規模は、桁行 3間X梁

行 2間 (582cmX 398"'-'418cm)である。

建物面積は23.7出、建物の主軸はN-

76°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高22.1 a.--.... 

22. 26m、柱穴底のレベルは標高

21. 45 ........ z2. 02mである。柱間距離は、

桁間178,...,__,220cm、梁間186.--.....204cmを測

る。

柱穴の掘方平面は、直径約27~46cm

のほぼ円形状を呈している。 P3には

アラカシ、 P12にはクリの柱根が遺存

していた。このほか、 P4・P6・P

7・P 8・P 10・P 11の6本の柱穴に

おいて、柱痕跡が確認できた。

遺物は、 Pl・P2・P3・P4・

P 5・P 7・P 8・P 9・P 10・P 

11・P 12において、須恵器・ 土師器・

早島式土器・緑釉陶器・瓦器などの小

片が出土している。図化した遺物のう

ち、 1~ ま早島式土器椀、 c13は土錘

で、どちらも PlOから出土した。 1は

小片のため、はっきりとはしないが

IIIー 2,,..__, 3期に属すると考えられる。

建物の時期は、出士した早島式士器

の様相から鎌倉時代後半以降と推定さ

Pl 
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（黄褐色土混）

第164図 建物5~・断面，柱穴断面図および出土遺物

れる。 （横山）
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皿 山陽町内の遺跡

建物一52(第166図）

F13区に位置する。桁行

3間x梁行 l間 (306cmX 

220cm)の建物である。北

側桁部のP2は検出できな

かった。建物面積は6.7rrl

で、建物の主軸はN-

68°-Eを示す。

建物の検出レベルは標高

22. 32,....__,22. 56m、柱穴底の

レベルは標高21.99,....__,22. 32 

mである。柱痕跡はすべて

の柱穴で確認できなかっ

----'ー，

2ょr。10-匹/~JJ。
~ ぶ I! P3 
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。,.,,0/゚
ご）°

◎_  
P5 

『
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第166図 建物52平•断面回および出土遺物

た。

遺物は、 P5・P 6から

出士した。 1・2は土師器

の小1Il1で、口径はどちらも

7.6cmと小さい。 （横山）

建物一53(第167図）

I 14区周辺に位置する。建物の規模は、桁行 2間x梁行 1間 (392cmx 223cm)である。建物面積は

8.7出で、建物の主軸はN-77"-Eを示す。

建物の検出レペルは標高22.22"'-'22. 62m、柱穴底のレベルは標高21.98"'-'22. 41mである。柱間距離

ほ桁間で196cmを測る。柱痕跡はすべての柱穴において確認でぎなかった。

遺物は、 Pl・

P2・P4・P 

3・P4・P5・ 

P6で、士師器や

早島式士器の細片

などが出上した。

しかし、図化でき

る遺物はなかっ

た。遺物が小片の

i ◎'<...::..;/P4 
ため、建物の時期

も明確にならな

し、゜ （横山）
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第167図建物53平•断面回
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皿 山陽町内の遺跡

(2) 柱穴列

柱穴列ー 9 (第168図）

G4区にあり、潤一 6を斜めにまたぎ、北東かR南西に向け l間分、柱問220cm.が検出されたのみ

で、建物になる可能性もある。出士遣物はみられず、時期は不詳である。

柱穴列―10(第168図）

KS区においてほぼ南北に 2間分検出できた。柱間は160、180cmである。西側が調脊区外で建物に

なる建物になる可能性も考えられる。

柱穴列―11 (第168図）

D6区にあり、北西から南西に 2間分あり、柱間は200、220cmである。出土遺物はみられず、時期

は不詳である。 （伊藤）
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＂ 山陽町内の遺跡

(3) 溝

溝ー28(第169図）

Hl区から束に伸びG5まで約40mほど伸びる溝であ

る。幅は一番良く残っている西側部分で Im前後、探さは

25cmほどであるが、東は水田が一段下がっており幅60cm、

深さ10cmほどが残るのみで、上段での検出面の標高は27.3

m、溝底部では27.15m、下段では検出面で26m、濶底部は

25.90mを測る。洞 ー40とはほぼ直角になり、建物等を囲

む渦の可能性もある。構内からは奈良時代の須恵器 1....._, 

6、鎌倉時代後半の小皿 6、早島式椀 8・9、鍋10、羽釜

11、支脚12・13、白磁椀 j66、小皿 i67などが出土してい

る。渦の時期は、奈良時代にさかのぼる可能性もあるが奈

良時代の建物との方位はずれており、鎌倉時代後半と考え
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第169図 溝28断面図および出土遺物
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第170回 溝29・30断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

られる。

(4) 井戸

井戸ー 3 (第171図）

C2区に位置する、素掘りの井戸である。残存部の形

状は、 掘方平面は不整形で、底面は、平らではなく、か

なり凹凸がある。規模は長軸152cm・短軸145cm、深さは

67cmを測る。 検出レペルは標高28.46-----28. 51 m、底面の

レベルは標高27.79-----27. 89mである。

遺物は、備前焼甕 1・2のみが出士 した。内外曲とも

刷毛目がみられ、 I期の様相を示す。この ことから、井

j 1-3の廃絶時期は、 13世紀前半頃と推定される。

井戸ー 4 (第172図）

井戸ー 2の南南西約 5mのF4区に位置する、石組の

井戸である。 卜部は大きく後世の削平を受け、本来の規

模、形状は不明である。残存部の掘方乎面は、不幣形な

形状を里している。壁面は内側にややなだらかな傾斜を

つけて掘り込まれている。また石紀は、やや雑な栢み方

をしている。規模は、長軸251cm・短軸203cm、深さ73cm

を測る。検出レペルは標高26.13"-'26.16m、底面のレペ

ルは標高25.41-----25. 45mである。

出t遺物のうち、図化できたものは 6点である。 1は

士師器flII.の口縁部、 2は備前焼椀の底部、 3は瓦質±:.器

羽釜口縁部から体部、 4・5は須恵器梵の体部、 6は備

テ＼ 
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10. 淡黄茶色砂質土

11. 淡灰褐色砂質土

12. 灰黄色粘性砂質土
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第171図 井戸 3 平• 断面図および出土遺物
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第172図 井戸4平 •断面回および出土遺物

前焼描鉢体部である。このほか、和泉型の瓦器小片 l点も出土 している。井戸ー 4の廃絶時期は、出

土遺物の様相から、 13世紀と推定される。 （横山）

井戸ー 5 (第173図）

C 14区に位置する、石組の井戸である。壁面は、内側にやや緩やかに掘り込まれている。石組は井

戸ー4よりT寧である。残存部の規模は、長軸222cm・短軸201cm、深さ95cmを測る。底面のレベルは

-391-



m 山陽町内の遺跡

標高20.79~20.82rnであ る。

遺物は、土師器皿 1、備前焼椀 2、早島式士器椀 3や砥石S22などが出土した。早島式上器椀 31ま

ロ径11.2cm・器裔3.25cmを測り、 m-3期の様相を示す 砥石S22は 1面に使用痕跡が残存してい

る。井戸ー 5の廃絶時期は、出士遺物の様相から、 14世紀初めごろと推定される。 （横山）
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m 山陽町内の遺跡

(5) 土壊

土壊ー17(第174図）

F7区南東にあり、幅95

cm、長さ190cm.、検出面より

の深さ10------30cmの長方形の士

城である。南側下端と中央部

西側に角礫がある。土城墓の

てニコて乙
1 

てフ
2 

’ャan

可能性もある。士猥内から土師器小皿 1、椀 2、

羽釜 3が出土している。時期は、鎌倉時代中頃と

考えられる。

土壊ー18(第175図）

D5区にあり、涸に切られて不整円形になって

いるが、直径125cm前後、深さは検出面より 20"-J

30cmの土城である。北端に角礫が 1個存し、土城

内から土師質の鍋 1・2の2点が出土している。

時期は鎌倉時代中頃と考えられる。
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第174図土塘17平•断面図および出土遺物
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第175図 土壌18平•断面図および出土遺物 ゜
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皿 山陽町内の遺跡

土壊ー19(第176図）

C6区北東にあり、

短軸104cm.、長軸150

cm、深さ15cmほどが残

る楕円形の土城であ

る。土猿内から士師質

椀（早島式士器） 1、

杯 2、羽釜 3,...,__, 5が出

士している。時期は鎌

倉時代中頃以降と考え

られる。 （伊藤）

土塙ー20(第177図）

ヽ '-

~ 

25.70m 

~~' 
2 liiiii;;;;;, 

三 三薗
4 . 

?
I
 

lm 

第176図 土壌19平•断面図および出土遺物

＂ー‘
_
T

•>
'j= 

⇔ や

H13区から I13区に位置する。掘方平面は、不

整形な形状を呈している。土城の規模は、長軸推

定102cm、短軸38cm.を測る。検出レペルは標高

22. 48"'-'22. 51 m、底面のレベルは標高22.11,..._, 

22.13mである。

遺物は、備前焼椀• 早島式士器椀や青磁小皿、

などが出上している。図化した遺物 1は、早島式

土器椀の底部で、高台径は4.7cm. を測り、 m-2

期から m-3期の様相を示している。また図化で

きなかったが、青磁皿は見込み部に段のついたも

のである。

士猥の時期は、 13世紀末から14世紀初めごろと

推定される。 （横山）

土壊ー21・.(第178図）

D8区に位置し、建物ー19の北から西にとりまく状態で検出された。幅20,..._,120cm、長さ4.5m、深

こ二ニ
t 56 

1
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onz 

。
1m 

1. 暗灰色粘質土（粗砂）
2. 暗灰色 // (細砂， 1暦よりも明るい）
3. にぷい黄褐色粘質土（細砂）
4. にぷい黄褐色 // ~ 
5. 青灰色粘質土 1 
6. にぷい黄褐色粘性砂質土（ブロック）
7. 明青灰色砂質土（プロック） 0 一5l1!l 

第177図 土塘20平•断面図および出土遺物

さ数cm,....,_,20cmで、いぴつな形状を呈した士城状の遺構である。土城の北側から西にかけての部分から

土師質小皿 1・2、早島式士器3・4、羽釜 5、羽釜あるいは甑になると思われるもの 6が出土して

しヽる。

建物一19に伴う溝状遣構の可能性もある。時期は鎌倉時代後半と考えられる。 （伊藤）
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m 山陽町内の遺跡

こニコ三三ヲ
1 

て亡戸
2 

▽言3

第178図土壊21平•断面図および出土遺物

□H
 
•. 

5
 

/
 淀ク

4 

＇ヤ

土壊ー22(第179図）

B4区中央に位置し、短軸170cm、長軸370cmの歪な形をしている。検出面からの探さは10,...__,20cmで

ある。士城内からの土師質小皿 1、鍋 2、東播系摺鉢u52,,...__,55などが出士している。時代は鎌倉時代

中頃と考えられる。

ロ ct

／ 

疇

--7 
-~ ,. 、 U54 

U52 

てーーエフ

7?. ー・ニク

窟．・.,<"． 乏・.や'・玲・a,・ -・9 .• 、~・ ,松. ---・....,. ' ~ U55 

10cm 

U53 

四 m

r ——-~7<
2 

1. 茶灰色粘質砂

2. 淡茶灰色粘質砂

3. 黄褐色粘質砂プロック

（淡茶灰色粘質砂の中にプロック状にある）

4. 暗茶灰色粘質砂（粘性がやや強い）

第179図 土壌22平•断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡

土壊ー23(第180図）

I 14区に位置する。士猥ー24と接しながらさらに 3,..___, 4の土城、ビットが多く切り合っている。土

城内から須恵器杯、土師器杯、土錘などが出士しているが、時期ははっきりしない。

土壊ー24(第180図）

南河道南側のH13区から I14区に位置する。北西側が不明であるが、長軸220cm、深さ20cmの長方形

を呈す士城と考えられる。検出面の標高22.5m、底面は22.3mである。士城内から備前焼椀、甕、瓦

器、青磁椀、白磁などが出土している。時期は鎌倉時代後半と考えられる。 （伊藤）
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1. 茶掲色粘質砂
2. 暗茶褐色ヽ

3. 灰黄色粘質土
4. 黄褐色 ，，，， 

5 暗茶褐色ク

6. 暗灰色 // (炭含）
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'L. 一・1. 褐茶色粘質砂

2. 灰色粘質土（炭多含）

3. 灰黄色粘質土 (3層と 4層の間に炭・腐食土層が薄くある）
4. 褐灰色粘質土（炭含，赤色土粒含）

心・----, —~~~ 

-

4

 

ー

m川
川
問
U
I
◎

c

フ
j68 

＼ 
j69 

こ

t57 

~ —• 
2 

゜
や

(23) 

第180図 土壊23.• 24平•断面図および出土遺物
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m 山陽町内の遺跡

(6) ピット

ピットー21 (第181図）

F12区に位置し、検出面でも長軸40cm、短軸30cm、中程で直

径26cm、底面で20cmのビットで、深さは80cmを測る。他のピッ

トに比ぺ非常に探い。ピット中程より土師器小皿 1、鍋2が出

土している。時期は鎌倉時代中頃以降と考えられる。

ピットー22(第182図）

FlO区にあり、直径30cm、深さ30------33cmのピットで底部近く

に早島式土器椀 3が、 1点ほぼ完形で存した。時期は鎌倉時代

中頃以降と考えられる。

ピットー23(第182図）

G7区に位置する。直径25cm、深さ25cmのビットで内部に、

東播系摺鉢 u56がほぼ完形で検出された。時期は鎌倉時代後半

と考えられる。

m
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¥＼
一

四 m

し、"し血,.Jan
2 

第181図 ピット 21平• 断面固および出土遺物

23.70m 

'--./ 

二

。 D'"~"'.ー加.~ ;'―-. ―" Y'-JV Q 20ml 
~ 

第182図 ピット 22·23平• 断面図および出土遺物
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皿 山陽町内の遺跡
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第183図 たわみ 3 平•断面図および出土遺物

(7) たわみ

たわみー 3 (第183図）

D7区建物一19の東側部分に位置し、土城ー20と一連のものになる可能性も

ある。東西幅 3m、南北幅 2mの略長方形になる。深さは、検出面から12cmほ

ど浅い。出土遺物は、士師器小1IIl.1、杯2、早島式士器椀 3・4、羽釜 5、鍋

6、備前焼摺鉢 7、甕 9、白磁皿 j70などが出土している。時期は、建物一19

と同じく鎌倉時代前半と考えられる。たわみー 3からの出土遺物はない。

たわみー 4 (第184図）

Fl3区建物一50の全体に拡がる浅いたわみ状の遺構である。土師器小皿 1、

羽釜 2、天目茶碗 j71、瓦器小皿4などが出土している。天目茶碗は建窯産と

考えられる。

~ 
7
 

.―ー＼巨／

j70 

フ
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~ ~~〗
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｀ 
j71 

19匹

第184図たわみ4
出土遺物
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III 山陽町内の遺跡
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III 山陽町内の遺跡
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＂ 山陽町内の遺跡

-(ID~ 惰— -『
’．I ! ． I i ’ 

.. □ <-~I I I I ’I I I I I I ’ I I ！ 

゜
I I 

R ◎ ＠ 
20 

彎C15 1~ 17 18 ◎ 
rn 

-R 
．． 一肛:.' I ＿ 

- ! ’1! , ’‘ ¥ -

； -®~ I i!-◎ ¥ ! 
24 

. : 

I 
I 

◎ ◎ R ◎ ◎ 
21 ◎ 

゜
5cm 25 26 27 

22 
23 

第190図 土盛部遺構および包含層出土遺物 (6)(土製品） 0月 -

ご
I 

◎ ~ ◎ 
I 28 29 30 ， 

i 17 

0ー亨-" -0  
>-0

18 13 

14 

-『-00 り -『 -o~ ~-m - -0  

19 
15 16 

0 

]ーロー
゜

、り以
21 

゜~ 
5叩

20 

第191図遺構出土鉄器

-404-



lil 山陽町内の遺跡

I I I I I I I I ·~: こニニニニニニ二＝
I I 

：：亡ニニ:): : こニ::;:, ・--・ 
0~ij 

I I 亡ニコ_ー -- 0  

i22 0 25~0 28 冒口~ ~30 

3
2
0
3
3
.

盲

1
|
|

し
—
ー
’
＇
1
_
1
|
|鳳

9
5
6

璽
⑫
二
／
．
ー
[
/
§
ー
こ
ー

゜
、

ー

ー

J

い`
i

―

’
・
門
月
日
＼

l
什

‘

-

5

0

.

,

．
 

[311―
.
|
[
[
 

54 

-
：
ー
，

ー

8

`
ぃ"川日
H
H叫
u

@

5

1

3
 

0

.

4

 

＠
 

8
 

cm 

□
9

刊
u

斤

_

.

、

。＇ 

/~\

46:-

>

4
 

3
 

四

U

●

]

”

出

層

一

5
 

9
.
 

雹

〇

含

40

＿

包

＿

2
 

図

6

2

7

u

[

□

□

口

□

日

リ

C
□
日
＂
川
翌

0

2
 

＿

ー

，
 

釦

58 

[
-
r
a
J
m
u
[。

二
i

□
t

F

4

2

4

3

ー

2

4

-

2
3
1
1

～
ぃ

n

日
日
ロ
リ
ダ
〗
月
日
日
川
u
甘

：

口

＿

＿

1

|

9

>

|

4

9

 

7
 

こ
，
こ

9
3
6
:
3
7

い
3
8

ー
i
3
9

〗
ー
〇

ー

。



芦

瀕 1 9 3 ( E I

こ

3 1  

涵 苓 圧 廿 出 煙 B n （ 計 3 珈 荘 1 ¥ 6 ＊ 念 汗 t l / 4 )

|  4 0 6 -

o - 0 1 1  

I - .  

- o g  

2 9  

/̀  2 8  

纏

3 3  

3 0  

D  
2 7  

｀  

_.,.. 
---

-ヽ•
‘’ 

----
/

 
--, 

• 口 □
 

----
----
-

迄

2 4  

冒
□

2 5  

鵬

ー ロ ー 二

ぷ
――
――
:;
;§
,:
・ 
手
五
こ
芦
苧
ご
：
疇

r-
E

 

~
 三こ
ロニ
ニニ
，

鴫
；

二`
二
二

ご

2 6  
三

3 2  



皿 山陽町内の遺跡
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第194図 包含暦出土石製品 (1/3)
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mu 
山陽町内の遺跡

(l) 

3~ 橋脚部の調査

1)奈良時代より以前の遺構・遺物

たわみ

たわみー 1 （第195図）

橋脚ー 2南西部で検出した。上面を溝一

2によって削平を受けた土城状の不正円形

のたわみである。

内部から弥生時代前期後半の甕の口縁部

から底部にかけてのほぼ一ヶ体分がみられ

た。口径約126m、口縁直下に11"--'12条の

櫛描沈線が施されている。底部は径9.2cm. 

（伊藤）を測る。

2)奈良時代の遺構・遺物

(1) 

溝ー l

溝

（第196図）

r
r”
 

。
10cm 

橋脚ー 1,-...;_2北側道に位置する。蛇行する溝で、上

部は後世に削乎を受けている。検出できた溝は、全長

15mほどである，溝北側での標高は20.2m、猜底部で

19.3mを測る。

洞内の堆積士は小砂がほとんどの砂層である。溝内

から、軒丸瓦が r23出土している。この瓦は、外区外

縁に鋸歯文、二重園線を持つ。内区は線で表現する花

弁で、 これまで出土している備前国分僧寺跡出士のも

のとよく似たものと考えられ、鋸歯文を持つ例は新出

である。

その他にも、平瓦、丸瓦片が多く出士している。

（伊藤）

第195図
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たわみ 1出土遺物
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溝 1断面図および溝 1・2出土遺物
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山隔町内の遺跡

溝ー 3・4 (第197図）

橋脚ー 9で現農追に並行する形で 2条の澗が検出されたが、上層が後述の禍ー 8で、その下層から

検出された洞である。遺物はほとんどが、奈良時代後半の備前国分僧寺に伴うものと考えられる。軒

丸瓦 I式r25・26と、 三項弧文になる軒平瓦 r27 1点などが出土している。
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m 山隔町内の遺跡
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m 山陽町内の遺跡

(2) たわみ

たわみー2 (第198図）

橋脚ー 2..___ 3北側道に位置し、酎側の約 2分の 1を検出した。東西幅 7m、深さ30-40cmほどて、

堆積土は粗砂である。溝内からは奈良時代後半の須恵器杯身 1-3の3点、備前国分僧寺軒丸瓦 L式

の r29、平瓦 r30、丸瓦 r31などが多数出J::.している。

3)平安時代から鎌倉時代の遺構・遺物

(1) 溝

溝ー 2

橋脚ー 3中央に位置し、北西から東南方向の洞で、幅I.2"--3. Om、探さは15"--30cmである。濶内か

らは土師器皿 1"--4、杯 5"--7、椀（早島式士器） 8 "--10、須忠器杯11、椀12、壷13・14、甕15、黒

色 l::.器 b15、備前国分僧寺軒丸瓦工式 r32"--34、鉄釘（鎚?) i 60などが出土している。時期は平安

時代後半から鎌倉時代初めにかけてのものと 考えられる。

溝ー 3 (第200図）

橋脚ー 8"--9の北側道に位置し、 3"--4条の料が重複している。全体での幅は 3m程ある。北側の

1条は幅50cm、探さ10cm、南側のものは輻 Im、深さ26cmを測る。両者とも中央の溝を切って作られ

ている。 検出面での椋高18.52m、北側の渦底部18.4m、中央が18.lm、両側で18.3mを測る。出 t遺

物は各渦ごとに取り 上げられていないが、奈良時代の須恵器4、備前国分僧寺 II式の軒平瓦 r37 I点
18 70m 
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m 山陽町内の遺跡
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ầ
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第201図 橋脚6---7,溝 4
出土遺物
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□ ~ 
と軒丸瓦 I式の破片が 2点 r35・36、 平安時代の土師器椀 1・2、須恵器杯身 5、緑釉陶器片、東播

系こね鉢 u56、白磁椀 j107などが出七している。

溝ー 4 (第201図）

橋脚ー 6------8にかけ南西から北東に伸びる澗で、橋脚ー 5の南肩部での構、先述の澗ー 3と同ーと

考えられるが、出 t遺物において若干新しいものが含まれている。

出士遺物は、奈良時代後半の備前国分僧寺 I・ill式の軒乎

瓦 r38・39・40、 七師器小皿 1、椀 2・3が橋脚ー 6で、士

師器甕 4、t錘C31が橋脚 8で、出土 している。

溝ー 7 (第200図）

橋脚ー12------13の北側道に位置し、ほぼ東西に23mほどあ

る。幅110cm、探さは検出面より35cmある。検出面での標高は

17 .15m、洞底部で16.8mを測る。出 L遺物で実測可能なも
0 lm 

のでは、黒色上器 b17が 1点のみで他には、上師器片、瓦片~ 

などがある。 第202図

四

-r- 三 ・
b 16 

橋脚12,溝 7断面図および出土遺物
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m 山隔町内の遺跡

溝ー8 (第203図）

橋脚ー 9北側道で先述しの講ー 3・4の上隋部にあたりほぼ南北に伸びる濶で、南端部で別に西方

に伸びる洞が取り付く。幅70cm、探さ20cmほどで、西側部を20cm前後の石を組、構内は小礫、 瓦など

を敷き詰めるような感じで埋められていた。検出面での標高は18.6m、溝底部で18.4m前後である。

洞内からは、 奈良時代から鎌倉 ・室町時代頃までの土器片、瓦などが出土している。 1は格 f目叩き
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m 山隔町内の遺跡

をもつ中世須恵器、 2・3は14世紀代の備前焼揺鉢、軒丸瓦 r41・42は備前国分僧寺 l式、 r 43はN

式、 r44は三（＝）巴文である。現南北農道は、備前国分僧寺の中軸線上にあたり、この南約300mの

所に位骰する尼寺とを結ぶ道路の可能性が考えられ、この濶も 1日道の側禍の可能性もある。 （伊藤）
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3 

第204図 橋脚部包含層出土遺物 (1)
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m 山陽町内の遺跡
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m 山隔町内の遺跡
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皿 山陽町内の遺跡
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山陽町内の遺跡
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m 山腸町内の遺跡
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m 山隅町内の遺跡
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皿 山陽町内の遺跡

4. ヤブレ塚

馬屋遺跡第 1次調査を行っているとき、地元住民から西方丘陵＝馬屋トンネル付近に「ヤブレ塚」

と称する古墳があるという事を聞き、伐開後トレンチを丘陵上• 谷部に数本設置した。どのトレンチ

からも古墳と考えられる遺構・遺物はみられなかった。谷部に水路が走り西側に石組みをして、底部

に石を敷いたものがみられたが、これは水路の荒手であり、これを古墳と見誤ったものと考えられ

る。あるいは用地外の別の場所に存在するかも知れないが、今回は確認することができなかった。

（伊藤）

V 

第212図 ヤブレ塚トレンチ配置図
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m 山陽町内の遺跡

5 . まとめ

今回の馬屋遺跡の調査は、総面積20130出にわたり、掘立柱建物53棟•井戸 5 基• 土城墓 2 基• 土

城83基•溝72本などの遺構が検出された。これらの遺構が、奈良時代 (I 期） •平安時代前期から中

期 (II期） •平安時代末期から鎌倉時代前期 cm 期） ・鎌倉時代中期から室町時代前期 (N期）にお

よんでいることは、既に報告した通りである。ここでは、掘立柱建物を中心とした各時期の遺構の変

遷、掘立柱建物の平面構造について検討するとともに、馬屋遺跡に近接する備前国分僧寺と関連する

遺構についても言及する。

(1) 遺構の変遷

① 奈良時代 (I期）

奈良時代の建物は、土盛部調査区の南西部に、 3間X2間の総柱建物 l棟（建物一 1) と4間X2

間の側柱建物 1棟（建物一 4) ・3間X2間の側柱建物 2棟（建物一 2・3)の合計 4棟が検出され

た。これらの建物は、方向をそろえ整然と配置されるなど企画性をもち、 1つの公的施設として建物

群を形成していると考えられる。建物一 1は総柱建物であることから、倉と推定される。また、建物

-4は、規模が他の建物と比較して大きく、建物の周囲に濡や柱穴列を伴うなど、この建物群の主屋

としての機能を有し、建物ー 2・3は副屋と考えられる。

馬屋遣跡の周辺には、近接して備前国分僧寺跡や国分尼寺推定地が存在し、やや離れて古代山陽道

の高月駅の存在が推定されている。また、馬屋遺跡の調査以前に、主要県道岡山・吉井線拡幅工事に

／
 

頂
|
ー
|
＼
ミ

（
 ＼

 

。
20m 

第213図 奈良時代建物配置図 (S: 1/800) 
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III 山陽町内の遺跡

伴う馬屋出水遺跡の発掘調査で、奈良時代の掘立柱建物が 2棟検出されており (1)、この一帯は、いくつ

もの公的施設が集中する、奈良時代における備前国の 1つの中心地域であったといえる。馬屋遺跡の

奈良時代の建物群も、これらの施設との関連を考慮する必要がある。近接した備前国分僧寺との関連

が一番考えられるが、国分僧寺の主軸線がN-10°-Wである(2)のに対して、馬屋遺跡の建物群はN

-24°-E (N -66°-W)を示している。また、位置的にもやや離れているところなどからも、国

分僧寺と直接関係がある付属施設とは考えられない。この建物群の方向は、条里や地形に制約された

ものとは考えられない。むしろ、可能性としては道路との関係が想定されるのではないだろうか。

平安時代の史料（年）だが、『上野国交替実録帳』に、郡司などの役人の宿泊に供される施設として

交通の要所に設置されたと考えられる「館」の記載がある。「館」は、最初郡司の居館と考えられてい

たが、郡内に分置された「館」の所在が認められる例もあることが確認されている(3)。『上野国交替実

録帳』には建物の構成も記されている。参考として一例を次に掲げる(4)0

ー館

宿屋壱宇 向屋壱宇 副屋壱宇 厩壱宇

これと馬屋遺跡の建物群と比較すると、「厩壱宇」の代わりに、倉 1棟が存在する点が異なっているの

みで主屋と副屋の構成は類似している。また、馬屋遺跡の建物群の一角には、胞衣を埋納したと推定

される士器埋納猥が検出されており、この建物群の居住者（使用者）が、中央とのつながりをもった

人物であると考えられる。これらのことから、馬屋遺跡の建物群は、「館」的な施設の可能性が高いと

推定される。

《 i " 
旦

゜ ：：：：＼ 

00 
＼ 

゜
I ~--一ーb

第214図 平安時代前期～中期建物配置図 (S: 1 /800) 
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m 山陽町内の造跡

② 平安時代前期～中期 (II期）

この時期の建物として 2間X1間 2棟（建物一 6 • g)、3問X1問 l棟（建物一 5)、3間X2間

2棟（建物一 7・8)の合計 5棟が検出された。これらの建物は、まとまりをもたず、調査区内に散

在している。また、遺構の密度は、他の時期と比較して、薄いといえる。建物の規模も、小型の建物

が多い。

建物一 7は、 2本の柱穴列を伴い、特に柱穴列ー 3が、平安期から行われるようになった広庇とな

る可能性もあり、規模の大きな建物で、 11期の中心的建物と考えられる。しかし、立地は他の建物と

関連なく孤立している。

つまり、遺構からすれば、 11期は馬屋遺跡の停滞期といえる。しかし、遺物について検討すると、

馬屋遺跡から多数の緑釉陶器・灰釉陶器や黒色士器が、また少量だが、日本では公的施設からしか出

土しない定窯系白磁も出土しており、中央あるいは畿内との密接なつながりを指摘できる。また、こ

れらの遺物は、 E・F・G5....__,9区にかけて、かなり多く分布しており、この範囲に確認できていな

い建物が存在する可能性もある。以上のことから、 11期の馬屋遺跡は、中央あるいは畿内とのつなが

りは保ちながら、公的施設としての性格が簿らいでいき、これに従って、建物を中心とした遺構の規

模も縮小していったと考えられる。

③ 平安時代末期～鎌倉時代前期（皿期）

III期の馬屋遺跡は、東西方向に流れる溝ー18・19によって南北方向に区画された南側の土地に、 15

棟の建物が検出され、おおむね 4つの建物群に分けられる。これらの建物群は、空間地を置きながら

"
|
|
＼
‘
-

＼
 

こ〗

DA 
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第215図 平安時代末期～鎌倉時代前期建物配置図 (S: 1 /800) 
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皿 山陽町内の遺跡

存在しており、この時期の 1つの特徴となっている。もっとも西側にあるA群は、 1問X1間の建物

l棟（建物一10)のみが検出された。今回の調査では 1棟しか確認できなかったが、調査区外南側に

建物が存在する可能性もある。

B群は、 3間X2間の主屋に 1間X1間の角屋を付属させた建物 l棟（建物一15)、4間X1間 1棟

（建物一13)、3間X2間 l棟（建物一11)、 1間X1間 l棟（建物一12)の合計 4棟からなる。この

内、建物―12・13・15は、建物の方向を、 N-71°-E前後にそろえている。建物一15の北側および

東側周囲には、溝がめぐらされている。これは、雨落ち洞あるいは屋敷地を区画する溝が想定され

る。しかし、建物一12・13との関係を考えあわせると、前者の可能性が強く、建物一15がB群の主屋

的性格の建物で、建物一12・13がこれに付属する建物と推定される。また、建物一11のみが方向が異

なっており、この建物は別の屋敷と推定される。

C群は、三方を柱穴列で囲まれた 5間X2問の建物 1棟（建物―14) と3間xz間の建物 l棟（建

物ー17)からなる。建物一14に伴う柱穴列のうち、西側から南側の柱穴列ー 4は下屋となり、大型の

建物になる可能性がある。建物一14と建物一17の方向はやや異なっているが、その位置関係から、同

ー屋敷内の建物と想定され、建物一14が主屋で、建物一17がこれに付属する建物であろう。 D群は、

3間X2間の上屋部と 3間X1間の下屋部からなる建物 1棟（建物一16)、2間_X2問の上屋部・ 2

間・ 1間の下屋部に 1間X1問の角屋を付属させた建物 l棟（建物一18)、6問X2間の建物 l棟（建

物―19)、6間X2間の主屋部に 2間X1間の角屋を付属させた建物 l棟（建物ー20)、4間X2間の

総柱建物 l棟（建物ー21)、2間X1間の建物 l棟（建物一22)、 1間X1間の建物 2棟（建物ー23・

24)の合計 7棟が検出された。建物の方向はやや異なるものも存在するが、この建物群で 1つの屋敷

を形成していたものと推定される。また、建物一19・20建て替えにより重複して検出されており、こ

の屋敷は大小 6棟の建物で構成されていたと考えられる。この建物群は、他の建物群と比較して傑出

しており、馬屋遣跡を含む集落の、中心的人物（名主層）が居住していた屋敷と想定される。このこ

とは、輸入陶磁器の分布でみても、 D群周囲で、多数出土していることからも明らかである。

馬屋遺跡 Il1 期よりやや時代が下るが、名主層の住居の規模•構成が判明する史料として、「延慶 3

年 (1310)伊勢国泊浦村江村在家検注井名寄帳」がある。この史料のなかで一番建物数の多い登録人

「麻口」の屋敷は 2間X5間・ 2間X2間・ 4間X3間・ 2間X4間・ 2間X2間・ 2間X2間・の

合計 6棟の建物で構成され、延床面積42坪に及ぶ5)。これに対し馬屋遺跡 I1期D群の屋敷は、合計 6棟

で延床面積42.3(41. 9)坪(6)と、「麻口」の屋敷とほぼ同規模となる。この点からも、 D群の屋敷は名

主層の屋敷と推定される。

また、 D群の南には、溝ー20"-'23に画されて、同安窯系白磁碗 2点などを副葬した土漿墓ー 2など

土城墓2基と土猥墓の可能性もある土猥2基が存在し、墓域を形成している。検出された数が少ない

ため一世代程度の墓域と推定され、集落全体の墓域とは考えにくい。この墓域の埋葬者は、士城墓一

2の副葬品から集落の上層者、つまり D群の屋敷居住者が想定される。

なお、今回の調脊では、皿期の井戸は確認されなかったが、次の N期に廃絶したと考えられる井戸

が、 m期にも使用されていたと推定される。

④ 鎌倉時代中期～室町時代前期 (N期）

この磁器の建物は、合計21棟分確認された。その内訳は、 3間X2間の総柱建物 2棟（建物一27・

51)、3間X1間の側柱建物 5棟（建物一30・31・32・35・52)、2間xz間の建物 2棟（建物一33・
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皿 山陽町内の遺跡

37)、3間X2間の建物 3棟（建物一34・40・49)、2間X1間の建物4棟（建物一41・42・44・50)、

5間X2間の上屋部と 5間X1問の下屋部からなる建物 1棟（建物一45)、6間X2問の建物 1棟（建

物一47)、 2間X2間の主屋に 1間X1間の角屋を付属させた建物 l棟（建物一48)、規模不明の建物

2棟（建物一25・26)である。

これらの建物は、洞

-17の南岸に位置して

いる。皿期のように空

間地を有しながら建物

群を構成するのではな

く、単独で存在してい

る印象を受ける。建物

-45や建物一47のよう

に大型の建物は存在す

るが、付属する建物は

なく、やはり単独で屋

敷を形成していると推

定される。まとまった

屋敷となる可能性があ

るのは、建物一34と建

物一35、建物—48· 建

物一49と建物一51の2

群のみで、規模も大き

くない。 III期のような

大規模で傑出した屋敷

は存在しない。

つまり、馬屋遺跡N

期においては、少数の

大型建物と多数の中小

建物が混在する屋敷の

平均化がみられる。そ

して、複数の建物で構

成される屋敷およびそ

れを包括する屋敷地が

明確でなく、 III期に居

住していた有力富裕農

民の姿はみられない。
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第216図 鎌倉時代中期以降建物配置図 (S: 1/800) 
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m 山陽町内の遺跡

(2) 掘立柱建物の平面構造について

今回の馬屋遺跡の調査で検出された掘立柱建物の乎

面構造を類型化すると、概ね次の 5タイプに分けられ

る（第217図）。 A型はいわゆる側柱建物で、 1期では

建物ー 2・3・4、II期では建物一 5・6・7・8・

9、m期では建物一10・11・12・13・14・22・23・

24、N期では建物一30・31・32・33・35・40・41・

42・44・49・50・52、時期不明の建物では建物一28・

29・36・38・43・53・ がこのタイプである。 B型はい

わゆる総柱建物で、 1期では建物一 I、皿期では建物

-21、N期では建物一27、時期不明の建物では建物一

48・51がこのタイプである。 C型は、側柱の梁部中央

穴の一方を欠き、建物内部の梁部一箇所に中央穴を有

する建物である。 I・Il期には存在せず、 II1期では建

物ー15・17、N期では建物一34・37、時期不明の建物

では建物一46がこのタイプである。また C型に類似し

た建物として、 III期に建物一16・18・19・ がある。 D

型は、基本的には側柱で、一部分が総柱構造となる建

物である。これも I・Il期には存在せず、 II1期では建

物ー20、N期では建物一47がこのタイプである。 E型

は、 D型の桁部側を、幅狭く 1間分拡張した建物で、

N期の建物一45のみである。また、幅狭く l間分拡張

したという意味であ、 III期の建物一16・1°8も類似して

いる。

A,....__,E型の建物を、時期的に検討すると、 A型は

I,....__, N期全ての時代で多数みられる。これに対し、 C型 ・D型は、両者とも皿期に初めて出現する。

A
 

B
 

c
 

D
 

E
 

第217図 建物平面構造概念図

また、 E型は、 N期に初めて出現する。

また、構造的に検討すると、 C型は、 A型の梁部を 1間分拡張し、土間または下屋としたと推定さ

れる。 D型は、 B型と C型の融合型で、総柱部を部屋部として、他を士間または下屋としたと推定さ

れる。 E型は、 D型の梁部に下屋を設けた発展型といえる。

つまり、馬屋遺跡の掘立柱建物は、 A型 ・B型の建物が全ての時代で建てられる一方で、平安時代

末期ごろから C型の建物が建てられるようになり、やや時期を経て大型の建物にB・C融合型のD型

が採用され、さらに鎌倉時代末期にはD発展型のE型が出現したと考えられる。

他の遺跡でも同様のことが確認されるかについては、今後の課題とする。

(3) 備前国分僧寺関連の遺構

今回の調査では、楯脚部において、備前国分僧寺跡の南約55,..,__,70mという近距離を発掘することに

なり、国分僧寺関連の遺構の検出が想像されたが、実際には、関連遺構と考えられるものは溝 2条の

みであった。
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m山 山陽町内の遺跡

① 

溝ー 4は、橋脚部調

澗ー 4

査区のpgの北端部か

ら南南東方向にかけ

て、国分僧寺の中軸線

とほぼ平行に流れてい I ii 
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る。 この溝ー 4の延長

上に、主要県道岡山・

吉井線拡幅工事に伴う

発掘調査された馬屋長

田遺跡で確認された奈

良時代以降と推定され

る溝(7)が位置し、 同一

の溝の可能性が高い。

発掘調査は行われて

いないが、備前国分尼

寺は、国分僧寺の南約

300mの所に位置し、

中軸線をほぼ同ーする

と推定されている(8)。

以上の国分僧寺と国

分尼寺の関係から、中

軸線にほぼ乎行に流れ

る溝ー 4は、国分僧寺

と国分尼寺を結ぶ道路

の西側溝の可能性が高

い。なお中軸線東の現

在の地形がかなり削平

第218図
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備前国分僧寺伽監想定並びに関連遺構図 (S: 1/2500) 

を受けている状況を看取出来るところから、東側涸は削平により消滅したものと考えられる。濶— 4

から中軸線までは約 5mあり、東側猜も中軸線と同じ関係にあった推定すると、 この道路の下端の幅

は約10mに復元される。 これは道路としては、兵庫県落池遺跡などで確認された古代山陽道と規模が

匹敵する(S)。 しかし、現段階では、規模については不明といわざるをえない。

は、

なお、調査時に、調査担当者が道路の西側溝と報告した(10)石と瓦片を敷きつめた遺構（洞ー 8)

出土褪t跡から、 16世紀の遺構であり、遺構の形態から排水溝の可能性はあるが、道路の側洞とは

考えられない。

②
 

溝ー 5

溝ー 5は、すでに報告した通り、士層断面と出土遺物から、奈良時代から鎌倉時代にかけて底浚え

を繰り返しながら存続した満と考えられる。存続時期や溝の方向・位置関係などから国分僧寺に関連
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III 山陽町内の遺跡

した遺構と考えられる。

武蔵国分僧寺や上総国分僧寺などでは、伽藍中枢部を含む寺域を内に内包し、寺としての機能保持

のため直轄する区域＝寺地を限る溝が確認されている(11)。馬屋遺跡で今回の調査で確認された溝ー 5

も寺地を限る溝の可能性が高いと考える。

なお、先程の溝ー 4とこの溝ー 5の接続（切り合い）関係は、調在担当者の不認識により、十分な

調査がなされなかった。このため、これらの遺構と国分僧寺との関係を解明する資料を十分には手に

入れられず、非常の残念である。

(4) おわりに

今回の調査によって、馬屋遣跡は、岡山県下では数少ない平安時代末期から室町時代前期を中心と

したの集落（村落）遺跡であることが判明した。中世考古学の進展が著しい現在においても、良好な

資料となると確信している。また、国分僧寺との関係については、国分僧寺周辺の整備などによる調

雀に期待したい。

なお、この報告をまとめるにあたって、掘立柱建物の構造などについて、東京国立文化財研究所の

松本修自氏には数多くのご教示を頂いた。馬屋長田遺跡・馬屋出水遺跡については、調在を担当した

椿真治氏に、助言や図面の便宜を図って頂いた。また、報告書担当者のほかに、報告に使用した遺物

実測図は楠本浩子・小宮山泰子・柴田令子・千原尚子・延原経子・光延秀典・山本響子の諸氏、図面

の浄書は赤木祐子・岩崎加代子•藤原いづみの諸氏の援助を得た。そして何よりも発掘調査・整理作

業に従事してくださった多数の方々に、末筆ながら記して謝意を表したい。 （横山）

註

l 椿真治「馬屋森向遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財報告』 20 岡山県教育委員会 1990年。

2 備前国分寺跡緊急発掘調査委員会『備前国分寺跡緊急発掘調査概要』 岡山県教育委員会 1975年。

3 阿部義平『官街』 ニュー・サイエンス社 1989年。

4 『乎安遣文』。

5 伊藤鄭爾『中世住居史』 東京大学出版会 1958年。

6 この当時の 1坪は現在よりも広いと推定されていて（前掲註(5)書）、やや時代は下るが1464年（寛正 5)の新

見荘の事例から 1坪を 7尺四方で計算した。

7 註(1)に同じ。

8 伊藤晃「備前」『新修国分寺の研究』第四巻 吉川弘文館 1993年。

9 「古代の道と考古学」『季刊考古学』第46号 雄山閣出版 1994年。

10 二宮治夫社か「馬屋遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告』 23 199彩F。

11 滝口宏「武蔵」 ・「上総」『新修国分寺の研究』第二巻吉川弘文館 1991年。
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一 皿 山陽町内の遺跡

掘立柱建物一覧

柱間距離桁 柱間距離梁 桁行 梁行 面積 調査時
構造番号 規模（間） 棟方向時 期 備考

cm 尺 cm 尺 cm 尺 cm 尺 (ni) 構造名

建物一 l 3X2 162----188 
5 5--.., 

219 7.4 534 18.0 438 14.7 23.4 N66" W 奈良 柱穴方形 SBOl 6.3 

建物一 2 3X2 152,....,174 5.1- 209 7.0 550 18.5 418 14.1 23.0 N24°E 奈良 柱穴方形 SB03 5.9 

建物一3 3X2 200-204 
6.7- 198---.,202 6.7-----

600 ,.._. 20.2-395,..._, 13.3"-' 24.0 N24.5" E 奈良 柱穴方形 SB02 6.9 6.8 604 20.3 404 13.6 

建物一4 4X2 218 7.3 209,.._223 
7.0....., 

872 29.4 432 14.5 37.7 N2が E 奈良
柱穴方形、

S806 7.5 柱穴列 1

建物一5 3 X 1 151,..,_,178 
5.0 ...... 

384----388 
12_7,..., 

590 19.5 
384....., 12. 7--... 

18.7 NlO'E 平奈安良～前半 SB04 5.9 12.8 388 12.8 

建物一 6 2 X 1 223-265 
7_4,..._, 

233,.....,236 7.7--
480 ..._ 15.8"-" 233,-..., 7.7"' 11. 6 N75" E 平安前半 SB05 8.7 7.9 485 16.0 236 7.9 

建物一 7 3 X 2 240 7.9 209-219 6.9"' 720 23.8 428 14.1 30.8 N6.5°W 平安 柱穴列2-3 SB13 7.2 

建物一 8 3 X 2 165----208 
5_4....., 

186,.__,205 6.1- 559 18.4 383 12.6 -21.4 N70'E 乎安後半 SB38 6.9 6.8 

建物一9 2 X 1 
(94)----- (3.71)---.9 278 9.2 434 14.3 278 9.2 12.1 N65" E 平安中期 SB23 240 

建物一10 1 X 1 398 13.1 288 9.5 398 13.1 288 9.5 11.5 NI" W 平鎌安倉末～
初期

SB12 

建物一113 X 2 178~222 5.0- 181-----230 
6. o----

580 19.1 
362,...., 11,9,....., 

21. l N83" E 
＂ SB18 7.3 7.6 368 12.1 

建物ー12 1 X 1 260 8.6 242 8.0 260 8.6 242 8.0 6.3 N71. E 鎌倉前半 SB43 

建物一134 X 1 214-232 
7.1,..,_, 

368---...378 
12. 1----

848 28.0 
368,.__, 12.1,..._, 

31. 7 N70.5" E 
平安末～

SB39 7.7 12.5 378 12.5 鎌倉初期

建物一145 X 2 208,.._,240 6.9- 192.......,198 6.3"--" 
1134 37.4 

384,,.,._, 12. 7---., 
44.3 Nl0°W 

＂ 柱穴列4・5 SB26 7.9 6.5 396 13.1 

建物一15(3 X 3) 215 ....... 354 
7,1,..__ 

188.....,244 
6.2,.._. 

818 27.0 
624--- 20.6-

43.2 Nl8" W 乎安末～
SB22 11.7 8.1 644 21.3 鎌倉初期

建物一163X(2+1) 190,.__,z42 
6.3 ;..._, 

196 6.5 622 20.5 506 16.7 24.4+ Nss・E 鎌倉前半 西庇 SB31 8.0 7.1 

建物一173X2 212,.._,246 
7.0 ,..__ 

183 6.0 674 22.2 366 12.l 24.7 Nff W 鎌倉前半 SB24 8.1 

建物一18(3+ l)X 200,.__,230 6.6--- 224......,264 
7_4,.._, 

736 24.3 492 16.2 
24.9+ Na.s・w 乎安末～ 西庇、柱穴

SB32 7.6 8.7 5.2 鎌倉初期 列 6・-7

建物一196X2 220,....,313 7.3- 188-288 
6.2,.._, 

1634 53.9 416 13疇7 68.0 N s• W 
＂ SB33 10.3 7.5 

建物ー20(6 X 3) 226,.__,258 7.5- 17 4----198 
5.7 ..... 

1447 47.8 572 18疇， 66.0 NS" W ,, SB34 8.5 6.5 

建物ー214X2 225...__251 7.4"-' 198"-'210 6.5"' 944 31.2 408 13會5 38.5 N3.5°W 
＂ SB35 8.3 6.9 

建物一222 X 1 234-----250 
7. 7 ....... 

316 10.4 484 16.0 316 10.4 15.3 N82'E 鎌倉前半 SB50 8.3 

建物ー231 X 1 236 7.8 186 6.1 236 7.8 186 6.1 4.4 N5" W 平安末～
SB41 

鎌倉初期

建物ー241 X 1 182 6.0 151 5.0 182 6.0 151 5.0 2.7 N89. W 
＂ SB45 

建物ー253+X2 258,....,310 
8.5--... 

279 10.2 9.2 558 18.4 N15.5" E ＂ SB09 

建物ー263+X2 254.,..,_,290 
g_4,.._, 

176-200 
5.8-----

376 12.4 N22・E 鎌倉後半 SBOB 9.6 6.6 

建物一273X2 240-284 
7_9,...., 

192-----210 
6.3---- 784 ,.._, 25.9----394,..__ 13.0"'-' 

31.8 NlO" E II 8B07 9.4 6.9 786 26.0 418 13.8 

建物ー281 X 1 224-241 
7.4----

188 ........ 190 
6.2--- 224 --... 7.4-188---- 6.2 ,.__. 

4.4 N84°W 
＂ SBll 8.0 6.3 241 8.0 190 6.3 

建物一292 X 1 200 6.6 190 6.3 400 13.2 190 6.3 7.6 N87" E fl SB42 

建物一303 X 1 218,...,251 7.2---- 190 6.3 687 22.7 190 6.3 13.1 Nl6.5" E ＂ SBlO 8.3 

建物一31 3 X 1 272,....,304 9.0- 438 14.5 864 28.5 438 14.5 37.8 N3°W 
＂ SB36 10.0 
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建物一324 X 1 198,..__,278 
6.5,.._, 

236----244 
7,8,..., 710......, 23.4,...,_, 236- 7.8----

26會゚
N80'E 鎌倉後半 SB19 

9.2 8.1 734 24.2 244 8.1 

建物一33(2 X 2) 223~249 7. 4---- 172,..._,364 5.7- 472 15.6 364 12.0 17.2 N89• E // SB16 
8.2 12.0 

建物一34(3 X 2) 222-250 
7 _3,..,_, 

183,..,_,366 
6.0,...., 

772 23.8 366 12.1 26.4 N89'W 鎌倉中期 SB17 
8.3 12. l 

建物ー353 X 1 132~196 
4_4,...., 

266 8.8 478 
6.5 

15.8 266 8.8 12.7 N87" W ＂ SB51 

建物一363 X 1 198-210 
6,5,...., 

266 8.8 612 
6.9 

20.2 266 8.8 16.3 N13. W I/ SB15 

建物一37(2 X 2) 232 7.7 166 ....... 196 
5_5,-...., 

464 15.3 362 11.9 16.8 Nss・w 
＂ SB.14 

6.5 

建物一382 X 1 220---...242 
7_3......, 

328 10.8 462 
8.0 

15.2 328 10.8 15.2 N89°E ＂ 8B47 

建物一392 X 2 204----214 
6. 7,...., 

184-210 
6.1,..._, 

418 13.8 394 13.0 16.5 N79.5" E ＂ SB37 
7.1 6.9 

建物一403 X 2 206......,244 
6.8~ 

276.......,298 
9.1-

672 22.2 574 18.9 38.6 N72. E 
＂ S B52 

8.1 9.8 

建物一412 X 1 170,.....,196 
5.6,.__, 

234 7.7 366 
6.5 

12.1 234 7.7 8.6 N85°E ” SB48 

建物一422 X 1 208-240 
6.9,...., 

278 9.2 448 
7.9 

14.8 278 9.2 12.5 N7が E ＂ SB44 

建物一431 X 1 224 7.4 158 5.2 224 7.4 158 5.2 3.5 N72°E ” SB40 

建物ー44 2 X 1 294,.,,_,33s 
9.7~ 

290 9.6 632 20.9 290 9.6 18.3 N84.5°E ＂ SB20 
11.2 

建物一455X(2+1) 210~292 
6,9,..,, 

228-230 
7_5,....., 1153""'-' 

38.1 
542- 17.9-529.9 

N71.5" E 室町前半 北庇 SB21 
9.6 7.6 1155 564 18.6 +11.3 

建物-46(2 X 2) 201-255 
6,6,....., 

200 6.6 456 15.0 400 13.2 18.2 NlO" W 
鎌倉～

SB46 
8.4 室町

建物一476 X 2 204.......,220 6.7- 164,.,._,200 
5_4,.__ 

1272 42.0 364 12.0 46.3 N17'W ＂ SB25 
7阜3 6.6 

建物一48(3 X 2) 214-----232 
7. 1-----

198-220 
6.5"' 676 ,..._, 22.3,..._, 

418 13.8 23.8 Nl4.5" W ＂ SB27 
7.7 7.3 680 22.4 

建物一493 X 2 268-214 
8.8,..,_, 

185 6.1 696 23.0 370 12.2 258.8 N76.5°E ＂ 8B28 
7.1 

建物一502 X 1 188 6.2 220 7.3 376 12.4 220 7.3 8.3 Nl4. W 
＂ 8B30 

建物一51 3 X 2 178,...,220 
5_9,...., 

186~204 
6.1,...., 

582 19.2 
39g ....... 13.1,..., 

23.7 N76• E ＂ SB29 
7.3 6.7 418 13.8 

建物一523 X 1 88106 
2.9,.__, 

220 7.3 306 
3.5 

10.1 220 7.3 6.7 N68°E ＂ S849 

建物一532 X 1 196 6.5 223 7.4 392 13.0 223 7會6 8.7 N77" E ＂ SB53 
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溝一覧表

遺構 残存長 幅 深 さ
方 向 時｀ 期 出土遺物

調査時
番号 (cm) (cm) (cm) 遺構番号

酒ー01 17.6 30,...__,156 19"-'30 南東へL字状 奈良 須恵杯•高杯、盤 141 

溝ー02 72.0 120,,..._,515 110 N58.5~E 奈良 須恵杯、盤、壷 90 

栂ー03 29.0 62,,....,237 23,...__,31 南東へ弓状 奈良？ 士師高杯 120 

溝ー04 16.'0 34,...._,206 7 ,....._,19 北東へ弓状 ＂ 須恵•土師小片 478 

溝ー05 11.2 30,...__,74 11 N84c E 
＂ 須恵杯 235 

涸ー06 12.3 32,...__,64 ， Nl70~E 
＂ 須恵・士師小片 622 

溝ー07 6.4 35,...._,62 11 Nl73°E 奈良～平安？ 須恵・土師小片 757 

溝ー08 7.4 19'"'-'34 8 ,...__,16 ？ 古墳～奈良
須恵壷、早島椀、灰釉

941 
段皿、羽口

渦ー09 9.5 125,-,._, 40 11 ？ 平安後半？ 士師托上椀・甕 44 

溝ー10 7.8 gz,..._,342 14 東 平安中頃？ 須恵壷、灰釉、黒色土器 815 

溝―11 7.4 33"'-'308 11 N7T E ＂ 黒色椀他小片 851 

洞ー12 2.8 58,....__,120 6 N64°W 平安後半
須恵杯、士師椀、緑釉

894 
壷、灰釉皿、黒色椀

溝ー13 7.8 16"-'34 6 N75°E ？ 須恵・士師小片 1064 

溝ー14 4.8 42"-'86 7,...,,_,35 N40°W 平安後半～
須恵杯、土師椀、軒丸

942 
瓦

洞ー15 1.4 100,...._, 135 31 Nl78.5°E 平安 土師杯 761 

溝―16 8.4 12.-......40 ， N6.5°W ＂ 
土師椀、須恵• 土師小

965 
片

溝―17 24.2 26,..._,42 15,-...,_,19 Nl3°E 平安？
土師甕、瓦器椀、白磁

1270 
小1III.

平安末～
須恵杯、備前揺鉢、東

渦ー18 51.9 88,,..,__, 163 34"'84 東へ弓状？
鎌倉前半

播系、早島椀、緑釉皿・ 520 
椀

備前椀、土師皿・甕、
洞ー19 80 97-----215 1z ........... 35 N79.5°E 

＂ 早島椀、瓦器椀、白磁 1447 
小皿・碗

備前椀、士師皿・甕、
猜ー20 22.5 go,..._, 135 14,...._ 18 N99.5°E 

＂ 早島椀、瓦器小皿・椀、 904 
白磁小皿・碗

溝ー21 22.0 42,...._,95 11.--......20 東へやや蛇行 ＂ 
備前椀、土師杯・甕、

早島椀、瓦器椀
1174 

溝ー22 15.5 35,,...,_,70 6 ------31 東へやや蛇行 ＂ 
（備前椀、士師甕•早島

1175 
椀、瓦器椀）

溝ー23 (3.5) 30.....__,117 5 ~ ？ ＂ 早島椀 1191 

溝ー24 5.0 20,..,._,50 6 東へ弓状 ＂ 土師甕・皿他小片 1391 
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禍ー25 2.4 34,......52 35 東へくの字状 鎌倉前半 早島椀 1237 

溝ー26 (8.6) 76 ， N 9°W 鎌倉前半？ 須恵壷、東播系こね鉢 S31 

溝ー27 12.0 75,,...,_,, 160 24 ？ ？ 須恵鉢、唐津椀 780 

溝ー28 39.2 115,,..._,40 11 "-'26 N84.5°E 平安末～鎌倉
須恵杯•高杯、士師鍋、

65 
、早島椀、白磁碗

潤ー29 2.6 110,....__, 195 6 NlOl.5°E 土師椀 632 

溝ー30 15.1 16,,...._,,60 5 東へL字状 （以下未掲載） 瓦質鍋他細片 355 

渦ー32 10.5 40,,...._,105 21 東へL字状？ なし 1465 

洞ー33 6.0 24,...___,60 13 東へL字状 土師細片 300 

洞ー34 3.2 10,..._,,34 6 N76°E 早島椀 151 

洞ー35 3.0 26"'-'44 7 N75°E 須恵細片 152 

溝ー36 6.5 10,...,__,50 12 Nl46°E なし 1474 

溝ー37 4.2 62,...__.114 18 N94°E なし 1472 

溝ー38 9.4 74 llr-....,23 N 3°E 備前揺鉢、±師高杯・甕 585 

溝ー39 4.8 27,--....,78 11 N77°E 士師細片 EBO 

溝—40 15.5 102,,...__, 155 28 北東へ弓状 なし 1466 

溝ー41 5.2 26,...._, 106 10 N29°E なし 1473 

溝ー42 3.6 14,,....._,,45 13 N8.5°E 早島椀他細片 356 

溝ー43 4.6 28,..___,42 8 東へL字状 須恵・備前・士師細片 335 

溝ー44 6.4 12,,....__,45 10 Nl65°E なし 1471 

溝—45 5.0 18,...__,44 6 Nl06. 5°E なし 1475 

諧—46 10.5 57,-.._,95 8 N87°E なし 1469 

溝ー47 7.5 48,,.,__, 110 19 N136°E なし 1468 

溝ー48 37.5 85,..__,150 14,...._, 19 N72.5°E なし 1467 

洞ー49 8.8 30.......,78 8 N 3. E なし 1476 

洞ー50 9.4 21------107 6 N160°E 黒色椀、土師小片 1120 

溝ー51 8.2 20,...__,37 ， N77°E 須恵• 土師小片 1063 

溝ー52 10.2 30,..._,50 6 ,..._, 7 N75°E 須恵・士師・緑釉小片 1117 

溝ー53 7.5 105 26 N77°E なし S2 

溝ー54 7.7 35,,...__,55 13 NlOl.5°E 士師小片 1038 

溝ー55 4.5 55,....__,90 15 Nll3°E なし 1470 

溝一56 5.4 72,..,__, 135 11~24 Nl3°W 須恵・ 士師小片 S3 

溝ー57 5.0 20"-'72 12 
南東へくの字 士師小皿、須恵小片、

1307 
状 黒色土器

洞ー58 1. 9 40,.,._,107 28 N144°E なし 960 

洞ー59 7.5 12,...._,41 ， 北東へL字状 なし 1479 
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溝ー601 5.4118,,..,,_,.48 I 9~14IN13°W 土師細片

なし構一61I 3. 5 I 55"-'79 I 8 Nl69. 5Q E 

井戸一覧表

形 状 規模 cm
調査時遺構番号 深さ 形態 時期 出 土 遺 物 備考
遺構番号平面 断面 長軸 短軸

井戸ー 1円 (A 1) 74 68 (55) 木組 奈良～平安 B81 

井戸ー 2 円 A2 136 129 96 素掘 平安後半 須恵杯・盤、土師皿、黒色 89 

井戸ー 3不整形 B3 152 145 67 素掘 鎌倉 備前甕 125 

井戸ー 4 不整形 Bl 251 203 73 石組 鎌倉 備前摺鉢．椀、土師皿、瓦器 88 

井戸ー 5楕円 Bl 222 201 95 石組 鎌倉末 備前椀、早島椀、砥石 582 

土壊墓一覧表

形 状 規 模 cm 
調査時遺構番号 埋葬状況 時 期 出土遺物 備考
遺構名乎面 断面 長軸 短軸 深さ

上猥墓― l
（隅丸

(B 2) (117) (41) 26 頭を北東に向ける
平安末～

早島椀、瓦器
木棺痕跡あ

1452 方形） 鎌倉 り

土城墓ー 2
隅丸

A2 143 76 39 
頭を南西顔を左横

鎌倉前半
白磁碗、備前椀小皿、

1051 方形 （北西）に向け屈葬 十師小皿、瓦器椀
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土壊一覧表

形 規 模 C田 調査時
遺構番号 時期 出土遣物 備 考

遺構番号
地 区

平 面 長 軸 短軸 深さ

士猥ー01 楕円 92 69 23 奈良 士師高杯 100 C6 

士猥一02 円？ 45 (33) 46 平安 土師甕 袋状 99 D6 

土漿一03 楕円 76 62 45 土師甕 一部袋状 104 CB 

土漿ー04 円 56 51 25 ＂ 上師甕 一部袋状 101 06 

土漿ー05 不整形 103 95 38 ＂ なし 集石 651 GB 

土城ー06 円 38 36 23 ＂ 
緑釉椀、士師小片 653 G7 

土城ー07 不整形 64 43 10 ＂ 
土師椀・ 1JIL、黒色椀 716 F9 

土凜ー08 円 200 199 6 II 須恵杯・椀、灰釉皿、青磁碗 956 Fll 

土凛一09 円 94 77 23 ＂ 上師杯 799 F12 

土猥一10 楕円？ 144 (155) 32 鎌倉 備前鉢、早島椀 集石 126 F6 

土凜―11 不整形 131 122 61 
須恵椀、備前播鉢、緑釉、灰

集石 221 G7 
＂ 釉、軒平瓦

土猥ー12 楕円 (98) 81 19 ＂ 備前挿鉢・椀 集石 903 Cll 

土城ー13 不整形 360 63 7 ,, 土師小皿、瓦器小皿 1103 Gl3 

土凜ー14 円 116 73 18 " 早島椀、緑釉、白磁小皿 1389 H13 

土城ー15 楕円 (66) (46) 40 
＂ 

備前椀、土師小皿、瓦器椀 1169 El5 

土猥ー16 楕円 164 113 35 士師杯•小皿、早島椀、瓦器
集石、土漿墓の可

920 El5 ＂ 能性

士猥ー17 楕円？ 189 94 24 ＂ 瓦質羽釜、土師小皿・椀 土猥墓の可能性 218 F7 

士猥―18 楕円？ 125 (106) 31 ＂ 土師鍋・甕 124 C5 

土猥一19 楕円 146 106 16 ＂ 土師皿、瓦質羽釜、瓦器小皿 354 C7 

土猥ー20-1 隅丸方形 270 247 14 ＂ 土師小皿• 鍋、白磁小皿 189 D7 

土凜ー20-2 不整形 347 (139) 11 
＂ 

須恵・土師小片 190 D7 

土猥ー21 不整形 414 147 12 ＂ 士師小皿、早島椀 186 D6 

士城ー22 不整形 (368) 178 18 ＂ 土師鍋•小皿、瓦器 98 B4 

土城ー23 不整形 (760) 187 21 
＂ 

須恵杯、士師杯、土錘 S61 I 13/14 

士猥ー24 隅丸方形 (206) ？ 19 ＂ 瓦器 S60 I 13/14 

土城ー25 円 102 84 27 なし （以下未掲載） 1456 B4 

士猥ー26 不整形 144 94 42 なし 1453 F4 

土城ー27 楕円 (139) (127) 18 ±師三片 162 A4 

土猥ー28 楕円 ？ 68 19 なし 1478 cs 

土壊ー29 楕円 127 87 10 十師甕、備前細片 257 cs 

土漿ー30 円 121 119 12 土師一片 256 cs 

士猥ー31 楕円 (103) 59 15 士師・早島細片 237 DS 

土漿ー32 不整形 (190) 61 14 かまど、須恵・土師小片 239 D5 

土凛ー33 楕円 160 42 13 須恵・士師小片 238 DS 

土猥ー34 楕円 (94) (74) 30 土師小片 236 D5 

土城ー35 楕円 55 (45) 43 須恵一片 一部袋状 106 D5 

士猥一36 隅丸方形 142 102 17 土師細片 B46 J/KS 

土城ー37 楕円 ？ 72 22 なし B82 K5 

土猥ー38 楕円 90 54 30 なし 1455 B6 
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士猥ー39 円 81 77 30 士師甕？ 216 C6 

士猥ー40 円 71 61 22 士師二片 316 B6 

土猥ー41 不整形 96 60 30 士師一片 319 B6 

土城ー42 円 70 56 22 なし 一部袋状 91 06 

土披ー43 P3 67 59 25 土師小片 92 C 6 

土城ー44 不整形 374 367 10 かまど、土師杯・甕 339 C 6 

土城ー45 楕円 127 59 ， 須恵・土師細片 347 C6 

土城ー46 隅丸方形 71 46 15 須恵椀囀土師甕細片 S4 I 6 

土痰ー47 楕円 95 89 10 土師細片 S8 I 6 

土猥ー48 不整形 109 (109) 32 須恵・土師小片 571 C7 

土漿ー49 楕円？ (111) 91 37 なし 446 H7 

士猥ー50 楕円 179 62 21 なし 1457 F8 

士墳一51 楕円 92 56 23 須恵甕、白磁皿、緑釉 672 GB 

土凛一52 楕円 172 112 26 なし 1460 D9 

士凜ー53 楕円 129 102 19 土師二片、備前一片 1110 E/F 9 

土凜―54 不整形 157 83 11 土師甕小片 1109 E9 

土猥―55 不整形 208 133 43 なし 1462 Ell 

土猥ー56 隅丸方形 149 118 14 なし 1461 C9 

土猥ー57 楕円 92 62 30 黒色椀、土師小片 底部に焼土塊 750 HlO 

土猥ー58 円 52 50 85 士師甕細片 袋状 S95 I 10 

土猥ー59 楕円 187 ？ 16 平瓦 1134 B14 

土城ー60 楕円 75 58 15 なし 877 E12 

土城ー61 隅丸方形 127 42 30 土師椀他小片 士猥墓の可能性 784 El2 

土城ー62 不整形 (72) (71) (32) なし 焼土層あり 1025 Hl2 

士城ー63 不整形 92 (71) 27 なし 884 Hl2 

土猥一64 不整形 llO 90 20 
黒色椀、白磁、須恵•土師・

1108 H13 
早島細片

土墳ー65 不整形 (161) 120 27 須恵・土師・早島細片 1052 Hl3 

士壊ー66 不整形 133 86 35 土師・早島・瓦器細片 1433 I 13 

士猥一67 ？ (88) (31) 12 土師甕 S24 I 13 

士城ー68 長方形 158 52 15 土師椀他小片 土城墓の可能性 1054 Hl4 

土猥ー69 不整形 63 ？ 13 士師細片 1170 Hl4 

土城ー70 隅丸方形 84 68 24 なし 1464 El5 

土壊ー71 不整形 131 91 (36) なし 1008 E15 

土猥ー72 隅丸方形 108 77 12 なし 1463 Fl6 
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土器観察表

奈良
（一部図版に掲載していない遺構出土の土器も含まれるが、これは旧遺構名を記している。
これは遺構番号（遺構）で示している。 ） 

図番号 種別 器別 口径 底径 器高 色 調 胎 ± 残存状況 形態• 手法 遺構名

26-01 土師器 蓋 にぷい黄橙lOYR6/ 4 砂粒多い ロ縁部小片 全面丹塗り（表面剣離）。 建物一 1柱穴

-02 土師器 杯 (12. 0) (9.4) にぶい黄橙lOYR6/ 4 砂粒多い 1/5 全面丹塗り？ 建物一 1柱穴

28ー01 須恵器 蓋 (19. 0) (3.2) 灰NS/ 砂粒多い 1/3 
天井部逆時計回りのヘラケズ

建物ー 2柱穴
リ、焼け歪み。

-02 須恵器 蓋 07. 2) 灰 5Y 6/ 1 1/8 建物ー 2柱穴

-03 土師器 杯 (12.0) (8.4) 浅黄2.5Y7/3 ロ緑部～底部 1/6 丹塗り。 建物ー 2柱穴

34-01 士師器 杯身 (13,8) 淡橙5YR 8/ 4 1/6 全面ヘラミガキ。全面丹塗り。 潤ー 1

-02 土師器 杯身 (15. 2) (12.0) (3 0) 橙7.5YR7 /6 1 /IO 全面丹塗り。 溝ー 1

-03 士師器 皿 (17 0) (14 0) (3.4) にぶい褐75YR 6/3 ロ緑部～底部 1/4 全面丹塗り。 溝― l

-04 土師器 杯身 (17 2) (13.2) (5.0) にぶい黄橙lOYR7 /2 1/3欠損 全面丹塗り。貼り付け高台。 洞ー 1

-05 土師器 盤蓋 23.2 (3.4) にぶい黄75YR7/4 ロ縁部小片、つまみ部 全面丹塗り。？ 溝ー 1

-06 士師器 蓋 にぶい黄橙lOYR7 / 4 ロ緑部小片 全面丹塗り。 溝― l

-07 上師器 蓋 浅黄橙7.5YR8/ 4 ロ縁部小片 全面丹塗り？ 溝ー 1

-08 土師器 皿 22 18 2 25 にぶい橙7.5YR7/4 1/8 全面丹塗り？ 溝ー 1

-09 士師器 盤？ (24.0) 灰黄2.SY7 /2 1 /10 全面丹塗り？ 溝ー 1

-10 土師器 皿 (26.2) にぶい黄橙lOYR7 / 4 l /10 全面丹塗り？ 溝ー 1

-11 士師器 杯？ (23.6) Cl8. 7) (3.05) 灰白lOYR8/2 ロ緑部小片 全面丹塗り。 溝ー 1

-12 士師器 杯身 (24. 0) (20.8) (4.1) 灰白lOYR8/2 l /10 全面丹塗り。貼り付け高台． 溝ー 1

-13 土師器 盤 15 2 にぶい橙7.5YR7/4 l/8 全面丹塗り。貼り付け高台。 溝ー 1

-14 ±師器 盤 にぶい黄橙lOYR7 /2 底部小片 全面丹塗り。貼り付け高台。 溝~1

-15 土師器 盤？ 浅黄橙7.5YR8/3 底部小片 全面丹塗り。貼り付け高台。 溝ー 1

-16 土師器 高杯 にぷい黄橙lOYR7/2 脚柱部 脚柱部八面体。全面丹塗り。 溝ー 1

-17 須恵器 杯蓋 12.1 灰JOY6/ I ロ緑部3/4欠損 天井部ヘラケズリ？ 溝― l

-18 須恵器 杯蓋 灰白 5Y 7 / 1 天井部
天井部逆時計回りのヘラケズ

溝― l
リ。

-19 須恵器 杯蓋 14 3.1 灰白N7/ 1/ 3 , 
天井部逆時計回りのヘラケズ

溝― l
リ。碁石状つまみ

-20 須恵器 杯蓋 灰白N7 I 天井部
天井部逆時計回りのヘラケズ

溝ー 1
リ。

-21 須恵器 杯蓋 (18 6) 灰白N7 / ロ縁部～天井部 1/6
天井部逆時計回りのヘラケズ

溝ー 1
リ。

-22 須恵器 杯身 13 10.2 4.7 灰 5Y 6/ 1 小砂粒多い ロ縁部3/4欠損 焼成甘い。底部ヘラキリ？ 溝ー 1

-23 須恵器 杯身 13. l 9.4 4.2 灰白N7/ 3/1 溝ー 1

-24 須恵器 杯身 12.4 9 6 3.6 灰N6/ 
ロ縁部 1/4---., 底部ヘラキリ？貼り付け高

溝ー 1
底部 1/2 台。

-25 須恵器 杯身 (14 7) (ll. 2) (3.5) 灰N6/
ロ縁部一部 底部ヘラキリ？貼り付け高

溝― l
底部 1/4 台。

-26 須恵器 杯身 13.6 10 4.5 灰N6/ ロ縁部 1/4欠損
底部逆時計回りのヘラケズ

溝― l
リ。 Xの窯印．

-27 須恵器 杯 Cl7.0) (ll.4) (4.6) 灰N6/ ロ緑部～底部小片
体部外傾しながら直線的に立

溝― l
ち上がる。

-28 須恵器 杯身 12.6 灰N5/ 底部2/3 貼り付け高台。 欝― l

-29 須恵器 杯身 (13.8) 灰白N7 / 体部～底部 1/5
貼り付け高台。深い形態の

溝― l
杯。

-30 須恵器 盤蓋 (26.6) 灰白 5Y 7 /1 ロ緑部～天井部 1/10
底部逆時計回りのヘラケズ

溝ー 1
リ。

-31 須恵器 盤 C26.6) 灰白7.5Y7/1 ロ縁部～天井部 1/6
底部逆時計回りのヘラケズ

溝ー 1
リ。

-32 須恵器盤 (26.8) (20.8) (3.3) 灰白N7 / 
ロ縁部 1/4

溝ー 1
底部1/2

-33 須恵器 高杯 灰白N7 / 杯底部～脚部
脚ほ筒部から，，ヽの字状に開

溝― l
く。

-35 土師器 小皿 (7.1) (5 6) (1.35) 灰黄褐IOYR5/2 1/2 底部ヘラキリ？ 溝ー 1

-36 備前椀 5.4 青灰5PB 5/ l 体部～底部小片 底部イトキリ。 溝ー 1

-37 早島椀 (12. 7) (5.2) (3.3) 灰白lOYR8/2 
ロ縁部 1/8

貼り付け高台。 溝ー 1
底部 1/3

-38 土師器甕 (27.7) 灰黄褐lOYR6/2 砂粒多い ロ緑部小片 外部^ ケ後ナテ` ． 溝ー 1

38ー01 須恵器 杯蓋 (15.8) 灰lOY6/1 小砂粒含む ロ綬部～天井部 1/5 溝ー 2
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38-02 須恵器 材 16.8 2.85 灰白 5Y 7 / l 1/3 
逆時計回りのヘラケズリ。偏

溝ー2
平な宝珠つまみ

-03 須恵器 杯 灰N6/ 天井部 1/3
逆時計回りのヘラケズリ。碁

構ー2
石状のつまみ．

-04 須恵器 杯 16 灰N5/ ロ縁部～天井部 1/6
天井部逆時計回りのヘラケズ

溝ー 2
リ◇

-05 須恵器 杯身 14 8 IO 5灰N6/ 2/3 内面・外面底一部に漆付箔。 溝ー 2
-06 須恵器 杯身 9.4 灰N6/ 体部～底部 1/5 貼り付け高台。 溝ー 2

-07 須恵器 杯身 (9 8) 灰N6/ 底部 2/3
高台内逆時計回りのヘラケズ

溝ー 2
リ。

-08 須恵器 杯身 11.4 灰白N7/ 底部 1/2 貼り付け高台。 溝ー 2
-09 須恵器 杯？ 15.6 灰N6/ ロ縁部～体部 1/5 深い杯？ 溝ー 2
-10 須恵器 盤蓋 (32.9) 灰lOY6/ l ロ縁部～天井部 1/3 洞ー 2

-11 須恵器盤 (18.8) 灰N5/ 小砂粒多く含む 底部 1/3
高台内逆時計回りのヘラケズ

溝ー 2
リ． 

-12 須恵器甑 （町.1) 灰白 5Y 7 /1 ロ縁部～胴部 1/10
耳状の把手が付く。頃月部最

溝ー 2
大径30cm)

-13 須恵器 壷？ 3.4 灰N6/ 胴部～底部
底部イトキリ。内部に水引き

溝ー2
痕よく残る。

-14 須恵器 高杯 灰白NB/ 小砂粒含む 脚部 溝ー2
-15 須恵器 短頚壷 (10. 7) (7.8) 6.5 灰 5Y 6/ I 1/8 体部下半にヘラガキ「我」。 欝ー2

-16 須恵器甕 灰N6/ 頚部～体部
内面青海波採り消し。外面平

溝ー 2行ククキメ。

40-1 須恵器 俵形壷 (10. 0) 青灰5PB 6/ l ロ緑部～体部上半
外面乎行叩き後ナデ、内面宵

溝ー 8
海波後＾ヶ。

42一01 須恵器 匹 21 4.7 灰白 5Y 7 /1 ほぼ完形
金属器模倣。天井部ヘラケズ

士器埋納遺構リ、輪状つまみ

-02 須恵器 杯身 19 10.4 6灰N6/ ほぽ完形
金属器模倣。体部下半に稜．

土器埋納遺構高台内x窯印。

43ー01 土師器 高杯 14.4 橙 5YR 7 /6 砂粒多い 杯部～脚部
丹塗り。不均衡な九面体。杯

土披ー 1
部内面暗文？

44-02 土師器 杯 (12 2) (9.0) (3.1) にぶい橙 5YR 7 / 4 1/4 全面丹塗り？ 67 (ビット）
-03 土師器 高杯 26.5 にぶい橙7.5YR7/4 皿部 1/3、脚柱部九面体 67 (ビット）

-04 土師器 高杯？ にぶい黄橙lOYR7/4 ロ縁部小片 63 (柱穴）
-05 土師器 杯 (11.8) (7.2) (2.7) 浅黄橙7.SYR8/3 1/3 内外面丹塗り？ 63 C柱穴）

45-01 須恵器 小皿 1 6 1.6 灰N6/ 完形 底部ヘラキリ。 たわみ—l

-02 須恵器 皿 16 14.8 2.8 灰白2.5YR8/ 1 砂粒多い ロ縁部 1/3欠損 底部逆時計回りヘラキリ。 たわみー 1

-03 須恵器 鉢 (20.6) 灰 5Y 6/ l 口縁部一部と体部
金鋼鉢模倣0内面ヘラ調整の

たわみー 1
痕有り。

船ー01 土．師器 杯蓋 (26.4) にぷい黄橙IOYR7 /3 ロ縁部小片 全面丹塗り。 包含層

—-02 土師器 盤？ (29.2) にぷい黄橙IOYR7/4 1/6 丹塗り？ 包含層

-03 土師器 皿 (25.6) 浅黄橙7.5YR8/3 ロ縁部～体部 1/2 全面丹塗り。 包含層

-04 士師器 高杯 にぶい黄橙lOYR7 /2 皿部～脚部 脚柱部12面体。全面丹塗り。 包含屠

-05 士師器 高杯 灰白2.5Y8/2 脚柱部 全面丹塗り•脚柱部il面体。 包含屈

-06 須恵器 杯蓋 (14.2) 2.7 灰白N7/ 1/3 
天井部 1/2程逆時計回りの

包含屈ヘラケズリ。

-07 須恵器 杯蓋 (14. 2) 灰7.5Y6/ 1 ロ縁部小片 包含層

-08 須恵器 杯蓋 (15. 2) 灰白N7/ ロ緑部 1/4
天井部全体に逆時計回りのヘ

包含層ラケズリ。

-09 須恵器 杯 15.4 灰白7.5Y7 /1 ロ縁部 1/4
天井部ほとんど逆時計回りの

包含層ヘラケズリ。

-10 須恵器 杯蓋 07. 0) 宵灰5B 6/ 1 口縁部 1/4 天井部 1/2程逆時計回りの
包含層ヘラケズリ。

-ll 須恵器 杯蓋 (18.4) 灰白N7/ ロ緑部小片 包含層

-12 須恵器 杯蓋 灰白N7/ 天井部小片 金属器模倣◇ 輪状つまみ。 包含屈

-13 須恵器 杯蓋 (15.4) (2.5) 灰白2.5Y7/l 1/8 
碁石状のつまみ。天井部半分

包含層程ヘラケス勺］。

-14 須恵器 杯蓋 15 灰N7/ ロ緑都小片
天井部 1/2程逆時計回りの

包含層ヘラケズリ．

-15 須息器 杯蓋 (14.8) 灰白N7/ ロ縁部 1/4 天井部 1/2程逆時計回りの
包含層ヘラケズリ。

-16 須恵器 杯 灰lOY6/ 1 天井部小片 丸みの宝珠つまみ。 包含層

44-17 土師器 杯蓋 浅黄橙lOYR8/3 ロ縁部天井部小片 碁石状のつまみ。全面丹塗り。 包含層

-18 須恵器 材 （お.2) 背灰5PB6/l ロ縁部小片
天井部逆時計回りのヘラケズ

包含層リ．
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44ー19 須恵器 杯蓋 (28. 2) 育灰 5PB 6/ l ロ緑部小片
天井部 1/2程逆時計回りの

包含沼
ヘラケズリ。

-20 須恵器 小lill 7.2 5 7 1 8 灰白7.5Y7/l ほぽ完形 底部ヘラキリ。 包含屈

-21 士師器 小椀 7.8 4.5 2 9 浅黄橙lOYR8/ 4 小豆色の粒含む 4/5 貼り付け高台。 包含庖

-22 土師器 杯 (12.3) 灰黄褐lOYR6/2ヽ 小砂粒多い ロ縁部～体部 1/4 底部ヘラキリ後、ナデ。 包含陪

-24 士師器 小1lil 7 7 5.7 1.5 橙7.5YR7/6 底部ヘラキリ？ 包含屈

-27 須恵器 杯身 12.2 8 3.4 灰N6/ 1/2 
底部逆時計回りヘラケズリ。

包含層
貼り付け高台．

-28 須恵器 杯身 (14.4) (11.0) 3.5 灰N6/ ロ縁部小片 包含層

-29 須恵器 杯身 (14.4) (10 3) 4.4 灰白N7 / 1/5 包含層

-30 須恵器 杯身 16.4 11.6 3.8 灰N6/ 1/4 貼り付け高台。 包含層

-31 須恵器 杯身 (17.6) (12. 8) 4.1 紫灰5RP6/1 1/4 包含層

~32 士師器 杯身 (12.4) 6.9 3.75 淡橙5YR 8/4 1/3 全面丹塗り。 包含層

-33 須恵器 杯身 (14.4) 9.2 5.1 灰N8/, 1/4 貼り付け高台。 包含層

-34 須恵器 椀？ 8.8 灰白N7 / 1 小礫混入 体部～底部 貼り付け高台。 包含層

-35 須恵器 甕 (12.5) 青灰5B 5/ 1 小砂粒多い ロ緑部 1/4 ロ緑端部ほぽ水平。 包含層

-36 須恵器 甕 (24.8) 青灰5PB 5/ 1 ロ緑部 l/ 6 
内面青海波文、外面擬格子ク

包含屈
クキメ。

-37 須恵器 甕 (35.2) 灰N6/ ロ緑部小片
内面青海波文、外面擬格子ク

包含層
クキメ。

平安

図番号 種別 器別 口径 底径 器浪 色 調 胎 土 残土状況 形態• 手法 遺構名

49 01 須恵器 杯蓋 灰白2.5Y7 / 1 ロ縁部小片 建物一 5

50-01 士師器 杯 15.4 13.8 3.4 にぶい黄橙YR7 /4 1/2 建物一 6

-02 須恵器壷 6 3 青灰5PB 6/ 1 ロ縁部～頚美 薄手のしっかりしたつくり。 建物一 6

51-01 士師器 杯 (12.8) 明赤褐5YR 5/8 ロ緑部 1/5 建物一 7

52-01 土師器 杯 13 (5.4) 3.2 にぷい橙 5YR 7 / 4 完形 建物一 7

-02 土師器 甕 黒褐IOYR3/ 1 砂粒多い ロ縁部～体部 体部内外面ハケメ。 柱穴列ー 3

53~01 士師器 杯 (ll. 2) (7.2) 3.1 橙 5YR 6/6 1/6 建物ー 8

54-01 土師器 皿 (12. 0) (8.1) 1.8 明赤褐5YR5/6 1/8 建物一 9

-02 土師器 杯 13 6 3 7 暗灰N3/ 小砂粒多い 1/6 ＝次的に火を受ける。 建物一 9

-03 土師器 椀 (8.0) にぶい黄橙lOYR7 /3 底部小片
円盤高台。内底面に段。器形

建物一 9
須恵器に類似。

55-01 土師器 椀 (9.6) 褐灰7.5YR6/ 1 小砂粒含む 底部小片 托上椀 溝ー9

-02 土師器 甕 (23. 2) (9.6) 明褐黄lOYR7 /6 小砂粒含む ロ縁部小片 碑ー 9

56 01 須恵器 壷？ (12. 0) 灰N6/ ロ縁部小片 溝ー11

57-1 須恵器 杯 12、1 6 3.1 灰白N7 I 小砂粒含む 1/2 底部ヘラきり。 溝ー12

-2 土師器 椀？ 6.8 浅黄橙7.5YR8/3 小砂粒含む 底部高台 2/3 張り込み高台。 溝ー12

58 01 士師器 椀 にぶい黄25YR 6/3 ロ縁部～体部小片 溝ー14

-02 土師器 椀 (12.6) 橙 5YR 6/6 1/8 
ロ緑部外側ナデ、以下ほその

謂ー14
まま。

-03 土師器 皿 (13.8) (8.9) (3.1) にぷい橙 7/3 1/6 底部ヘラキリ？ I 溝ー14

-04 須恵器 杯？ (15. 0) 灰N6/ ロ縁部～体部小片 溝ー14

-05 土師器 杯？ (8.6) にぶい橙7.5YR7 /3 底部 1/4 貼り付け高台。 溝ー14

-06 須恵器 杯 灰白 5Y7/1 体蔀～底部小片 底部ヘラキリ？ 溝ー14

59-01 土師器 杯 Cll.2) 8.2 3橙5YR 6/6 小砂粒含む I口縁部～底部2/3 底部ヘラキリ？ 溝ー15

-02 土師器 杯 12.4 6尋8 3.1 橙7.5YR7 /6 小石含む 2/3 底部イトキリ． 溝ー15

60-01 須恵器 杯？ 8 杯白2.SY8/2 微砂多く含む◇ 体部～底部 1/2
体部外面ヘラガキ沈線 2条。

溝ー16
貼り付け高台。

61-01 士師器 甕 (15.4) 16.8 にぷい橙7.5YR7/4 砂粒多い ロ緑部～底部 外面細い＾ヶ。 溝―17

-02 士師器 甕 (25.9) にぷい橙2.5YR6/ 4 ロ緑部 1/2-体部
ロ緑部内側・外面荒い9 ケヽ内

溝ー17
面下半指押さえ

62-01 土師器 皿 9.9 2.7 灰白 5Y 7 /1 1/2 底部押えによって調整する？ 井戸ー2

-02 土師器 皿 ll.7 7 2.7 灰白NB/ 1/2 井戸ー2-
-03 士師器 lIIL (11.7) (5.0) --2.4 灰白2.SY7 / 1 1/6 井戸ー2

~04 須恵器 杯？ 12.8 6.6 4.5 灰N5/ 小砂粒多い 2/3 
底部ヘラキリ？貼り付け高

井戸ー2
台。内外面緋澤。
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62-05 須恵器盤 (12.4) 灰白7.5Y7/l 緻密 底部小片 貼り付け高台。 井戸ー 2

63ー01 士師器甕 (15 4) (15.0) 明褐灰7.5YR7 /2 
ロ縁部一部以外は 外面上半タテ、下半タテハケ

土壊ー 2
4/5 後ヨコ＾ケ。

64-01 士師器甕 (11. 7) 灰白lOYR8/2 砂粒含む ロ緑部～体部 外面クテハケ。 土凜ー 3

65-01 土師器甕 (27 4) 褐灰lOYR6/1 鯰密 ロ縁部～体部 1/5 内面ヨ~.,..兄外面タテ＾ケ。 土披ー 4

68ー01 士師器皿 ll 7.2 1.8 tこぶい橙7.5YR7 /3 1/2 底部ヘラキリ。 土猥ー 7

-02 土師器皿 (12.4) (9.6) (2.0) 灰白2.SY8/2 ロ緑部～体部小片 土凜ー7

-03 土師器皿 '(13.5) 橙7.5YR7/6 ロ縁部～体部 1/5 土摸ー7

-04 士師器椀 灰NS/ 砂多い ロ緑部～体部 1/5 土猥-7

-05 土師器 杯？ (13.0) にぶい橙7.SYR7/4 ロ縁部～体部小片 土墳ー7

-06 土師器椀 9.5 にぶい橙7.5YR7/4 砂粒多い 底部 1. 涵程の足高高台。 士墳ー7

-07 土師器椀 9.15 にぶい橙IOYR7 /2 微砂粒多い 底部 1/2 l OIi程の高い高台。 土墳ー1

69-01 須恵器杯 (13 0) (8.2) (3 4) 淡橙5YR 8/3 1/4 体部内面に沈線。 士凜ー8

-02 須恵器杯 (14 2) (6.8) (3 8) 灰白N8/ 1/5 底部外周ヘラケズ恥 土荼ー8

-03 土師器杯 07.3) 橙 5YR 7 /6 ロ緑部 1/6 
体部～口縁部ラッバ条に開

土披ー8
＜． 

-04 須恵器椀 (7 .9) 灰白 5Y 7 / l 体部～底部 1/4 三角形の貼り付け高台。 土披ー 8

70-01 土師器杯 11.8 8 5 3 7 浅黄橙lOYR8/ 4 小豆色の粒含む ロ緑具 1/3欠損
底部板目。体部と底部の境を

土城ー 9
ヘラで削る。

71-01 土師器椀 (12.3) 5 1 2.5 浅黄橙lOYR8/ 4 砂粒多い 1/5 
ロ緑部外面ナデ。底部ヘ・ソ椀

たわみー 2
状。

~02 須恵器 椀 (16.3) (8.0) (5.2) 灰N6/ 砂粒多い 1/4 
椀状の底部に小さく高台を貼

たわみ,..:....2 
り付ける。

72-01 土師器 杯 11.7 7.3 3.1 にぷい黄橙lDYR7 /2 完形 底部ヘラキリ。内外面ナデ。 ビットー 5

-02 土師器 杯 11.6 6 8 3.4 橙7.5Y7 /6 小豆色の粒含む 完形
底部ヘラキリ。内部面ナデ。

ビットー 5
燈心の痕有り。

-03 土師器 杯 11.9 7 2.9 灰黄2.5Y7/2 小豆色の粒含む ほぽ完形 底部ヘラキリ。内外面ナデ。 ビットー 5

73-01 土師器 杯？ 12.8 3.1 にぶい褐7.5YR6/3 小石粒含む ロ縁部 1/2欠損 内外面ヘラ状工具で調整。 ビット 6 

74-07 須恵器 杯？ 04. 2) 灰N5/ 小砂粒多い ロ縁部～体部 1/4
深杯。口縁端部わずかに外

ピットー 7
反。

74-08 士師器 甕 16 黄褐2.5Y5/6 1/3 
内面ヨコ・外面タテハケ、底

ビットー 8
部へは不規則．

74-09 土師器 椀 12.9 8.6 5.05 黄橙lDYR7 / 3 小豆色の粒含む ほぽ完形
足高高台• ロ緑端部を丸く小

ビットー 9
さく張り出す。

74-10 土師器 JIIL? 17.2 にぶい橙7.5YR6/ 4 
ロ緑部 1/5高台部欠 外面沈線6本誰後。見込部に

ビットー10
損 ヘラガキ文様。

74-ll 土師器 甕 (26.1) にぶい黄橙lOYR7 /2 砂粒多い ロ緑部～体部
内面体部細い横内面口緑部・

ビットー10
外面荒い縦ハケ。

75-0l 須恵器 杯身？ (11.6) (7 .8) 褐灰lOYR4/ 1 ロ緑部小片 包含層

75~02 土師器 杯 03.4) 2.95 灰褐7.5YR6/2 1/4 底部指押さえ． 包含層

75-03 士師器 杯 (14.3) 8.2 3.6 灰白7.SYR8/2 ロ緑部 3/4欠振 底部ヘラキリ。 包含層

75-04 須恵器 杯 (12.8) 6.4 3.3 灰白N7/ 1/4 底部板状圧痕？ヘラキリ痕？ 包含屈

75-05 士師器 杯 (13.4) (7 .6) 3.1 灰白2.5YR8/1 1/6 底部ヘラキリ？ 包含層

75-06 土師器 杯 02.6) 6.2 4.95 淡赤橙2.5YR7/4 1/8 貼り付け高台。 包含層

75-07 土師器 椀 12.8 5.8 4.5 明褐灰7.5YR7 /2 小砂粒多い ロ縁部 3/4欠損 貼り付け高台。 包含層

75-09 士師器 椀 (15.6) 6.3 5.2 明赤灰2.5YR7 /2 小豆色の粒含む 1/2 1.5cm程度の足高高台。 包含層

75-10 早島？ 椀 (7 .0) 灰白lOYR8/ 1 底部 1/2 1 cm近くの貼り付け高台。 包含層

75-11 士師器 椀 (16.0) 6 5明褐灰7.5YR7 /2 1/6 貼り付け高台。 包含層

-442-



冊 山陽町内の遺跡

平安末～鎌倉初（建物）

図番号 種別 器別 ロ径 底径 器高 色 調 胎 ± 残存状況 形態• 手法 遺構名

78-01 土師器 小皿 8.8 5 4 1.5 にぷい黄橙lOYR7 / 4 1/5 建物一10

-02 士師器 小皿 9 6 8.6 1 6 灰75Y 6/ 1 1/4 瓦器の形態を模倣か？ 建物-10

80-01 土師器 杯 (12.2) (7 .8) (3.1) にふ橙5YR6/3 1/3 丹塗り。 建物一12

84-01 須恵器 壷 10 8 灰白N7 / 緻密 ロ縁部小片 建物一14

86-02 土師器 杯身 7 9 にぷい橙7.SYR6/ 4 砂粒多い 貼り付け高台。 建物ー15

88-01 土師器 小Jill 8.9 6 5 1.65 にぷい橙7.5YR7/3 小豆色の粒含む ロ緑部 2/3欠損 底部板目後ヘラで削り調整？ 建物一16

-02 早島 椀 淡黄2.5YR8/3 ロ縁部小片 内外面ヘラミガキ。 建物一16

-03 土師器 杯？ (16 4) 橙7.5YR6/6 ロ縁部小片 建物ー16

—04 備前 椀 黄灰2.5Y6/ 1 ロ緑部小片 建物一16

91-01 土師器 小皿 (8 2) (5 l) 0.8 にぶい黄橙lOYR6/ 4 1/6 建物一18

-02 土師器 小皿 ， 6.4 1.55 黄褐lOYR5/6 1/4 底部ヘラキリ。 建物一18

-03 土師器 小皿 (9 0) (6 2) (1. 75) 明黄褐lOY6/6 1/4 底部ヘラキリ。 建物一18

-04 土師器 小皿 (9.2) (6 6) 1. 7 にぶい黄橙10YR7/4 小豆色の粒含む 1/5 底部ヘラキリ。 建物一18

-05 土師器 小皿 9 8 6.8 1.4 にぶい黄橙10YR7/4 1/6 建物一18

-07 士師器 杯 にぶい橙75YR 7 / 2 小豆色の粒含む 建物一18

-08 備前 椀 4 灰N7 / 微砂粒含む 体部～底部 底部イトキリ。 建物ー18

-09 土師器 小皿 明褐7.5YR5/6 小豆色の粒含む 1/8 建物一18

92-01 須恵器 杯 (12.6) (7.2) (3.8) 灰N6/ 1/5 
底部ヘラキリ。外面緋欅状模

柱穴列ー 6
様。

-02 備前 椀 (14.2) (6.0) (4 75) 灰N6/ 1/2 底部イトキリ． 柱穴列ー 6

97-01 土師器 小冊 (7.5) (5.4) 1.1 灰白2.5Y8/ l 1/6 底部ヘラキリ。 建物一20

― 02 士師器 小皿 (8.2) (5.7) 1.1 灰黄2.5Y7/2 1/5 底部ヘラキリ。 建物ー20

-03 備前 椀 灰7SY 5/ l ロ緑部小片 建物ー20

-04 土師器 杯？ にぷい黄橙10YR5/4 ロ縁部～体部小片 建物一20

-05 士師器 杯 (14 0) (7 2) (3.2) にぶい橙7.5YR7/4 1/3 底部ヘラキリ。 建物一20

-06 早島 椀 (14.6) 灰白7.5YR8/2 1/5 建物一20

-07 早島 椀 (15.0) (6.4) (5.6) 灰白2.SYB/1 ロ緑部～高台部小片
貼り付け高台。内面丁寧な仕

建物一20
上げ。

-08 備前 椀 (16.4) 灰白 7/ ロ縁部 1/4 建物一20

-09 須恵器 甕 (18. 2) 灰N5/ 緻密 ロ緑部 1/4
外面平行ククキメ？内面ナ

建物一20
プ―̀。

99-01 土師器 小皿 (7.4) 5 4 1.1 にぶい黄橙lOYR7 /3 1/5 底部ヘラキリ。 建物ー21

-02 士師器 杯？ (13. 6) 灰黄2.SY6/2 ロ緑部 l/ 6 建物一21

-03 早島 椀 (15.0) 灰白2.5Y8/2 微砂粒含む ロ緑部小片 内面丁寧な仕上げ。 建物一21

-04 備前 椀 灰白2.5Y8/1 ロ緑部,jヽ片 ロ縁部外面璽ね焼き痕跡． 建物ー21

100-01 士師器 小皿 (9.0) (7 .0) (1.2) にぶい黄橙 5YR 6/ 4 1/3 底部ヘラキリ。燈明皿？ 建物一22

-02 土師器 皿 (15.5) (8 2) 2 9 灰白lOYR8/ 2 1/6 底部ヘラキリ。 建物―22

-03 上師器 甕 にぷい黄褐lOYR5/3 ロ緑部 l/6 建物一22

101-01 士師器 小皿 (7.8) 橙 5YR 6/6 ロ緑部 l/ 6 台付小皿 建物ー23

-02 早島 椀 6 灰白25Y 8/ 1 底部 貼り付け高台。 建物一23

-03 早島 椀 5.2 黄灰25Y 4/ 1 底部 1/4 貼り付け高台。 建物ー23

-04 早島 椀 6.2 灰白lOYR8/ 1 底部 1/4 貼り付け高台。 建物ー23

-05 備前 椀 灰N4/ ロ縁部 I/10 建物一23

103-1 早島 椀 灰白2SY 8/ 1 ロ緑部小片 柱穴列ー 8

―-2 備前 椀 15 5 6.6 5.1 灰白7.5Y7/l 1/3 底部イトキリ。 柱穴列ー 8

105-01 須恵器 杯蓋 明青杯5PB7/l ロ緑部小片 欝ー18

-02 須恵器 杯身 (9.4) 灰白 5Y 8/ 1 底部 1/4 貼り付け高台。 溝ー18

-03 須恵器甕 青灰10BG5/l 胴部小片
内面青海波文、外面格子クタ

欝ー18
キメ。

-04 土師器椀 (7 7) 浅黄橙lOYR8/3 底部 1/4 溝ー18

-05 士師？椀 j 6.2 浅黄橙lOYR8/3 底部 1/2 底部イトキリ。 溝ー18

-07 早島椀 4.2 灰白2.5Y8/l 底部のみ 貼り付け高台。 溝~18

-08 早島 椀 (13.6) l 灰白2.5Y8/l ロ緑部～体蔀 1/8
内面ヘラ仕上げ、部分的にヘ

溝ー18
ラミガキ状。

-09 士師器椀 (15.3) 浅黄橙7.5YR8/3 ロ緑部～体部,jヽ片
内面ヘラ仕上げ、口縁端部丸

溝ー18
く外に出る。

-10 瓦質 羽釜 灰白N7/ ロ緑部細片 欝ー18
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105-11 土師器甕 (28.9) 褐灰7.5YR4/l ロ緑部～体部 1/8
内面横方向、外面縦方向の細

溝ー18
いヘケメ．

-12 土師器甕 黒褐lOYR3/ 1 小砂粒多い ロ縁部小片 ロ縁部横方向の荒いヘケメ。 溝ー18

-14 備前 揺鉢 明背灰 5PB7/l ロ緑部小片 条線ll+?本 溝ー18

-16 備前 揃鉢 ロ縁部小片 潤ー18

107---0l 土師器 小llll. 8.3 6.4 l.4 明黄褐lDYR7 /6 1/3 底部ヘラキリ。 溝ー19

-02 土師器 小皿 8.4 6 1.3 橙 8YR 7 /4 1/3 底部ヘラキリ。 溝ー19

-03 土師器 小皿 ， 6.5 l.3 tこぷい橙7.5YR7/4 1/2 欝ー19

-05 早島椀 15.4 灰白2.5Y8/1 底部・高台部 1/4
貼り付け高台。内面丁寧な仕

弱ー19
上げ。

-06 早島椀 04.0) 灰白lOYR8/ I ロ縁部 1/6
ロ緑端部少し外反。内面ヘラ

蒋ー19
ミガキの痕跡。

-07 備前椀 (13.9) (5.8) (5 3) 灰N4/ 1/3 底部イトキリ。 碑ー19

-08 備前椀 13 5 6 5.4 灰N6/ ロ縁部～底部 1/2 底部イトキリ。 洞ー19

-10 備前椀 (14.0) 灰N6/ 微砂粒 ロ緑部～体部
体部半球状の丸み。口緑部ほ

溝ー19
ぽ垂直に立つ

-11 備前 こね鉢 (26. 5) 灰N6/ ロ緑部～体部 ロ緑端部丸く収める。 褥ー19

-12 士師器鍋 (28. 6) (17.0) にぶい橙5YR 6/3 砂粒多い ロ縁部～底部 1/5
内面ナデ、外面ランダムtよ^

溝ー19
ケメ。

-13 士師器 甕？ (31. 0) 黒褐lOYR3/ 1 ロ縁部～体部 1/6 内面横方向のハケメ。 溝ー19

-14 土師器 甕？ 20 橙 5YR  6/6 ロ緑部～体部 1/6 内面ヨコハケメ。外面？ 溝ー19

-15 土師器甕 (38.5) にぶい黄橙lOYR6/3 ロ緑部～体部小片
内面荒い＾ヶ、外面荒いハケ

溝ー19
後ナデ。

-16 士師器 甕？ (42.0) 暗灰黄2.5Y5/2 ロ縁部～体部 1/6
内面横方向、外面立方向のヘ

溝ー19
ケメ。

-17 備前 椀 5.4 灰 5Y 6/1 体部～底部
底部イトキリ後、貼り付け高

溝ー19
台。

-18 土師器 杯 9.6 橙 5YR 7 /6 体部～底部 底部ヘラキリ。 溝ー19

109-01 士師器 小皿 7 8 6 1.6 にぷい褐7.SYR5/ 4 完形 底部ヘラキリ。 溝ー20

-02 土師器 小皿 8.2 6 1 55 にぶい黄橙lOYR5/3 ほぽ完形 底部ヘラキリ。 溝ー20

-03 土師器 小皿 (7.9) (6. l) (l.3) にぷい黄橙lOYR6/ 4 1/3 底部ヘラキリ。 溝ー20

-04 土師器 小皿 (8.2) (5.3) (1.6) にぶい黄橙lOYR6/3 1/3 底部ヘラキリ。 溝ー20

-05 土師器 小皿 8 3 6 1.2 にぶい橙7.5YR7/3 1/3 底部ヘラキリ。 溝ー20

-,-Q6 士師器 小皿 (8.2) (5. 7) (l.3) 橙2.5YR6/3 1/2 溝 20

-07 土師器 小皿 8 7 6.5 1.4 にぶい黄2.5Y6/3 完形 底部ヘラキリ。 溝ー20

-08 士師器 小皿 ， 6.1 1.6 にぷい橙7.5YR7/4 1/2 底部ヘラキリ。 溝ー20

-09 土師器 小皿 8.65 6.4 1.4 にぶい褐7.5YR6/ 3 ロ緑部 1/3欠損 底部ヘラキリ。 潤ー20

―-10 士師器 小皿 8.2 5.8 1.2 にぷい黄橙lOYR6/ 4 1/2 底部ヘラキリ。 溝ー20

-11 土師器 小皿 8.8 6.7 l.2 にぶい黄橙lOYR6/ 4 完形 底部ヘラキリ。 潤ー20

-12 土師器 小皿 8.3 6.4 1.35 にぶい橙7.5YR7/4 完形 底蔀ヘラキリ。 欝ー20

-13 士師器 小皿 8.55 5.8 1.75 灰黄2.5Y6/2 1/2 底部ヘラキリ。 溝ー20

-14 土師器 小皿 8 6.1 1.35 灰黄褐lOYR6/2 2/3 底部ヘラキリ． 溝ー20

-15 士師器 小皿 8 7 6.3 l 3 暗灰貨2.5Y5/2 完形 底部ヘラキリ。 溝ー20

-16 -u土師器 小皿 8.4 6.3 l.4 褐灰7.5YR6/l 1/2 底部ヘラキリ。 溝ー20

-17 土師器 小皿 8.3 6.7 1.2 にぷい黄褐lOYR6/ 4 完形 底部ヘラキリ。 溝ー20

-18 士師器 小皿 8.05 5.65 l.4 灰褐7.5YR6/2 , 1/2 底部ヘラキリ。 溝ー20

-19 土師器 小皿 8.1 6 1.5 にぶい橙7.SYR6/ 4 ほぽ完形 底部ヘラキリ。 溝ー20

~20 士師器 小皿 8.6 6.4 l.3 にぷい黄褐IOYR7 /2 1/2 底部ヘラキリ。 爵ー20

-21 土師器 小皿 8.7 6 5 1.4 にぷい橙7.5YR7/4 完形 底部ヘラキ y。 構ー20

-22 土師器 小皿 8.8 7 1.5 灰黄7.SY7 /2 完形 底部ヘラキ恥 溝ー20

-23 土師器 小皿 8.4 5.8 1.6 にぶい黄褐lOYR6/3 3/4 底部ヘラキリ。 謁ー20

-24 土師器 小皿 8.8 6.8 1.45 にぶい黄橙lOYR7 /3 ほぽ完形 底部ヘラキリ。 溝ー20

-25 土師器 小皿 8.7 6.6 1.55 にぶい黄橙lOYR7 /3 ほぽ完形 底部ヘラキリ。 溝 20

110-26 土師器 杯 (13. 7) 00.2) (3.3) にぶい黄橙lOYR7 /3 1/3 歪み有。底部ヘラキリ。 溝ー20

-Zl 土師器 杯 (14.3) (9.7) (3.0) にぶい橙7.5YR6/6 1/2 歪み有． 溝ー20

-28 土師器 杯 15.2 10.4 3 3 にぷい貧橙lOYR7 /2 ロ緑部 1/3欠損 底部板目状圧痕あり。 溝ー20
~29 土師器 杯 (14. 5) (10.2) (3.35) にぶい黄橙lOYR6/3 ロ緑部 1/2欠損 底部ヘラキリ。 溝ー20

-30 早烏 椀 13.2 杯白2.5Y8/ l 砂粒多い ロ緑部～体部 1/4 内外面部分的にヘラミガキ。 溝ー20

-31 早島 椀 14.7 杯白2.5Y8/2 緻密 ロ緑部 1/3-体部 内外面部分的Iこヘラミガキ。 溝ー20

-32 早島 椀 (14.6) 杯白2.5Y8/1 砂粒多い ロ緑部 1/6 内面ヘラミガ毛 溝ー20
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110-33 早島 椀 14.2 6 5.3 杯白25Y 8/ 1 緻密
口縁部 1/10- 貼り付け高台。見込部に重ね

溝ー20
底部 1/2 焼き痕跡。

-34 早島 椀 14.6 6.4 4.8 にぷい黄褐lOYR7 /3 緻密 1/2 
内面部分的にヘラミガキ。外

溝ー20
面一部箆で削る？

-35 早島 椀 15 淡黄2.SY8/3 砂粒含む ロ緑部 1/3-体部 内面ヘラミガキ。 講ー20

-36 早島 椀 14 8 6.2 5.2 灰白2SY 8/ I 緻密 ほぽ完形
内面丁寧な台ヘラミガキ。外

溝ー20
面一部箆で削る？

-37 土師器 鍋 (33. 0) 
褐灰lOYR6,...., 

ロ緑部小片
内面ヨコハケ、外面右下がり

潤ー20
4/1 のハケ。

-38 備前 甕 灰 5Y 4/1 小石粒含む。 ロ縁部小片 溝ー20

-39 備前 小皿 (8鼻2) (5 0) (1. 7) 灰白 5Y 7 / l 1/2 底部イトキリ。 溝ー20

~40 備前 小皿 9.2 5.5 1.95 灰N6/ 3/4 底部イトキリ。 溝ー20

-41 備前 小皿 9.2 5.5 1 95 灰N6/ 3/4 底部イトキリ。 溝ー20

-42 備前 椀 14 2 6 5 4 8 灰N6/ 底部イトキリ。 溝ー20 , 

~43 備前 椀 14.4 5 4 6 灰N5/ 1/ 3 歪み有、底部イトキリ。 溝ー20

-44 備前 椀 15.5 6.4 4.4 暗灰N3/ 2/3 底部イトキリ。 溝ー20

-45 備前 椀 (16 0) (6鳥8)(5.45) 灰白N7 I 雲母含 ロ緑部～底部 1/4 底部イトキリ． 溝ー20

-46 備前 椀 15.3 6 5 4.85 灰N6/ 緻密 ほぽ完形
底部イトキリ。内外面ロクロ

溝ー20
水引跡。

-47 備前 椀 14.5 6.4 4 7 灰白7.5Y7/l 長石多い ロ緑部 1/8--底部
底部静止イトキリ。底部に墨

濡ー20
四。

110-48 土師器甕 黒褐7.SYR3/ 1 砂粒多い ロ緑部小片
内面ヨコハケ、外面タテハ

904 (溝）
ケ。

111-49 備前 椀 15.2 5 8 4 9 灰白 5Y 8/ l 緻密 ロ緑部 1/2欠損
底部イトキリ。底部・体部下

溝一20
半に暴書。

-50 備前 椀 5.8 灰N5/ 緻密 体部～底部 底部イトキリ。底部に墨書。 溝ー20

-51 かまど l黄褐lOYR5/6 粗砂粒多い 焚口右下部片 内外面荒いハケメ◇ 溝ー20

112-01 土師器 杯 (10 8) (7.0) 灰白lOYR8/2 1/ 4 薄手のつくり。 溝ー21

-02 早島 椀 6.2 灰白 5Y 8/ 1 底部 1/2 溝ー21

-03 備前 椀 6.4 灰N6/ 体部～底部 1/2 底部イトキリ。 溝ー21

-04 備前 椀 6 灰白 5Y 8/ 1 体部～底部 底部イトキリ。 溝ー21

-05 備前 椀 15.1 6 4 5 3 灰N5/ 4/5 
内外面緋椰状の放射状線。底

溝ー21
部イトキリ。

-06 土師器甕 (26 4) にぶい橙7.5YR7/4 ロ縁部～体部 溝ー21

-07 士師器 小皿 7.8 5.9 1.2 浅黄橙lOYR8/3 1/3 底部ヘラキリ。 溝ー21・22

-08 早島 椀 4.8 灰白2.5Y8/l 底部 2/3 貼り付け高台。 溝ー21・22

-09 備前 椀 (13.8) (5.4) (4.5) 灰白N8/ 4/5 
薄手で丁寧なつくり。底部イ

溝ー21・22
トキリ。

-10 備前 椀 5.8 灰N6/ 体部～底部
薄手で丁寧なつくり。底部イ

溝ー21・22
トキリ。

-11 土師器 甕 にぷい黄褐lOYR5/3 ロ縁部小片
内面ヨコハケ、外面クテハ

溝ー21・22
ケ。

112-14 早島 椀 6 6 灰白N8/ 体部～底部
体部外面指押え。内面ヘラミ

溝ー23
ガキ。

114-01 土師器 小皿 9.05 6 3 1.3 にぶい黄橙10YR7/3 ほぼ完形 底部板目。外周ヘラケズリ。 洞ー24

-02 早品 椀 灰白lDYR8/2 ロ緑部 1/6
ロ縁端部少し厚くなり丸く収

溝ー25
める。

115-01 須恵器 小皿 青灰 5PB 6/ l ロ縁部小片
底部イ｝キリ状にも見えるが

溝 28
不明。

-02 須恵器 鉢？ 脊灰PB5/1 小石混入 ロ緑部小片 ロ縁端部水乎に近い。 溝ー28
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平安末～鎌倉初（土壊）

図番号 種別 器別 ロ径 底径 器高 色 調 胎 ± 残 存 状 況 形態•手法 遺構名

116-01 早島椀 灰白2.5Y7 / 1 微砂粒多い ロ緑部小片
内外面ヘラミガキ．口緑端部

±接墓ー 1
やや外反。

-02 早烏椀 灰白IOYR8/ 1 砂粒多く含む ロ緑部小片 ロ緑端部肥厚く丸く収める。 士撲慕― l

111~01 土師器 小皿 8.3 6.1 1.4 灰白2.5Y7 / 1 完形 底部ヘラキリ。 土墳墓ー 2

-02 士師器 小皿 8.9 6.3 l 4 灰黄2.5Y7 /2 完形 底部ヘラキリ。 土撲墓-2

-03 土師器 小皿 9.3 7 1.3 黄灰2.5Y6/l 完形 底部ヘラキリ。 ±摸経ー2

-04 士師器 小皿 8.4 5.8 1.5 にぶい黄橙lOYR7 /2 ほぽ完形 底部ヘラキリ。 土壊墓ー2

-05 土師器 小lDl 8.2 6 1 5 灰白N7/ 緻密 完形
底部イトキリ• ロ緑端部外面

土漿廷ー 2
黒くなる。

-06 備前椀 (14.6) 灰白2SY 7 / l 砂粒含む ロ縁部～体部小片 焼成不良。 土墳廷ー 2

118-01 早島椀 5.7 灰白lOYR8/ 1 底部のみ 三角形の貼り付け涵台。 士漢ー10

-02 備前鉢 灰白N5/ 砂粒含む ロ紐部小片 土城ー10

120-01 士師器 小皿 (10.4) (6.0) (1.3) にぶい橙7.5Y6/ 4 砂粒多い 1/8 底部ヘラキリ。 土披ー11

-02 早島椀 (6.0) 灰白 5Y 7 / 1 体部～底部 1/3 三角形の貼り付け高台。 土城―11

-03 士師器 椀？ 褐灰lOYR6/ 1 底部小片 三角形の貼り付け高台。 土墳ー11

-04 須意器椀 (9.0) 灰貨褐lOYR6/2 石英粒含む 体部～底部 1/3 貼り付け高台。 土披ー11

~05 士師器 椀？ (8.6) 橙75YR 7 / 6 底部 1/4 足高の貼り付け高台。 土猥―11

-06 士師器鍋 黄褐lOYR5/6 砂粒多い ロ緑部～体部小片
逆L字状口縁。内面細い、外

土擦ー11
面荒いハケ。

-07 土師器甕 にぷい黄橙lOYR6/ 4 砂粒多い ロ緑部小片 土城一11

-08 備前 掴鉢 褐灰5YR 4/ l ロ縁部小片 ±城一11

121-01 備前 椀？ 明青灰 5PB7/4 ロ緑部細片 土壊―12

~02 備前 挿鉢 (28.1) 青灰5PB 6/ 1 ロ縁部小片
条線わずかに残存。体部～ロ

土漿ー12
緑部湾ぎみ。

122-01 土師器 小皿 (8,0) (6.4) (1.15) 灰白7.5YR8/ 1 水漉的 3/5 底部ヘラキリ。 土痰ー13

~02 士師器 小皿 (8.4) (7.0) (1.15) にぷい橙7.5YR7/4 1/3 底部ヘラキリ。 士壊ー13

123-01 早烏 椀 灰白NB/ 底部 1/6
貼り付け高台．見込部重ね焼

土凜ー14
き痕跡。

124-01 士師器 小皿 (7 .1) 4 5 1 l にぶい黄橙10YR7/2 1/5 底部ヘラキリ。 土披ー15

-02 士師器 小皿 (8. 7) (6.2) (1.1) にぶい黄橙 5YR 7 /3 1/2 底部ヘラキリ。 士接ー15

~03 土師器 小皿 (9.2) (7.2) (1.5) にぶい橙7.5YR7/4 1/5 底部ヘラキリ。 土披ー15

-04 備前 椀 (15. 3) 灰N5/ ロ緑部～体部 1/5 士痰ー15

126-01 土師器 小IIlL (7.8) (6 0) (1.5) 灰白10YR8/1 1/3 底部ヘラキリ。 土披ー16

-02 士師器 小皿 8.2 5.7 1.4 にぷい黄橙lOYR7 /2 1/2 底部ヘラキリ。 土痰ー16

-03 土師器 小皿 (8.8) (6.2) (1. 7) にぷい橙7.5YR7/4 1/2 底部ヘラキリ。 土披ー16

-04 土師器 小皿 (8.8) 7 l.4 にぶい黄橙lOYR7 /3 1/3 底部ヘラキリ。 土披ー16

-05 土師器 小llll (9.2) (7 0) (l 7) にぶい橙7.5YR7/4 1/2 底部ヘラキリ。 土城ー16

-06 土師器 小皿 (9.4) (8.0) (1.25) 朋褐灰7.5YR7/3 1 / 3 底部ヘラキリ。 土壊ー16

~01 士師器 小皿 (9.2) (7.0) (1. 7) にぷい黄橙lDYR7 /3 1/ 3 底部ヘラキリ。 ±城-16

-08 土師器 小皿 (9.2) 7ヤ2 1.5 にぶい橙7.5YR7/4 1/2 底部ヘラキリ。 土城ー16

-09 土師器 小皿 (9.5) (8.0) (1.6) 浅黄橙7.5YR7/4 1/4 底部ヘラキリ。 土壊―16

-10 士師器 杯 (13.0) (6.8) 3.51灰白7.5YR8/2 1/8 底部ヘラキリ？ 土壊ー16

-11 土師器 杯 (14.0) (9.0) 杯黄褐IOYR6/2 1/5 土漿~16

~12 士師器 杯 (14.5) (8.2) (3.0) にぷい黄橙lOYR7 / 3 1/4 底部ヘラキリ？ 士城ー16

-13 土師器 椀 (14. 6) 5 4 25 にぶい橙7.5YR7/3 小豆色の粒多い 1/5 
底部イトキリ。口端部外反し

士漢ー16
丸く収める。

-14 早島 椀 (14.4) 5.6 4.6 杯白IOYR8/1 石英含む ロ縁部3/4
外面ヨコナデ。指押さえ。貼

土城ー16
り付け高台。

~15 _ 早島 椀 6.8 灰白2.5Y8/ 1 底部のみ 三角形の貼り付け裔台。 ±痰ー16

-16 士師器 椀？ 6.9 にぶい褐7.5YR6/3 底部のみ
ヘラでえぐりこんで高台状に

士痰ー16
する。

-17 土師器？ 10.8 にぶい橙7.5YR7/4 底部のみ 貼り付け高台。 土披ー16

-18 須恵器？ 灰N4/ ロ緑部小片 士痰ー16

-19 土師器 鍋 (31.8) 褐灰7.5YR5/ 1 ロ緑部～体部
内面口縁部荒いョコハケ、体

土壊ー16
部細いヨコ＾ヶ

-20 備前？ 甕 灰白N4 体部小片
内面ヨコハケ、外面格子クク

士城ー16
キメ．築残着．

128ー01 士師器 小皿 (8.3) (6.8) (1.45) にぷい橙7.5Y7/3 1/ 4 底部ヘラキリ． ピットー15
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128ー02 土師器 小皿 (9.0) (6 3) (1.5) 橙7.5YR7/6 1/4 底部ヘラキリ。燈心痕 ビットー15

-03 士師器 小皿 ， 6鼻5 1 6 にぷい橙7.5YR7/4 ロ縁部 1/2欠損 底部ヘラキリ。 ビットー15

-04 土師器 杯 02.8) (7.4) (3.3) 灰褐7.SYR6/ 2 1/4 底部ヘラキリ。 ピットー15

-05 士師器 杯 13.5 8.1 2.7 にぶい黄橙lOYR7 /2 完形
底部板目状圧痕。ヘラで切り

ビットー15
離し。

-06 早島 椀 (12. 7) 灰白lOYR8/2 l/6 ビットー15

-07 土師器 杯 (13.8) にぶい黄橙lOYR6/3 ロ縁部 1/4 底部ヘラキリ。 ピットー15

-08 備前 椀 (14. 4) 灰白N8/ 1/5 ピットー15

-09 備前 椀 灰白N7/ ロ縁部小片 ビットー15

129-01 土師器 小皿 8.8 6.5 1.3 橙75YR6/6 1/2 底部ヘラキリ。 1325 (ピット）

-02 備前 4、1Ill 8 1 4.2 1.8 灰N4/ ロ緑部 1/2欠損 底部イトキリ。 1325 (ピット）

-03 早島 椀 (15.2) 5.2 4 8 灰白 5Y 7 / 1 砂粒含む
ロ縁部 1/8、 内面丁寧なヘラ調整。貼り付

1325 Cヒ・ット）
底部 1/3 け高台。

~04 早島 椀 15.6 5 4 4.6 灰白 5Y 8/ 1 1/5と底部完存 貼り付け高台。 301 (ピット）

~as ±師器 小皿 (7.6) (5 2) (1.3) にぶい橙5YR 7 / 4 1/3 底部ヘラキリ？ 1140 (ヒ・ット）

-06 士師器 小皿 (7 3) (6.0) (1.6) 橙75YR7/6 1/5 底部ヘラキリ？ 1325 (ヒ° ット）

-07 早島 椀 (12.3) (5鼻4) (3 8) 灰白lOY8/2 ロ緑部～底部小片
内外面丁寧な仕上げ。貼り付

1140 (ヒ・ット）
け高台。

-08 早島 椀 11.8 5.7 4.15 灰白 5Y 8/ 1 石英粒含む ロ緑部 2/3欠損
内面丁寧な仕上げ。貼り付け

881 (柱穴）
高台。

-09 備前 椀 (15. 3) (7 0) 4.8 灰N5/ 1/3 底部イトキリ。 S29 (ビット）

~10 備前 椀 (16.0) 灰白N8/ ロ緑部 1/4 778 (ビット）

11 備前 椀 灰白N8/ 1/3 底部ヘラキリ。 778 (ピット）

-12 土師器 小皿 (8.5) (6.4) (1 9) にぶい黄橙lOYR7 / 4 1/3 底部ヘラキリ？ 918 (柱穴）

-13 備前 椀 04 5) 青灰 5PB 6/ 1 ロ縁部小片 918 (柱穴）

-15 備前 椀 04.8) (5.6) (5 5) 灰白N7/ 1/4 底部イトキリ。 1357 (ピット）

130-01 土師器 小皿 7.9 5.7 1 4 明灰褐7.5YR7 /2 ロ縁部 1/2欠損 底部ヘラキリ． 包含層

~oz ±師器 小皿 8.4 7 1.2 にぶい黄褐10YR7/3 1/3 底部ヘラキリ。 包含層

-03 士師器 小1lll 8.8 6.3 1.4 にぶい黄褐lOYR7 /3 ロ縁部 l/ 2欠損 底部ヘラキリ（逆時計国り）。 包含層

-04 土師器 小皿 8.4 6.7 1.3 灰白7.5YR8/ 2 1/3 底部板目圧痕。 包含層

-05 士師器 小皿 8 4 6.2 1 35 灰黄褐lOYR6/2 ロ緑部 2/3欠損 底部ヘラキリ。 包含層

-06 土師器 小皿 8 8 7 1 3 にぶい黄褐lOYR6/ 4 小豆色の粒含む 口縁部 1/2欠損 底部ヘラキリ（逆時計回り）。 包含層

-07 土師器？ (7 .4) 橙7.5YR6/6 脚台部 包含層

-08 土師器 杯 16 9.4 5明褐灰75YR7/2 小豆色の粒多い ロ縁部 1/2欠損 1 5cm程の足高高台。 包含層

-09 備前 ,J、JIil 8 2 4.4 1 8 灰N6/ ロ縁部 1/3欠損 底部イトキリ？ 包含層

-10 備前 椀 15 5.5 5 2 灰白N6/ ほぼ完形 底部イトキリ。 包含層

-ll 土師器甕 (32.8) にぶい赤褐 5YR5/4 ロ緑部小片
内外面ハケメ、後口縁部のみ

包含層
ヨコナデ。

-12 須恵器 甕 灰N4/ 体部小片 外面乎行ククキメ。 包含層

-14 備前？甕 灰N5/ 体部小片 内面板目、外面格子クタキメ。 包含層

131-01 ±師器 小皿 (11.9) 10.2 1.3 にぶい褐7.5YR6/3 1/3 底部外面指押さえ。 包含層

-02 士師器 杯 (12. 4) 5 8 2.9 にぶい黄橙lOYR7 / 4 小砂粒多い 1/2 包含層

-03 土師器杯 (12. 8) 7.4 2.9 にぶい褐7.SYR7 / 4 小砂粒多い 1/2 底部外面指押さえ。 包含層

-04 士師器杯 12.8 (8 0) 2.7 浅黄橙lOYR8/3 小砂粒多い 1 / 3 底部外面指押さえ。 包含層

-05 土師器杯 (13.4) (8.0) 3.2 にぶい貨橙10YR7/3 小砂粒多い 1/3 底部ヘラキリ。 包含層

-06 土師器杯 (13 2) 9.4 2.9 灰黄2.SY6/2 3 小砂粒多い l/3 底部ヘラキリ。 包含層

-08 土師器 杯 (10.8) 6 2.7 にぶい橙 5YR 7 /3 小石混入 1/4 包含層

-09 須恵器 鉢？ (21.4) 灰7.5Y5/l ロ緑部～体部 1/6 包含層

-10 須恵器 壷 (14.0) 灰N4/ ロ緑部小片 包含層

-11 土師器 甕 (31.8) 褐灰lOYR5/ 1 ロ緑部～体部小片
内面指押さえ・ハケメ、外面

包含層ハケメ。

132-01 土師器 小皿 7.7 5.6 1.25 にぶい黄橙lOYR7 /3 1/2 底部板目圧痕、ヘラキリ。 包含層

02 土師器 小皿 7.4 5 8 1.2 にぶい橙7.5YR7 / 4 3/4 底部板目圧痕、ヘラキリ。 包含層

03 土師器 小Jill. 8 l 5.6 1.4 にぶい黄橙IOYR7 / 2 ほぽ完形 底蔀ヘラキリ。 包含層

~04 土師器 fj、1111 8.9 6.8 1.2 浅黄橙lOYR8/ 4 完形
底部板目圧痕、外側ヘラで切

包含層
り取る。

-05 士師器 小皿 7.7 5.3 1.8 にぶい黄橙:IOYR7 /3 ほぽ完形 底部板目圧根。 包含層

-06 早島？ 椀 灰白lOYR8/2 1/4 包含層

―rn 備前？鉢 (22.9) 灰N6/ ロ縁部～体部小片 包含層

-08 早島 椀 14 6.5 4.65 灰白 5Y 8/ 1 ほぽ完形 高さ0.7cm程の貼り付け高台。 包含層
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132-09 早烏椀 12.2 5.2 3.7 灰白2.SY8/ 1 ,J, 砂粒含む l/8 三角形の貼り付け高台。 包含雇

-10 土師器椀 (14 3) 6.8 4.2 tこぷい橙 5YR7/3 I /10 貼り付け高台。 包含屈

-11 備前椀 (14.5) 灰白N8/ 小石混入 ロ縁部1/5 ロ縁部外国 1CII程黒くなる。 包含屈

-12 備前椀 5.9 灰白 5Y 8/ 1 体部～底部 1/2 底部イトキリ。 包含屠

-13? 土師器甕 (36.8) 灰白lOYR8/2 ロ緑部 1/6. 内外面ともハケメ。 包含屈

-14 瓦質 描鉢 (29.4) (10.2) 10、1灰N5/ 1/6 条線4本。 包含層

-IS 早品椀 (10.8) 灰白2.5Y8/ l ロ緑部～体部 1/4
ロ縁部内面下位に線刻文様

包含陪
（草花文？）

133ー01 士師器 小皿 6.3 5 1にぶい橙75YR 7 / 4 1/2 底部ヘラキリ。 包含屈

-02 土師器 小皿 8.2 6.6 l會3にぷい黄橙lOYR6/ 4 完形 底部ヘラキリ。 包含層

-03 土師器 小皿 (8.95) 6.4 1.3 にぶい黄橙lOYR6/ 4 l/3 底部ヘラキリ． 包含図

-04 土師器 小皿 8.6 6.6 1.3 橙7.SYR7 /6 完形
底部板目圧痕、外周ヘラ切

包含屈
リ？

-05 土師器 小皿 (8.6) (5.6) (1.8) 橙 5YR 6/6 ロ縁部～底部小片 底部ヘラキリ？ 包含屈

-06 土師器 小皿 9.1 6.3 1.4 浅黄橙lOYR8/ 3 緻密 ロ緑部 1/2欠損 底部ヘラキリ。 包含屈

-07 土師器 小皿 8.5 5.7 1.3 にぶい橙lOYR7 /3 完形 底部ヘラキリ。 包含屈

-08 土師器 杯？ (12.0) 明赤褐2.SYR5/6 小砂粒多い 1/3 包含屈

-09 土師器杯 11. 7 8.6 2.7 にぶい橙7.5YR7/4 1/2 底部ヘラキリ。 包含陪

-10 士師器 杯 (13.9) 浅黄橙7.5YR8/ 4 小豆色の粒含む ロ緑部～体部小片 薄手。丹塗り？ 包合層

-11 土師器 杯 (14.2) ， 3.3 淡赤橙2.5YR7 /3 緻密 ロ縁部 2/3欠損 底部ヘラキリ。板状圧痕。 包含陪

-12 士師器 杯 (14.9) (9.1) 3.6 にぶい橙75YR7/3 小豆色粒多い 1/4 底部ヘラキリ．板状圧痕。 包含屈

-13 上師器 杯 (16.1) (11.4) 3.45 にぶい橙lOYR7 /3 小砂粒含む ロ縁部～底部 1/3 ロ緑端部わずかに外反。 包含陪

-14 須恵器 杯 (14.4) 8.4 3.5 灰白2.SY8/ 1 3/4 底部ヘラキリ？ 包含屈

-15 早島 椀 (14. 7) 6.8 4.4 灰白lOYR8/ l 1/4 
ロ縁端部わずかに外反。貼り

包含陪
付け高台。

-16 土師器 小皿 8 4.8 1.3 灰白2.5Y8/1 1/2 底部ヘラキリ． 包含層

-17 備前 椀 5 灰N6/ 体部～底部 底部イトキリ。 包含層

-18 備前 椀 (14. 4) (5.4) 4.6 灰白N7/ 微砂粒多い 1/6 底部イトキ凡 包含思

-20 備前 椀 15.5 5 2 2.05 灰白lOY7 /1 緻密 ロ縁部一部底部1/3 底部イトキリ。 包含層

-21 備前 椀 (15.6) 5.8 5.6 灰白N7/ 1/4 底部イトキリ。 包含層

-22 備前 こね鉢 (26.0) 灰N6/ ロ縁部小片 包含播

-23 備前 こね鉢 (28.5) 背灰 5B 6/ I 1/5 包含屈

-24 亀山？ 鉢 灰N6/ ロ縁部小片 包含屈

-25 須忠器 鉢 灰白2SY 8/ 1 ロ緑部小片 包含層

-26 備前？ 甕 灰N5/ 体部小片
外面格子ククキ内面宵海波文

包含屈
ククキの後ハケ

-27 備前？ 甕 褐灰lOYR5/ 1 体部小片
内面同心円文ククキ後ハケ外

包含陪
面格子ククキメ

-28 備前？ 甕 青灰5PB5/1 体部小片
外面格子ククキ内面青海波文

包含屈
ククキの後ハケ

-29 備前 壷？ 紫灰5P 6/ 1 緻密 ロ円部小片 包含屈
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鎌倉

図番号 種別 器別 ロ径 底径 器高 色 調 胎 士 残存状況 形態• 手法 遺構名

137ー01 土師器 小皿 (7.0) (4.4) 1.1 橙5YR7/6 1/4 建物ー26柱穴

-02 早島 椀 (11.6) (5.0) 3 2 褐灰 5YR4/l 小石• 砂粒多い 1/3 
底部をわずかに押さえる（ヘ

建物一26柱穴
ソ椀的）．

138ー01 早島 椀 灰白2.SY8/2 砂粒多い ロ縁部小片
ロ辰端部を押さえ、わずかに

建物一27柱穴
外に出す。

142-01 土師器 小皿 (8.8) (6.0) (1.7) にぶい黄橙lDYR7 / 4 1/4 板目圧痕。底部ヘラキ凡 建物一31柱穴

-02 土師器 皿 (12. 6) (6.0) (2.4) にぷい黄橙lOYR7 / 4 1/4 底部ヘラキリ。 建物一31柱穴

-03 早島？ 椀 6.85 灰白7.5Y8/2 底部
長方形貼り付け高台。見込み

建物一31柱穴
部重ね焼き痕跡。

-04 備前 播鉢 (11.3) 青灰 5PB 6/ l 砂粒多い 体部～底部 条線 5,....,6本． 建物一31柱穴

143-01 早島 椀 (11.6) 灰白2.5YB/l 小砂粒多い ロ縁部 1/6 建物ー3冴t穴

144ー01 早島 椀 11.4 灰白25Y B / 2 1/4 
普通の早島椀に比べ、口径に

建物一3冴主穴
対する器高低い。

-02 早島 椀 12 5.8 2.8 灰黄2.5Y7/2 緻密 1/4 
普通の早島椀に比べ、口径に

建物一3昧t穴
対する器高低い．

145-01 早島 椀 (11.4) (3.4) 3.75 灰白2SY 8/2 緻密 1/8 
不正円形の貼り付け高台、重

建物一叫柱穴
ね焼き痕跡。

-02 備前 椀 (12 2) 4.5 4.2 灰白 5Y 8/ l ロ緑部 1/8-底部 底部イトキリ。 建物一叫柱穴

146-01 早島 椀 4.2 灰白2.5Y8/l 底部 1/2
逆三角形の小さい貼り付け高

建物ー35柱穴
台。

151-01 士師器 小皿 (7 5) (5.0) (1.5) 明黄褐lOYR7 / 6 l / 3 
底部ヘラキリ。口縁端部燈心

建物一40柱穴
の痕。

152-01 士師器 小皿 7.7 6.4 1.05 にぶい橙7.5YR7/4 1/2 底部ヘラキリ。 建物一41柱穴

-02 士師器 甕 浅黄橙lOYR8/ 3 砂粒多い ロ緑部小片
ロ縁部内面横方向のハケ、外

建物一41柱穴
面縦方向のJ ケヽ。

154-01 備前 挿鉢 にぶい赤褐 5YR 5/3 ロ緑部小片 条線6本。 建物一心柱穴

158-01 土師器 4、1Il1 7 4 5 65 1 15 浅黄橙7.5YR8/3 小砂粒含 3/4 底部ヘラキリ。 建物ー45柱穴

-02 土師器 小皿 7 9 6.3 1.5 橙 5YR 7 /6 小豆色の粒多い 完形 底部ヘラキリ． 建物一45柱穴

-03 士師器 小皿 橙7.5YR7 /6 小豆色の粒多い 1/5 建物一45柱穴

-04 士師器 小皿 7 9 6 05 l疇7灰白10YR8/l ロ緑部大半欠損 建物一45柱穴

-05 早島 椀 (10.3) 灰白lOYR8/ 2 ロ緑部 l/3 建物一45柱穴

-06 早島 椀 10.75 4 2 3 36 灰白2.SY8/ 1 ほぽ完形 デ角形の貼り付け高台。 建物一45柱穴

-07 早島椀 11.2 3 9 3尋3灰白2.5Y7 / 1 緻密 1/2 
三角形の貼り付け高台、内面

建物一45柱穴
丁寧な仕上げ．

-08 備前甕 淡黄2.5Y8/ 3 小石、砂粒多い ロ縁部～体部小片
ロ緑部玉縁。内面ヘラ調整．

建物一45柱穴
焼成不良．

160-01 早島椀 浅黄橙lOYR8/ 4 微砂粒含む 底部小片
貼り付け高台で半円形、内面

建物一47柱穴
ヘラミガキ。

162-01 士師器 小lill. 8 6疇2 1にぷい黄橙lOYR6/ 4 小豆色の粒含む 1/3 建物一侶柱穴

164-01 早島椀 (4.8) 灰白25Y 8/ 1 底部 1/4
三角形高台。見込部重ね焼き

建物一50柱穴
痕。

165-01 早島椀 灰白2.5Y8/1 砂粒含む 体部 1/3-底部片
三角形高台。外面体部下半へ

建物一51柱穴
ラケズリ。

166ー01 土師器 小皿 (7.6) (5.4) (l.05) 9こぶい黄橙lOYR7 / 4 1/4 建物一sit主穴

-02 土師器 小皿 7.6 6 2 1.6 明褐灰7.5YR7 /2 砂粒多い 4/5 底部ヘラキリ？ 建物一5社切t

169-01 須恵器蓋 (20.0) 灰白N7 / ロ縁部～底部 1/6
天井部逆時計回りのヘラケズ

溝ー28
リ。

-02 須恵器 杯身 (IO. 0) 灰N7/ 底部小片 貼り付け高台。 溝ー28

-03 須恵器 高杯 灰白NB/ 脚柱部 脚柱部敢大径4.0cm 溝ー28

-04? 士師器 鍋 にぶい黄橙lOYR6/3 脚蔀 溝 28

-05 須恵器蓋 灰N6/ 脚部小片
外面擬格子状？内面青海波文

溝ー28
タタキメ。

-06 須恵器甕 灰白 5Y 7 /1 頚部～体部
外面擬格子状？内面背海波文

溝一鴎
タクキメ。

-07 土師器 小皿 7.6 1.2 浅黄橙IOYR8/ 4 1/3 底部ヘラキリ？ 溝―四

-08 早島椀 5 6 灰白 5Y 8/ l 砂粒含む 体器～底部
見込部重ね焼き痕?=c: 角形の

溝―四
貼り付け高台。

~09 士師器椀 (10.9) 灰白lOYR8/2 砂粒含む ロ緑部～体部 1/4 溝ー28

-10 早島椀 11.2 浅黄橙lOYR8/3 tl緑部～小片 溝ー28

-11 土師器椀 (31. 3) 明褐7.SYR5/ 8 ロ緑部～体部 1/6
内面口縁部荒い体部細いヨ

溝ー28
コ・外面タテハケ

169-12 土師器鍋 にぶい黄橙lOYR7 /3 脚部 溝ー28
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-13 土師器 羽釜 暗灰N3/ ロ緑部小片 溝ー28

-15 備前？ 甕？ 灰7.SY4/ l ロ縁部細片 溝-28

170-01 士師器椀 10.8 5疇sj 2.1 灰白IOYR8/ l 小砂粒含む ロ緑部 l/2欠損
手法は「早島」だが．小砂粒

溝ー29
多い。無高台。

172-01 士師器皿 (11.2) 灰黄2.5Y7 /2 ロ緑部 l/5 井戸— 4

-02 備前椀
4.81 I 灰7.5Y6/ 1 底部小片 底部イトキリ． 井戸ー4

-03 瓦 羽釜 灰N4/ 砂粒多い ロ緑部～体部小片 井戸ー4

173~01 土師器皿 15.2 10.8 2.8 にぶい橙75YR 7 / 4 小豆色の粒含む 2/3 底部ヘラキ 9. 井戸ー5

-02 備前椀 (14.4) 灰N1/ ロ縁部～体部小片 井戸一5

174-01 土師器 小皿 (6.6) 橙75Y 6/6 1/3 底部ヘラキリ。 土袋ー17

-02 士師器椀 (10.6) 灰黄褐lOYR6/2 小石（石英）含む ロ縁部～体部 1/4 土撲ー17

-03 瓦質 羽釜 27.5 灰 5Y 6/1 1/2 
内面荒いハケ後ナデ、外面下

土撲ー17半ヘラケズ恥

175-01 土師器甕 にぶい黄橙lOYRS/4 口舷部～体部小片 内外面ナデ。 土墳ー18

-02 土師器鍋 (38. 0) 灰白NlOYR6/4 ロ緑部～底部 1/10 内面ヘケのあとヨコナデ。 土猥ー18

176-01 早島？ 椀？ 4 1 浅黄橙IOYR8/ 3 微砂粒含む 底部のみ
貼り付け高台。内面ヘラミガ

±猥ー19
キ？

-02 土師器皿 14.2 11 4 2 7 浅黄橙7.SYR8/ 4 小豆色の粒多い ロ緑部～底部 底部ヘラキリ。 ±漢ー19
-03 土師器 羽釜 (39.6) 灰N6/ 小砂粒多い ロ緑部小片 土壊ー19

-04 土師器 羽釜 (21. 8) 灰白2.5Y7/l 小砂粒多い ロ緑部小片 ±城ー19
-05 瓦質 羽釜 (23.6) 灰N5/ 小砂粒多い ロ縁部小片 土披ー19

177-01 早島 椀 4.7 灰白lOYR8/ l 底部のみ
貼り付け高台。見込部霞ね焼

土城ー20
き痕跡。

178-01 土師器 小皿 (7.7) (5.1) (1.5) にぶい黄橙10YR7/3 1/2 底部ヘラキリ。 土披ー21

-02. 士師器 小皿 (8 1) (7.3) (1.3) にぶい橙7SYR 7 / 3 1/4 ±撰-21

-03 早島 椀 (13. 0) 灰白2.5Y8/1 砂粒含む ロ緑部～体部 1/4
外面時計回りのヘラケズリ状

士撲ー21
痕跡。

~04 早島 椀 5 灰白N8/ 底部のみ 貼り付け涵台。 ±墳ー21
-05 土師器 鍋 灰 5Y 4/ l 砂粒多い ロ緑部小片 士城ー21
-06 土師器 羽釜 灰白 5Y 7 / 1 ロ縁部小片 土痰ー21

179-01 土師器 小皿 (6.2) (4.4) (1.3) にぶい黄橙lOYR7 /2 1/5 底部イトキ lJ。 土城ー22
-02 土師器 鍋 (28 0) 灰白2.5Y8/l 小砂粒含む 1/4 土披ー22

180-01 須恵器 杯 10.8 7.6 3 15 灰白2.5Y8/1 小砂粒含む 1/4 土城ー24
~02 士師器 杯 12 6 8.7 2 7 橙 5YR 6/6 小石粒含む 1/4 土接ー24
-03 士師器 小皿 7 8 6 3 1.4 浅黄橙7SYR 8/ 3 1/5 底部ヘラキリ。 土披ー25
-04 備前 椀 灰N5/ ロ縁部小片 ±披ー25

-05 備前 甕 褐灰lOYR4/ l 小砂粒多い ロ緑部小片
わずかに折り曲げ、玉縁口緑

±披ー25とする。

181-01 士師器 小皿 7.5 5.5 1.4 灰黄2.5Y7/2 ほぽ完形
底部板目状痕跡。ヘラで切り

ビットー21
離し。

~02 土師器 鍋 (28.0) 灰白 5Y 7 /1 1/4 
体部内面ヨコハケ後ナデ、外

ピットー21
面頚部指押さえ

1s2~03 土師器 椀 11.2 4.7 3.35 淡赤橙2.5Y7/4 ロ緑部 1/4欠損
内面ヘラ状工具による丁寧な

ピットー22
仕上げ。

183ー01 土師器 小皿 (8 5) (6.3) Cl 4) 橙7.5YR7/5 1/4 底部ヘラキリ。 たわみー 3 ; 

02 土師器 杯 (12.5) (9.0) (3.3) にぶい黄橙lOYR7 /2 1/6 底部ヘラキリ。 たわみー 3
-03 早島 椀 (10.6) 灰白lOYR8/ 2 砂粒多い ロ緑部～体部 1/3 たわみー 3

-04 早島 椀 (11.2) (4.9) (3.4) 灰白2.5Y8/ 1 1/10 
外面ナデ以下は、指押さえの

たわみー3
凹凸激しい。

-05 土師器 羽釜 (20 9) 褐灰lOYR4/ 1 砂粒多い ロ緑部 1/6 たわみー3
-06 土師器 鍋 (27.6) 灰N4/ 砂粒多い ロ緑部 1/6 たわみー 3
-07 須恵器 甕 灰白N7/ ロ緑部細片 たわみー 3
-08 備前 甕 灰N6/ 小石を含む ロ緑部小片 外面平行クタキメ？ たわみー 3

184—01 土師器 小皿 (8.2) 6.2 l會6にぷい赤橙lOR6/ 4 
ロ緑部一部体

底部板目。 たわみー 4底部 1/2

02 瓦質 羽釜 灰5Y 5/ I 砂粒多い ロ緑部小片 脚部付け根の一部が残る。 たわみー 4

185-01 土師器 小皿 6.7 4.8 1.2 灰白lOYR8/ 2 完形
底部ヘラキリ。粘土紐巻き上

包含層
げ．

-02 士師器 小皿 (7.0) 5.4 l.4 にぶい橙lOYR7 / 4 小豆色の粒多い
ロ縁部1/6・

底部ヘラキリ。 包含廣底部3/4

-03 早島 椀 (11.6) 4.4 4.6 灰白lOYR8/ 3 1/3 内面丁寧な仕上げ。三角形の
包含層貼り付け高台。

l固 04 早品 椀 11 5.1 4.4 浅黄橙7.5YR8/3 1/ 5 内面ヘラミガキ状痕跡。 包含焙
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~os 早島 椀 (11.4) 4.4 3.2 灰白2.5Y8/ 1 1/ 4 
貼り付け高台。内面丁寧な仕

包含層
上げ。

-06 早島 椀 (11.0) 4 3 3.8 灰白lOYR8/ 2 1/2 
三角形の貼り付け高台。内面

包含層
丁寧な仕上げ．

-07 早島 椀 11) 4.2 3.5 灰黄2、5Y7 /2 ロ縁部3/4欠損
貼り付け高台。見込部に重ね

包含層
焼きの痕跡。

~os 早島 椀 11 8 7 3.8 灰白lOYR8/ 2 1/ 3 
三角形の貼り付け高台。内面

包含層
丁寧な仕上げ。

-09 早島？ 椀 (11 2) (3.4) (3.6) 灰白lOYR8/ 1 1/4強
高台中心からずれる。粘士紐

包含層
状の高台。

~10 早島 椀 (10.8) 4 3 3 浅黄橙lOYR8/3 1/2 
三角形の貼り付け高台。内面

包含層
丁寧な仕上げ。

-11 早島 椀 (11. 2) 5.2 3 3 浅黄橙lOYR8/3 小豆色の粒含む 1/3 包含層

-14 備前 掴鉢 暗青灰 5PB4/l ロ縁部小片 条線8本。 包含層

-15 備前 描鉢 (28 0) 灰白 5Y 6/ 1 ロ緑部小片 条線5+?本 包含層

-16 備前 禰鉢 (33 0) 赤灰25YR4/l ロ縁部小片 条線 6本。 包含層

~17 備前 掴鉢 (29. 0) 暗赤褐 5YR 3/ 2 ロ緑部～体部 1/6 片口部。条線 6本。 包含層

-19 亀山？ こね鉢 灰7.5Y5/ l ロ縁部小片 包含層

-20 亀山？ 鉢 灰N4/ ロ緑部小片 包含層

-21 亀山 抽鉢 灰N5/ ロ緑部小片 条線 4本。 包含層

-22 備前 甕 青灰5PB 5/ 1 小砂粒多い ロ緑部小片 ロ緑端部を逆L字状に折る。 包含層

~23 亀山 甕 暗灰N3/ 体部小片 包含層

-24 亀山 甕 灰N4/ 体部小片 外面格子タタキメ． 包含層

-25 亀山 甕 にぷい黄橙IOYR7 / 4 体部小片 包含層

-26? 土師器 羽釜 ロ緑部小片 包含層

-27 土師器 羽釜 (25. 8) 灰N4/ ロ緑部小片 包含層

186-31 士師器 鍋 (25.0) にぷい橙7.5YR6/ 4 ロ緑部～体部 1/5 内外面細い9ヽ ケメ。 包含層

-32 土師器 鍋 (27.8) 灰褐7.5YR5/2 口綬部～体部 1/ 8 内外面細いハケメ。 包含層

-33 士師器鉢 (29.2) にぶい橙 5YR 7 / 4 ロ緑邪小片 包含層

-35 土師器鍋 (32.8) 灰黄褐lOYR4/2 ロ緑部～体部 1/2 内外面ハケメ。 包含層

-36 土師器鍋 (37 2) 浅黄橙lOYR8/ 4 1/ 5 内外面ハケメ。 包含層

-38 瓦質鍋 灰貨褐10YR5/2 小砂粒多い ロ縁部小片
内面丁寧な仕上げ。外面指押

包含層
さえ。

-39 土師器 羽釜 灰N5/ 微砂粒多い ロ緑部～脚の付く所 包含層

-40 土師器鍋 灰N4/ 脚部 包含層

-41 士師器鏑 褐灰75YR4/1 脚部 包含層

-42 土師器甑 (25.2) にぶい黄橙lOYR7 /3 ロ緑部～体部 1/6 押圧後、内外面細いハケメ。 包含層

-43 須恵器壷 暗灰N3/ 肩部・底部
リンダ状の横耳• 体部下半ハ

包含層
ケによる仕上げ．

187-45 土師器甕 (37.4) にぷい黄橙10YR7/3 小砂粒多い ロ緑部小片
ロ緑部細い横、体部荒い外面

包含層
縦内面横ハケ。

-46 土師器甕 (37.9) 灰黄褐lOYR6/2 ロ緑部～体部 1/6
内外面指押さえ後細い＾ケ

包含層

メ゜

47 士師器甕 (41 8) 灰褐黄lOYR6/2 敬砂粒多い ロ緑部 l/ 6 内外面ハケメ。 包含層
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黒色土器観察表

図番号 器別 ロ径 底径 器高 色調 胎 士 残存状況 形態・手法 時期産 地 遺構名

01 ？ 灰白 砂粒多い ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 井戸ー 2

02 ？ 淡灰褐 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。 lOC初 土凜ー 7

03 椀 6.6 淡赤褐 底部～体部 1/6 三角形の貼り付け高台。 lOC前半 包含層

04 椀？ 6.5 淡褐 高台部 1/3 外に強く踏ん張る貼り付け高台。 lOC中 包含層

05 椀 5.7 淡褐 緻密 底部 1/2
見込部手持ちヘラケズリ状。ヘラガキ

100前半 在地産 包含層有．

06 椀 (8.8) 淡褐 高台部～体部 内面ヘラミガキ． lOC 包含層

07 椀 7.8 灰褐 砂粒多い 底部 l/ 3 貼り付け高台． lOC 畿内産？ 包含踏

08 椀 7 淡褐 緻密 底部 l/4 台形の貼り付け高台。内面ヘラミガキ。 100前半 包含層

09 椀 (14.8) 淡灰褐 ロ緑部～体部 1/5 ヘラミガキ。内面剥離． lOC初 E 2 (ビット）

10 椀 16 淡褐 緻密 ロ緑部～体部 1/2
在地産にあまりない胎士。内外面ヘラ

lOC 畿内産？ E 1 (ピット）ミガキ。

11 椀 18 8.4 5.7 淡黄褐 1/2 ロ緑端部に段。内面丁寧なヘラミガキ。 lOC初 畿内産？ 包含層

12 椀？ 淡灰褐 高台部～体部小片
薄手。半円形の貼り付け高台。ヘラミ

lOC初 畿内産？ 包含層ガキ。

13 椀 高台部小片 建物一21柱穴

14 鉢 15 淡褐 ロ縁部～体部 1/8 内面丁寧な横方向のヘラミガキ。 IOC 包含屈

15-l 椀？ 挟灰黄 体部 1/8 内面丁寧なヘラミガキ。 lOC P溝 2

15-2 椀？ 淡褐 ロ縁部～体部 1/6 ヘラミガキ．内面倒離． lOC 畿内産？ P溝 2

15-3 椀？ 灰 ロ緑部～体部 1/6 内面ヘラミガキ。 P溝2

16 椀 淡褐 底部小片 lOC 初 哉内産？ P溝7

17 椀？ Cl4.6) (6.2) (4 35) 淡灰褐 ロ緑部～高台部 l/10 
半円形の貼り付け高台。内面ヘラミガ

lOC. 初 畿内産？ 包含屈キ。

18 ？ 黒 ロ緑部小片 ？ 溝ー10

19 椀？ 淡赤褐 砂粒多い 高台部小片 三角形貼り付け高台． ？ 洞ー12

20 椀？ 淡灰橙 砂粒含む ロ緑部小片 内面ヘラミガキ． lOC 包含層

21 椀 淡橙 砂粒含む 底部小片 貼り付け高台。 IOC前 土披ー64

22 椀？ 淡黄灰 砂粒含む 体部細片 43 (ピット）

23 椀？ 淡橙 体部細片 溝ー10

24 ？ 淡橙 体部細片 内面ヘラミガキ。 100 後半 包含層

25 鉢 灰桃 小石含む 頚部～体部 内面ヘラミガキ。 lOC 包含層

26 椀 淡橙 微砂粒含む 底部
三角形の貼り付け高台。内面ヘラミガ

lOC , 包含層キ。

27 杯？ 淡桃 傲砂粒含む 底部 内面ヘラミガ主 包含層

28 ？ 淡灰褐 金雲母含む 底部 内面ヘラミガキ。 包含層

29 ？ 灰桃 小石含む 体部小片 内面ヘラミガキ。 包含層

30 ？ 灰白 微砂粒含む 体部小片 内面ヘラミガキ。 包含層

31 ？ 揆灰桃 微砂粒含む 体部小片 内面ヘラミガキ。 包含層

32 ？ 淡褐 微砂粒含む 体部細片 内面ヘラミガキ． 包含層

33 椀 淡黄灰 微砂粒含む 底部小片 貼り付け高台。内面ヘラミガキ。 lOC. 包含層

34 椀 淡黄灰 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。 包含層

35 椀 淡桃 高台部細片 貼り付け高台。内面ヘラミガキ。 lOC 包含陪

36 椀 淡黄白 ロ緑部細片 内面ヘラミガキ。 包含随

37 椀？ 淡黄 微砂粒含む 体部小片 内面ヘラミガキ。 750 C土城）

38 皿？ 淡黄灰 微砂粒含む 体部小片 内面ヘラミガキ。 畿内産？ 溝ー57

39 椀？ 淡橙 微砂粒含む 底部細片 貼り付け高台。内面ヘラミガキ。 lOC 畿内産？ 1314 Cヒ・ット）
40 椀？ 淡黄橙 微砂粒含む 体部細片 内面ヘラミガ毛 987 (ピット）

41 ？ 淡灰橙 砂粒含む 体部細片 内面ヘラミガキ。 1035 (柱穴）

42 ？ 淡黄橙 砂粒多い 体部細片 内面ヘラミガキ。 703 (柱穴）

43 ？ 淡黄褐 砂粒含む 体部小片 内面ヘラミガキ。 850 (ピット）

44 椀 橙 砂粒含む 底部小片 貼り付け高台．内面ヘラミガキ。 lOC前 1084 (ピット）

45 ？ 橙 体部小片 内面ヘラミガ主 1411 (ピット）

46 ？ 灰黄 体部細片 内面ヘラミガキ。 1417 (ピット）

47 ？ 灰黄 体部細片 1417 (ヒ・ット）

48 椀？ 淡黄灰 ロ緑部細片 内面ヘラミガキ。 757 (柱穴）

49 ？ 淡黄橙 砂粒含む 体部細片 内面ヘラミガキ。 包含層

50 ？ 淡灰橙 砂粒含む 体部細片 内面ヘラミガキ。 包含層
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51 椀 淡黄 底部
三角形の貼り付け高台。内面ヘラミガ

lOC 包含陪
キ。

52 椀 淡黄橙 砂粒多い 底部小片 貼り付け高台。 lOC前 溝ー50

53 椀 淡黄橙 小豆色の粒含む 底部小片 包含層

54 椀？ 灰黒 砂粒含む 体部小片 包含層

55 椀？ 赤橙 底部 1/3 内面剣離。 lOC中 包含層

56 ？ 淡黄橙 小片 内面剣離。 749 (柱穴）

57 椀 淡灰黄 ロ緑部～体部 1/8
内面黒色化不良。外面口緑下部凹線状

P溝 4
の段。

58 椀 淡黄 ロ縁部～体部小片 薄手。口緑端部丸く収める。 P溝 4

59 ？ 淡黄 体部小片 内面幅広のヘラミガキ P溝 4

60 ？ 淡橙 ロ緑部細片 内面ヘラミガキ。 P溝 4

61 ？ 淡黄 体部小片 内面ヘラミガキ。 Ell (士凛 ） 

62 椀？ 淡黄 体部小片 内面ヘラミガキ。 67 (ピット）

63 ？ 挟橙白 水漉粘土的 底蔀細片 貼り付け高台． 包含層

64 ？ 淡橙 石英粒 体部細片 包含層

65 ？ 淡黄褐 石英粒 ロ縁部細片 内面ヘラミガキ。 包含陪

66 椀？ 淡褐 微砂粒含む 底部小片 貼り付け高台． lOC 後？ 包含層

67 ？ 淡灰褐 微砂粒含む ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 包含層

68 椀 灰橙 微砂粒含む 底部 内面ヘラミガキ。貼り付け高台。 lOC後？ 包含園

69 ？ 痰橙 小豆色の粒含む ロ緑部細片 包含層

70 ？ 淡褐 微砂粒含む 体部小片 器壁厚い。 包含層

71 椀？ 痰黄白 底部小片
小型三角形の貼り付け高台。内面ヘラ

包含屑
ミガキ。

72 ？ 淡茶 微砂粒含む 体部小片 内面ヘラミガキ？ 包含層

73 椀？ 褐 底部 1/.6 台形状の貼り付け高台。 lOC. 中 包含層

74 ？ 淡黄白 底部 1/6 底部外面押圧。内面ヘラミガキ。 包含層

75 椀？ 淡灰橙 小豆色の粒含む 底部 1/8 貼り付け高台。内面ヘラミガキ？ 包含層

76 ？ 淡橙 体部細片 IO (たわみ）

77 ？ 淡橙 底部細片 66 (たわみ）

78 椀？ 淡橙白 底部 1/4 内面ヘラミガキ。 P溝 4

79 ？ 淡橙 小豆色の粒含む 体部小片 内面ヘラミガキ。 P溝 4

80 ？ 淡灰貨 小豆色の粒含む 体部小片 P溝 4

81 ？ 淡灰黄 体部小片 P溝 4
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灰釉観察表

図番号 器種 ロ径 底径 器高 色 調 残存状況 形態• 手法 分類 産地 遺構名

01-1皿 (7.3) 淡緑 貼り付け高台。重ね焼き痕跡。 大原 2 東癸湊 溝ーll

01-2 ? 薄黄緑 体部細片 重ね焼き痕跡。 K-89 猿投 溝―11

02-1 椀？ 淡黄緑 ロ緑部小片 釉は斑点状につく。薄手につくられている。 K-89 東美濃 溝ー12

02-2 ? ロ緑部細片 K-90前後 猿投 溝ー12

03 皿 淡灰 ロ縁部～体部 0-53 猿投 土凜-,-8 

04 耳皿 薄緑 ロ緑部～底部小片 底部糸切り？ K-5(古） 猿投 751吐壊）

05 皿？ 涛黄緑 底部小片 K-89 猿投 751 (± 披

06 

町 小皿 (10.2) (5.0) 1.95 淡ウグイス ロ縁部小片 K-90 猿投 包含層

08 皿 淡緑 ロ縁部～体部 釉は灰褐色の素地の上に斑点状につく。 K-89 猿投 包含屈

09 皿 (7. 7) 淡緑 体部～底部 1/4 釉ほなまこ状になる。貼り付け高台。 K-90 猿投 包含図

10 皿？ (1會2) 淡緑灰 底部 1/5 貼り付け高台（内傾）重ね焼き痕跡 K-90 東美塁 1187 (ヒ・ット）

11 皿 7.8 淡 体部～底部小片 貼り付け高台。口緑端部内傾 K-90 猿投 901 (ヒ．．ット）

12 ？ 淡黄緑 ロ縁部小片 S-5 篠岡 包含屈

13 皿 薄緑 ロ縁部～体部 ロ縁部わずかに外反 K-90----89 猿投 包含屈

14 椀？ 淡灰緑 ロ縁部～体部小片 K-90----89 東美澄 包含陪

15 皿？ 薄緑 体部～底部片 K-89 猿投 包含層

16 緑灰 体器～底部 1/5他 2片 貼り付け高台。重ね焼き痕跡。 K-90 猿投 包含恩

17 瓶 淡緑 体部片 取手付。釉内面になし。 K-90 猿投 包含屈

18 椀？ 7 薄緑 底部 1/2 釉斑点状。貼り付け高台．霞ね焼き痕跡 K-90 猿投 包含陪

19 椀 (6.2) 淡灰黄 底部 1/5 貼り付け涵台。 K-90(新） 猿投 包含層

20 皿？ 淡灰褐 ロ緑部小片 K-5(新） 東美混 士痰―11

21 皿 淡灰緑淡ウグイス 体部～底部 貼り付け高台。口緑端邪内煩 0-53 猿投 土披ー11

22 皿？ (6.9) 淡黄緑 体部～底部 1/2 貼り付け高台．重ね焼き痕跡 0-53 猿投 河道ー 2

23 皿 5.6 淡ウグイス 体部～底部 1/2 見込部はJヽケで塗っている。貼り付け高台。 K~9Q(古） 東美濃 包含屈

24 椀 6.2 淡黄灰 体部～底部 1/4 貼り付け高台。重ね焼き痕跡。ハケ塗り K-89 猿投 包含厖

25 皿？ 薄緑 底部小片 貼り付け涵台。霊ね焼き痕跡。 0-53 猿投 建物ー31柱穴

26 皿？ 灰白 体部～底部小片 貼り付け高台 053---H72 猿投 P溝 2

27 7 淡灰黄 底部 1/4 貼り付け高台。 K-90(新） 猿投 P溝5

28 ？ 淡黄緑 細片 K-89 猿投 276 (柱穴）

29 ？ 薄緑 細片 2 泡粒上の釉 K-89 猿投 建物一45柱穴

30 ？ 淡灰黄 体部小片 K-89 猿投 溝ー10

31 皿？ 淡灰緑 ロ緑部小片 ロ縁端部わずかに外反 K-89 猿投 826 Cビット）

32 ？ 淡緑灰 ロ縁部小片 K-89 猿投 建物一 8柱穴

33 段皿 薄緑 体部小片 S-5 猿投 溝ー 8

34 皿？ 淡緑 ロ縁部小片 泡粒状の釉 K89-90 猿投 1394 (溝）

35 瓶 薄緑 一体部小片 釉内面になし。取手付 K~9D 猿投 溝ー61

36 皿？ 薄緑 体部小片 重ね焼き痕跡。取手付 0-53 猿投 包含層

37 淡灰緑 体部小片 2 K-89 猿投 包含屈

38 ？ 薄黄緑 体部小片 K-89 猿投 包含殖

39 椀？ 淡灰黄 体部小片 0-53 猿投 包含屈

40 小皿？ 淡灰黄 ロ縁部小片 ロ縁端部わずかに外反 K-89 猿投 包含屈

41 淡灰黄 ロ緑部小片 ロ縁端部わずかに外反 K-90~) 猿投 包含図

42 皿？ 透薄緑 底部小片 貼り付け高台。 包含屈

43 皿？ ？ 体部小片 外面細いヘラで調整 s町（潤）

44 ？ 透薄緑 体部小片 外面ヘラケズリ？の痕跡 K-90? 猿投 包含層

45 皿？ 透薄緑 ロ縁部細片 ロ緑端部わずかに外反。 溝ー38

46 皿？ 底部小片 溝―11
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緑釉観察表

図番号 器種 ロ径 底 径器高 色調 胎土 残存状況 形 態 手 法 時期 産地 遺構名

001 椀 襖緑 須恵質 ロ縁部小片 建物一 9柱穴

002 椀？ 6.4 淡黄緑 軟質 底部 1/4 削り出し高台。 n <古） 京都 建物一 9柱穴

003-1 壷 明緑 硬質 底部小片 底部断面に本体とは別の粘士が板状に付く。 猿投 溝ー12

003 2 壷 明緑 須恵質 体部小片 内面板状工具による横方向カキメ。取手付。 猿投 溝ー12

004 椀？ 淡緑 須恵質 底蔀小片 削り出し高台。底部の削りは時計回り 653 C土墳）

005-1 耳皿 5 D* 淡黄緑 須恵質 底部 底部イトキリ。底部のみ露胎 集石遺構

005-2 ? 淡緑 須恵質 小片 集石遺構

006 耳皿 淡黄緑 須恵質 耳部細片 京都 808 Cヒ・ット）

007 椀 04. 2) 濃緑 須恵質 ロ縁部 1/8 1161 (柱穴）

008 椀 (7.2)* 薄緑 軟質 底部 蛇の目高台。 Il (古） 京都 包含層

009 椀 6.6* 淡緑 軟質 底部 蛇の目高台。全面施釉． II (古） 京都

010 椀 7.3 淡明緑 軟質 体部～底部 1/3 底部蛇の目の高台。見込部重ね焼き剣離痕。 Il(古） 京都 包含層

011 椀 (5.6)* 淡緑 須恵質 底部 1/4 削り出し涵台。全面施釉。 II (古） 京都 包含層

012 椀 (12.8) 透濃緑 須恵質 ロ縁部小片 京都 包含層

013 椀 5 6 淡緑 硬質 底部 1/4 削り出し高台。 Ill (古） 京都 包含層

014 椀 (6.5) 薄緑 硬質 底部 1/4 見込部に素地焼きの重ね痕。削り出 L高台。 me古） 京都 包含層

015 椀 (7 6)* 濃緑 硬質 底部 1/3 削り出し高台。全面施釉。 川（古） 京都 包含層

016 椀 5 8 緑 硬質 底部 1/4 削り出し高台。高台接地部及び内側露胎。 DI (古） 京都 包含層

017 椀 5 7 明緑 硬質 底部 1/4 見込部ヘラミガキ状の痕跡。削り出し高台。 me古） 京都 包含層

018 椀 7... 2 混緑 須忠質 底部 1/3 削り出し高台。全面施釉。 包含層

019 皿 (19 0) 濃緑 須恵質 ロ縁蔀～体部 1/5 包含層

020 椀 4.7 濃緑 軟質 底部 =角形の貼り付け高台。見込部 2本の沈線。 近江 包含層

021 椀 6 緑 軟質 底部 1/4 7~9 皿lの高さの高台を貼り付ける。 近江？ 包含層

022 椀？ 明黄緑 須恵質 ロ縁蔀小片 ロ縁端部を両側から挿んで輪花状にする。 ]I (新） 京都 包含層

023 fill 淡黄緑 須恵質 ロ縁部小片 包含層

024 皿 14.3 6.4 2.45 濃緑 須恵質 1/4 全面施釉。削り出し高台。底部に窯印？ 包含層

025 ？ (12. 8) 薄緑 硬質 ロ緑部 ロ緑部わずかに外反。 包含層

026 椀 透喪緑 須恵質 ロ緑部 1/8 包含層

027 椀 濃緑 須恵質 ロ緑祁小片 包含層

028 椀 13 6.7* 3 9 濃緑 須恵質 2/3 全面箆磨き状痕跡。底部糸切り後削り取る。 包含層？

029 皿？ 淡黄緑 軟質 ロ縁部小片 包含恩

030 皿？ 淡黄緑 軟質 ロ縁部小片 包含層

031 椀 透醗緑 須恵質 ロ縁部小片 ロ緑部外側をヘラ状工具で押え輪花状にする 包含層

032 耳皿 3.95 透濃緑 軟質 底部のみ 底部イトキリ。 包含層

033 椀 濁緑 須恵質 底部小片 削り出し平高台。全面施釉。 包含層

034 椀 5.8 淡黄緑 須恵質 底部～ 削り出し平高台。底部に照印？ 包含層

035 稜椀 8.2 明緑 硬質 底部 1/4 全面に施釉。貼り付け高台。 猿投 包含層

036 .llil.? 5.8 淡貨綴 硬質 底部 1/6 削り出し高台D 包含層

037 椀 7.9 淡緑 硬質 底部 1/4 貼り付け高台．高台接地部釉削り取る？ 東海 包含層

038 椀 7.4 淡緑 硬質 底部 1/4 貼り付け高台。森台接地部以外全面施釉。 東海 包含層

039 耳皿 4.7* 明緑 軟質 耳部欠損 底部イトキリ。全面に施釉． 包含層

040 耳皿 濃緑 須恵質 底部～立ち上がり部 京都 包含層

041 唾壷 淡黄緑 須恵質 肩部小片 猿投 包含層

042 ？ 明薄緑 須恵質 体部小片 東海？

043 段皿 緑 須恵質 ロ縁蔀小片 包含層

044 壷？ 明緑 須恵質 体部小片 内面板状工具による横方向のカキメ。 狙 包含層

045 椀 緑 須恵質 ロ緑部細片 包含層

046 椀 薄緑 須恵質 ロ縁部小片 全面施釉。 溝 18

047 fill 薄緑 須恵質 ロ緑部小片 内面のみ施釉 溝ー18

048 椀 (14.4) 濃緑 須恵質 ロ緑部小片 ロ緑端部を少し外に出し丸く収める。 溝 18

049 椀？ 緑 須恵質 体部小片 溝ー18

050 皿？ (6.5) 淡緑 硬質 底部 1/4 削り出し高台。 京都 溝ー20

051 耳Jlll 灰（緑） 饂質 底部小片 京都 ±墳 11

052 椀 淡黄緑 硬質 底部小片 見部黄色斑点状の釉調。 京都 士痰ー11

053 椀 透薄緑 須恵質 底部小片 削り出し高台。重ね焼きの剥離痕。 士痰一11
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054-1 皿？ (6.9) 淡黄緑 硬質 底部 1/4 全面施釉。貼り付け高台。 東海？ 土披―11

054ー 2 小皿？ 透 須恵質 体部小片 見込部重ね焼きの刻離痕。 土撲ー11

055 椀 I 暗緑 須恵質 ロ縁部小片 I! (中） 包含陪

056 椀 (1 6) 緑 須恵質 底部 1/4 削り出し高台。全面範釉。 包含恩

057 椀？ I 紐 須恵質 ロ緑部細片 建物一45

058 ？ 薄緑 須恵質 体部細片 建物一45

059 椀？ 淡緑 須恵質 体部細片 建物一13

060 ？ 濁緑 須恵質 ロ緑部細片 ロ縁端器強く外反． I 建物一51

061 椀？ 明黄緑 歌質 ロ縁部細片 ロ緑端都わずかに外反し｀丸く収まる． 訳古） 京都 建物一51

063 ？ 緑 須恵質 体部細片 建物一18

064 壷？ 明緑 須恵質 体部小片 猿投 建物一40

065 椀？ 薄緑 軟質 ロ緑部小片 猿投 建物-8

066 ？ 透浚緑 須恵質 ロ緑部細片 案地焼きの時の重わ痕がわずかにみられる。 潤一52

067 椀？ 明緑 須恵質 ロ緑部小片 ロ縁端部わずかに外反。 溝ー21・22

068 椀 濃緑 軟質 底部小片 底部全体を貼り付ける。 近江 1279 (溝）

069 ？ 明緑 軟質 体部小片 土損ー51

070 椀？ 紐 須恵質 体部小片 内面ヘラミガキ。 土墳ー14

071 皿？ 透黄緑 軟質 ロ縁部細片 384 (柱穴）

072 稜椀？ 紐 須恵質 体部小片 499 (柱穴）

073 ？ 淡緑 須恵質 ロ縁部細片 592 (1:: ・ット）

074 椀？ 暗緑 須恵質 底部細片 1082 (ヒ・ッ l-) 

075 椀？ 暗黄緑 須恵質 ロ縁部細片 1142 (1::: ・ット）

076 椀？ 淡黄緑 須恵質 体部小片 見込部近くに素地焼きの重ね痕 包含階

077 ？ 緑 須恵質 体部細片 美濃？ 包含恩

078 椀？ 淡緑 須恵質 底部細片 見込部に索地焼きの重ね痕。削り出し輪高台 包含陪

079 椀？ 淡緑 須恵質 ロ緑部小片 包含層

080 椀 淡緑 須恵質 底部小片 削り出L高台。 包含層

081 椀？ 透薄緑 須恵質 ロ緑部細片 II (新） 包含陪

082 椀？ 薄緑 軟質 体部～底部 包含層

083 ？ 淡緑 軟質 細片 包含陪

084 椀？ 嚢緑 須恵質 体部小片 包含層

085 椀 緑 須恵質 底部小片 削り出し高台。 包含層

086 ？ 漿緑 軟質 細片 包含層

087 皿？ 透緑 須恵質 体部小片 見込部素地焼きの重ね痕。 II (新） 包含陪

088 椀？ 緑 須恵質 ロ縁部小片 包含隔

089 ？ 淡緑黄 軟質 ？ 包含層

090 ？ 黄緑 軟質 ロ縁部細片 包含陪

091 椀 朋緑 須恵質 体部小片 包含陪

092 椀？ 裟緑 須恵質 体部小片 包含陪

093 椀？ 明緑 軟質 体部小片 包含層

094 椀 04.4) 透裟緑 須恵質 ロ縁部 1/6 京都 包含阻

095 椀 薄緑 軟質 体部～底部小片 削り出し高台？ 包含屈

096 皿？ 緑 軟質 ロ緑部小片 美濃 包含層

097 ？ 混緑 須恵質 体部細片 包含屈

098 椀 淡黄緑 須恵質 ロ緑部小片 ロ縁端部わずかに外反． 猿投 包含屈

099 壷 明緑 須恵質 胴部小片 内面板状工具による横方向のナデ． 包含屈

100 ？ 明緑 軟質 細片 包含屈

101 椀？ 淡黄緑 軟質 ロ縁部細片 包含屈

102 椀 緑 須恵質 体部～底部 見込部2本の沈線。 包含屈

103 椀 明薄緑 須恵質 体部～底部 削り出し高台。見込部沈線。 包含屈

104 ？ 淡緑 須恵質 体部小片 内面に板状工具による横方向のカキメ。 東海？ 包含層

105 椀？ 濁緑 須恵質 ロ縁部小片 ロ縁部わずかに外反9 包含層

106 椀？ 4._5 透淡緑 軟質 底部 削り台し高台。底部露胎。 包含層

1町 皿？ 緑 須恵質 ロ緑部小片 P溝4

108 ？ 薄緑 須恵質 体部細片 P溝4

109 椀 7 明緑 須恵質 底部 1/4 削り出し高台。全面施釉。 P溝4

110 椀 8.2 黄緑 軟質 底部 1/4 全体をヘラ状工具により調整？貼り付け高台 包含暦

lll 椀？ 透薄緑 須恵質 底部小片 削り出し高台。 京都 P爵5
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112 椀？ 緑 軟質 ロ縁部小片 ロ緑端部わずかに外反。 近江？ 溝ー19

113 椀？ 薄黄緑 軟質 体部細片 包含層

114 椀？ 透薄緑 須恵質 体部細片 包含層

115 椀？ l浪緑 須恵質 体部小片 包含層

東播系土器観察表

図番号 器種 ロ径 底径 器高 色 調 胎 土 残存状況 形態• 手法 遣構名

1 こね鉢 灰N6/ 砂粒多い ロ緑部小片 建物一17柱穴

2 こね鉢 宵灰5PB 6/ 1 ロ緑部細片 ロ縁部外側重ね焼きで黒くなる。 溝ー18

3 こね鉢 明青灰 5PB7/l ロ縁部細片 ロ緑部外側重ね焼きで黒くなる。 溝ー18

4 鉢 灰N6/ 白色小砂粒多い ロ緑部小片 溝ー21・22

5 こね鉢 灰N6/ 長石多い ロ緑部小片 溝 27

6 こね鉢 (23.0) 灰白25Y 8/ 1 小砂粒多い ロ縁部小片 包含層

7 こね鉢 (26 4) 灰白N7 I ロ緑部小片 包含層

8 こね鉢 (29.6) 灰白N7/ ロ緑部小片 包含層

， こね鉢 (31. 0) 灰白N7/ ロ緑部小片 包含層

10 こね鉢 1B河道

11 こね鉢 灰白N7/ ロ緑部小片 包含層

15 こね鉢 (21. 0) 暗灰N3/ 小砂粒多い ロ緑部小片 ロ縁部外側 2cm程璽ね焼き痕跡。 1004 Cヒ・ット）

16 こね鉢 (24.6) 灰N6/ 小石含む ロ緑部～体部小片 内面使用痕有。 65 (溝）

17 こね鉢 (27. 4) 青灰 5PB6/l ロ緑部～体蔀 内面下半ヘラヶズ,.リ,？ 包含層

18 こね鉢 (27.8) 青灰 5PB 5/ 1 小石含む ロ縁部 1/5 ロ縁部外側重ね焼き痕跡． 包含層

19 こわ鉢 (32. 2) 灰N6/ 小砂粒含む ロ縁部～体部小片 内面使用痕有。 包含層

20 こね鉢 (31. 0) 灰N6/ 砂粒含む ロ緑部～体部 1/8 ロ緑部下端重ね焼き痕有。内面使用痕。 129 (ピット）

21 こね鉢 灰N5/ 口霧部小片 包含層

22 こね鉢 灰白 5Y 7 / 1 ロ縁部小片 包含層

23 こね鉢 灰N6/ ロ緑部小片 , 包含層

24 こね鉢 灰N7/ ロ縁部小片 包含層

25 こね鉢 小砂粒多い 体部小片 包含層

26 こね鉢 灰lOY5 / 1 ロ緑部小片 包含層

27 こね鉢 暗灰N3/ 口霧蔀小片 包含層

28 こね鉢 灰N5/ ロ緑部小片 包含層

29 こね鉢 灰N6/ ロ緑部小片 包含層

30 こね鉢 灰N5/ 砂粒多い ロ縁部小片 包含層

_31 こね鉢 灰N6/ ロ縁部小片 片口部。 士擁ー20・2

32 こね鉢 灰N6/ ロ緑部小片 包含層

33 こね鉢 灰N4/ ロ縁部小片 包含層

34 こね鉢 青灰5PB6/l 砂粒多い ロ緑部小片 包含層

35 こね鉢 灰白N7 I 砂粒多い ロ緑部小片 玉緑部下に重ね焼きの剣離痕跡． 901 (ビット）

36 こね鉢 灰N6/ 口縁部小片 包含層

37 こね鉢 青灰5PB 5/ 1 砂粒多い ロ緑部小片 包含層

38 こね鉢 灰N5/ 小砂粒多い ロ緑綿～体部 1/8 包含屈

39 こね鉢 灰N4/ ロ慧部小片
J 

包含層

40 鉢 灰白N1/ 口縁部小片 ロ縁部外面重わ焼きによる剣離痕？ 包含層

41 こね鉢 灰NG/ ロ懲部小片 包含屈

42 こね鉢 灰N6/ 口綬部小片 包含層

43 こね鉢 灰N5/ ロ緑蔀小片 包含層

“ 
こね鉢 灰N5/ ロ縁部細片 包含層

45 こね鉢 灰白N7/ ロ縁部小片 包含層

船 こね鉢 灰N7/ 口縁部細片 包含層

47 こわ鉢 灰N6/ 底部小片 包含層

48 甕 青灰5PB 5/ 1 体蔀小片 外面乎行クタキメ。 包含層

49 甕 体部小片 包含陪

50 甕 灰N6/ 体蔀小片 外面擬格子タタキメ。 包含層

51 鉢 灰7.5YR6/ 1 小石、砂粒多い ロ緑部小片 建物一2統切t
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52 こね鉢 灰白7.5Y7 /1 ,J ... 砂粒含む ロ緑部小片 土披ー22

53 こね鉢 I 灰N6/ 、卜砂粒含む ロ緑部小片 ±披ー22

54 こわ鉢 灰白2.5Y7 / 1 、卜砂粒含む ロ縁部小片 土痰ー22

55 こね鉢 灰白N7/ 小砂粒含む 底部小片 内面使用痕有． 土撲ー22

56 こね鉢 18.3 8.2 6.2 にぷい橙7.5YR7/4小石、小豆色の粒含 ロ緑部 1/3欠損 底部イトキリ。 652 (ピット）

57 甕 灰N6/ 体部小片 外面乎行ククキメ。 1253 (ピブト）

58 こね鉢 灰N6/ 砂粒多い 底部小片 使用痕有。 782 (ピット）

59 こね鉢 青灰5PB 5/ I ロ緑部小片 士墳ー39

60 こね鉢 灰N3/ 砂粒多い ロ縁部小片 543 Cビット）

61 こね鉢 灰白N7/ ロ緑部小片 包含層

62 鉢 灰N6/ 砂粒多い ロ緑部小片 ロ緑端部わずかに折り曲げふくらみをもつ P溝 5

63 こね鉢 (24.0) 灰N8/ 微砂粒多い ロ緑部小片 包含層

64 壷？ 暗灰N3/ 砂粒多い 体部小片 外面細い乎行クタキメ。 包含層

65 こね鉢 (30.6) ロ緑部小片 ロ緑端部1.5cm程黒くなる。

66 菱 灰N5/ 体部小片 外面平行ククキメ。 井戸ー4

67 甕 体部細片 外面平行クタキメ。 包含厖

68 鉢 灰N6/ ロ縁部小片 包含層

69 甕？ 灰N5/ 体部小片 外面乎行ククキメ。 包含屈

70 鉢 灰7.SY6/ 1 ロ緑部小片 包含層

71 鉢 青灰SPBS/1 ロ縁部～体部小片 499 (柱穴）

72 こね鉢 褐灰10YR4/l 小石、砂粒多い ロ緑部小片 1084 (ビット）

73 鉢 (14 0) 灰 5Y 6/ 1 小石小砂粒含む 底部 内面使用痕。 798 (柱穴）

74 こね鉢 ロ縁部小片 包含層

75 こね鉢 灰N4f ロ緑部小片 包含層

76 こわ鉢 小砂粒多い 体部小片 包含層

77 こね鉢 灰N5/ ロ緑部小片 包合屈

78 甕 体部小片 外面乎行タクキメ。 包含層

79 こね鉢 灰N6/ 小砂粒多い ロ縁部小片 包含層

80 甕 体部小片 外面乎行ククキメ。 （包含層）

81 こね鉢 ロ緑部小片 包含層

82 鉢 灰N6/ ロ緑部小片 包含陪
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瓦器観察表

図番号 器種 ロ径 底径 器高 色 調 胎土 残存状況 形 態 手 法 分類 産地 遺 構 名

001 椀 灰黒 ロ緑部～体部,Jヽ片 内面ヘラミガキ。 m~1 和泉？ 欝― l

002 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 III一 l 和泉？ 溝ー 1

003 椀 灰 ロ緑部～体部 1/2
内面ヘラミガキ。外面J:.半ナデ下半指

和泉 建物一l財主穴
押さえ？

004-1 椀 灰黒 ロ縁部小片 ロ縁部ナデ。内面ヘラミガキ。 和泉 建物一l眈t穴

004-2 椀 灰黒 ロ縁部小片 建物一18柱穴

004-3 椀 灰黒～黒 ロ緑部小片 ロ縁部ナデ。 和泉 建物一18柱穴

004-4 椀 黒 ロ縁部細片 ロ縁部ナデ。 和泉 建物一］就切t

005 椀 淡黒 ロ緑部小片 和泉 建物一21柱穴

006 椀 灰 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 旧― l 和泉 建物一21柱穴

007 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 ID — 1 和泉 建物ー21柱穴

008-1 椀 黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 旧ー 1 和泉 建物一21柱穴

008-2 椀 黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。口緑部外側に沈線？ m-1 和泉 建物一21柱穴

oos~s 椀 灰～狭灰黒 体部小片 見込部暗文。 和泉 建物ー21柱穴

008-4 椀 灰黒 底部小片 内面ヘラミガキ。貼り付け高台。 和泉 建物一21柱穴

009 椀 5 2 底部 内面ヘラミガキ。貼り付け高台。 川― l 和泉 溝ー19

010 小皿 灰黒 1/2 m— l 和泉 溝ー20

011 椀 黒 ロ緑部小片 ロ緑端部内側に段。 m-1 和泉 溝ー20

012 椀 黒 ロ縁部小片 ロ緑端部内側に段。 m-1 和泉 溝ー20

013 椀 灰 ロ縁邪 1/6 m— l 和泉 溝ー20

014 椀 ロ緑邪 1/6 内面ヘラミガ毛 m-1 和泉 洞ー20

015 椀 (3.6) 灰～灰黒 体部～底部小片 内面ヘラミガキ。 mー 1 和泉 碑ー20

016 椀 黒 ロ緑部～体部小片 内面ヘラミガキ。 m— 1 ? 和泉 溝ー20

017 椀 灰 ロ縁部小片 見込部乎行線状の暗文。 和泉 欝ー20

018 椀 黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ状。 和泉 潤ー20

019 椀 淡灰 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ状。 m-2 和泉 溝ー20

020 椀 黒 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ状。 llIー 1 和泉 欝ー20

021 椀 4.7 灰～黒 底部小片 貼り付け高台。 皿— 2 和泉 溝ー20

022 椀 黒 体部～底部小片 内面ヘラミガキ。台形の貼り付け高台。 m-2 和泉 溝ー20

023 椀 (12. 0) 黒 ロ縁部 1/6 皿— l 和泉 聘ー20

024 椀 04.4) 黒灰 ロ縁部 1/6 皿— l 和泉 溝ー20

025 椀 4.1 灰黒 体部～底部小片 内面ヘラミガキ。台形の貼り付け高台。 旧― l 和泉 洞ー20

026-01 椀 17 4.9 4.85 黒～灰 1/6 
見込部平行線状の暗文。三角形貼り付

皿— 2 和泉 溝ー20
け高台。

026-02 椀 灰黒～黒 ロ縁部小片
内面ヘラミガキ。口緑端部わずかに外

和泉 溝ー20
反．

026-03 椀？ 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 溝ー20

026-04 ? 黒 底部小片 内面ヘラミガキ。台形の貼り付け高台。 和泉 溝ー20

026-05 椀 黒～灰 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 溝ー20

026-06 椀 灰～黒 ロ縁部小片 ロ縁端部ナデ後ヘラで調整。 和泉 溝ー20

026-07 椀 灰黒 ロ緑部小片 和泉 溝ー20

026 08 椀 灰～黒 ロ縁部小片 m-2 和泉 溝ー20

026 09 椀 黒 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。 皿― l 和泉 溝ー20

026-10 椀 灰黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 溝ー20

026-11 椀 黒 体部小片 I 
m~z 和泉 溝ー20

026 12 小皿 灰黒 底部小片 内面ヘラミガキ． m-2 和泉 溝ー20

026 13 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿― 2 和泉 洞ー20

O'Z7 1 椀 明灰～淡灰黒 ロ緑部小片 II 内面ヘラミガキ。口徴部外面強い段。 ？ 溝ー20

ozrー 2 椀 灰 体部小片 和泉 溝ー20

027-3 椀 灰白 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 溝ー20

O切一4 椀 灰 体部細片 内面ヘラミガキ。 Illー 2 和泉 溝ー20

028 椀 黒 底部 1/5 内面ヘラミガ毛貼り付け高台。 皿― l 和泉 溝ー21・22

029 椀 灰～灰黒 体部 内面ヘラミガ屯 [[― l 和泉 溝ー21

030-1 椀 4.3 灰 底部 内面ヘラミガキ。貼り付け高台。 Illー 2 和泉 溝ー21

030-2 椀 黒 体部小片 m-? 和泉 溝ー21

030-3 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 溝ー21
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030---4 椀 灰黒 ロ緑部小片 m-2 和泉 溝ー21

030-5 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 溝ー21

031 小皿 黒 ロ緑部小片 m―-2 和泉 土城墓ー 2

032 椀 (15.6) 黒 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。口縁部外面に段。 m-2 和泉 土撲墓ー 2

033 椀 (4.2) 灰黒 底部小片 内面ヘラミガ毛台形の貼り付け高台。 m-1 和泉 ±摸慕ー 2

034 椀 (5.0) 疇～黒 底部 1/2
見込部乎行線状の暗文三角形の貼り付

m-2 和泉 ±撲紘ー 2
け高台

035ー 1 椀 灰黒 ロ縁部小片 Ill一2 和泉 士墳謡ー 2

035ー 2 椀 黒 ロ緑蔀細片 ロ縁端部肥厚。 m-2 和泉 土壊墓ー 2

035ー 3 椀？ 灰黒 底部細片？ m-2 和泉 土墳墓ー 2

035ー 4 椀？ 黒 体部細片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 士壊墓ー 2

035-5 椀 黒 体部細片 m~2 和泉 土披蘊ー 2

035ー 6 椀 灰 ロ縁部細片 内面ヘラミガキ◇ m-2 和泉 士壊墓ー 2

035~7 椀 黒～灰白 体部小片 内面ヘラミガキ。 m~2 和泉 土披墓ー 2

035一 8 椀 黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 m— 2 和泉 ±披墓ー 2

035ー 9 ? 灰 底部小片
見込部平行線状暗文。低い台形貼り付

m-2 和泉 ±披墓ー 2
け高台

036 椀 灰黒 ロ緑部～体部 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 士接ー16

037 椀 灰黒 ロ緑部～体部 内面ヘラミガキ。口縁部の一部桃灰色。 m-1 和泉 土披ー16

038 椀 黒 ロ縁部～体部 内面ヘラミガキ。外面指押さえの跡？ m-2 和泉 士披ー16

039-1 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 土披ー16

039-2 椀 黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 士披ー16

039-3 椀 灰黒 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 土披ー16

039-4 椀？ 灰黒 体部細片 m-2 和泉 土城ー16

039-5 椀 灰 体部小片 内面ヘラミガキ。沈線有。 m-2 和泉 土披ー16

039-6 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 土撲ー16

040 小皿 (8會8) (6 8) (1.4) 灰黒 ロ緑部～底部 1/6 m-2 和泉 包含層

041 椀 灰白 ロ緑部小片 m-1 和泉 包含層

042 椀 黒 ロ縁部小片 m-1 和泉 包含陪

043 椀
I i 

灰黒 体部片 内面ヘラミガキ。（幅狭い）。 m-2? 和泉 包含層

044 椀 灰白～灰黒 底部 1/4
内面ハラミガキ。三角形の貼り付け高 ？ 

台。
和泉 包含屈

045 椀 (14. 0) 灰白 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。 m— I 和泉 包含層

046 椀 (5 2) 淡灰 底部 1/4
内面ヘラミガキ。長方形の低い貼り付

m-2 和泉 包含層
け高台。

047-1 椀 4.9 黒 体部～底部 内面ヘラミガキ。三角形貼り付け高台。 0-2 和泉 包含層

047-2 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m~2 和泉 包含層

048 小皿 8 6 6.9 1.55 黒 体部 1/3 内面ヘラミガキ． m-1 和泉 包含層

049 椀 (14.0) 灰 ロ緑部～体部 l/6 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 包含層（河道2)

050 小皿？ 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉？ 建物一30柱穴

051・052 ? 灰 体部小片 和泉 建物一30柱穴

053ー 1 椀 (5 8) 黒 底部小片
見込部平行線状暗文。三角形貼り付け

m-2 和泉 建物一31柱穴
高台。

053-2 椀 灰 ロ緑部・体部小片 m— 2 和泉 建物一31柱穴

054-1 椀 灰黒 底部小片
見込部太目の平行線状暗暗文。台形張

m-2 和泉 建物一31柱穴
り付け高台。

O訊ー 2 椀 5.6 灰黒 底部 1/3
内面ヘラミガキ。三角形の貼り付け高

旧ー 2 和泉 建物一31柱穴
台。

054-3 椀 灰黒～黒 体部小片 見込部斜格子状暗文令 和泉 建物一31柱穴

055 小皿 馬 ロ緑部 皿―~2 和泉 建物一44柱穴

056ー 1 小皿 (9.4) 黒 口舷部～底部小片 内面ヘラミガキ。 Ill一 2 和泉？ 土壊ー19

056-2 ? 灰白～黒 ... ロ緑部～体部小片 内面ヘラミガキ。 圃ー 2 和泉？ 土壊ー19

057-1 椀 (7.0) 黒 底部 1/4
見込部太目平行線状暗文。三角形貼り

圃ー 2 和泉 S35 (ビット）
付け高台．

057-2 椀 黒 ロ縁部細片 ロ緑部わずかに外反。杓面ヘラミガキ。 囮ー 1 和泉 S35 (ビット）

057-3 椀 灰黒 体部細片 内面ヘラミガキ。 ID一2 和泉 S35 (ビット）

057-4 椀 灰黒 ロ縁部細片 ロ縁端部外反． 皿— 2 和泉 S35 (ビット）

057-5 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ． 阻ー2 和泉 S35 (ビット）

058 小碗 (7.1) 灰 1/4 内面ヘラミガキ。三角形貼り付け高台。 D-1? 楠葉？ 包含層

059 椀 4.7 灰黒～淡褐 底部 内面ヘラミガ主台形の貼り付け高台。 D-? 和泉 916 (柱穴）
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060 椀 4.2 灰黒 底部 1/2 内面ヘラミガキ。貼り付け高台． Il-? 和泉 包含層

061 椀 14 5 4 8 5.3 淡灰白 完形
見込部平行線状の暗文。低い台形状の

Il-2 和泉 包含屑
高台。

062 小皿 9 2 淡灰 ロ緑部～底部 1/6 皿― l 和泉 土擁ー13

063 小皿 (8.0) (6 5) (1.25)灰 ロ緑部～底部
ロ縁ガ部キナデによる薄い仕上げ内面ヘラ
ミ。

m-1? 和泉 包含層

064 小皿 8.4 4 9 1. 7 灰白 1/4 m-2 和泉 包含層

065 小Jill 8.8 7 2 1.85 灰黒 ロ縁部～底部 1/2
内面ヘラミガキ。口縁部回転による引

m— l 和泉 包含層
き上げ．

066 小皿 灰黒 ロ縁部小片 皿― 2 和泉 包含層

069 椀 (4.4) 黒灰 底部小片 内面ヘラミガキ。台形の貼り付け高台。 m-2 和泉 包含履

070 椀 3鼻， 灰黒～荻橙 底部小片 低い台形の貼り付け高台。 m-2 和泉 包含層

071 椀 (11. 2) 灰黒 口徴部小片 皿― l 和泉 包含層

072 椀 灰黒 体部～底部小片 三角形貼り付け高台。 ？ 和泉 包含層 ： 

073 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿― 2 和泉 包含眉

074-1 椀 灰黒 底部小片
見込部平行線状暗文。三角形貼り付け

m-? 和泉 S37 C溝）
高台。

074-2 椀 灰白～灰黒 底部細片
見込部平行線状暗文。台形貼り付け高

m-2 和泉 S37 (溝）
台。

074-3 小1IIl 黒 体部小片 内面ヘラミガ毛 皿ー 2 和泉 S37 (溝）

014~4 椀 黒～灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿― 2 和泉 S37 (溝）

074-5 椀 灰黒 体部細片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 S37 (溝）

075 椀 淡灰 ロ縁部～体部 内面ヘラミガキ。外面下半指押え． 皿― 2 和泉

076 椀 灰黒 ロ縁部 1/6 m— 2 和泉 包含層

077 椀 (5.8) 灰 底部 1/5 台形の貼り付け高台。 m-2 和泉 包含層

078 椀 灰黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 包含層

079 椀？ 黒 ロ縁部小片 m-1? 和泉 504 C柱穴）

080 椀 5.2 灰 底部 1/5
見込部平行線状暗文。台形貼り付け高

m-2 和泉 包含層
台。

081 小皿 黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉？ 322 (ビット）

082 椀 漆黒 ロ縁祁小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉？ S63 Cピット）

083 椀 (14 7) 黒 ロ緑部～体部 1/6 見込部平行線状の暗文。 m-2 和泉 包含層

084 椀 4.9 灰黒 体部～底部 見込部斜格子状暗文。貼り付け高台。 m— l 和泉 包含層

085-1 椀 (13.8) (4.2) (5.0) 灰黒～灰白 ロ緑部～体部 1/5 内面ヘラミガキ。見込部平行線状陪文。 m-2 和泉？ 68 Cピット）

085-2 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガ毛 DI―-2 和泉？ 68 (ピット）

086 椀 (15 3) 灰黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 包含層

087 椀 (14 8) 淡灰黒 体部片 内面ヘラミガキ。 m-1? 和泉 包含層

088 ？ 灰黒 体部細片 ？ 和泉？ 350 (ビット）

089 椀 灰黒～黒 体部小片 IIIー 2 和泉 694 (ビット）

090 小JllL 灰黒 ロ縁部小片 ロ縁部は薄く、強く外反。 m 2 和泉 936 (たわみ）

091-l 椀 淡灰 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿― l 和泉 987 (ピット）

091-2 椀 黒 体部細片 内面ヘラミガキ。 m—? 和泉 l113 (柱穴）

092 椀 灰白 ロ縁部小片 m-2 和泉 1169 C土城）

093 椀 灰黒 体邪小片 m-2 和泉 1224 (ヒ・ット）

094 椀？ 灰黒～黒 ロ緑部小片 m-2 和泉 1270 (溝）

095 椀 黒 体部小片
内面ヘラミガキ。見込部平行線状？の

旧― l 和泉 1344 (ビット）
暗文。

096 椀 黒 底部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 1435 C柱穴）

097 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿―? 和泉 B 4 (ピット）

098 椀 灰黒 底部小片 内面ヘラミガ毛 m—? 和泉 B21 (ピット）

099 小皿？ 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 B40 Cピット）

100 小皿？ 灰 ロ緑部細片 m—? 和泉 S20 (ビッ})

101 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 阻— l 和泉 S31 C溝）

102 椀 灰黒 ロ緑部小片 皿― l 和泉 S49 (ビッ I-)

103 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 S 6 (講？）

104 椀 黒 ロ緑部小片
内面ヘラミガキロ緑部ヨコナデ後箆で

ID一 2 和泉 S69 (どット）
調整

105 椀？ I 灰黒 ？ 内面ヘラミガ主 m~? 和泉 井戸ー4

106 椀？ 灰黒 体部細片 ？ 和泉 499 (柱穴）

107 ？ 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿― 1 和泉 1145 (ピット）
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108 椀 黒 体部小片 和泉 1452 (士城墓）

109 椀 灰～黒 体部細片 和泉 l知（土接）

110 ？ 黒 体部細片 内面ヘラミガキ。 和泉 356 (溝）

111 椀？ 灰白～黒 体部～底部小片
見込部平行線状暗文。台形貼り付け為

和泉 98 (土撲）
台。

112 椀 灰黒 ロ縁部細片 ロ縁部ナデ。 和泉 ll50(SB公螂）

113 4直？ 灰黒 体部r_p片 和泉 1342 (ピット）

114 ？ 灰黒 体部小片 ？ l'l:f6 (ビット）

115 椀？ 淡灰～灰黒 体部細片 内面ヘラミガキ。 ？ 1149 (柱穴）

116 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガ毛 和泉 S60 C土城）

117 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 B30 (ビット）

118 椀 淡灰～灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 B31 (ビット）

119 椀 黒 ロ縁部小片
内面ヘラミガキ。口緑端部わずかに外

和泉 S31 (ビット）
反。

120 椀 灰黒 ロ縁部小片
内面ヘラミガキ。口縁端部わずかに外

和泉 B38 (ビッ I-)
反。

121 椀 灰白 底部小片 内面ヘラミガキ。貼り付け高台。 和泉 B43 Cピット）

122 椀？ 淡灰～灰黒 体部細片 和泉 43 (ビット）

123 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 溝―11

124 椀？ 灰白～黒 体部細片 和泉 士凜ー66

125 ？ 灰黒 体部細片 和泉 354 C土漿）

126 椀 灰～灰黒 ロ縁部細片 和泉 354 (士凛）

127 椀？ 黒 体部細片 内面ヘラミガキ。 ？ 1433 C土漿）

128 椀 黒～灰白 体部細片 m-2 和泉 1433 (土墳）

129 椀 灰 体部細片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉？ 1433 (士城）

130-1 小皿 灰黒 体部小片 m—? 和泉 S20 (ビット）

130--2 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 S69 (ビット）

131 椀 灰黒 ロ縁都小片
ロ緑端部内側に小さい段。平行のヘラ

D-3? 楠葉？ 建物一l就げ穴
ミガキ

132-1 椀 04. 8) 黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 建物一l味主穴

132-2 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m— 1 和泉 建物一19柱穴

132-3 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-? 和泉 建物一1味t穴

133 椀 灰黒 体部細片 内面ヘラミガキ。 D-? 和泉 建物一2洸むt

134 椀 灰黒 体部小片 皿— 2 和泉 包含層

135 椀 ロ縁部小片 阻ー？ 和泉 包含層

136 椀 黒 ロ緑部～体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2? 和泉 包含層

137 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 ？ 和泉 包含層

138 椀 灰黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 旧—? 和泉 包含層

139 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ◇ m-2 和泉 包含層

140 椀 灰黒 体部小片 見込部斜格子状暗文。 Ill一 1 和泉 包含陪

141 椀 黒 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 包含層

142 椀 黒灰 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿— 2 和泉 包含層

143 椀 灰黒 底部小片
見込部乎行線状の暗文。三角形貼り付

皿ー 2 和泉 包含層
け高台

144 椀 灰黒 体部小片 m—·l 和泉 包含層

145 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 包含層

l祁 椀 灰黒 ロ緑部小片 m-2 和泉 包含層

147 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 包含層

148 椀 灰～灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿ー 1 和泉 包含屈

l俎 椀 灰～灰黒 体部小片 内面ヘラミガ主 罰ー 1 和泉 包含層

150 椀 灰黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 皿— l 和泉 包含層

151 椀 黒 ロ縁部小片 m-2 和泉 包含屈

152 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿ー 2 和泉 包含層

153 椀 灰 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 包含層

154 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 ID-2 和泉 包含層

155 ？ 灰 微砂粒含む 体部細片 内面ヘラミガキ。外面押圧 包含層

156 ？ 灰 微砂粒含む 体部細片 内面ヘラミガキ。外面押圧 包含層

157 椀？ 灰黒 底部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉

158 椀？ 灰黒 体部小片 m—? 和泉 包含層
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159 椀？ 黒 体部片 m-1 和泉 包含屈

160 ？ 黒 底部小片 三角形貼り付け高台． ？ 和泉 包含屈

161 椀 灰～黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 包含陪

162 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ？ 和泉 包含屈

163 椀 灰黒 ロ縁部小片
ロ縁端部わずかに外反。内面ヘラミガ

和泉 包含屈
キ。

164 椀 漆黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 包含恩

165 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ． 和泉 包含層

166 椀 黒 底部小片 三角形貼り付け高台。 和泉 包含層

167 椀 灰白～灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 包含層

168 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 包含陪

169 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ． 和泉 包含層

170 椀 灰～灰黒 底部小片 内面ヘラミガキ。五角形貼り付け高台。 和泉 包含陪

171 椀 黒 底部小片 内面ヘラミガキ。台形貼り付け高台。 和泉 包含層

172 椀 灰～灰黒 底部小片 内面ヘラミガキ。台形貼り付け高台。 和泉 包含層

173 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 和泉 包含陪

174 椀 灰黒 体部細片 和泉 包含層

175 小皿 灰～黒 ロ縁部細片 内面ヘラミガキ。 和泉 包含層

176 ？ 灰白～灰 体部細片 内面ヘラミガキ。 和泉 包含層

177 ？ 灰黒 体部細片 和泉 包含層

178 椀 灰白～黒 体部下半小片 内面ヘラミガキ。 圃ー 2 和泉 包含陪

179 椀 淡灰桃～灰黒 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ． 和泉 包含層

180 椀 灰黒 体部細片 和泉 B 5 Cビット）

181 椀 灰白 底部 1/4
見込部平行線状暗文。三角形貼り付け

和泉 包含層
高台。

182 椀 黒 底部小片 三角形貼り付け高台． 和泉 包含層

183 椀？ 灰白～灰黒 ロ縁部細片 和泉 包含層

184 椀 灰黒 体部小片 m~2 和泉 包含層

185 椀 黒 体部小片 m-2 和泉 包含層

186 椀 灰黒～灰白 体部小片 m~2 和泉 包含層

187 椀 灰黒 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ。 皿ー 2 和泉 包含層

188 椀 灰白 体部小片 内外面ヘラミガキ。 ？ ？ 包含層

189 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 旧？ 和泉 包含層

190 椀 灰～灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 包含陪

191 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 包含層

192 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m 2 和泉 包含層

193 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 lIIー 2 和泉 包含層

194 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 包含層

195 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 包含層

196 椀 灰～黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 包含層

197 椀 黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 m-1 和泉 包含層

198 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 ？ 包含層

199 椀 灰黒 ロ緑部細片 fil~2 和泉 包含層

200 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 DI —2 和泉 包含層

201 椀 灰黒 ロ縁部小片 内面ヘラミガキ。 m-2 和泉 包含層

202 椀 白～灰黒 ロ緑部小片 内面ヘラミガキ． m-2 和泉 包含層

203 椀 灰黒 底部小片 内面ヘラミガキ。貼り付け高台。 m-2 和泉 士墳ー15

204 椀 灰黒 体部 内面ヘラミガキ． m~2 和泉 溝―17

205 椀 灰黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿― l 和泉 包含層

206 椀 灰黒 底部小片 ？ 和泉 P溝5

207 椀？ 灰白 微砂粒含む 体部小片 内面ヘラミガキ。 包含層

208 ？ 灰黒 微砂粒含む ロ緑都細片 包含層

？ 小片 9点 小片一括個体数不明。 和泉 溝ー20

椀 灰黒～黒 体部小片 内面ヘラミガキ。 皿 l 和泉 包含層
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輪入磁器観察表

図番号 種別 器桓 ロ径 底径 器高 色 調 胎 ± 残存状況 形態• 手 法 時 期産 地 遣構名

001 冑磁 小皿 4.2 透淡ウダイス 緻密 底部 l/2
内面櫛描ジダザグ点緑

12---13 同安窯系 溝ー 1
文。底部釉かきとる。

002-1 白磁碗 5.5 白 緻密 底部 1/2 外面体部下半｀底部無 12 
粕。見込沈線状の段。

溝ー 1

002-2 白磁 碗？ 灰白 緻密 体部小片 12 洞ー 1

002-3 白磁 碗？ 透白 緻密 体部r」ヽ片 12 溝ー 1

003 宵磁碗 薄緑 緻密 体部小片 13 龍泉系？ 溝-2

004 白磁碗 灰白 緻密 ロ縁部・体部小片 ロ縁部小さい玉縁。 12 溝ー 2

005 冑磁碗 14.7 5 2 5.1 ウグイス 1/2 
ロ緑部，体部五輪花。輪

9-10 越州窯 包含層
高台。盪付露胎

006 背磁碗 灰オリープ 緻密 ロ縁部,jヽ片 ロ縁部輪花。 9-10 越州窯系 包含層

007 白磁 皿？ 灰白 ロ縁部外反。 ロ緑部外反。 12-13 936 (たわみ）

008 宵磁 碗？ (18.4) 淡緑灰 緻密 ロ緑部～体部
ロ縁部体部五？輪花。 9~10 越州窯系 包含層
ロ縁部ラッバ状。

009 白磁碗 透白 ロ緑部小片 建物一9柱穴

010 白磁碗 6.4* 乳白 底部 1/3 蛇の目高台．屈付研磨。 9-10 定窯系 包含層

Oll 白磁碗 6.0* 乳白 底部 1/4
蛇の目高台。昼付研磨。

9-10 定窯系 包含層
高台内一部露胎。

012 青磁？碗 5.8* 淡灰オリーブ 底部小片
蛇の目高台。昼付に目

9 ---10 越州系？ 包含層
跡。二次的加熱？

013 白磁碗 (17.0) 灰オリープ 緻密 ロ縁部小片 ロ縁部玉縁。 12 902 (ビット）

014 白磁碗 明灰白 緻密 ロ緑部小片 ロ緑部玉緑。 12 1218 (ヒ~ ット）

015 白磁碗 (15. 0) 灰白 緻密 ロ緑部～体部 1/6
小さい玉縁。外面体部下
半露胎。 12 包含厖

016 白磁碗 (14. 9) 灰オリープ ロ縁部小片 ロ縁部玉縁。 12 包含屈

017 白磁 碗 (15.2) 灰白 緻密 ロ縁部 1/6 ロ緑部玉縁。 12 包含層

018 白磁 碗 (15. 2) 灰白 ロ縁部 1/6 ロ縁部玉縁。 12 包含層

019 白磁 碗 (15 5) 灰白 ロ縁部～体部 1/6 ロ縁部玉縁。 12 包含層

020 白磁 碗？ (5.9) 灰白 底部 1/5
非常に浅い削り出し高

12? 包含層
台。

021 白磁 碗 (5.0) 濁灰白 体部～底部
内面沈潜状の段．非常に

12 包含層浅い削り出し高台。

022 白磁 碗 C15 8) 淡灰オリープ ロ緑部小片 ロ緑部玉縁。 12 包含層

023 白磁 碗 (17 .2) オリープ灰 緻密 ロ縁部小片 ロ緑部玉緑。 12 包含隔

024 白磁 碗 (17 .0) 白（黄） 口縁部小片 ロ緑部玉縁。 12 包含層

025 白磁 碗 灰白 緻密 口縁部小片 ロ縁部玉縁． 12 包含層

026 白磁 碗 淡ウグイス 緻密 ロ緑部小片 ロ縁部玉縁。 12 包含層

O'Z'l 白磁 碗 濁白 ロ縁部小片
釉口縁部下に玉状に垂

12 包含層
下．

028 白磁 碗 灰白 ロ縁部小片 ロ縁部玉緑。 12 包含層

029 白磁 碗 5鼻2 （灰）白 緻密 体部～底部 1/5
非常に浅い削り出し高

12 包含層
台。見込部圏線。

030 白磁 碗 5.2 灰白 緻密 底部 1/3
非常に浅い削り出し高

12 包含層
台。

031 白磁 碗 5.2 濁灰 底部 l/ 3 
見込部に素地焼きの重ね

12 包含僭
焼の痕跡？畳付研磨。

032 白磁 碗 5 8 淡白黄 体部～底部
非常に浅い削り出し高

12 包含層
台．内面見込部沈線。

033 背磁 碗 (6.5) 濃緑灰 体部～底部
非常に浅い削り出し高

包含層
台。見込部沈線状の段。

034 白磁 碗 淡灰オリーブ ロ緑部小片 ロ緑端部外反。 12? 包含層

035 白磁 碗 (15.6) 明灰白 ロ緑部 1/5 12 包含層

036 白磁 碗 (16.4) 淡灰オリーブ ロ緑部小片 ロ緑端部わずかに外反。 12 包含層

037 白磁 碗 (15.4) 濁灰白 ロ縁部 1/6 ロ緑端部外反。 包含層

038 青磁 碗 06.9) 淡灰緑 ロ縁部小片 円面飛雲文。 13 龍泉窯系 包含層

039 白磁 碗 06.4) 淡黄白 ロ縁部 1/5 ロ緑部玉縁。 15? 包含層

040 背磁 碗 淡録 ロ縁部小片 外面鍋蓮弁文．砧青磁。 13 龍泉窯系 包含層

041 白磁 碗 濁灰白 ロ緑部小片 包含層

042 肯磁 碗 薄緑 ロ緑部小片 外面雷文。 15 

043 宵磁 碗 淡緑灰 緻密 体部小片
内面榔描と片切彫による

13 龍泉窯系 包含層
文様．
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044 育磁 碗 明ウグイス 体部小片 内面片切彫による文様。 13 龍泉窯系 包含陪

045 磁 小皿？ 3.6 淡黄 体部～底部 13 建物一1就t穴

046 白磁 碗 (5.2) 灰白 体部～底部
削り出し高台。二次的加

13 建物一21柱穴
熟？

047 青磁 碗？ 明ウグイス ロ緑部細片 ロ縁部玉縁。 12 溝ー19

048 白磁 碗 淡灰オリープ ロ縁部小片 ロ縁部玉縁。 12 溝ー19

049 白磁 碗 明白（黄） 緻密 体部～底部
削り出し高台。体部外面

12 溝ー19
下半ヘラヶズリ。

050 白磁 碗 白（黄） 体部～底部 削り出し高台。 12 溝ー19

051-1 磁器 小皿？ 3.1 淡黄 須恵質 体部～底部小片
底部ヘラキリ、ヘラによ

12----13 欝ー20
る沈線。

051-2 白磁 小1IIl 浅黄緑 緻密 ロ緑部 l/ 6 12-13 溝ー20

051-3 白磁 小III1 淡黄白～浅黄緑 緻密 体部～底部小片 底部ヘラキリ？ 13 溝ー20

052 白磁 碗 16.4 乳白 緻密 ロ縁部 1/4 ロ縁部玉縁。 12 溝ー20

053-1 白磁 碗 濁白 緻密 ロ緑部細片 薄手で玉緑小さい。 12 溝ー20

053-2 白磁 小皿 浅黄緑 体部小片 溝ー20

053-3 白磁 碗 灰オリープ 緻密 体部小片 12 溝ー20

053-4 白磁 小皿？ 明灰オリープ 緻密 体部小片 12,,....,13 溝ー20

053-5 白磁 碗 明灰オリーブ 緻密 体部～底部
浅い削り出し高台。外面

12-13 溝ー20
体部下半底部露胎。

054 白磁 瓶 灰（白） 少し砂っぼい 体部小片 内面釉無し。 欝ー21・22

055 白磁 碗 17 5.1 7.3 灰オ lJープ 緻密 完形
内面櫛描文。口緑端部水

13 同安窯系 土撰墓ー 2
平になる．

056-1 白磁碗 15.6 5.2 6淡灰オリーブ 緻密 完形
見込部に沈線。体部外

13 同安窯系 ±廣慕ー 2
面～高台部ヘラケズリ。

056-2 白磁 ？ 灰白 緻密 体部小片 13? 士演廷ー 2

057 青磁碗 (16.6) ウグイス 含微砂 ロ緑部～体部 1/6
櫛描と片切彫による草花

12>13 龍泉窯系 土隣ー16
文。

058 白磁碗 17 0 明灰オリープ ロ縁部小片 ロ緑部玉縁。 12 包含層

059 白磁碗 (16.3) 灰白 緻密 ロ緑部小片 体部内面J::半に沈線。 12-13 包含層

060 白磁碗 (15, 8) 灰オリープ 緻密 ロ緑部小片 ロ縁部玉縁。 12 包含陪

061 白磁碗 (16. 0) 淡黄灰 砂粒多い？ ロ縁部～体部小細片 ロ縁部玉縁。 12 包含層

062 青白磁 小壷蓋 (4 4) (1.45) 淡青白 緻密 l / 6 
重蓮弁文（菊花？）を型

12 包含層
押しで陽刻。

063 青磁 合子蓋 4 8 (1 6) 淡浅緑 緻密 ロ緑部 1/4
外面型押しで蓮弁文をあ

12 包含陪
らわす。

064 白磁碗 (13. 0) 透淡ウグイス 緻密 ロ縁部小片 内面割花文。 包含陪

065 青磁碗 2 6 青白 緻密 底部小片 14初頭 龍泉窯系 包含層

066 白磁碗 透白 緻密 体部小片
薄手。釉付けかけ。内面

12 溝ー29
下半に沈線。

067-1 磁器 小皿 2.8 荻灰黄 体部～底部 釉付けかけ。 13 溝ー29

067-2 白磁碗 オ l)ープ灰 体部小片 12 溝ー29

068 白磁 ？ 白 緻密 体部細片 12? 士披ー24

069-1 青磁碗 4.8* 灰褐 体部～底部小片
削り出し高台。高台内側 13 
に砂痕．

土墳ー24

069-2 青白磁？ 背白 緻密 ロ緑部小片
ロ緑端部外反。内側櫛描 12 
文。

±演ー24

070 白磁皿 5.2 乳白 体部～底部小片
外面体部下半底部露胎。

土墳ー24
見込部沈線状の段。

071 天目碗 10.4 2 6漆黒 堅微 ロ緑部～体部 1/3
体部下半～涵台にかけへ

13- 建窯？ たわみー 4
ラケズリ。

072 青磁碗 (15.5) 淡緑灰 緻密 ロ縁部小片 外面鏑蓮弁文。 13 龍泉窯系 包含陪

073 青磁碗 (15.0) 淡灰緑 ロ緑邪小片 外面縞蓮弁文。 13 

074 青磁碗 (15.6) 黄灰 緻密 ロ緑部小片 外面ヘラガキ蓮弁文。 13 飽泉窯系 包含限

075 青磁碗 (16.2) 淡宵緑 ロ緑部小片 外面縞蓮弁文。 13 龍泉窯系 包含隠

076 青磁碗 灰オリープ ロ緑部小片 外面縞蓮弁文。 13ヽ 龍泉窯系 包含層

077 青磁碗 (15.6) 濁淡緑黄 ロ緑部小片 外面鍋蓮弁文。 13 龍泉窯系 包含層

078 青磁碗 (16.8) I 薄緑 ロ緑部小片 外面縞蓮弁文． 13 饂泉窯系

079 青磁碗 17.8 淡灰緑 ロ緑部～体部 1/4 外面縞蓮弁文。 13 記泉無系 包含層

080 青磁碗 (4尋5) 緑青 底部jヽ片 砧育磁。 14 龍泉窯系 包含贋

081 白磁碗 5.4 灰白 緻密 底部 3/4
削り出し高台。見込部重

12-13 包含層
ね焼きの痕跡有り。
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082 青磁 碗？ 4.6 明緑灰 底部 1/3 削り出し高台． 12 包含層

083 青磁碗 濁緑 緻密 底部 削り出し高台。無文． 13 龍泉窯系 包含盾

084 青磁碗 3.4 淡ウダイス 底部小片 13新 艇泉窯系 包含層

085 白磁碗 5.2* オリープ灰 緻密 底部のみ
削り出し高台。見込部に 13 

皿
龍泉窯系 包含層

086 白磁碗 乳白 体部～底部
削り出 L高台。内面見込 12 
部に laa程釉かからず

包含層

087 白磁碗 3.8 白 緻密 体部～底部
肖9り出し高台．体部内面 12 
上位沈線々

建物一心柱穴

090 青磁碗 2.9 薄灰緑 底部 1/4 畳付研磨。 12<13 飽泉窯系 1068 Cビット）

091 白磁 小皿 (9.4) 明灰白 ロ緑部～体部 1/5 内外面体部下半露胎。 建物一l就t穴

092 白磁 小llll 9.9 3 2.6 白黄 緻密 1/3 
底部ヘラキリ。口緑部わ 12 

ずかに内ほ。
1347 (ビット）

093 白磁 小皿 3.6 明白 緻密 体部～底部小片
底部ヘラキリ。外面体部 12 
下半～底部露胎。

1346 (ピット）

094 白磁 小皿 00. 6) (8.0) 灰オリープ ロ縁部 1/4 体部の屈曲部内面に段。・ 13>14 同安窯系 包含層

095 白磁 小llll 10.5 3.95 2. 7 白黄 1/3 
底部ヘラキリ。見込部に 12 
圏線。

包含層

096 白磁 ？ 透白 ロ緑部小片 12 包含層

097 青磁 小碗 オリーブ灰 緻密 体部～底部小片 13 龍泉窯系 包含厖

098 白磁 碗？ 2.6 淡黄白 底部 1/2 削り出し高台． 15 李朝 559 (ピット）

099 青磁碗 5.3 薄緑 体部～底部
削り出し高台。見込部に

13 龍泉窯系 包含層
圏線。片切彫草花文

100 青磁杯 淡緑灰 緻密 ロ緑部小片
ロ縁部鋭く外反。外面蓮

14初 龍泉窯系 包含屈
弁文。

101 青磁碗 透緑黄 ロ縁部小片 外面鍋蓮弁文。 13 龍泉系？ 901 Cヒ・ット）

102 青磁碗 4.9 淡灰緑 体部～底部
削り出し高台。内面片切

12 龍泉窯系 S42 (柱穴）
彫による花文

105 白磁 小皿 明灰白 ロ緑部～体部小片
ロ縁部外反。体部下半露

12 土墳一51
胎。

106 

107 白磁碗 6.1 灰白 底部
見込部沈線状の段。浅い

12 P溝5
削り出し高台。

108 青磁 ？ ウグイス 体部小片 外面鏑蓮弁文。 13 建物一30柱穴

109 磁器 ？ 明灰褐 含微砂 ロ縁部小片 257 (ピット）

110 青磁 碗 濁緑 体部小片 外面鏑蓮弁文。 13-1材刃 283 (I::."ット）

111 白磁 碗 灰白 体部細片 12-13 365 (ピット）

112 青磁 碗 明（淡）緑 含傲砂 体部小片 13 龍泉窯系 626 (ビット）

113 白磁 碗？ 白（灰） 緻密 体部小片 12 918 (柱穴）

114 白磁 皿？ 明白 体部細片 12 建物一20柱穴

115 青磁 碗 淡黄褐 体部小片 12<13 土披ー 8

116 磁器 小皿？ 浅黄緑 体部小片 13 建物一1焼主穴

117 青磁 小皿？ 薄緑 体部小片 13 1016 (ヒ．．ッ I-)

118 白磁 碗 乳白 体部小片 9-10 定窯系 1030 (柱穴）

119 白磁 ？ 明白 体部細片 12? 土披ー64

120 白磁 碗 明白 体部小片 12 1124 (ビット）

121 白磁 皿 明白 体部小片 12 ll69 (士~)

122 白磁 碗？ 灰白 体部小片 12 建物ー29柱穴

123 白磁 碗？ 白黄 ロ緑部細片 12 建物一四柱穴

124 白磁 碗？ 明灰白 体部小片 内面櫛描文。 12,.....,13 1253 (ビブ 1-)

125 白磁 小皿 白黄 ロ縁部小片 ロ緑部わずかに内類。 12? 1270 (潤）

126 白磁 小皿？ 灰オリープ ロ緑部小片 ロ緑部わずかに内傾。 12? 1296 (ピッ l-)

127 白磁 ？ 乳白 級 体部細片 12? 1347 (ビット）

128 白磁 ？ 灰白 緻密 体部細片 12? 土撲ー14

129 青磁 碗 明青白 緻密 体部,jヽ片
外面削り出し蓮弁、櫛

13 龍泉窯系 1399 (ピット）
目。内面片切彫で施文

130 青磁 小皿？ 蒲黄緑 緻密 体部細片 見込部？に段。 12? 1439 (±00 

131 白磁 ？ 白 ロ縁部細片 B20 (ピット）

132 白磁 !DI.? 灰オリープ 緻密 ロ緑部細片 ロ縁端部外反。 12 1433 (士撰）

133 白磁 ？ 白 ロ縁部細片 ロ緑部小さい玉縁。 建物一50柱穴

134 青磁 碗 淡灰緑 体部小片 13<14 包含層
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135 白磁 碗 濁灰白 体部小片 12-13 包含層

136 青磁 碗 明緑黄 体部小片 内面櫛描点綴文、片切彫。 13 同安照系 包含層

137 青磁 碗 (14. 8) 淡ウダイス ロ緑部
体部内面下半沈線、櫛描

13 同安窯系 包含園
点綴文。

138 青磁 碗 濁黄緑 体部小片 外面鏑蓮弁文。 13 龍泉窯系 包含恩

139 青磁 碗 淡濁緑 体部小片
内面片切彫による草花

13<14 包含層
文。

140 白磁 碗 明灰白 ロ縁部小片 ロ緑部玉縁。 12 包含層

141 白磁 碗 明灰白 ロ縁部小片 ロ縁部玉縁。 12 包含層

142 白磁 碗 灰オリーブ ロ縁部小片 ロ緑部玉緑． 12 包含層

143 白磁 碗 濁灰白 体部小片 12 包含層

144 白磁 碗？ 明黄白 体部小片 12 包含層

145 白磁 皿 明肖白 ロ縁部小片 ロ緑部外反。 13? 包含層

146 青磁 碗 明薄緑 体部小片 12? 包含層

147 青磁 碗 濁緑 高台部小片 浅い削り出し高台。 13 龍泉照系 包含層

148 青磁 碗 灰 体蔀小片 13 龍泉窯系 包含層

149 白磁 碗？ 明白 ロ縁部細片 ロ緑部外反。 12? 包含限

150 白磁 碗 淡灰白 ロ緑部小片 口ハゲ。 13>14 包含層

151 青磁 碗 薄緑 体部小片
外面縞蓮弁部、大きな弁

13 龍泉照系 包含層
をヘラで描く。

152 白磁 碗 灰白 ロ緑部小片 ロ緑部玉緑 12 包含層

153 白磁 碗？ 明白 体部小片 削り出し高台、畳付研磨。 12 包含層

154 白磁 碗 明灰オリープ 体部小片 体部内面に沈線。 12 包含屑

155 青磁 碗 淡灰緑 体部小片 二次的に加熱？ 13 龍泉照系 包含層

156 青磁 碗 明薄緑 体部小片 外面鏑蓮弁文。 13 能泉窯系 包含屑

157 白磁 小皿？ 白 砂粒多い？ 体部小片 12 包含層

158 白磁 小皿 明黄緑 緻密 体部～底部 底部ヘラ切り。 13 包含層

159 青磁 碗 浅緑 体部小片
内面櫛描、片切彫による

13 龍泉窯系 包含層
草花文。

160 青磁 碗 淡緑 体部小片 外面蓮弁文？ 13 籠泉窯系 包含層

161 青磁 碗 ウグイス 体部小片 13 龍泉窯系 包含層

162 白磁 皿 灰白 ロ緑部小片 口ハゲ。 13 包含層

163 青磁 碗 淡黄緑 ロ緑部小片 ロ縁部内側に沈線。 12-13 包含層

164 白磁碗 濁淡灰緑 体部小片 内面櫛描文． 13 龍泉窯系 包含層

165 白磁碗 透黄緑 体部小片 外面鍋蓮弁文。 13 龍泉窯系 包含屑

166 臼磁 碗？ 灰白 体部～底部
内外面体部下半～底部露

包含屑
胎。

167 白磁碗 灰白 体蔀小片 見込部沈線状の段。 12 包含層

168 白磁碗 灰白 口霰部小片 ロ綬部玉縁。 12 包含層

169 白磁碗 灰 体部小片 12 包含層

170 青磁 小皿 薄黄緑 体部小片 13 包含層

171 白磁碗 明灰白 体部小片 見込部に沈線。 包含層

172 白磁 碗？ 明灰白 ロ縁怒小片 ロ綬端部外反。 12 包含層

173 白磁碗 明灰白 ロ緑蔀小片 ロ緑部玉緑。 12 包含層

174 青磁碗 淡濁緑 砂分含 体部小片
外面ヘラミガキ鉛蓮弁 15 
文？二次的加熱。

包含層

175 青磁 碗？ 灰 体部小片 外面ヘラガキ鍋蓮弁文? 15 包含層

176 白磁 ？ 乳白 体部小片 12 包含層

177 白磁 ？ 透白 体部小片 12? 包含層

178 青磁碗 淡 体部小片 外面鏑蓮弁文。 13 包含層

179 青磁碗 紐 体部小片
外面片切彫風沈線。内面
片切彫による文様。 13 

包含層

180 白磁碗 濁灰白 体部小片 内面沈線。 12 包含層

181 白磁皿 乳白 ロ緑部小片 ロハゲ。 13 包含層

182 白磁 .IIll? 乳白 体部小片 12 包含層

183 青磁碗 ウグイス l体部小片 13 龍泉窯系 包含層

184 I青磁碗 明ウグイス 体部小片
内面櫛描•片切彫による 13 
文様。

龍泉窯系 包含層

185 l白磁碗 灰白 緻密 体部小片 外面体部下半に沈線。 12 包含層

186 青磁碗 オリープ灰 緻密 体部小片 9-10 越州系？ 包含層
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187 青磁碗 オリーブ灰 緻密 体部小片 9~10 越州系？ 包含層

188 白磁 碗？ オリーブ灰 緻密 体部細片 12 包含層

189 白磁碗 ？ 高台部 深い削り出し高台。 12? 包含屈

190 白磁碗 明灰 ロ緑部細片 ロ縁端部外反。 12 包含層

191 白磁 ？ 乳白 体部細片 12 包含厖

192 白磁碗 明灰オリープ 緻密 ロ緑部小片 ロ縁端都外反。 12 包含層

193 白磁碗 白 体部～底部 蛇の目高台？ 9 ,_.,10 定窯系 包含層

194 白磁碗 明ウグイス ロ縁部小片 ロ縁端部外反。 12 包含層

195 白磁碗 淡ウグイス 体部小片 12 包含層

196 白磁 四耳壷 淡灰黄 緻密 体部小片
内側にも釉かかる（淡ウ 12 
グイス色）◇

包含層

197 青磁碗 淡（灰）褐 体部小片 9-10 越州系？ 包含層

198 白磁碗 淡ウダイス 体部小片 外面体部下半露胎。 12 包含陪

199 白磁碗 濁灰 体部～底部
非常に浅い削り出し高 12 
台。

包含層

200 白磁 皿？ 白 ロ縁部小片 ロ緑端部わずかに外反。 12 包含層

201 白磁碗 灰白 底部小片
非常に浅い削り出し高 12 
台。

包含層

202 白磁碗 淡オリーブ ロ縁部小片 ロ緑部玉緑。 12 包含層

203 白磁碗 オリープ灰 体部小片 見込部沈線状の段。 12 包含層

204 白磁 ？ 淡黄白 体部小片 12? 包含層

205 白磁 ？ 淡薄緑 体部小片 包含層

206 青磁碗 薄緑 ロ縁部小片 外面雷文。 15初 龍泉窯系

207 白磁碗 灰白 体部小片 12 

208 磁器碗 淡灰（青） 体部～底部小片 削り出し高台。

209 青磁 小皿 淡ウグイス 体部～底部
内面櫛描ジグザグ点綴

12 同安窯系 包含層
文。片切彫。

210 白磁碗 灰白 ロ緑部小片 ロ縁端部外反。 12 包含層

211 白磁 ？ 乳白 緻密 体部小片 12 包含屈

212 白磁 碗？ 淡黄白 緻密 底部小片 削り出し高台。 包含層

213 白磁 ？ 灰白 緻密 体部小片 12 包含層

214 青磁 ？ ウグイス ロ緑部小片 内面櫛描文。 13 龍泉燕系、

215 白磁 碗 明灰 体部小片 12 

216 青磁 碗 明薄緑 体部小片 外面縞蓮弁文． 13 能泉窯系 包含層

217 青磁 ？ 明薄緑 体部小片 13 龍泉窯系 包含層

218 青磁 ？ 黄緑 ロ縁部～体部小片
すだれ状に白くなる（剥

12 同安窯系 包含層
離？）。

219 青磁 碗 濁緑灰 体部小片 内面片切彫による花文。 13 龍泉窯系 包含陪

220 白磁 碗 灰白 底部小片 削り出し裔台。 12 包含層

221 白磁 碗 淡ウグイス 体部小片
外面櫛描文。内面櫛先点

12 同安窯系 包含屈
掻文。

222 白磁 碗 淡オリープ灰 体部小片 内面割花文？ 12 包含層

223 青磁 ？ 明青白 緻密 ロ縁部細片 外面鏑蓮弁文． 13 龍泉窯系 包含層

224 青磁 ？ 褐 体部小片 s~10 越州系？ 包含層

225 白磁 ？ 灰白 体部小片 12 包含層

226 青磁 小皿 溌黄緑 体部～底部 12 同安窯系 包含層

227 白磁 碗 淡灰 緻密 底部 1/5 浅い削り出し高台。 12? 包含層

228 肖白磁 小皿 濁青白 体部細片 12? 

229 青磁 小皿 黄緑 体部～底部小片 底部ヘラキリ。 12 包含層

230 白磁 瓶 淡青白 体部小片
内面釉な L。風形。双耳

11 包含層
壷？

231 青磁 碗 淡灰オリープ 体部小片
外面ネコカキ文。円面櫛

12 同安窯系 包含層
描•片切彫の花文。

232 白磁 碗 白 体部小片 包含層

233 明染付 皿 紫青 体部小片 l/6 内面獅子文、外面無文。 l磯 包含層

234 青磁 碗 薄緑 ロ縁部小片 14中 6 (溝）

235 青磁 碗 5.6 淡灰オリープ 緻密 体部～底部
見込部童ね焼き部分露

包含層
胎。削り出し高台。

236 白磁 ？ 白 ロ縁部小片
薄手で口緑部玉縁小さ

12 包含層
し、

237 白磁 小皿 灰オリープ ロ緑部小片
底部ヘラキリ。見込部沈

12 包含層線状の段。
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238 白磁碗 灰白 ロ縁部小片
ロ縁部直線的に立ち上が

12 包含屈
る。

239 白磁 ？ 乳白 体部小片 包含屈

240 白磁 ？ 淡秤白 体部小片 12? 包含陪

241 白磁碗 (5.6) 灰白 体部～底部 削り出し高台。 12 包含陪

242 磁器 小皿 3 浅黄緑 体部～底部
底部直径 3cmヘラで削

13 包含陪
る。

243 白磁碗 灰白 体部小片 12 包含限

244 青磁 ？ 薄灰緑 ロ緑部小片

245 白磁 碗？ 淡灰オリープ 緻密 口霧部小片 12 

246 白磁 ？ 白 緻密 体部小片 包含陪

247 白磁 皿？ 淡青白 緻密 体部小片
見込部沈線状の段。内外 12 
面体部下半露胎。

1180 (たわみ）

248 青磁碗 濁灰緑 体部小片
外面鍋蓮弁文？二次的加 13 
熱？

龍泉窯系 包含限

土製品一覧表

遣物番号 遺構名 種 別 長 幅 厚 残存状況 色 調 胎 土 備 考 1 1B 遣構名

01 溝ー 1 士錘 4 5 1.3 0.5 完形 iこぶい黄橙10YR6/3 砂粒多い 円錐。重量7.1。孔径0.5。 141 (潤）

02 溝ー 1 士錘 5.4 1.2 0.5 完形 黒褐10YR3/1 砂粒僅少 円錐。重量8.2。孔径0.3。 141 (溝）

03 溝ー 1 土錘 5.8 1.8 0.7 ほぽ完形 灰 5Y 5/1 砂粒少ない 管状。重最5.8。孔径0.4。 141 (満）

04 溝ー 1 羽口 2.5 小片 浅黄橙lOYR8/ 4 微砂粒多い 141 (構）

05 溝ー 1 ？（棒状） 9.2 4.4 3先端部のみ にぶい橙5YR 7 / 4 砂粒多い 用途不明。 141 (溝）

06 洞ー 8 羽ロ 3.2 1/2? 灰白2.SY8/ 1 砂粒多い 孔径2.3-2.6。 941 (渦）

09 建物ー18？（方形） 2.5 2.5 2.5 ほぽ完形 明褐7.5YR5/6 徴砂粒多い 2ケ所に刺突状の孔。 1318(S B3祖穴）

10 建物一18？（方形） 2.1 1.9 1.8 沿ぽ完形 にぶい黄橙10YR7/4 徴砂粒多い 二次加工品。用途不明。 1318(S B3祖穴）

11 溝ー21 士錘 5.2 1.3 0.6 汽ぽ完形 橙 5YR6/6 小砂粒多い 管状。重最8.6。孔径0.4。 1174 (溝）

12 建物一44士錘 3.6 2.9 1/2 灰 5Y 4/ 1 長石石英多い 球形。重最23.7. 孔なし。 550(S B20柱穴）

13 建物一51士錘 4.8 1.3 0.5 ほぽ完形 浅黄橙lOYR8/ 3 小砂粒多い 円錐。重量7.3。孔径0.3。 1150(S B29柱穴）

14 士撰ー24士錘 5.5 1. 7 0.5 先端部一部欠 灰白10YR7/4 微砂粒僅少 円錐。重量7,3。孔径0.4。 S61 (土壊）

15 ピット 士錘 2.3 2.2 0.9 完形 にぶい黄橙lOYR7/4 小砂粒多い 球形。重罷9.1。孔径0.5。 843 (ピット）

16 柱穴 士錘 3.7 1.2 0.6 3/4 灰白2.5Y8/2 小砂粒多い 円錐。重景5.3。孔径0.3。 55 (柱穴）

17 ビット 土錘 3.7 1.2 0.5 先端部一部欠 暗灰N3/ 雲母若干含む 球形。重量4.4。孔径0.3. S78 (ピット）

18 ビット 土錘 3.8 0.7 0.3 先端部一部欠 明赤褐NZ.5YR5/6 微砂粒僅少 球形。重籠2.1。孔径0.3, S78 (ビット）

19 ビット 土錘 5.5 1.6 0.6 先端部一部欠 灰白lOYR8/ 1 砂粒多い 管状。重饉13.0。孔径0.5。 741 (1::'ット）

20 包含屑 勾玉 4.3 l号9 完形 明赤褐 5YR5/6 微砂粒多い 重量13.5~ 孔径o.5-o.a. 741 (1::"ット）

21 土錘 4.4 1.2 0.6 ほぼ完形 灰白N8/ 小砂粒多い 円錐。重駄5.0。孔径0.5. 

22 ピット 土錘 5.3 1.6 。.5完形 浅黄2.5Y7/3 小砂粒多い 円錐。重量12.8。孔径0.7。 S93 (ビット）

23 土錘 5.3 1.6 。.7完形 白灰lOYR8/2 小砂粒多い 円錐。重量11.5。孔径0.5。

24 ビット 土錘 1.5 1.1 0.5 両端部欠損 灰 5Y 5/1 緻砂粒僅少 円錐。重量1.7. 孔径0.4。 S63 (ヒ・ット）

25 包含層 土錘 4 1.5 0.7 両端部欠損 褐灰lOYR5/ 1 砂粒多い 円錐。重量8.8,孔径0.5。 包含層

26 包含層 土錘 3.7 1.3 。.6先端部一部欠 灰黄褐lOYR5/2 小砂粒多い 円錐。重量5.9。孔径0.4。 包含層

27 包含層 土錘 3.4 1.2 0.6 完形 にぶい黄橙lOYR7 /3 微砂粒僅少 円錐．重量3.8。孔径0.4。 包含層

28 包含層 土錘 5.2 1.5 0.6 先端部一部欠 灰黄2.5Y7/2 微砂粒含む 円錐。重量9.8。孔径0.4.. 包含層

29 包含屑 土錘 4.6 1.3 0.7 牡ぽ完形 橙 5YR 6/6 砂粒多い 円錐。重量8.2。孔径0.3。 包含層

30 包含層 土錘 4.3 1.3 0.6 牡ぽ完形 オリーブ黒 5Y 3/1 円錐。重量6.0。孔径0.4.. 包含層

31 溝 土錘 4.1 1.3 0.5 両端部欠損 浅黄橙10YR8/3 微砂粒少ない 円錐。重塁6.5。孔径0.5。 P49 (溝）

32 包含層 埴輪 3.3 橙2.5YR7/8 微砂粒多い 盾形？ 包含層

33 包含層 円筒埴輪 1小片 明黄褐lOYR7 /6 砂粒多い 外面ョコハケメ。凸帯有。 包含層

34 包含陪 羽ロ 2.4 小片 明黄褐lOYR7 /6 砂粒多い 包含層

-469-



皿 山陽町内の遺跡

軒丸瓦一覧表

瓦 当 面 出土地

型 内 区 外 区
士 橋直

I 式 中 房 外 縁 外区幅 内 縁 外 縁 盛 脚 備 考
径

部 部径 形 蓮 子 数 弁区径 弁 幅 弁数 幅 文様 幅 高 文様

I 18 2 凸 ・-- 13 3 .,....,,3_6 単8 2.5 1 線 I1. 5 0.8 素 10 25 

I a [14.6] [2] 凸 [12] 3.4---...3.6 単8 jc2.2J [0.6] 線 [1.6] [0.8] 素 1 1 

I b (16) 1. 6 凸 ？ ？ 単7 2.4 1. 4 線 1.0 0.3 素

I C (15) 1.3 凸 ？ ？ 単6 1.8 1 線 0.8 0.3 素

I d (15. 4) ？ 凸 ？ ？ ？ 単？ 2.7 1. 4 線 1.3 0.8 鋸歯 l 新出

II 16.6 2.6 凹 6 12 2.9 単8 2.4 1 珠8 1.4 0.8 素 1 1 

＂ 
？ 6.2 凹 1 + 6 ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 

N ？ ？ 凹 ？ ？ 2 ,.__,z.2 単8? 2.8 2 素 0.8 0.8 素

V 16.2 4 凹 1 + 6 11 1.8,--..,2. 2 単7 2,4,....,3.2 1.5 珠110. 9..-..,1. 7 0.8 素

v1 (15. 5) 4 凹 1 + 8 10 2.s---....3 単8 2.8 1 線 1 8 0.7 素

w (14. 5) 4.5 凸 1 + 4 10.5 2.4,.....,3.8 単8 2 ,..__,3 1.2 0.8,..._,,l. 8 0.8 素

珊 [20] [5.5] 凸 [ 1 + 6 J [14. 4] 3.8 単5 3.1 1.5 1.8 0.5 素 1 

lX 16.5 三つ巴文 3.2 1.5 珠321.4,.._,2.8 0.8 素 4 1 

X ？ 三つ巴文 ？ ？ 珠 ？ ？ ？ 

XI ？ 三つ巴文 ．？ ． ？ 珠 ？ ？ ？ 

刈 (15.4) ？ 凹 3+7 ？ 2.7 復 8? 1. 7..--....1.9 0.5 ？ 1.1 素 1新出

XIII 12.9 三つ巴文 2.9 1. 3 珠 1.8 0.6 素 1新出
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軒平瓦一覧表

瓦 当 面
全

出土地
型 顎の 王ー、

内 区 外区 備 考
式 上弦幅 下弦幅 弧深 瓦当厚

上厚下厚文様
長 形態 盛 脚

厚 文様 部 部

I 26.0 27.4 10.9 4.3 3.l 均整唐草文 0.6 0.6 ？ 曲線 2 12 

I a ？ ？ ？ ？ ？ 均整唐草文 ？ ？ ？ ？ 1新出

IT a [28.0] [28.5] (10. 5) 5.9 4.1 均整唐草文 0.9 0.9 ？ 曲線 2 5 左右不均整

II b ？ ？ ？ 8.3 5.1 均整唐草文 1.9 1.3 ？ ？ 1 1 

III [25.0] [27.0] (9.0) 6.0 3.5 駒整唐草文 1 2 1.3 珠 37 曲線 1 

IV ？ ？ ？ 6.4 3.0 均整唐草文 1 7 1. 7 珠 ？ ？ 

V 28.0 29.0 10.5 6.0 3.0 姥整唐草文 1 2 1.8 ？段

VI ？ ？ [ 8.8] (5.1) (4.3) 駒整居草文 ？ ？ ？ 曲線 3 3 

VD ？ ？ ？ 3.5 ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 

VIII ？ ？ ？ 4.5 2.3 均整麿草文 1.3 0.9 ？ 曲線 2 

IX 22.5 24.0 6.4 4.0 2.3 均整唐草文 0.6 1.1 ？段

X ？ ？ [ 8.4] 4.7 2.1 均整唐草文 1 1 1.5 ？段 1 

XI ？ ？ ？ ？ ？ 二重孤文 ？ ？ ？ ？ 1 

刈 26.8 27.9 10.4 4.8 1.8 均整唐草文 1.7 1.3 ？曲線 1 新出。平城宮式6663系。

XI[ ？ ？ ？ 4.8 2.0 均整店草文 0.9 1.9 ？ ？ 1 「備前」第21図の 2と同箔。

XIV ？ ？ ？ 5.1 2.6 均整唐草文 1.3 1.2 ？段 1新出。

'fJ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 1新出。

XVI ？ ？ ？ 5.0 3.1 蓮華唐草文 0.8 I.I ？ 曲線 1 「備前」第22凶の30と同笥。

XVII ？ ？ ？ 4.8 1. 7 均整唐草文 1.6 1.5 ？段 1新出。

澗I ？ ？ ？ 5.3 2.0 菊花唐草文 2. 0 1.3 ？段 1新出。

煎 ？ ？ ？ 4.0 2.0 均整？唐文 0.9 1.1 ？直線 1新出。

注） 型式分類は、伊藤晃「備前」（『新修国分寺の研究』 吉）II弘文館 1991年）の国分寺における分類を基に、一部補

訂した。

今回出土しなかった型式の数値は、伊藤同上論文の数値を用いた。

出十していても、数値不明のものについては、伊藤同上論文の数値を用い、［ ］で示した。

上記の他、三つ巴文の小片 3点、型式不明の細片 2点も出土している。
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瓦類一覧表

造物番号 種別 残存長 残存幅 残 存 状 況 分類 備 考 1 遺 構 名

第 1図 軒丸瓦 17.9 瓦当部 2/3 ］型式 一次調査T-18-a出士 P構5

第 1図 軒乎瓦 18.7 11.3 瓦当部 1/3、乎瓦部 1/6 l型式 一次調査T-18出土 // 

第 1図 軒乎瓦 11.2 14.6 瓦当部 1/2、平瓦部 1/8 別型式 T-21 (東西溝）出土

00-01 乎瓦 27.8 13.3 1/4 溝ー 2

02 平瓦 18.l 19.9 1/4 たわみー 2

03 軒丸瓦 18.3 瓦当部 2/3 l型式 包含層

04 軒丸瓦 10.2 18.6 瓦当部完存 ll型式 包含層

05 軒平瓦 12.4 16.6 瓦当部右 1/3 ll型式 包含層

06 軒平瓦 15.0 22.4 瓦当部右 1/3 II型式 J 11区包含層

07 軒乎瓦 9.8 11.8 瓦当部左 1/4 ]]型式 南側道包含層

08 軒平瓦 13.7 18.5 瓦当部 1/2平瓦部一部 I型式 包含層

09 軒乎瓦 13.2 8.3 瓦当部 1/2平瓦部一部 I型式 南側道包含層

10 軒乎瓦 8 11.2 瓦当部 1/3乎瓦部小片 湿型式 乎城宮6663系 包含層

11 軒丸瓦 13.5 17 瓦当部 1/2平瓦一部 I型式 溝ー14

12 平瓦 12.6 13.7 小片 表布目、裏縄目叩き ＂ 
13 乎瓦 17.8 14.4 1/6 表布目、裏斜格子叩き ＂ 
14 丸瓦 18 10.8 1/3 建物ー20柱穴

15 平瓦 11. 7 10.5 小片 表布目、裏斜格子叩き 溝ー19

16 平瓦 22.5 11.5 小片 表布目、裏斜格子叩き ＂ 
17 平瓦 10.5 ， 小片 表布目、裏斜格子叩き ＂ 
18 平瓦 10.05 10.9 小片 表布目、衷斜格子叩き

” 
19 軒平瓦 20.2 19.9 平瓦部 1/4瓦当部 1/2 I型式 瓦当文は中心飾のみ 溝ー20

20 軒乎瓦 23.9 28.1 瓦当部完存、平瓦部 1/2 苅型式 平城京6663系 土猥―11

21 軒丸瓦 20.3 瓦当部 2/3 I型式 包含層ー河道 2上層

22 平瓦 16.7 23.9 1/2 表布目、裏斜格子叩き 包含層ー河道 2上層

23 軒丸瓦 14 瓦当部小片 I d型式 新出ー外縁に鋸歯文 P溝ー 1

24 軒丸瓦 6.5 10.6 瓦当部•平瓦部小片 I型式 P溝ー 2

25 軒丸瓦 12.9 瓦当部 1/8 I型式 P溝ー 3・4

26 軒丸瓦 16.7 20.2 瓦当部完存平瓦部一部 I型式
＂ 

27 軒平瓦 17.9 17.4 瓦当部小片平瓦部一部 M型式 新出ー三重弧文 ＂ 
28 丸瓦 33.9 14.3 ほぽ完形 P海ー 5

29 軒丸瓦 18.6 瓦当部 4/5 I型式 Pたわみー 2

30 平瓦 39.5 27.5 3/4 
＂ 

31 丸瓦 32.15 15.05 丸瓦部一部欠、玉縁部欠。
＂ 

32 軒丸瓦 7.7 19.5 瓦当部ほぼ完存平瓦部一部 I型式 P3溝ー 2

33 軒丸瓦 15.2 13.2 平瓦部一部瓦当部小片 I型式
＂ 

34 軒丸瓦 17.9 瓦当部 1/2 I塑式 ＂ 
35 軒丸瓦 4.9 7.6 瓦当部小片 I型式 P8"'-'9北溝ー 5

36・ 軒丸瓦 8.2 瓦当部小片 I型式
＂ 

37 軒平瓦 13.1 14.3 瓦当部・平瓦部小片 ll1型式 // 

38 軒平瓦 28.1 29.1 瓦当部完存、平瓦部 1/2 I型式 P 6,._., 7溝ー 4

39 軒平瓦 13.9 21.2 瓦当部一部、乎瓦部一部 I型式 瓦当文中心飾のみ
＂ 

40 軒乎瓦 10.3 13.5 瓦当部 1/4、平瓦部一部 Vl型式
＂ 

41 軒丸瓦 7.7 瓦当部小片 I型式 P9溝ー 8
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42 軒丸瓦 11.5 瓦当部 1/2 l型式 pg溝ー 8

43 軒丸瓦 17.8 瓦当部 1/6 圃型式
＂ 

44 軒丸瓦 8.1 14.7 瓦当部 1/2平瓦部一部 Xlll型式
＂ 

45 軒丸瓦 9.6 19 瓦当部 3/4 I型式 包含層

46 軒丸瓦 5.0 2.0 瓦当部小片 I型式 包含層

47 軒丸瓦 11. 4 瓦当部 1/2 II型式 P7-P9北側道包層

48 軒丸瓦 17.3 17.2 瓦当部 1/2平瓦部一部 XII型式 新出復弁、内側布目 包含層

49 軒丸瓦 16.2 14.2 瓦当部 3/4 I型式 P区北側道暗渠

50 軒丸瓦 17.0 12.6 瓦当部 2/3 I型式 P6北側道暗渠

51 軒丸瓦 15.7 III a型式 皿型式 （暗渠）

53 軒平瓦 16 25.6 瓦当部ほぼ完存、平瓦部 1/3 ［型式 瓦当部 1/2欠損 （暗渠）

54 軒平瓦 15.4 19.2 瓦当部 1/2、平瓦部 1/8 ［型式 ？ 

55 軒平瓦 11. 8 8.4 瓦当部 1/4 I型式 p 8包層

56 軒平瓦 14.0 4.8 瓦当部右 1/3 I型式 暗渠

57 軒乎瓦 6.0 9.2 瓦当部 1/5 VI型式？ 暗渠

58 軒丸瓦 6.4 7.0 瓦当部小片 外区珠文（内区巴文？） 暗渠

59 軒丸瓦 7.0 3.0 瓦当部小片 外区珠文（内区巴文？） 暗渠

60 軒丸瓦 6.0 1. 7 瓦当部小片 外区珠文（内区巴文？） 暗渠

61 軒丸瓦 6.0 1.8 瓦当部小片 外区珠文（内区巴文？） 暗渠

62 軒丸瓦 4.0 4.0 瓦当部小片 外区珠文（内区巴文？） 土盛部暗渠

63 軒丸瓦 3.2 3.4 瓦当部小片 外区珠文（内区巴文？） 士盛部暗渠

64 丸瓦 35.9 14.7 ほぼ完形 50? 

65 丸瓦 8.1 7 小片 釘穴有 包含層

66 軒平瓦 21.1 13.2 瓦当部 1/4、平瓦部 1/4 （暗渠）

67 軒乎瓦 10.3 12.8 瓦当部 1/4、平瓦部一部 （暗渠）

68 軒平瓦 11.0 5.0 瓦当部 1/3

69 軒乎瓦 10.3 7.2 瓦当部・平瓦部小片（左端） （暗渠）

70 軒平瓦 9.8 3.2 瓦当部 1/4 室町？ pg北側

71 軒平瓦 14.5 2.8 瓦当部 1/2 x型式 ？区暗渠

72 軒平瓦 11.0 5.0 瓦当部 1/3 珊型式 P6北側暗渠

73 軒乎瓦 14.2 11.4 瓦当部 1/2 珊型式 P6北側暗渠

74 平瓦 12 22.7 瓦当部 1/5 表布目、裏縄目叩き P包含層

75 平瓦 17.1 15.3 小片 表布目、大麦文叩き （暗渠）

76 平瓦 12.5 10.4 小片 表布目、平行叩き 包含層

77 平瓦 11.1 10.4 小片 表布目、小麦文叩き 包含層

78 乎瓦 16.8 1/5 表布目、愛目文叩き 包含層

軒丸瓦 10 瓦当部 1/6 I型式 （以下未掲載） 包含層

軒丸瓦 ， 瓦当部小片 I型式 （暗渠）

軒丸瓦 18.4 瓦当部 1/2 I型式 987 (ピット）

軒丸瓦 10.9 瓦当部中心部小片 I型式 包含層

軒丸瓦 10.7 瓦当部中心部小片 I型式 包含層

軒丸瓦 6.7 瓦当部小片 I型式 包含層

軒丸瓦 6.4 瓦当部小片 llI a型式？ （暗渠）

軒丸瓦 7.4 11.4 瓦当部 1/5 k型式 （暗渠）

軒丸瓦 9.3 瓦当部 1/5 仄型式 （暗渠）

I軒丸瓦 9.3 瓦当部小片 k型式 （暗渠）

軒丸瓦 9.8 瓦当部小片 ？ 巴文 （暗渠）
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軒丸瓦 I 12.1 瓦当部,Jヽ片 ？ 巴文 （暗渠）

軒丸瓦 5.4 I 10.3 瓦当部小片 l型式 （暗渠）

軒丸瓦 I 6.s 瓦当部細片 l型式 10 (たわみ）

軒丸瓦 10.7 瓦当部 1/6 1型式 121も同一個体 包含層

軒丸瓦 8.6 瓦当部小片 ］型式 包含層

軒丸瓦 18 瓦当部 1/2 l型式 （暗渠） ； I 

軒丸瓦 6.8 瓦当部 1/6 ？ 巴文。全容不明 （暗渠） ！ 

＇ 

軒丸瓦 19.4 瓦当部 1/2 I型式 包含層

軒丸瓦 11.7 瓦当部 1/3 I型式 包含層

軒丸瓦 18.8 瓦当部 1/2 I型式 （暗渠）

軒丸瓦 18.5 瓦当部 1/2 I型式 （賠渠）

軒丸瓦 7.7 瓦当部小片 ［型式 包含層

軒丸瓦 18.1 瓦当部 1/2 II型式 包含層

軒丸瓦 11 10 平瓦部一部瓦当部細片 ？ 二重圏線・珠文か？ P溝ー 3

軒丸瓦 6.1 瓦当部細片 ？ 二重圏線・ I型式か？ （暗渠）

軒丸瓦 9.9 9.3 乎瓦部一部瓦当部細片 I型式 （暗渠）

軒平瓦 11.1 17 瓦当部 1/2乎瓦部一部 VI痙式 包含層

軒平瓦 12.7 14 瓦当部 1/4乎瓦部一部 II型式 包含層

軒平瓦 5.2 9.2 瓦当部小片 Vl型式 （暗渠）

軒平瓦 25.2 17.5 瓦当部 1/2平瓦部 1/3 I型式 包含層

軒平瓦 16.4 瓦当部 1/2 X型式 （暗渠）

軒平瓦 21. 7 18 瓦当部 1/3、平瓦部 1/5 II b型式 包含層

軒平瓦 9.2 13.5 瓦当部 1/3、平瓦部一部 ll型式 （暗渠）

軒平瓦 12.6 11.8 瓦当部 1/4平瓦部一部 11型式 （暗渠）

軒平瓦 12.5 15.7 瓦当部 1/2、平瓦部小片 珊型式 （暗渠）

軒平瓦 12.7 17.2 瓦当部 1/2、平瓦部一部 II型式 （暗渠）

軒平瓦 7.5 16.3 瓦当部 1/2、平瓦部一部 II型式 （暗渠）

軒平瓦 16.4 13.6 瓦当面欠損、平瓦部一部 II型式 包含層

軒平瓦 7.7 12.8 瓦当部 1/3、平瓦部一部 園型式 （暗渠）

軒丸瓦 9.3 瓦当部 1/6 k型式 （暗渠A)

軒丸瓦 7.2 瓦当部 1/8 ］型式 （暗渠B)

軒平瓦 8.3 10.6 瓦当部 1/3、平瓦部小片 Vl型式 （暗渠）

軒乎瓦 16.2 17 瓦当部 1/2平瓦部一部 ］型式 包含層

軒乎瓦 11.2 9.9 瓦当部 1/5、平瓦部小片 ］型式 瓦当面僅かに残存 （暗渠）

軒平瓦 21.6 17.7 瓦当部小片、平瓦部 1/5 ］型式？ 瓦当面わずか P器4

軒平瓦 15.2 12.8 瓦当部 2/5、平瓦部 1/6 l型式 （暗渠）

軒乎瓦 11.8 11 瓦当部 1/0 4平瓦部一部 l型式 （暗渠）

軒乎瓦 9.8 9.6 瓦当部・平瓦部小片 W型式 （暗渠）

軒乎瓦 7.2 11.3 瓦当部・平瓦部小片 珊型式 （包含層）

軒平瓦 6.7 13.3 瓦当部 1/3 罵型式 包含層

軒乎瓦 20.1 19.9 平瓦部 1/5 ]I b型式 瓦当面欠損 （暗渠）

軒平瓦 19.1 14.9 瓦当部 1/3、平瓦部 1/5 罰型式 （暗渠）

軒平瓦 4.6 10.8 瓦当部小片 W型式 （暗渠B)

軒乎瓦 10.2 12.5 瓦当部 2/5、乎瓦部小片 瓶型式 （暗渠）

乎瓦 31.8 22.5 1/4 一次調査出士一橋脚23(溝） P溝 5

セン 10 7.3 小片 （包含層）

セン 16 12.6 3/4 建物一 9柱穴
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平瓦 16.3 13.9 小片 1145 (士城）

平瓦 14.3 11. 7 小片 942 (溝）

平瓦 11.1 11.1 小片 942 (碑）

丸瓦 36.6 14.8 ほぽ完形 包含層

丸瓦 21. 7 14.95 1/2 （包含層）

平瓦 24.7 22.8 2/5 90 (溝）

平瓦 10.65 小片 建物一19柱穴

平瓦 33.1 26.4 ほぽ完形 （包含層）

平瓦 10.2 21.8 小片 包含層

乎瓦 36.9 28.9 5/6 E17 (溝）

平瓦 36.9 26.3 ほぼ完形 包含層

平瓦 36.5 29.5 ほぼ完形 包含層

金属器一覧表

計測最大値 (cm) 材
残存状 況掲載番号 器 種 厘贔(g)

質
備 考 遺講番号 出土地区

長 幅（径） 厚

002 刀？ (2.6) 2.4 0.6 (5.70) 鉄刀身部の一部。 建物一 4柱穴

003 釘 (4. 45) 0 5 0 5 (3 86) 鉄 栂ー 1 E、F・4・5

004 ？ (7.4) 1.1-1.8 0.45~0.6 (14. 93) 鉄 • の一種。 II E、F 4・5 

005 火打金 (6.4) 1 2 -2.45 0.5 (15.42) 鉄 II E、F 4 5 

006 釘？ (8.3) 0 6 
.゚5

(6.32) 鉄 両先端が細くなる。一方はとがる。 溝ー 2 G5 

007 JJ子 (3. 7) 1 8 a 5 (5.61) 鉄 溝ー18 cs 
008 釦？ (5.8) 0 8 0.7 (8.84) 鉄先端部欠損。 溝ー28 DB 

009・010 刀子 (7. 05) 1.4~2.4 0 3 -o.s (11.30)鉄 土墳墓ー 2 I 13 

011 刀子？ (9.2) 1.8 0.4 (13.48)鉄 土墳ー16 El5 

012 鋤先 20.7 18.8 0.2~o s (151 80)鉄 V字状の鋤先。 ビット ~14 HS 

013 釘？ (3.6) Q.5 0.4 (2.94)鉄 士城ー20-1 D7 

014 釦 (5.1) 0.8 0.4 (3 19) 鉄先端部欠損。 頭部折り曲げ． 1092 (柱穴） Gll 

015 釘 (4.9) 0.6 0.5 (4 00) 鉄 549 (ピット） D7 

016 釘 (3.1) 1.0 0.9 (5.10) 鉄先端部？ 断面楕円形。 703 (ピット） GS 

018 ？ (3 85) 0.2 -o 6 0.2 -0.4 (3.10) 鉄 570 Cピット） D7 

019 ？ (2,4) 0.6 0.5 (2.00) 鉄 頭部リング状（囲系0.3cm) B78 (ピット） 町道MS

020 ？ (5.1) 0.5 。.35 (3.20)鉄 コの字状による。 294 (ビット） F4 

021 釘 (2.85) 0.4 0.3 (1.44)鉄 湾曲。 溝ー31 C6 

022 刀子 OLD) 1.2 O、4 (6.47) 鉄茎3.5cm刀身7.6cm 包含層 Fl5 

023 刀子 (4.8) 1.1 -L4 o 2 ----o.s (6.73) 鉄 1/2 木部残存。 包含層 東側道HG1718

024 l)子 (4.7) 2.1 0 3 (2.79) 鉄 包含層 Gl5 

025 lJ子？ (5.3) 1 2 0.4 (6 40) 鉄 河積道士ー 2肩部堆 Hll 

026 刀子？ (3.5) 1.1 0.4 (3.69) 鉄 刀子の茎。 包含層 El6-Gl6 

ozr ？ (4.0) (2.0) 0.2 (4.26) 鉄先端部欠損。 河道ー 2上包含層 Gl3 

028 刀子？ (4.6) (0.9) 0.3 (3. 65) 鉄 目釦穴？直系0.5cm 包含層 町道K5・6、J5・6

029 ？ (5.2) LB 0.8 (22.30) 鉄 包含層 A、B、C5

030 (3.8) 0.8 0.4 (2. 21) 鉄 先端部、鏑状になる。 河道ー 2J:. 包含層匡13

031 ？ (6.2) 1.2 0.6 (17.69) 鉄 刀子の茎か？ 包含層 南閲道

032 釘 (3.0) 0.4 0.4 (l.90) 鉄 くの字状に曲がる． 包含陪 B7 

033 ？ (3.45) 0.6 3.19 鉄先端部欠損？ 包含層 J::段

034 ？ (7.2) 0.5 0.5 (16.19) 鉄先端部のみ。 包含層 Gll 

035 釘 (3.9) 0.6 0.4 (3會61)鉄 頭部の折り曲げ。 河道ー 2上包含層 Gl3 

036 釘 (5.35) 。.5 0.5 (5.34) 鉄 包含屠 C6 

D37 釘 (6.25) 1.2 0.7 (7 .93) 鉄 東下り包含層 E、F、Gl6

038 釘 (4.7) 。.5 0.4 (3.01) 鉄 包含層〇度側溝） El6 

D39 釘 (4.3) 0.6 0.65 (3.89) 鉄両端欠損。 包含層 A、B、C5
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040 釘 (5. 7) 0.7 0.5 (9 68) 鉄完存。 頭をl.lClll折り曲げる。 包含層 町道L5・M5

041 釘 (7.4) LO 0.5 (6.07) 鉄先端部欠損． 頭部折り曲げ。 河道ー 2上包含層 G13・14 

042 釘 (6 4) 0.8 0.7 (6.78)鉄 先端部湾曲。 包含層

043 釘 (7 .3) 0.1 0.5 (6.48) 叫両端部欠損。 包含層 Hl4 

044 釘 5.85 0.7 0.6 5. 糾鉄 包含層 Fl3・14 

046 釘 (7.85) 0.9 0 9 (20.32)鉄 河道ー2上包含屈 Fl4 

047 釘 (8.1) 1.25 0.7 (14.89) 鉄 先端部欠損。 東下り包含層 E、F、Gl6

048 釘？ (4.3) 0 7 0.6 (4.82)鉄 包含層 B5 

049 鎚？ (7.3) 0.8 0.7 (13.80)鉄 包含層 D1 

050 鋸 (8.6) 0.7 。尋55 12.02 鉄 先端部欠損。 包含層 E・G2 

051 釘 (4.45) 0.7 。事8 (6. 00)鉄 くの字に曲がる。 包含層 El6-Gl6 

052 ？ (17. 7) 0.8 -LO 0.6 -0.7 (38 17) 鉄 先端わずかに欠損。 包含層 D6 

053 釘 (5.9) 0.5 0.4 (3.64)鉄 孤状になる。 包含陪 Dl4 

054 ？ (7.2) 2.9 0.8 (16.00)鉄 排土

055 火打金？ (4 0) 2.1 0.3 (7.63)鉄 包含層 南側道HI15 

056 ？ (4.1) (2.3) 0.3 (6 72)鉄 包含層 町道K5・6、J5・6

057 煙管 (5.75) 0.4~1.0 0.6 (6. 06)銅 火皿13x0.8, 雁首長3.5径0.5厚0.05包含層 D3 

058 煙管 7.1 0.05 5.19 銅雁首と火皿部． 直系0.4-1.0cm 包含層 Hl4 

059 釦 (4 3) 0.5 0 4 (2.07)鉄 頭部折り曲げ． P溝 4 端脚P3

060 刀子 (6.65) 0.5 -o 65 0.3 (3.15)鉄 包含層 端脚P2北側道；

061 鋤先？ (12 9) 2 05-3.25 0. 35-...0. 5 (27.46) 鉄両端部欠損。 Pたわみ 2 北側道P3 ' 
062 釦 (2.15) 0.5 0.5 (1.04)鉄 頭部折り曲げ． 899 Cビッ 1-) ； 

063 釘 (5.05) 0.45 0.55 (1, 97) 鉄先端部欠損。 9 (溝） 橋脚P3

064ー 1 釘 (5.0) 0.5 0 3 (2.35)鉄 包含層 橋脚P2北側道

064ー 2 釘 (4 4) 0.5 0 3 (l.83) 鉄吸口部。 包含層 橋脚P2北側道

066 大釘 21.25 1.37-1.67 LO -l.16 149.04 鉄 包含層 北側道P7・9

067 釘？ 4.0 0.6 0.4 1.81 鉄釘先端部？ （以下未掲載） 包含層 南側道J14 I 15 

068 ？ (3.2) 1 2 0.5 (1 81)鉄 刀子の茎か？ S 5 (溝） 南側道

069 釘 (4.1) 0.8 0 7 (4.79) 鉄 S51 (柱穴） 南側道 I14 

070 釘 (2 6) 0.7 0.6 (1.98) 鉄 S51 C柱穴） 南側道 I14 

071 釘？ (4 9) 1.3 0.8 (7.68) 鉄 包含層 町道K5

072 釘？ (3.5) 
拿゚5

(2.19) 鉄 包含屈 町道K5・6、J5・6

073 ？ (3.7) (3鼻6) 0.8 03.87) 鉄 包含層 町道K5・6、J5・6

074 釘？ (2.9) (1.1) (0.8) (3.05) 鉄 包含磨 町道K5・6、J5・6

075 釘？！I (3.4) 1.0 0.8 (5.54) 鉄 包含層 町道K5・6、J5・6

076 釘 (3.8) 0.4 (1. 63) 鉄 包含層 Gl4、 H5• 6 

077 繋？ (4 9) 1.3 0.1 -0.3 (5 24) 鉄 64 (柱穴） G2 

078 ？ ～ (14.55) 鉄細片。 包含層 A、B、C5

079 釘？ (2 7) 1 4 1.0 (9.00) 鉄 包含層 A、B、C5

080 釘？ (2.2) 0.8 0.8 (2.69) 鉄 包含層 C6 

081 ？ (3.7) 1.6 0.3 (2. 74) 鉄 333 (ピット） C6 

082 ？ (2.2) 2.0 0.3 (l. 69) 鉄 333 (ピット） 06 

083 釘 5.9 1.0 0 9 13鼻70 鉄 包含層 E8 

084 ？ 1.8 1.8 0.5 (2.17) 鉄先端部わずかに欠損。 包含層 B3 

085 ？ (3.4) 1.9 0.6-1.1 (13.69) 鉄 包含層 HlO 

086 鉄 河積道士ー 2肩部堆 Hll 

087 ？ (0.54) 鉄 包含層 El6~G16 

088 釘？ (1.6) 0 5 0.4 (0.81) 鉄頭部欠損。 包含層 F14 

089 釘 (1.6) 0.5 (2.37) 鉄 河道— 2 上包含層 Hl3 

090 ？ (1.9) (l.5) 0.3 (0.67) 鉄 東下り包含沼 E、F、GIG

091 刀子 Cl.9) l.2 0.2 (1.40) 鉄 925 C柱穴） El6 

092 釘？ (3.2) 0.5 0.4 (1 10) 鉄 1332 (柱穴） El4 

093 釘 (2.9) 0.6 0.6 (2 93) 鉄両端部欠損。 703 C柱穴） G8 

094 ？ (2 8) 1.3 0.8 (4.90) 鉄 排士 橋脚P3

095 釘？ (2 6) 0.7 0.6 '(2. 34) 鉄 包含層 H13 

096 釘？ (1.9) 0.7 0.3 (0.57) 鉄 包含層 Hl3 

〇釘 • ? (1.5) (0.6) 0.2 (0.28) 鉄 包含眉 Hl3 

098 釘 (2.8) 0.5 0 3 (0.57) 鉄 1316 (ヒ・ット） El4 
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099 釘？ (4.15) 1.0 0.6 (4 92) 鉄 河道ー2上包含陪 Gl3・14 

100 鏃 (1.1) (0.3) (0.25) (0.15) 鉄 茎• 糸巻き残存。 河道ー 2上包含層 Gl3・14 

101 釘？ (3.6) I 6 0.5 (1. 72) 鉄 P溝5 北側道P8・9 

102 刀子？ (l.6) 0.5 0.25 co. 30) 鉄 包含陪 橋脚P2北側道

103 ？ (1.4) (0.6) 0.6 (0. 99) 鉄 包含陪 橋脚P2北側道

104 ？ (5 4) (2 0) (0.5) (9.03) 鉄 溝ー 1 E、F・4・5

105 刀子 (4 9) l 0 0.3 (4.64) 鉄茎部 333 (ビット） cs 

106 釘 (3 9) 1 l 1.1 (10. 43) 鉄頭部 断面方形• L字状。 744 C柱穴） 09 

107 鎚？ (3.3) o.3~o 5 o.3 -o.s (2. 72) 鉄先端部 建物一45柱穴 G9 

108 刀？ (3.0) 1.6 -2.0 0.5 4.94 鉄茎部 901 Cヒ・ット） H9 

109 釘 (3.3) 1.0 1.0 4 76 鉄中央部 断面方形？ 1277 (ヒ・ット） FG14 

110 刀子？ (6.8) co 4~o 7) (0.4 -0.7) (4. 71) 鉄茎部 1277 (ピット） FG14 

111 火打金？ 5 3 2.8 o 2 -o.s 8 57 鉄 溝ー19 Dl4・15 

112 釘 (L6) 1.3 1.2 3.48 鉄頭部？ 包含層 ABC5 

113 ？ (4.9) 5.2 1.3 (109.56) 鉄？ 鋳造物か？ 包含恩 Al3 

114 釘 (5.9) o 6~o.s 0.5 -o 7 7.40 鉄先端部 断面長方形 包含屈 Dl4 

115 釘 (2.8) l.O 0.6 4.59 鉄頭部 L字状。 包含層 El5 

釘？ (1.6) 0.4 0.2 co. 21) 鉄刀身部一部のみ。 S25 (柱穴） 南側道 !13

銭貨一覧表

法量 (mm) 
重量番号 銭貨名 出±遺構・出層名
(g) 

備 考 調査時遺構名
外縁外径 外縁内径 内郭外径 内郭内径 外縁厚

C 1 和同開称 土器埋納壊ー 1 25.29 20.98 8.10 6.30 1.34 1.03 87(上器埋納城）

C2 和同開称 土器埋納壊ー 1 ？ ？ 8.49 6.33 1.39 (0.60) 87 

C 3 和同開称 土器埋納城― l 25.34 21 30 7.81 6.24 1.48 (0.89) 87 

C4 和同開称 士器埋納猥― l ？ ？ ？ ？ ? (0.10) 87 

C 5 和同開称 士器埋納猥― l ？ ？ ？ ？ 1 48 (0.56) 87 

C6 開元通賓 23.94 29.21 8.13 6.14 1.12 (1. 70) B27 (ビット）

C 7 元祐通賓 23.95 19.32 8.53 6.91 1.07 2.17 523 (たわみ）

CB 洪武通賓 23.19 17.86 7.24 5.58 1.33 2.93 不明ヒ°ット

C9 大00賓 ？ ？ 7.80 6.24 1.53 (1.15) 1/4のみ残存 26 (ピット）

ClO • 平元賣 包含層 22.09 18.75 7.37 5.89 0.91 1.49 歪む有 包含層 (K6) 

Cll 皇宋通賓 包含層 24.07 19.61 7.94 6.44 1.17 (1.99) 包含層 (KIO)

Cl2 元豊通費 包含層 24.76 20.27 8.69 7.00 1.07 (1.34) 包含層 (DE5.6)

Cl3 O元O貨 包含層 23.79 ？ ？ ？ 0.82 (1.56) 歪む大 包含層 (K6) 

石器•石製品一覧表

計測最大値 (cm)
掲載番号 器 種 璽量(g) 材質 備 考 遺構名 出土地区

長 幅（径） 厚

石-01 石鏃 (2.8) 2.0 0.6 サヌカイト 洞ー 3 D6 

石―02 石鏃（有茎） (6.0) 1.4 0.4 サヌカイト 包含層 Gl4 

石ー03 石鏃 2.2 2.2 0.4 サヌカイト 包含阻 P2 

石-04 石磁 3 0 L6 0.3 サヌカイト 包含層 P3 

石ー05 3 0 4.0 (0 6) 7.9 サヌカイト 1300 Cピット） Dl5 

石ー06 3.0 7.2 o.s 1 6.7 サヌカイト 包含陪 D. E6. 7 

石ー07 3.3 7.3 0.6 サヌカイト 包含層 B1 

石―-08 紡錘車 4.25 ..... 4.35 1.9 51.26 滑石
0.539台形上2.2下4.0斜部の所に鋸歯文

包含層 D3 
（格子になった）
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石ー併~1 すり石？ 10.8 9.5 3 6 520.4 角閃岩 上面のみ使用 溝ー12

石-09-2叩き石？ 8.2 (3.6) 2.9 117.2 流紋岩 一部分 ＂ 
石ー10 叩き石？ 12.2 12.2 6.6 1454.4 花協閃緑岩 先端部のみ使用痕 653 C柱穴｝ GS 

石一11 叩き石？すり石 6.9 - 6.5 6.4 474.1 安山岩 一面のみ使用、円球状 991 

石一12 携符用砥石 10.0 5.0 4.4 227.1 流紋岩 完存、三面を使用、紐穴両側から 989 E15 

石ー13 砥石 (14. 0) 7.0 X 6 0 6.0 1865.6 砂岩 約 1/2、二面使用 989 El5 

石一14 すり石？叩き石 12 3 10 9 3.2 635.3 角閃岩 円万状 溝ー18

石ー15 叩き石？ 8.9 -10.2 8.0 1101.7 角閃岩 二面使用痕、円球状 溝ー20

石ー16 砥石？ 15. l 5疇， 2.8 3町.2 安山岩？ 二面共使用
“ 

石ー17 砥石 (17.55) 9.7 6.2 1467.2 石英安山岩 1/2三面使用．仕上げ砥、凹部分も使用 II 

石ー18-1砥石？ 163.9 花謁岩 溝ー21 （未掲霰）

石ー18-2砥石 13 16.4 12.6 231.0 角閃岩 一面のみ使用、仕上げ砥 II 

石ー19 砥石 (13.5) 9.9 5.6 961 4 砂岩？ 1/2 残存、三面試用~ 仕上げ砥 士猥ー11

石ー20 砥石？叩き台？ 16.6 15.9 7.5 2490 閃緑岩 両面使用痕跡、円版状 ＂ 
石ー21 砥石 (6.3) (7.5) (3.6) 121.9 流紋岩 仕上げ砥一部 建物一47柱穴 Gll 

石ー22 砥石 31.2 8.6 8.5 4330 岩 自然石を利用し上面のみ使用、仕上げ砥 井戸ー 5

石ー23 砥石 16 3 2 7 - 3.6 2.7-3.3 268.8 頁岩 五面使用、仕上げ砥 322 (ピット） B6 

石一以 砥石 (12.6) 3.5 ,.._, 5.2 2.5---4.0 363.0 流紋岩 1/2残存 30 (ビット）

石ー25 砥石 (4.2) 4.6 2 9 65.0 漿灰岩 両側欠推、四面使用、仕上げ砥 土凛ー33 D5 

石ー26 砥石 (9.35) 3.0....., 3.9 3 5 201_. 7 流紋岩 S27 (柱穴） I 13 

石ー21 すり石？ 7.9 5.3 5.3 318.6 花協斑岩 2/3片面のみ使用痕 包含沼 E F4 

石ー28 すり石？ 10 3 8.3 2.1 299.9 閃緑岩 円版状の両面に使用痕有り 包含屈 E3 

石ー29 すり石？叩き石？ (7.5) 11.1 4.45 544.4 花曲岩 両面中央部使用 包含層 B-DS-6 

石ー30 叩き石 13.3 8.1 5.5 921.0 斑岩 両端を使用 包含屈 E5 

石ー31 すり石？叩き台？ 19.55 14.4 10.75 4040 花闘岩 包含屈側欝内 ？ 

石ー32 砥石 29.6 25.5 11.2 9090 砂岩 一面とその斜部を利用 包含屈 K5 

石ー33 砥石 27.6 22 11.5 8480 砂岩 一面のみ使用 包含図 A5 

石ー34 砥石 26.8 15 2 12.2 6420 安山岩 一面のみ使用 1251 (ビット） E15 

石ー35 砥石 10.0 3.35 0.9 49.3 流紋岩 一部欠損 包含厖 El3 

石ー36 砥石 (6.6) 7.6 4.0 301.4 砂岩 一部、二面使用 包含層 GH17. 18 

石ー37 砥？ (9.8) 3.8 3 0 101.1 泥岩 四面を使用仕上げ砥 包含陪 Fl6 

石ー38 砥石 (5.3) 3 9 0 7 28.5 流紋岩 両端欠損、四面とも利用、仕上げ砥 包含層 （上段）

石ー39 砥石？ 7.4 (6.2) (1.93) 126.3 砂岩 一部分 包含陪 G15F G15. 16 

石ー40 砥石？ (4.3) 3.4 1.0 32鼻， 流紋岩 河道ー 2上包含厖 013 

石ー41 砥石 (13.5) 6.0 4.6 649.5 流紋岩 包含層 16 

石ー42 砥石 (11.2) 4 7 ..._, 7.2 3.3-6.2 520.3 石英斑岩 約 1/2、四面使用 包含陪 J. K5. 6 

石ー43 砥石？ (2.9) 2.2 (0 9) 8 0 流紋岩 小片 包含層 GH17. 18 

石ー44 砥石 (4.0) 3.6 l 2 202 4 安山岩 小片.二面使用 溝ー 2 F5 

石ー45 石鍋 16.8 197.7 滑石
l/4内面横方向・外面縦方向に削り、

包含屈 C4 
ロ縁• 羽部は磨き

石― 砥石 30.6 18 9 20 12040 砂岩？ 二面使用 包含眉 Gl3 

石一 35 3 漿灰岩 包含層 J KS 6 

石一 砥石 20 8 6.5 4.0-7.7 1279.3 泥岩 上部のみ使用 包含層 p 1 

石一 砥 (15 1) (10.6) (9.9) 2048.0 砂岩 一部、一面のみ使用 包含陪 P2 

石一 叩き石？ (6.5) 7.2 5 9 400.3 花巌岩 62 p 3 (北側道〕

石一 蜘 (16.0) 03.1) 6.7 2460 砂岩 破片、一面中央部のみ使用 包含屈 P2-P5北用水路

石一 砥石 (5.8) (3.4) (2.1) 37.9 小片 包含陪 PIO北側道

木器・木製品樹種観察表

遺構 名 器種 材 種 備 考 旧遺構名 地 区

建物一16柱穴 柱？ ネズミサシ 994 E-14 

建物一16柱穴 柱 ネズミサシ 996 E-15 

建物ー16柱穴 柱？ ネズミサシ 1061 E-14 
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建物ー16柱穴 柱 ネズミサシ 1062 E-14 

建物一16柱穴 ？ アカマツ ふしの部分 1211 E-14 

建物一19柱穴 柱 ネズミサシ（モロマツ） 1106 D-14 

建物ー21柱穴 柱 クリ 934 E-15 

建物一23柱穴 ？ ネズミサシ 残存長約 9cm (小） 972 F-15 

建物ー33柱穴 柱 クリ 598 F-6 

建物一45柱穴 柱 ネズミサシ 728 G 

建物一45柱穴 礎板 コウヤマキ 1422 G~lO 

建物一45柱穴 柱 アラカシ 1437 G-9 

建物一47柱穴 柱 クリ 787 G-11 

建物一47柱穴 柱 ？アキニレ 921 F-16 

建物一47柱穴 柱 アラカシ 922 E-16 

建物一48柱穴 柱 クリ 1028 a~12 

建物一48柱穴 柱 クリ 1032ー① G-12 

建物一48柱穴 柱 クリ 1032一② G-12 

建物一48柱穴 ？ アカマツ 1190 G-12 

建物一49柱穴 ？ アカマツ 1143 H-13 

建物一51柱穴 柱 アラカシ 1157 G-13 

建物一51柱穴 柱 クリ 火を受けている？ 1153 G-14 

土漿墓ー 2 ？ 小片 1051 I -13 

井戸― l 井側材
矢板コウヤマキcwz,...__,

矢板の中に桶材二次利用か？ B81 町道 I-56)杭コナラ cw-1) 

井戸ー 2 ？ ノグルミ 89 E-4 

柱穴 ？ 小片 302 B-6 

柱穴 杭 残存長約12cm(小） 517 A-7 

柱穴 ？ 残存長約 5cm (極小） 1000 E-15 

柱穴 ？ 小片 1007 F-16 

柱穴 ？ 小片 1029 G-12 

柱穴 柱 残存長約12cm(中） 1029 G-12 

柱穴 小片 1029 G-12 

柱穴 柱 残存長約20cm(大） 1031 H-12 

柱穴 柱 残存長約20cm(小） 1034 G-13 

柱穴 柱 残存長約13cm.(中） 1036 G-13 

柱穴 ？ 残存長約 8cm(中） 1163 

柱穴 柱 残存長約28cm(大） 1168 H-13 

柱穴 ？ 極小片 1234 E~lS 
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柱穴 ？ 小片 1403 H-14 

柱穴 ？ 小片 1427 F-13 

柱穴 柱 残存長約27cm(中） 0441) ? H-13 

柱穴 柱 残存長約30cm.(大） B56 町道J-6

柱穴 ？ 小片 S54 南側道 I-14

河道ー 2 ？ S 1 H-12 

包含層 （包含層） D 14, 15 

包含層 北西下層 （包含層） Dl2 

包含層 ？ （包含層） 橋脚D-2

包含層 杭 残存長約13cm （包含層） 橋脚D-3

-480-
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付載2 馬屋遺跡から出土した土器に残存する脂肪の分析

中野益男（帯広畜産大学生物資源化学科）

中野寛子・明瀬雅子・長田正宏

（僻ス‘、コーシャ総合科学研究所）

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、糖質（炭水化物）および脂質（脂肪・油脂）

がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて崩

壊してゆくだけでなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これ

まで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺

跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと (1)、古代遺跡から出土した約 2千年

前のトウモロコシ種子(2)、約 5千年前のハーゼルナッツ種子(3)に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態

に保存されていることがわかった。このように脂肪は微螢ながら比較的安定した状態で千年・ガ年と

いう長い年月を経過しても変化しないで遺存することが判明した(4)o

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス（種）が

脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延びた

飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不

飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物の種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロール

についても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴステ

ロールというように動植物に固有の特徴がある。従って出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成し

ている脂肪酸組成と現生物植物のそれとを比較することによって、目に見える形では遺存しない原始

古代の動植物を判定することが可能である。

このような出士遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残存脂肪

分析法」を用いて、馬屋遺跡から出土した土器の性格を解明しようとした。

1 . 土壌試料

岡山県赤磐郡山陽町の馬屋遺跡は奈良時代を

中心としたものと推定されている。この遺跡の

地表下約70cmの所から、一部欠損部分はあるも

のの、須恵器の杯身およびその中に割れ込む形

で須恵器の杯蓋が出土した。また杯身の直下か

ら中央に 1枚、その四方に 4枚の奈良時代中頃

の和同開弥が、銭貨を並べた上に杯を置くよう

な形で出上した。試料はこの杯の内外から採取

した土壌である。土摸試料採取地点を図 1に示

す。試料Na.1は杯内から、試料Na.2は杯直下北

側から、試料No.3は杯直下南側から、試料Na.4 
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は杯周辺の東西からそれぞれ採取した。

2. 残存脂肪の抽出

土壌試料144,-....,,942gに 3倍量のクロロホルムーメタノール (2: 1)混液を加え、超音波浴槽中で

30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残橙に再度クロロホルムーメタノール混液を加

え、再び30分間超音波処理をする。こーの操作をさらに 2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた

全抽出溶媒に 1%塩化バリウムを全抽出溶媒の 4分の 1容量加え、クロロホルムと水層に分配し、下

層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表 lに示す。抽出率は0.0010,,...__,0.0049%、乎均0.0027%であった。この値は出土

土器を胞衣壺と判定した奈良県乎城京左京（外京）五条五坊十坪から出士した胞衣壺内土壌試料の平

均抽出率0.0199%(5)よりは低いが、古墳時代の胞衣壺と判定した平城京右京三条三坊一坪の土師器試

料の0.0039%(6)、出土土器を胞衣壺と判定した同じ岡山県内の津寺遣跡の士器および士壌試料の

0.0028%(7)、出士士器を胞衣壺もしくは骨壺と判定した宮城県郷楽遺跡の土器試料の0.0013%、士器

内土壌試料の0.0062%(8)、出土土器を胞衣壺と判定した平城京右京三条二坊十五坪の土壌試料の

0. 0007%(9)とはほぼ同程度であった。

表 1 土壌試料の残存脂肪抽出量

試料No. 試 料 名 湿重量 (g) 全脂質 (mg) 抽出率(%)

1 須恵器杯内土壌 235.5 11. 6 0.0049 

2 須恵器杯直下土猿 (A) 114.0 1.9 0.0017 

3 須恵器杯直下土壌 (B) 930.2 29.2 0.0031 

4 須恵器杯周辺土壊 942.4 9.1 0.0010 

残存試料をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成され、遊離脂

肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール（トリグリセリ

ド） ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3. 残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪に 5%メタノール性塩酸を加え、 125℃封管中で 2時間分解し、メタノール分解

によって生成した脂肪酸メチルエステルをクロロホルムで分解し、ヘキサンーエチルエーテルー酢酸

(80 : 30 : 1)またはヘキサンーエーテル (85: 15)を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグラ

フィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した仕O)o

残存脂肪の脂肪酸組成を図 2に示す。残存脂肪から10種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチ

ン酸 (C16 : 0)、ステアリン酸 (C18 : 0)、オレイン酸 (C18 : 1)、 リノール酸 (C18: 2)、ア

ラキジン酸 (C20:0)、エイコサモノエン酸 (C20 : 1)、ベヘン酸 (C22:0)、 リグノセリン酸

cc 24: 0)の8種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィー一質最分析により同定した。

各試料中での炭素数18までの中級脂肪酸の分布割合について見てみると、いずれの試料中でも主要

な脂肪酸はパルミチン酸で約42'""'-'52%分布していた。試料No.1'""'-'No. 3では次いでステアリン酸とオレ

イン酸がほぼ同程度の18'""'-'22%分布していた。試料No.4ではオレイン酸が約29%、ステアリン酸が約

12%分布していた。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年月の間にオ

レイン酸、 リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が酸化されてパルミチン酸を生成するためで、主
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として植物遺体の士壊化に伴う腐植物から来

ていると推定される。

割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物

性脂肪の両方が考えられる。植物性脂肋では

特に根、茎、種子に多く分布するが、動物性

脂肪の方が分布割合は高い。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、

脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられ

るアラキジン酸、ベヘン酸、

などの高級脂肪酸はそれら 3つの合計が試料

リグノセリン酸

No. 1では約17%、試料No.2 "'-"No. 4では約 8"'""

11%であった。通常の遺跡出土土壊中の高級

脂肪酸の含有量は約 4"'-"10%である。従っ

て、試料No.1での高級脂肪酸含有景は多いと

いえる。

またオレイン酸の分布

このことは杯の内外での土猿の性質

が異なることを示唆している。

脂肪酸の分析から、すべての試料中には飽

和脂肋酸のパルミチン酸、 ステアリン酸が多

く分布していること、試料No.lには特に高級

脂肪酸が多く分布していることがわかった。

4. 残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチル

エーテルー酢酸 (80: 30 : 1)を展開溶媒と

するケイ酸薄層クロマトグラフィーで分離・

精製後、

Jレヽ

ピリジン一無水酢酸 (1 : 1) を窒

素気流下で反応させてアセテート誘導体にし

てからガスクロマトグラフィーにより分析し

た。残存脂肪の主なステロール組成を図 3に

カンペステロール、 スチグマステロール、
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試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成

エルゴステロー

ヽントステロールなど 7種類のステロールをガスクロマ

トグラフィー一質量分析により同定した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールはすべての試料中で約ll,...__,16%分

布していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは 4,...__,8%含まれているので、いずれの

試料中にもコレステロールはそれよりもやや多く含まれていた。中でも試料No.4には約16%分布して

いた。植物由来のシトステローJーレはすべての試料中で約23,...__,35%分布していた。通常の遺跡出土土壌

中にはツトステロールは30.,....__,40%、もしくはそれ以上分布している。 クリ、 クルミ等の堅果植物由来

のカンペステロール、 スチグマステロールはすべての試料中で約 4.......,12%分布していた。通常の遺跡

出士士壌中にはカンペステロール、 スチグマステ・ロールは約 1,..___,10%分布している。微生物由来のエ
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ルゴステロールは試料Na.1、Na.2では検出されず、試料No.3、No.4 (%) 
60 

では約 4,...___,7%分布していた。この値は人為的に微生物を蔀加した

値(11}に比べるとかなり低いもので、積極的に杯の内外で何かを酸酵 40

させたのではなく、土壌微生物による自然酸酵が若干あったものと 20 

思われる。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロー

ルの分布比の指標値は土城で0.6以上(12)、土器• 石器• 石製品で、 60

0.8,...__,23.5をとる(13)、(14)。土猿試料コレステロールとシトステロール 40

の分布比を表 2に示す。表からわかるように、試料No.1 ,..._,No. 3では
20 

分布比がo.3,..._,o. 4、試料No.4では0.7であった。この結果からする

と、杯外の周辺士壌試料の方が分布比が高く、かつその値が0.6以 ° 
上であることになる。また試料No.1 ,..._,No. 3も分布比は0.6以下では 60

あるが、 0.6に近いものであった。周辺土壌試料がそのような結果 40

を示したのは、破損した杯から埋納された動物遺体の一部が周辺土
20 

壊に浸出したか、杯の周辺に動物遺体の一部が埋納されていたため

゜

No.1 

No. 2 

No疇 3

かもしれない。

゜これらの成績から、試料中には動物性脂肪が残存していることが 60

わかった。 I No. 4 
40 

表 2 試料中に分布するコレステロールとシトステロールの割合
20 

試料No.
コレステロール 、ントステロール コレステロール

（％） (%) ／シトステロール I
゜コ 工 力 ス シ そ

1 10.76 27.27 0.39 ス レ ル ン チ 卜 の
テ ゴペ グ 他

2 11.29 27.12 0.42 ロ ス マ ス の1 
テ

ス ス
テ3 12.10 35.41 0.34 ル フ一ー フ一ー

ス ス

4 16.26 22.74 0.72 
畠

ロ テ ロ
フ一ー

ロ ロ ロ ロ
I I I 

5. 脂肪酸組成の数理解析 ルルル ル ）レ ル

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料 図3
試料中に残存する脂肪の

間の相関係数を求め、この相関係数を基礎にしてクラスター分析を ステロール組成

行って各試料間の類似度を調べた。同時に平城京左京（外京）五条五坊十坪から出土した胞衣壺試

料、平城京右京三条三坊一坪から出土した土器試料、平城京右京三条二坊十五坪から出士した胞衣壺

試料、津寺遺跡から出士した胞衣壺試料間および人間の胎盤試料に残存する脂肪酸の類似度とも比較

した。

各試料の脂肪酸組成の類似度をパターン間距離にして表した樹状構造図を図 4にしめす。図からわ

かるように、馬屋遺跡の試料は平城京右京三条三坊一坪の試料の一部、平城京左京（外京）五条五坊

十坪の試料、乎城京右京三条二坊十五坪の試料の一部および人間の胎盤試料と共に相関行列距離0.1

以内でA群を形成した。津寺遺跡と乎城京右京三条二坊十五坪、平城京右京三条三坊ー坪のA群に属

さなかった試料は相関行列距離0.1以内でB群を形成した。これらA群と B群は相関行列距離0.1以内
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皿 山陽町内の遺跡

にあり、非常に類似しているといえる。平城京右京三条三坊一坪の士師器壺試料は単独でC群を形成

し、 A、B群とは相関行列距離で0.2以内の所にあり、それらの試料と若干類似していた。

これらのことから、馬屋遺跡の試料は試料No.4の杯外周辺士壌試料も含めて、胞衣壺試料や人間の

胎盤試料と非常に類似していることがわかった。

6. 脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸から炭素数

18のステアリン酸、オレイン酸、 リノール酸まで）と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジン酸以上）と

の比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異異性相関を求めた。この比例配

分により第 1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、

第 1象限から第 2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第 2象限の原点から離れた位置に高等動物

の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第 2象限から第 3象限にかけての原点付近に植

物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第 3象限から第 4象限に移る原点から離れた位置に海

産動物が分布する。

試料の残存脂肪から求めた相関図を図 5に示す。図からわかるように、試料はすべて第 2象限内に

分布していた。この分布位置は試料中に動物由来の脂肪が残存していることを示唆する所である。

このことから、馬屋遺跡の試料中には動物由来の脂肪が残存していることがわかった。

7. 総括

馬屋遺跡から出士した士器の性格を判定するために、須恵器杯内外の士壊試料の残存脂肪分析を

行った。残存する脂肪酸分布の結果、試料中にはパルミチン酸とステアリン酸が多く分布しているこ

とがわかった。また高級脂肋酸は杯内試料No.1で若干多く含まれていた。

残存する脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、馬屋遺跡の試料は出土士器を胞衣壺と判定し

た試料や人間の胎盤と非常に類似していることがわかった。

残存するステロール分析の結果、動物由来のコレステロール含量が際立って多くはないが、 10%以

上分布しており、試料中に動物性脂肪が残存していることがわかった。特に杯周辺土摸試料中にその

傾向がみられた。これは破損した杯から動物性脂肪が浸出して周辺土壌にも影響を与えたか、もしく

は杯の周辺に動物遺体の一部が埋納されていたためかもしれない。

以上の成績から、馬屋遺跡から出土した須恵器杯には胞衣と類似の脂肪が残存していたことが判明

した。
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付載3 馬屈遺跡t堀墓― l出tの歯の鑑別

小田嶋梧郎（岡山大学名脊教授）

本調在における資料は、発掘時に位群がまとまって出上し、土壊を広範囲に提供してくれたため、

表層から保存状態の良好な歯を検出できた。更に深層に亙って順次検索を進め、最終的には期待を込

めて、すべてを水洗し、総計32本の永久歯のうち28本までもが完全な資料となった。すなわち、その

歯式は次の如くである。

（右）

上顎歯列 R⑦⑥O④R② ol①②⑥; :~0⑧ 上顎紺列

下顎歯列 Q(j)⑥⑥④③②① ①②③④⑥⑥ (j)Q f顎紺列

LL: 左・ 1:.顎第一切歯，可：右 • 下顎第一切俵，『：左 .f顎第一切歯，

凶：右 .I:: 顎第 二切歯，訟 ：左.J: 顎第二切柏，可：右 ・下顎第一．切歯，

匝：左 .f顎第三切歯，針：右• 上顎犬歯， は：左.I:: 顎犬椒，

可：右 ・f顎犬歯， 厄：左 ・r顎犬歯， AJ : 右.I:: 顎第一小臼歯，

Lg__ : 左 ・上顎第一小臼紐，可：右 ・f顎第一小臼歯，

~: 左 ・ド顎第一小臼俵， lli_: 左 .1:. 顎第-=-小臼歯，

可 ： 右 · f顎第二小臼紺，后：左 • 下顎第二小臼歯，

且I:右 .I:: 顎第一大臼歯，位：左 • 上顎第一大臼歯，

可：右 ・下顎第一大臼歯，厄：左 ・下顎第一大日歯，

エI:右.I:: 顎第ご大臼歯，に：左 • 上顎第 二大臼歯，

可：右 ・f顎第ご大臼歯，『：左 ・f顎第-=-大f1歯，

叫：右 .I:: 顎第＝：大臼歯，位：左.1:: 顎第＝．大日歯

・・・・・・・・・・..以上、 計28本

なお、頭位は北西、頭部左側を F位に、すなわち横向きにとっている。また、士器片と朽ちた骨部

を検出した。

特記すべきは、切歯群において、そのすべてに切縁結節があることから、若年層の個体歯であるば

かりでなく、右および左の卜顎大日保群が明瞭な 4咬頭をもった大臼歯の庄本形態をすべて具えてい

ることから、その年齢20歳前後と断定できる。そこで、最も輿味ある上顎大日掬について、私見を述

べさせてもらおう。

上顎大臼紺の咬頭の基本形は 4咬頭 （多咬頭性）で最も大きな特徴である。すなわち、 多咬頭性は

その咬合面を増すことによって、食物の阻喘機能に適合しようとするためである。上顎大臼歯の典型

的な基本形態は、第一大臼歯に見られ、咬合面が菱形で、 頬側と舌側とにそれぞれ 2個の咬頭が並

ぶ。すなわち、 煩側に近心頬側咬頭と遠心頬側咬頭があり、舌側に近心舌側咬頭と遠心舌側咬頭があ

る （図参照）。

そのうち、近心舌側咬頭が最も大きく、遠心舌側咬頭が最も小さいC

上顎大臼歯の歯冠の退化現象が遠心舌側咬頭に最も著明に現われ、日本人は他の種族と比較 して可
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成り著明であるという。また、この退化形 宕） 含

近心舌側咬頭およびそれから発する近心舌

側 三角稜咬耗のへと続いていて、そのほか

の大臼椒にはそれほど強い咬耗は認められ

ないのである（図および写真参照）。

上顎の各大臼歯における形態の推移は、

確かに、大きさの点からは、後方の附ほど

諸計測において小さく、歯冠の計測値で明

らかである。また、歯冠が後方のものほど

遠心 遠心

a: 近心頬債餃頭

b: 遠心頬債餃頭

C: 近心舌但餃頭

d: 遠心舌側餃頭

近遠心的に圧平されている（図参照）。

大臼椒は後方にいくに従って、咬頭が順次小さくなり、遂には消失する咬頭の退化現象は、遠心舌

側咬頭にあらわれ、上顎第三大臼歯の咬合面は菱形から不等辺四辺形、さらに 三角形になってしま

う。

現代人のL顎第三大臼歯（智歯）では 4咬頭性は比較的少なく、特に近頃の若年層では智掬の萌出

右•上顎鰤列
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のない場合さえあることから、本資料は智歯の退化現象の推移を考える上で貴重な症例といえる。＼

今回の調査を通して感じたことは、やはり現代人の食生活の変化と共に、歯の退化現象が徐々に現

われてくるということを実感した。

なお、計28本の歯冠部を計測すると、日本人平均値より僅かではあるが小さいことから本例は20歳

前後の女性歯と推察した。
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付載4 馬屋遺跡土堀墓ー 2出土人骨

池田次郎

左を下にして股関節、膝関節をまげた横臥屈位で埋葬されている。頭蓋骨、下顎頸堆、左右上肢

骨、下肢骨が残存するが、保存状態はきわめて悪い。左の上顎骨には犬歯から第 2大臼歯までの 5本

が、下顎骨には中切歯から第 3大臼歯の全歯が釘埴している。第 1大臼歯の磨耗度はブロカの 2度

で、第 3大臼歯の歯はほとんど磨滅していない。下顎歯、とくに第 1大臼歯の近遠心径は大きい。壮

年男性骨と推定される。
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図版 2

I. 河道 I (西から）

3. 河道 2 出土遺物
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I. 奈良時代建物群（西から）
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図版4

I. 建物一 I (北から）

2. 建物一 I (西から）

一ー' 3. 建物一 2 (北から）



図版5

I. 建物一 3 (東から）

2. 建物一 3 (北から）

3. 建物一 4 (東から）



図版 6

溝― l 出土遺物
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図版8

I. 土器埋納土塙検出状況（南から） 2. 内部検出状況

3. 土器取りあげ後の状況 4. 和同開称出土状況



図版 9
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土器埋納土城出土遺物



図版10

E 

包含層出土奈良時代の軒丸瓦 ・軒平瓦



図版11

I. 建物一 5 (西から）

2. 建物一 6 (北から）



図版12

I. 建物一 7 • 柱穴列 3 (東から）

2. 建物一 7• 柱穴列ー 3 (北から）



図版13
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I. 井戸一 I (北から）
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図版14

I. 建物一 II (北から）

2. 建物一 16(北から）
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I • D ,...., F -14,...., 16区全景 （東から）

3. 建物一 18

出土遺物
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図版16

I. 建物一 19(西から）

3. 建物一 19出土遺物

4. 建物一20(東から）



図版17

""" 
I. 溝ー 17検出状況（東から）

2. 溝ー 17出土遺物



図版18

溝―19出土遺物(I)



図版19
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図版20

I. 土塙墓― l

（北から）

2. 土煽塞ー 2
（北から）
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3. 土塙墓ー 2
（東から）



図版21
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図版22
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I. 土塙― 11検出状況（西から）

2. 土塙― 11出土瓦
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2. 土城一 16出土遺物
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南河道土層出土遺物





図版26

I. 建物一28 • 30 (東から）

2. 建物一29(南から）

3. 建物一33 • 34 (北から）
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I. 建物一36(東から）

2. 建物一37(北から）

瓢鬱

3. 建物一45(北から）
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3. 建物一51(北から）
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I. 井戸ー 4 (北から）

2. 井戸ー 5 (南から）

,....II 
一3. 井戸ー 5出土遺物
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I. 橋脚ー 3

北側道（南から）

2. 橋脚ー 3 (北から）

3. 橋脚ー 3 (南から）
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I. 橋脚ー 5 (南から）

2. 橋脚ー 6 (南から）

3. 橋脚ー 7 (南から）
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I. 橋脚ー 8 (南から）

2. 橋脚ー 8 (東から）

• 3. 橋脚ー 8,溝ー 5・6

（東から）
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L 橋脚ー 9北側道
溝ー 8

（上面南から）

2. 橋脚ー 9北側道

溝ー 8

（南から）

3. 橋脚ー 9
溝ー4 (南から）
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I. 橋脚ー 9

北側道（南から）

, 2. 橋脚ー 9-10南側道

溝 3・4(南から）

~ 3. 橋脚― 14鍬痕

土塙群（南から）



図版35

たー 2
23 

26 

28 

31 

32 

疇）
34 30 

橋脚部出土遺物
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橋脚部包含層出土遺物
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コ -. ド
調在面積所収遺跡 所在地 北緯 東経 調荏期間

(rrl) 
調査原因

市町村 遺跡番号

実教寺遺跡 赤磐郡 321 34°45'56" 134゚04'30"H 2. 2. 5 635 
瀬戸町 ,..__, 2 .21 

H 2. 2. 5 

""'4 . 21 

松尾 2号墳 赤磐郡
＂ 

17~477 34゚05'15"134" 05'10" H 2. 5. 7 626 
松尾 4号墳 瀬戸町 34゚46'10"134" 05'15" ,......, 8. 4 
松尾 5号墳

＂ 
134゚05'20" 山

勘定口 2号墳 赤磐郡 17-422 34゚45'40"134°02'40" H 3. 4 .18 370 
陽

＂ 瀬戸町 ,..._.., 5 .16 自

動
斎富古墳群 赤磐郡 322 17-386 34゚45'00"134゚02'25"H 3. 2 .25 1,683 

車
山陽町 387 ,,..__, 3 .21 
斎宮 388 道

建
新屋敷遺跡 赤磐郡

＂ 17-693 34゚44'05"134゚00'40"H 3. 7. 2 1,160 
設

山陽町 ,....__, 8. 2 
穂崎

にこ

伴
池新田遺跡 赤磐郡 ＂ 

17-693 34゚44'00"134°00'25" H 3. 7. 2 1,120 
う

山陽町 ,..._,8.2 
調穂崎
背

長尾遺跡 赤磐郡
＂ 

17-694 34゚44'1511134゚01'15"H 3. 5 .20 50 
山陽町 "-'5.31 
長尾

馬屋遺跡 赤磐郡
＂ 

17-693 34゚44' 134゚01' H 3. 7. 1 20,130 
山陽町 ""'4 .10.31 
馬屋



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

実教寺遺跡

松尾 2号墳 古墳 古墳後期 横穴式石室 須恵器

松尾 4号墳 陶棺

松尾 5号墳

勘定口 2号墳 古墳 古墳後期 横穴式石室

斎富古墳群 弥生～中 古墳後期 横穴式石室 須恵器

世古墳 竪穴式石室 鉄器

新屋敷遺跡 集落 弥生中・後期 住居、土壊 弥生土器
______ ,, ___ 

池新田遺跡 集落 溝 埴輪片

馬屋遺跡 集落 奈良•平安•鎌 掘立柱建物53、 胞衣用器、輸入

倉・室町 井戸 5、溝72、 陶磁器、緑釉、

土壊83、土城墓 灰釉、黒色土器、

2 瓦器、陶硯

ヤブレ塚古墳 荒手
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